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ご使用前のおことわり
● この製品を正しくお使いいただくために、この『取扱説明書』をよくお読みに

なってからご使用ください。また、この『取扱説明書』は、いつも手元に置いて
ご使用ください。ご使用中にわからないことや、具合の悪いことがおきたと
き、きっとお役にたちます。

● 当社は、この製品の使用誤り、ご使用中に生じた故障、その他の不具合または
この製品の使用によって受けられた損害については、法令上賠償責任が認めら
れる場合を除き一切その責任を負いません。

● 当社は、この製品において内蔵ソフトウェアや追加ソフトウェアを使用された
結果に関しては、いかなる保証も致しかねますので、あらかじめご了承のほど
お願い申しあげます。
なお、ソフトウェアのご使用に際しては、そのソフトウェアの提供者の使用条件が明
示されているときは、必ずそれらの使用条件をご確認ください。

● お客様または第三者がこの製品の使いかたを誤ったときや静電気、電気的ノイ
ズの影響を受けたとき、また、故障・修理のときや電池交換の方法を誤ったと
きは記憶内容が変化・消失するおそれがあります。

● 次のことを必ずお守りください。
重要な内容は必ず控えを取っておいてください。動作確認済みの市販のminiSD
カードにバックアップ（保管）することができます。

● この製品は付属品を含め、改良のため予告なく変更することがあります。

は　 じ　 め　 に
お買いあげいただき、まことにありがとうございました。
この製品は厳重な品質管理と製品検査を経て出荷しておりますが、万一故障または不具合があ
りましたら、お買いあげの販売店または、ウィルコムサービスセンターまでご連絡ください。
別添の「保証書」の定めるところによって修理を行います。

ご使用前に、「安全にお使いいただくために」（�0-7ページ）を必ずお読みください。

携帯電話・PHS端末のリサイクルについて

携帯電話・PHS事業者は、環境を保護し貴重な資
源を再利用するために、お客様が不要となってお
持ちになる電話機端末・電池・充電器を、ブラン
ド・メーカー問わず右記マークのあるお店で回収
し、リサイクルを行っています。

ご注意� 2回収した電話機端末・電池・充電器はリサイクルするためご返却できません。
2プライバシー保護のため、電話機端末に記憶されているお客様の情報（電話
帳、通信履歴、メールなど）は事前に消去してください。
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公衆サービスについて

ウィルコムと契約する必要があります。契約申し込みをされるときは、契約手数
料がかかります。また、契約申込後は毎月の基本料金と通話料がかかります。

くわしくは、下記ウィルコムサービスセンターへお問い合わせください。

以下のような内容は、ウィルコムサービスセンターにお問い合わせください。

●ご契約内容（加入、変更、引越等） ●基本料金・通話料等
●オプションサービス ●サービスエリア
●この製品の紛失 ●その他、通信サービスについて

ウィルコムサービスセンター

受付時間：9：00～21：00
（日・祝日を除く）
この製品から……………………局番なしの116（無料）
一般加入電話・公衆電話から…0120-921-156（無料）
（携帯電話・PHSからもかけられます。） 番号をよくお確かめのうえ、おかけください。

ウィルコムのデータ通信に関してのお問い合わせ窓口

受付時間：9：00～21：00
（日・祝日も受付）
この製品から……………………局番なしの157（無料）
一般加入電話・公衆電話から…0120-921-157（無料）
（携帯電話・PHSからもかけられます。） 番号をよくお確かめのうえ、おかけください。
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この製品には、本書で説明している以外
に次のプログラムがあります。

・Word Mobile

・PowerPoint Mobile
・Excel Mobile
・Picsel PDF Viewer

これらの説明は、付属のGetting Started
CDに収録されている『Windows Mobile
5.0  Office アプリケーションマニュアル』
または『Picsel PDF Viewerマニュアル』を
ご覧ください。
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パソコンの動作環境について ............... 8-3
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安全にお使いいただくために

この取扱説明書には、安全にお使いいただくためにいろいろな表示をしてい
ます。その表示を無視して誤った取り扱いをすることによって生じる内容
を、次のように区分しています。内容をよく理解してから本文をお読みにな
り、記載事項をお守りください。

警告
注意

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

記号は、しなければならないことを表しています。

・ ・ ・ ・ ・

記号は、気をつける必要があることを表しています。
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

記号は、してはいけないことを表しています。

図表示の意味

危険 人が死亡または重傷を負うおそれが高い内容を示して
います。
人が死亡または重傷を負うおそれがある内容を示して
います。
人がけがをしたり財産に損害を受けるおそれがある内
容を示しています。

■WS007SH本体の取り扱いについて

警告
●万一、発熱していたり、煙が出ている、変な臭いがするなどの異
常状態のまま使用すると、火災や感電の原因となります。すぐに
ACアダプターをコンセントから抜き、本体の電源を切り、充電池
を外し、お買いあげの販売店にご連絡ください。

●万一、異物（金属片・水・液体）が製品の内部に入った場合は、ま
ずACアダプターをコンセントから抜き、本体の電源を切り、充電
池を外し、お買いあげの販売店にご連絡ください。そのまま使用
すると火災や感電の原因となります。

●指定のACアダプターや充電池をご使用ください。指定以外のAC
アダプターや充電池などを使用すると、火災・事故の原因となり
ます。

この取扱説明書の用紙は、再生紙を使用しています。
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警告
●屋外で雷が鳴っているときは、使用しないでください。落雷・感
電のおそれがあります。

●交通事故の原因になりますので、自動車・バイク・自転車などを
運転中は使用しないでください。自動車・バイク運転中の使用は
法律で禁止されています。自動車・バイク・自転車などを安全な
場所に止めてからご使用ください。

●航空機など使用を禁止された区域では電源を切ってください。航
空機内での使用は禁止されています。

●通話するときは周囲の安全を確認してから、使用してください。安全
を確認せずに通話すると、転倒や交通事故などの原因になります。

●植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器を装着されている
場合は、ペースメーカなどから離して携行および使用してください。
電波により、植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器
が誤動作するなどの影響を与えることがあります。

●満員の電車など混雑した場所では、付近に植込み型心臓ペース
メーカおよび植込み型除細動器を装着している方がいる可能性が
ありますので、この製品の電源を切ってください。
電波により、植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器
が誤動作するなどの影響を与えることがあります。

●医療機関の屋内では次のことを守って使用してください。
・手術室、集中治療室（ICU）、冠状動脈疾患監視病室（CCU）に
は、この製品を持ち込まないでください。

・病棟内ではこの製品の電源を切ってください。
・ロビーなどであっても、付近に医用電気機器がある場合は、こ
の製品の電源を切ってください。

・医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所を定めて
いる場合は、その医療機関の指示に従ってください。

●自宅療養等医療機関の外で、植込み型心臓ペースメーカおよび植込
み型除細動器以外の医用電気機器を使用される場合は、電波による
影響について個別に医用電気機器メーカなどにご確認ください。

●高精度な電子機器の近くでは電源を切ってください。電子機器に
影響を与える場合があります。
ご注意していただきたい電子機器の例：心臓ペースメーカ、補聴
器、その他医療用電子機器、火災報知器、自動ドアなど。心臓ペー
スメーカやその他医療用電子機器をお使いの場合は、各機器メーカ
もしくは販売業者に電波による影響についてご確認ください。

●心臓の弱い方は、バイブレータや着信音の設定に注意してくださ
い。
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危険
●充電池（リチウムイオン充電池）について、次のことをお守りくだ
さい。発熱・発火・破裂の原因となります。
・この製品で使用できる充電池は、EA-BL13です。これ以外の
充電池は使用しないでください。

・装着するとき、充電池の向きが決められています。この製品に
うまく装着できないときは、無理をしないで、充電池の向きを
確かめてください。

・充電には、付属のACアダプター（EA-79）以外のものを使用し
ないでください。また、充電池は指定機器以外の機器には使用
しないでください。

・直接日光の当たる所や、炎天下の車内、火やストーブのそばな
どの高温の場所（60℃以上）に放置しないでください。

・釘を刺す、ハンマーでたたく、踏みつけるなどの強い衝撃を与
えたり、投げ付けたりしないでください。

・外傷、変形の著しい充電池は使用しないでください。
・分解、改造、ハンダ付けをしないでください。
・水や火の中に投入したり、加熱しないでください。
・端子をショートさせないでください。金属小物（鍵、アクセサ
リー、ネックレスなど）と一緒に持ち運んだり、保管したりし
ないでください。

・電源コンセントや自動車のシガレットライターの差し込み口等
に直接接続しないでください。

■充電池の取り扱いについて

注意
●ぐらついた台の上や、不安定な場所に置かないでください。落ち
たり、倒れたりしてけがの原因になることがあります。バイブ
レータを設定しているときも、ご注意ください。

●自動車内で使用する場合、まれに車載電子機器に影響を与えたり、
この製品に影響を受けたりする場合があります。安全走行を損なう
おそれがありますので、このようなときは使用しないでください。

●皮膚に異常を感じたときはすぐに使用を止め医師の治療を受けて
ください。お客様の体質や体調によっては、かゆみ・かぶれ・湿
疹などが生じる場合があります。

●miniSDカードやW-SIMを取り外すときは、指でカードを押し込み、
カードが出てきても、すぐに指を離さないようにしてください。また、
取り付けるときは、カードがスロットに確実に装着されるまでしっかり
押し込み、すぐに指を離さないでください。miniSDカードやW-SIMを
装着しているカードスロットを顔の方に向けて、取り付けたり、取り外
さないでください。急に指を離すと、カードが飛び出し危険です。
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注意
●次のことをお守りください。液もれ、発熱、発火、破裂の原因と
なることがあります。
・小児が使用する際には、保護者が取扱説明書の内容を教え、ま
た、使用の途中においても、取扱説明書どおりに使用している
かどうか注意してください。

・乳幼児の手の届かない所に保管してください。また、使用する
際にも、乳幼児がこの製品から取り出さないように注意してく
ださい。

・充電は必ず5～35℃の範囲で行ってください。

・充電方法については、本取扱説明書をよくお読みください。

●充電池が漏液して液が皮膚や衣類に付着した場合には、すぐにき
れいな水で洗い流してください。皮膚がかぶれたりする原因とな
ることがあります。

●充電池を本体に装着する際に、サビ、異臭・発熱その他異常と思
われたときは、充電池を本体に装着しないでお買いあげの販売店
にご持参ください。

警告
●次のことをお守りください。液もれ、発熱、発火、破裂の原因と
なります。
・電子レンジや高圧容器に入れないでください。
・水や海水に浸けたり、雨滴などでぬらさないでください。万一、
ぬれた場合には、直ちに使用を止めてください。

・充電池から液がもれたり異臭がするときには、直ちに火気より
遠ざけてください。

・液もれ、変色、変形など今までと異なることに気がついたとき
は、使用しないでください。

・充電時に所定の充電時間を超えても充電が完了しない場合は、
充電を止めてください。

危険
●充電池からもれた液が眼に入ったときには、きれいな水で洗い、
すぐに医師の治療を受けてください。障害を起こすおそれがあり
ます。
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■ACアダプターの取り扱いについて

警告
●WS007SH本体に接続するACアダプターは、必ず付属のEA-79
を使用してください。他のACアダプターは使用しないでくださ
い。

●表示された電源電圧以外の電圧で使用しないでください。それ以
外の電圧で使用されますと、火災の原因となります。

●付属のACアダプターはコンセントに直接接続してください。タ
コ足配線は過熱し、火災の原因となります。

●ぬれた手でACアダプターを抜き差ししないでください。感電の
おそれがあります。

●次のことをお守りください。火災や感電の原因となります。
・ACアダプターを水やその他の液体につけたり、ぬらしたりし
ないでください。

・ACアダプターおよび本体の上やそばに、液体の入った容器を
置かないでください。倒れて内部に水などが入りますと、火災
や感電の原因となります。

・お客様による改造や分解・修理はしないでください。

・ACアダプターに強い衝撃を与えたり、投げ付けたりしないで
ください。

・ACアダプターに針金などの金属を差し込んだりしないでくだ
さい。

・コードを傷つけたり、破損したり、加工したりしないでくださ
い。また重いものを載せたり、引っ張ったり、無理に曲げたり
するとコードを傷め、火災や感電の原因となります。

●使用されないときには、安全のため、ACアダプターをコンセン
トおよび本体から外しておいてください。

●万一、発熱していたり、煙が出ている、変な臭いがするなどの
異常状態のまま使用すると、火災や感電の原因となります。す
ぐにACアダプターをコンセントから抜き、本体の電源を切り、
充電池を外しお買いあげの販売店にご連絡ください。

●雷が鳴りはじめたら、落雷による感電・火災の防止のため、本
体の電源を切り、ACアダプターをコンセントから抜いてくださ
い。

●長期間使用されないときには、安全のため、ACアダプターをコ
ンセントおよび本体から外しておいてください。



0-12

■付属CD-ROM の取り扱いについて

警告
●付属のCD-ROM は、一般オーディオ用のCD プレーヤーでは絶対
に使用しないでください。大音量によって耳に被害を被ったり、ス
ピーカーを破損するおそれがあります。

注意
● ACアダプターを抜くときは、コードを引っ張らないでください。
コードが傷つき、火災、感電の原因となることがあります。

●火災や感電の原因となることがあります。次のことをお守りくだ
さい。
・ 周囲温度0～40 ℃、湿度35～85％の範囲でご使用ください。
・ 直射日光の当たる場所では使用しないでください。
・ ほこりの多い場所に置かないでください。
・ 落下させたり衝撃を与えないでください。
・ つけ根部分を無理に曲げないでください。
・ 重いものを載せないでください。
・ 電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込みがゆるいときは
使用しないでください。

・ 布などでくるまないでください。
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使用上のご注意とお手入れのしかた

日の当たる自動車内・
直射日光が当たる場
所・暖房器具の近くな
どに置かないでくださ
い。
高温により、変形や故
障の原因となります。

表示部を開いた状態で
表示部だけを持って移
動したり、振り回した
りしないでください。
本体が外れ、落ちて破
損したり故障の原因と
なります。

お手入れは、乾いた柔
らかい布などで軽くふ
いてください。
シンナーやベンジンな
ど、揮発性の液体やぬ
れた布は使用しないで
ください。変質したり
色が変わったりするこ
とがあります。

持ち運ぶときや使用し
ないときは、必ずキー
ボードを閉じて、付属
のソフトケースに入れ
てください。
ソフトケースに入れず
に持ち運ぶと、画面が
割れたり傷ついたりし
ます。

落としたり、ズボンの
ポケットに入れたり、
満員電車の中などで強
い衝撃や力を与えたり
しないでください。ま
た、ハンドストラップ
などをご使用になり、
落とさないようにして
ください。
故障や破損の原因とな
ります。

画面は、ときどき乾い
た柔らかい布でふい
て、汚れないようにし
てください。
汚れたまま画面にタッ
プすると傷つくこと
や、スタイラスペンの
すべりが悪くなること
があります。

ホコリの多い場所や湿度の高いところに置いたり、使用しないで
ください。
故障の原因となります。
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画面を強く押さえた
り、爪や硬いもの、先
のとがったもので操作
したりしないでくださ
い。
画面などを傷めること
があります。

本体の上に書類などを
のせないでください。
誤って書類などの上から力
を加えると、破損の原因と
なります。
また、液晶画面の上に直
接、本や書類などを置いた
ままにして長時間圧力がか
かった状態にしないでくだ
さい。表示がにじんだり破
損の原因になります。

突起部のある硬いもの
（クリップなど）と一緒に
入れたり、バッグの底に
入れないでください。
入れかたや取り扱いかた
（誤って、ぶつけたり落
とすなど）によっては、
破損の原因となります。

スタイラスペンの先や
画面の汚れを取って操
作してください。
汚れたまま操作する
と、画面に傷がついた
り、スタイラスペンの
すべりが悪くなること
があります。

使用中に、強い磁石を
近づけないでくださ
い。
故障の原因となりま
す。

防水構造になっていま
せんので、水など液体
がかかるところでの使
用や保存は避けてくだ
さい。
雨、水しぶき、ジュース、
コーヒー、蒸気、汗なども
故障の原因となります。

長時間使用しているとこの製品は温かくなりますが、故障ではありません。

この製品には磁石が埋め込
まれています（下図）。
磁気に弱いカード類（テレ
フォンカードや定期券な
ど）を磁石の周囲に近づけ
ないようにしてください。
カード類などに記録されて
いるデータが消えてしまう
ことがありますのでご注意
ください。

磁石�
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●内蔵カメラについて
・レンズに直射日光があたらないようにしてください。直射日光があたる状態で放
置すると、素子の退色・焼付けを起こすことがあります。

・大切な撮影をするときは、必ず試し撮りをして正しく撮影されることを確認して
ください。

●USBポート／カードスロットについて
・USBポートやminiSDカードスロットなどにゴミやホコリ・金属片などの異物を絶
対に入れないようにしてください。それらが入ると、故障や記憶内容の消失の原
因になります。

・USBポートやminiSDカードスロットなどにはカバーがあります。使用していない
ときは、カバーを閉じてください。

●液晶表示について
・液晶パネルは非常に精密度の高い技術で作られており、99.99％以上の有効画素が
ありますが、0.01％以下の画素欠けや常時点灯するものがありますので、あらか
じめご了承ください。

・画面や本体に強い力を加えたとき、画面の一部が一瞬黒ずむことがありますが、
故障ではありません。

・画面タップの操作は、付属のスタイラスペンを使ってください。鉛筆やシャープ
ペンシルなど先のとがったものは、使わないでください。

●公衆の場で使用するときは、まわりの方に迷惑にならないようにご注意ください。

●ハンドストラップについて
ストラップ取り付け穴には、携帯電話用などに販売されている市販のハンドスト
ラップを取り付けることができます。ハンドストラップの種類によっては取り付け
られない場合もありますので、店頭で取り付けが可能であることを確認してからご
購入ください。なお、ハンドストラップを取り付けた状態でハンドストラップを
持って振り回したり、ハンドストラップを強く引っぱるなどストラップ取り付け穴
に強い力が加わる行為は行わないでください。故障や破損の原因となります。

●この製品が持つPHS電話機能は、日本国内での使用を目的に設計されています。
海外では使用しないでください。

著作権等に関するお願い
音楽用CD等各種CD、TV映像等、インターネットホームページ上の画像等著作権の対象
となっている著作物を複製、編集等することは、著作権法上、個人的にまたは家庭内
でその複製物や編集物を使用する場合に限って許されています。利用者自身が複製対
象物について著作権等を有しているか、あるいは複製等について著作権者等から許諾
を受けている等の事情が無いにもかかわらず、この範囲を超えて複製・編集や複製物・
編集物を使用した場合には、著作権等を侵害することとなり、著作権者等から損害賠
償等を請求されることとなりますので、そのような利用方法は厳重にお控えください。
また、他人の肖像が含まれる画像データを利用する場合、他人の肖像を勝手に使用、
改変等すると肖像権を侵害することとなりますので、そのような利用方法も厳重にお
控えください。
著作権にかかわる画像やサウンドの伝送は、著作権法の規定による範囲内で使用する
以外は、利用できませんのでご注意ください。
実演や興行、展示物などのなかには、個人として楽しむなどの目的であっても、撮
影・録音を制限している場合がありますのでご注意ください。
また、この製品にはデジタルカメラ機能が搭載されていますが、このデジタルカメラ
機能を使用して記録したものにつきましても、上記と同様の適切なご使用を心がけて
いただきますよう、お願いいたします。
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・Microsoft、ActiveSync、Outlook、Word Mobile、Excel Mobile、PowerPoint
Mobile、Windows、Windows Media、Windowsロゴ、MSNロゴ、Officeロゴ
は、米国およびその他の国における米国マイクロソフト社の登録商標または商
標です。

・この製品では、株式会社アプリックスがJava™
アプリケーションの実行速度が速くなるように
設計したJBlend™が搭載されています。
Powered by JBlend™. Copyright 1997-2006
Aplix Corporation.
All rights reserved.
JBlendおよびJBlendに関連する商標は、日本およびその他の国における株式会
社アプリックスの商標または登録商標です。
JavaおよびJavaに関連する商標は、米国およびその他の国における米国Sun
Microsystems, Inc.の商標または登録商標です。

・ 　miniSD™はSDアソシエーションの商標です。

・Flash、Flash LiteおよびMacromediaはAdobe Systems Incorporated（アドビ
システムズ社）の米国ならびにその他の国における商標または登録商標です。

・Powered by Mascot Capsule®/Micro3D Edition™ Mascot Capsule®は株式
会社エイチアイの商標です。

・Picsel、Picsel Powered、Picsel Viewer、Picsel File
Viewer、Picsel Document Viewer、Picsel PDF
ViewerまたPicselキューブロゴはPicsel Technologies
の商標、または登録商標です。

・Operaは、Opera Software ASAの商標または登録商標で
す。
Operaに関する詳細については、http://jp.opera.comをご
覧ください。

・「ATOK」および「APOT」は株式会社ジャストシステムの登録商標です。

・QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。

・その他の会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。
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ボタンやキーの表記

・画面上のメニューやボタンなど... ・ メニュー などと表記します。
・画面（表示部）下のキーやダイヤルキー・『 キー』などと表記します。

・カーソルキーは、『 カーソル キー』と
表記します。

・キーボードのキー............................. ・『 A キー』などと表記します。
・キーの上に表示されている「Del」など
の機能は、『 BS （Del）キー』などと表
記します。

操作手順の表記

この製品を操作するには、次の3つの方法があります。
・画面（表示部）下のキーを押して操作する
・キーボードのキーを押して操作する。
・スタイラスペンで画面にタップして操作する
※主に縦表示の場合を説明しています。

マーク

MEMO ...... 補足的なことを説明しています。

ご注意� .... 注意していただきたいことを説明しています。

� ............... 参照する取扱説明書のページを指しています。

表示画面

・本書に記載されている画面例は、縦表示のものを掲載しています。
・本書に記載されている画面例は、実際の製品で表示される画面と異なる場
合があります。
※この取扱説明書に記載しているお問い合せ先の電話番号や時間帯、各種
サービスの電話番号などは、2006年6月現在のものです。

取扱説明書の表記
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他機種のデータを
この製品に移す

「WS003SH、WS004SHなどの予定表や連絡先などのデータ」と「パソコンの
Microsoft Outlookのデータ」を同期したあと、そのパソコンとこの製品を同期し
ます。

同期によって移行できるデータ
・連絡先 ・予定表 ・仕事
・メモ ・お気に入り ・電子メール※

※電子メールでデータを移行（同期）できるのは、Outlookのアカウントのみで
す。オンラインサインアップで取得したEメール（ウィルコム）やご自分で加入
しているプロバイダーメールは同期できません。

ご注意� 2バックアップツール（�9-3ページ）を使って他の機種からこの製品にデータ
を移すことはできません。

●WS003SH、WS004SHなどでActiveSyncをインストールしてお使いの方
お使いのActiveSyncとこの製品を同期することで他の機種のデータをこの製
品に移すことができます。同期する項目を確認して、同期を行ってくださ
い。

●WS003SH、WS004SHなどでActiveSyncをインストールされていない方
ActiveSyncをインストールした後、データを移します。くわしくは、8-15
ページをご覧ください。
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この製品を使って
　　電話やメールをする 0-20

アプリケーション
　　プログラムを起動する 0-22

アプリケーション
　　プログラムを終了する 0-23

電話をかける
　　／自分の電話番号を見る 0-24

電話を受ける 0-25

個別着信音を設定する 0-27

伝言メモを使う 0-28

着信音を変える 0-29

キーロックをする 0-30

消費電力を節約して使う 0-30

マナーも携帯しよう 0-31

かんたん操作ガイド
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この製品を使って電話やメールをする

この製品では電話・メール・ライトメール・ホームページ閲覧などができます。

ご購入してすぐに使えます

　電波状態ランプ�
（受話口）�

マイク（送話口）�

ライトメール（�4-60ページ）�
Today 画面（待ち受け画面）で、このキー
を押すと“ライトメール”が起動し、ライ
トメールの送信や受信ができます。�

電話（�3-2ページ）�
電話をかけるときや電話を受けるときに
使います。�

文字を入力するには次の3つの方法があります。

■◆キーボード（�1-33ページ）

■◆ダイヤルキー（�1-50ページ） ■◆文字入力パネル（�1-42ページ）

ご使用時、キーロックスイッチ（�1-8～9ページ）がオフになっていることを確
認してください。キーロックスイッチがオンになっているとキーを押したり画面
をタップしても動作しません。
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インターネットに接続して�
いるときの表示について�

インターネットに接続しているときは、画面上
部に が表示されます。
が表示中は、インターネットに接続中です。

オンラインサインアップすると使えます

オンラインサインアップ（�2-2ページ）をすると、メールアカウントやインター
ネット接続に必要な情報が、この製品に自動的に設定されます。

MEMO 2お持ちのインターネットプロバイダーの情報などを設定しても、メールの送
受信やホームページの閲覧ができます。

インターネット�
 ・Internet Explorer Mobile�
　　　（�5-2ページ）�
 ・Opera Browser（�5-11ページ）�

メール�
 ・W-ZERO3メール（�4-3ページ）�
 ・メール（Outlook）（�4-32ページ）�
※キーを長く押して起動します。��
パソコンやウィルコムの電話機などと�
メールを送信／受信します。�

※キーを長く押して起動します。��
ホームページの閲覧ができます。�

ネットワークを切断するときは

インターネットから切断するときは  キーを押すか、 にタッ
プし表示されたウィンドウの 切断 にタップします。

ご注意� 2ホームページ閲覧後、 にタップして画面を消しても、ネットワークは
切断されていません。

MEMO 2ホームページ閲覧中などデータ
通信中（パケット方式）に電話が
かかってきたとき、データ通信
を切断し着信する設定に変更で
きます（�3-30ページ）。
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1

アプリケーションプログラムを起動する

次のようにして、アプリケーションプログラムを起動します。

スタートメニューから起動する

1 キーを押します。

2 表示されたメニューから “連絡先”
などを選択します。

MEMO 2スタートメニューに表示される内容を変更できます（�10-7ページ）。

プログラム画面から起動する

1 画面左上の “スタート”  “プロ
グラム”を選択します。

2 起動したいプログラム（ “Word
Mobile”など）を選択します。

パネルのキーを押して起動する

1

2

2

1 キーや キーを長く押します。
Webブラウザソフトやメールソフトが起
動します。
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アプリケーションプログラムを終了する

プログラム表示中に画面右上の や にタップして画面が消えてもそのプロ
グラムは終了していません。使用していないプログラムは、以下のいずれかの方
法で終了してください。起動したままではプログラム実行用メモリが不足し動作
が遅くなることがあります。

キーを押して終了する

1
1 通話していない状態で キーを押

します。

MEMO 2“予定表”や“Windows Media Player”などのプログラムが終了します。
ただし、“電話”、“メール”、“W-ZERO3メール”、“ライトメール”、“バック
アップツール”、“ActiveSync”、“ブンコビューア”、“ファイルエクスプロー
ラ”、“Bubble Breaker”、“Picsel PDF Viewer”、“ご購入後に追加したプ
ログラム”などは終了しません。

2インターネット接続中は、回線を切断します。

設定（メモリ）画面でプログラムを選択して終了します

1 Today画面（待ち受け画面）で、 実行中のプログラム：X件を選
択します。
メモリ画面（ 実行中のプログラム タブ）が表示されます。

2 終了したいプログラム名を選び、 終了 をタップします。
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　電波状態ランプ�
　・緑色　　　：強�
　・オレンジ色：�
　・赤色　　　：弱�
　・消灯　　　：エリア外�

1 電波状態が良好であることを確認し
（�1-3、1-16ページ）、 キーを
押します。
電話（ダイヤル）の画面が表示されます。

2 ダイヤルキーを押して電話番号を入
力します。
番号を間違えたときは、 キーを押して
入れ直します。

3 キーを押します。
電話番号が点滅してダイヤルされ、電話が
かかります。

4 通話が終わったら、  キーを押し
ます。

ご注意� 2通話中、電話画面で をタップしても電話は切れません。
電話を切るときは  キーを押してください。

MEMO 2マイクはダイヤルキー下側にあります。ふさがないように通話してください。
2一般電話に電話をかけるときは、必ず市外局番から入力してください。
2通話を保留にするときは画面左下の キー表示 にタップし、 にタップし
ます。解除するときは にタップします。

2ご購入時、自分の電話番号は相手に通知する設定になっています。設定の変
更は3-16ページ、3-36ページをご覧ください。

2
1、3 4

マイク（送話口）

（受話口）

自分の電話番号を見る

番号を入力していない状
態でダイヤル画面で画面
右下の メニュー  －
 自局番号表示 を選択し
ます。

電話をかける／自分の電話番号を見る

キー
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電話を受ける

1 電話がかかってきたら、
2着信音が鳴ります。

2電波状態ランプ（ ）が青色点滅し
ます。

2画面に相手の名前や電話番号が表
示されます。

2 キーを押し、相手と話しをしま
す。

3 通話が終わったら、  キーを押し
ます。

ご注意� 2通話中、電話画面で をタップしても電話は切れません。
電話を切るときは キーを押してください。

MEMO 2マイクはダイヤルキーの下側にあります。ふさがないように通話してくださ
い。

2通話中に相手の声の大きさを変えるときは、右側面にある音量調節キーを押
します。

2着信の設定は変更できます。
・着信音を鳴らさない（�3-25ページ）
・着信をバイブレータで知らせる（�3-28ページ）
・着信音を変更する（�3-26ページ）
・電波状態ランプを点滅しない（�3-32ページ）。

2着信の履歴は、電話の画面またはToday画面（待ち受け画面）で カーソル
キーの左を押して確認できます（�次ページ、3-10ページ）。

　電波状態ランプ�
　�

2 3

音量調節
キー

マイク（送話口）

（受話口）
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前にかけた相手にもう一度かける（リダイヤル）

1 ダイヤル画面で、 カーソル キーの
右を押します。
発信履歴画面が表示されます。

2 リストからかけたい相手を選択し、
 アクション キーを押します。
電話がかかります。12

かかってきた相手にかけ直す

1 ダイヤル画面で、 カーソル キーの
左を押します。
着信履歴画面が表示されます。

2 リストからかけたい相手を選択し、
 アクション キーを押します。
電話がかかります。1

2

MEMO 2Today画面（待ち受け画面）で、 カーソル  キーの左右を押しても着信履歴
画面／発信履歴画面が表示されます。

2上記手順2で、発信履歴画面／着信履歴画面で、かけたい相手をタップし、
確認画面で はい をタップしても電話をかけることができます。
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個別着信音を設定する

連絡先に登録しているデータに個別の着信音を設定できます。着信音によって、
誰から電話がかかってきたか分かります。

1“連絡先”を起動し、着信音を設定したい相手のデータを表示（詳細
表示）します。

2 画面右下の メニュー － 個別着信音の設定 をタップします。

3 着信音を選択します。

保存している音楽ファイルを着信音にするときは、 ファイル選択 をタップ
し、リストより音楽ファイルをタップします。

4 をタップします。

MEMO 21件のデータに複数の電話番号を登録していても、各電話番号に個別着信音
を設定することはできません。着信音は1件のデータに対して設定されま
す。
手順1で複数の電話番号が表示されているとき、電話番号を選択し手順2～3
を行っても電話番号に対して着信音が設定されるのではなく、1件のデータ
に着信音が設定されます。

2設定している個別着信音を解除するときは、手順3で 個別着信音設定なし を
設定し をタップします。
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伝言メモを使う

電話に出られないときなどに相手からのメッセージをこの製品に録音してあとで
聞けるように設定できます。

MEMO 2伝言メモの録音件数、録音時間
・録音件数：5件
・録音時間：1件につき最大15秒
録音件数が5件のとき伝言メモ機能が働くと、相手にはアナウンスのみ流れ
ます。録音はできません。

伝言メモを設定する

1  スタート メニューの  “設定”にタップし、 個人用 タブの
“電話”の マナー タブにタップし、  “伝言メモ”にタップ

します。

2 にタップします。

伝言メモを聞く

伝言メモで録音メッセージを受けたときは、Today画面（待ち受け画面）の下に ア
イコンが表示されます。

1 Today画面（待ち受け画面）で、 アイコンにタップします。

2 メッセージがあるものを選択し、画面左下の 再生 または画面右
下の メニュー － 再生 にタップします。
録音されたメッセージが受話口から流れます。

MEMO 2この伝言メモとは別にウィルコムが提供している留守番電話サービスがあり
ます。このサービスについては、3-50ページをご覧ください。

チェックをつける
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着信音を変える

電話がかかってきたときやメールを受信したときの着信音を、あらかじめ登録さ
れているパターンやこの製品に保存した音楽ファイルから設定します。

1  スタート メニューー “設定”ー “電話”を選択します。

2  呼出 タブをタップし、 “メロディ”をタップします。

3 電話・ライトメール・メールの
各欄の にタップして、表示さ
れたメニューから設定する音を
選択します。

保存している音楽ファイルを着信音にするときは

表示されたメニューから
 《ファイル参照》 にタップし、リ
ストより音楽ファイルをタップ
します。

4 画面右上の にタップします。

MEMO 2くわしくは、3-26ページをご覧ください。また、呼び出し時間などの設定
は、3-33ページをご覧ください。
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消費電力を節約して使う

以下の設定を行うとこの製品の消費電力を節約することができます。

■◆バックライトの表示を調整する
バックライトを消すまでの時間を短くしたり、明るさを暗くしたりして消費電力
を少なくすることができます（�10-17ページ）。

キーロックをする

誤って画面にタップしたりキーが押されても動作しないようにできます。

1 キーロックスイッチを  側にし
ます（下側にします）。
Today画面（待ち受け画面）に が表示さ
れます（�1-18ページ）。
また、タイトルバーの充電池残量アイコ
ンが  になり が付きます。
キーロックします。キーロックの状態に
なるとキーを押したり、画面にタップし
ても動作しません。
キーロック中でも電話がかかってきたと
きは、電話に出ることができます。

MEMO キーロックスイッチをオンにしている状態で、画面の電源がオフし画面が消え
たとき、画面を点灯する（オン）方法として、以下の2つの方法があります。
2キーロックスイッチを解除する（�下記）。
2電源キーを押す。
※電源キーを押したときは、画面がオンしますが、キーロックはかかったま
まです。

キーロックを解除する

1 キーロックスイッチを反対側にします。
Today画面（待ち受け画面）の が消えます。
キーロックが解除します。キーを押したり、画面タップが行えます。

キーロック
スイッチ
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マナーも携帯しよう

この製品を使うときは、周りへの心くばりを忘れないようにしましょう。

■◆鉄道やバスでは...
新幹線や電車、バスの中では、車内アナウンスや掲示ルールに従いましょう。

■◆飛行機などでは...
使用を禁止されている場所では、電源をオフにしましょう。

■◆病院内では...
必ず医療機関の指示に従いましょう。

■◆劇場、図書館、美術館などでは...
着信音で迷惑にならないように、電源をオフにしておきましょう。

■◆ホテルのロビーやレストランなどでは...
静かな場所では、周囲の迷惑にならないように気をつけましょう。

■◆カメラを使うときは...
撮影や画像送信するときは、著作権や肖像権、プライバシーなど他人の権利を侵
害しないように充分に配慮しましょう。

ご注意� 2運転中の使用は大変危険です。
自動車やバイクの運転中に使用することは法律で禁止されています。
運転中は留守番電話や安全運転モードに切り替えましょう。

2歩行中や自転車に乗りながらの使用は控えましょう。
歩きながら、自転車に乗りながらの通話・メールなどの使用は、周囲への注
意がおろそかになり大変危険です。通行の邪魔にならない安全な場所に止ま
るなどしてご利用ください。

マナーを守るための機能について

■◆マナーモード（�3-34ページ）
着信音をオフ、バイブレータをオンなどにします。

■◆安全運転モード（�3-35ページ）
相手に運転中で電話に出られないことを伝えます。

■◆伝言メモ（�3-14ページ）
電話に出られないときに、相手のメッセージをこの製品に録音できます。

■◆バイブレータ（�3-28ページ）
着信などを振動で知らせます。

■◆無線ON／OFF（�3-49ページ）
通信／電話機能（W-SIM（PHS））を停止します。

■◆留守番電話サービス（有料）（�3-50ページ）
ウィルコム留守番電話センターが応答し、メッセージをお預かりします。
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基本的な使いかた

この製品の基本的な使いかたについて説明します。

各部のなまえとはたらき

各部のなまえとその働きを覚えましょう。

正面・右側面

② 画面（表示部）�

⑤　　（ソフト1）キー�

⑦　　（通話）キー�

⑧ ダイヤルキー�

�

⑥　　（クリア／IE）キー�

⑰ 音量調節キー�

�

⑱ ハンドストラップ�
 　取り付け穴�

⑯ 縦横表示切替キー�

�

⑬　　（電源／終話）キー�

⑮ miniSDカードスロット�

⑭　　（ソフト2）キー�

⑲ 受話口�
電波状態ランプ�

① インジケータ－ランプ�

充電ランプ�

⑩ マイク(送話口 )

卓上ホルダ接続端子�
（別売の卓上ホルダに�
　セットして充電します。）�

⑨ ACアダプター�
　 ジャック�

⑫　　（文字／メール）キー�⑪  カーソル キー�
 （ アクション キー）�

③　　（OK）キー�

④　　（スタート）キー�

⑳ リセットスイッチ�

キーボード�

W-SIMスロット�
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① インジケーターランプ
この製品の状態をランプの光りかたで表します。

電波状態ランプ
電話の電波強度（�1-16ページ）や、電話着信などを表します。

緑色に点灯※1�

オレンジ色に点灯※1�

赤色に点灯※1�

消灯�

青色に点滅�
�

青色に点灯�
�

圏外（エリア外であることを示します。）�

電話着信時、メール／ライトメール受信時であること
を示します。※2�

不在着信、未読のメール／ライトメールがあることを
示します。※2�
�

��

�

※1： ・ 電波状態アイコン（�1-16ページ）と連動します。�
 ・ ホームページ閲覧中やメール送信／受信を行うと、電波強度は電波状態�
  ランプ（緑色、オレンジ色、赤色）で示します。�
※2：点滅や点灯する／しないを設定できます（�3-32ページ）。�

充電ランプ（�1-10ページ）

オレンジ色に点灯�

黄緑色に点灯�

黄緑色に点滅�

オレンジ色に点滅�

※点滅する／しないを設定できます（�10-12ページ）。�

充電中であることを示します。�

満充電であることを示します。�

予定表などのアラームを知らせます。※�

充電中に異常が発生したことを示します。�

② 画面（表示部）
各種のデータを表示します。また、付属のスタイラスペンでタップして操作
します（�1-14ページ）。

③ （OK）キー
画面右上の  または  にタップするのと同じ働きをします。

④ （スタート）キー
スタートメニューを表示し、プログラムを起動したり、設定画面を表示した
りします（�1-26ページ）。

⑤ （ソフト1）キー
画面左下（メニューバー）の 新規 などにタップと同じ働きをします。

⑥ （クリア／IE）キー
・電話番号や文字を入力中にこのキーを押すと、 カーソルの前（左側）の文
字を削除します。また漢字変換中は、変換を取り消します。

・長く押すと“Internet Explorer Mobile”（�5-2ページ）または“Opera
Browser”（�5-11ページ）※を起動します。
※ご購入時は、“Internet Explorer Mobile”が起動し、オンラインサイン
アップで通常使用するブラウザに“Opera Browser”を設定すると“Opera
Browser”が起動します。
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⑦ （通話）キー
電話をかけるときや電話を受けるときに使います（�3-2ページ）。

⑧ ダイヤルキー
電話番号や文字を入力できます（�1-50、3-2ページ）。

⑨ ACアダプタージャック
付属のACアダプター（EA-79）を取り付けます。
他のACアダプターは取り付けないでください。故障の原因になります。
通常はカバーで覆われています。使用時はカバーを開き使用します。

⑩ マイク（送話口）
自分の声をここから伝えます（�0-24ページ）。

⑪  カーソル キー（ アクション キー）
上下左右を押すと、カーソルが上下左右に動きます。

ここを押すと、左に移動�

ここを押すと、下に移動※2�

�

ここを押すと、上に移動※1

ここを押すと、右に移動�

※1 文字入力時に「かな漢字変換」モードで未確定文字がある場合は、変換されます。�
※2 文字入力時に「かな漢字変換」モードで未確定文字がある場合は、推測変換候�
　　補ウィンドウの文字を選択できます。�

 アクション キー
・内蔵カメラ使用時、写真を撮影します。
・中心をまっすぐ押すと、キーボードの Enter キーに相当する操作を行い
ます（プログラムや設定画面によって、動きが異なることがあります）。

・文字入力時は、未確定文字が決定されます。

ここをまっすぐ下に押す�

⑫ （文字／メール）キー
・文字入力モードを切り替えます。
このキーを押すたびに、文字入力モードが切り替わります（�1-50ペー
ジ）。

・長く押すと“メール”（�4-32ページ）または“W-ZERO3メール”（�4-3ペー
ジ）※を起動します。
※ご購入時は、“メール”が起動し、オンラインサインアップで通常使用す
るメールソフトに“W-ZERO3メール”を設定すると“W-ZERO3メール”
が起動します。
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⑬ （電源／終話）キー
・通話中の電話を切ったり（�3-3ページ）、インターネット接続を切断します。
・“予定表”や“Windows Media Player”などのプログラムが終了します。た
だし、“電話”、“メール”、“W-ZERO3メール”、“ライトメール”、“バック
アップツール”、“ActiveSync”、“ブンコビューア”、“ファイルエクスプ
ローラ”、“Bubble Breaker”、“Picsel PDF Viewer”などは終了しません。

・キーを長く（約2～3秒）押すと、電源の入／切ができます（�1-12ページ）。
※キーロック中（�1-8ページ）、画面の電源が切れている状態で キーを
押すと画面が表示されます。ただし、キーロックがかかっていますので、
他のキーを押しても動作しません（キーロックを解除してください）。

⑭ （ソフト2）キー
画面右下（メニューバー）の メニュー などにタップと同じ働きをします。

⑮ miniSDカードスロット
動作確認済みのminiSDカードを装着します（�1-57ページ）。
通常はカバーで覆われています。装着時はカバーを開きます。

⑯ 縦横表示切替キー
画面を縦表示から横表示へ切り替えたり、横表示から縦表示に切り替えます。

⑰ 音量調節キー
・通話中、音量（受話音量）の調節をします（�3-13ページ）。

：音量が大きくなります。　 ：音量が小さくなります。
・通話中以外では、着信音やアラーム音などの音量を調節します。

⑱ ハンドストラップ取り付け穴
市販のハンドストラップを取り付けます。

⑲ 受話口
通話中に相手の声が聞こえます（�0-24ページ）。
※イヤホンマイク接続時はイヤホンから聞こえます。

⑳ リセットスイッチ
画面タップやキー操作が正しく働かないなどのときに付属のスタイラスペン
で押します。リセット（再起動）がかかります（�11-2ページ）。

キーボード
キーボードを引き出して、キーボードを使って文字を入力できます（�1-33ペー
ジ）。

W-SIMスロット
W-SIMを装着します（�11-10ページ）。
通常はカバーで覆われています。交換時はカバーを開きます。
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背面・左側面

内蔵カメラ�
接写スイッチ�スピーカー�

スタイラスペン�

充電池ぶた�

キーロックスイッチ�

USBポート�

スタイラスペンイジェクトレバー�

イヤホンマイク端子（平型）�

スピーカー
着信音や“予定表”のアラーム、再生している音楽が鳴ります。
※イヤホンマイクを接続しているときは、イヤホンから聞こえます。

充電池ぶた
このふたを外し、充電池の取り外しやフルリセットをします（�11-4ペー
ジ）。

キーロックスイッチ
側にするとキーロックがかかります。キーロックの状態になるとキーを

押したり、画面にタップしても動作しません（Today画面（待ち受け画面）下部
に アイコンが表示されます（�1-18ページ））。キーロックを解除するに
は、スイッチを反対側にします。キーロック中でも、画面の電源オフの状態
では、 キーを押すと画面が表示されます。

USBポート
付属のUSBケーブルを接続し、パソコンなどと接続します（�8-6ページ）。
通常はカバーで覆われています。使用時はカバーを開き使用します。

スタイラスペンイジェクトレバー
スタイラスペンを取り出すときに使用します（�1-9ページ）。

イヤホンマイク端子（平型）
イヤホンマイクなどを接続します。
通常はカバーで覆われています。使用時はカバーを開き使用します。

スタイラスペン
画面にタップしたり、画面に文字を書きます（�1-9ページ）。

内蔵カメラ
写真を撮影します（�7-4ページ）。

接写スイッチ
QRコードなどを撮影するときに切り替えます（�7-15ページ）。
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キーボードを開く／閉じる

キーボードを正しく開きます。また、閉じます。
キーボードを使う場合、キーボードを開いてから行ってください。

1 部分を軽く押して、表示部をスライドさせて開きます。
しっかりと開いてください。

ご購入時の設定は、電源を入れた状態でキーボードを開くと自動的に縦表示
から横表示に切り替わります。
キーボード開閉による画面切り替えの設定は、10-26ページをご覧ください。

2 部分を軽く押して、表示部を閉じます。
「カチッ」と音がするまでしっかりと閉じてください。

MEMO 2ご自分で画面を切り替えるときは、縦横表示切替キー（�1-2ページ）を押し
ます。

ご注意� 2持ち運ぶときは
必ずキーボードを閉じてください。キーボードを開いたまま持ち運ぶと、破
損の原因になります。
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キー操作をするときの持ちかたについて

この製品を使って文字入力や登録したデータを見るためにキー操作などを行うと
き、下図のように両手でこの製品を下から支えるようにして持つことをおすすめ
します。

電話機のアンテナが内蔵
されていますので、この
部分を手で覆わないでく
ださい。�

キーロックする

誤って画面にタップしたりキーが押されても動作しないようにできます。

1 キーロックスイッチを  側にします（下側にします）。
Today画面（待ち受け画面）に が表示されます（�1-18ページ）。
またタイトルバーの充電池残量アイコンが  になり が付きます。
キーロックします。キーロックの状態になるとキーを押したり、画面にタッ
プしても動作しません。
キーロック中でも電話がかかってきたときは、電話に出ることができます。

下げるとキーロックされ、�
上げるとキーロックが解除�
されます。�

MEMO キーロックスイッチをオンにしている状態で、画面の電源がオフし画面が消え
たとき、画面を点灯する（オン）方法として、以下の2つの方法があります。
2キーロックスイッチを解除する（�次ページ）。
2電源キーを押す。
※電源キーを押したときは、画面がオンしますが、キーロックはかかったま
まです。
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キーロックを解除する

1 キーロックスイッチを反対側にします。
Today画面（待ち受け画面）の が消えます。
キーロックが解除します。キーを押したり、画面タップが行えます。

スタイラスペンを取り出す／取り付ける

スタイラスペンを正しく取り出します。また、取り付けます。

スタイラスペンを取り出す スタイラスペンを取り付ける

bスタイラスペンの
上部が出てきます
ので、まっすぐ引
き出します。�

aスタイラスペンイ
ジェクトレバーを
上げます。�

aスタイラスペンを
下にまっすぐ差し 
込みます。�

　スタイラスペンイ
ジェクトレバーが
下がります。�

※スタイラスペンを
取り付けるとき、
イジェクトレバー
を押さえないよう
にしてください。�

縦表示と横表示を切り替える

この製品では、以下の方法で縦表示から横表示に切り替えたり、横表示から縦表
示に切り替えることができます。
表示を切り替えると、レイアウトも自動的に変わります。

・縦横表示切替キー（�1-2、1-5ページ）を押します。縦から横、横から縦に切
り替わります。

・キーボードを開いたり閉じたりすると、縦から横／横から縦に切り替わりま
す。
※キーボード開閉によって表示を切り替えないようにもできます（�10-26
ページ）。
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充電する

この製品を使用中に充電池が消耗したときは、すぐにこの製品の専用充電器であ
る付属のACアダプター（EA-79）を使って充電池を充電してください（他のACア
ダプターは使用しないでください）。

1 ACアダプターのカバーを開きます。

2 下図のように①、②の順で、ACアダプターを接続します。

b

コンセント�
（AC100V）�

ACアダプター�

aACアダプター�
ジャック�

充電ランプ（ 　 ）�

抜き差しは、この部分を持って
行ってください。�
ケーブルを引っぱって抜かない
ようにしてください。�

充電ランプがオレンジ色に点灯して、充電が始まります。

3 満充電になると、充電ランプが黄緑色になり、充電が完了します。
電源を切った状態で満充電になるまでに、通常、常温25℃で約3.5時間かか
ります（充電池の残量や周囲温度によって変わります）。
また、この製品を使用しながら充電を行うと、満充電になるまでには長い時
間がかかります。使用状態（データ通信や通話など）によっては、消費電流が
多いため充電されないことがあります。
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4 ACアダプターをこの製品のジャックから抜き、コンセントから
取り外します。

ご注意� 2必ずこの製品に付属のACアダプター（EA-79）を使用してください。
2ACアダプターを、市販されている「電子変圧器」などに接続しないでくださ
い。ACアダプターが故障することがあります。

MEMO 2充電は、周りの温度が5～35℃の場所で行ってください。温度が変わると充電時
間が長くなることがあります。また、充電は満充電になるまで行ってください。

2ACアダプターを取り付けた状態で長時間使用していると、満充電にならず
に充電ランプが消え充電が自動的に終了することがあります。
このようなときは、ACアダプターをいったん取り外し、再度、取り付ける
と充電ランプが点灯し充電が行われます。

2長時間使用しなかった充電池の充電には、通常より多くの時間がかかります。
2充電池については、11-7ページをご覧ください。
2充電中にこの製品やACアダプターが温かくなることがありますが、故障で
はありません。
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電源を入れる／切る

1 キーを長く（約2～3秒）押します。

（電源／終話）キー�

�

2 電源が入り、Today画面（待ち受け画面）が表示されます。

3 電源を切るときは、 キーを長く（約2～3秒）押します。

MEMO 2充電池が消耗して電源が切れた後に、付属のACアダプターを接続しても電
源が入らないことがあります。このような場合は、しばらく充電してから使
用してください。

2（充電池を交換したときなど）電源が入らないときは、フルリセットしてみて
ください（�11-4ページ）。
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キー操作について

キー操作を行うとき、大きく次の3つがあります。
・キーボード（文字を入力する）
・画面（表示部）下のキー（画面を切り替えたりする）
・ダイヤルキー（電話番号や文字を入力する）
※キーボードは文字入力のときに使い、隠したり／出したりすることができま
す（�1-7ページ）。

■キーボード
キーボードは文字を入力するときに使います。操作方法については1-33ページ
をご覧ください。

■画面（表示部）下のキー／ダイヤルキー
・画面（表示部）下のキーは、電話をかける／切るやプログラムを起動します。
操作方法については、1-2～5ページをご覧ください。

・ダイヤルキーは、電話番号や文字を入力するときに使います。操作方法につ
いては、1-50や3-2ページをご覧ください。

画面（表示部）下のキー

ダイヤルキー
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スタイラスペンでタップする

付属のスタイラスペンで画面にタップして操作します。
スタイラスペンで画面に1回軽くタップします。プログラムの起動や設定などを
行うときに操作します。

Today画面（待ち受け画面）を使う

この製品の電源を入れると、Today画面（待ち受け画面）が表示されます。また、
スタートメニューの  “Today”をタップしても表示されます。
Today画面（待ち受け画面）には、電波状態、充電池残量やマナーモードなどの
状態、メール／ライトメールの未読件数などが表示されます。

① スタート
タップするとスタートメニューが表示され、プログラムを起動したり（�1-
26ページ）、設定画面を表示します。

② タイトルバー
電波状態、ネットワーク接続中／通話中などを示すアイコンなどが表示され
ます。タイトルバーに表示されるアイコンについては1-16ページをご覧くだ
さい。

①

③
④
⑤
⑥

⑦

②

⑧
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③ 日付表示
日付を表示します。タップすると「時計とアラーム」画面が表示され、日付／
時刻を変更できます（�10-28ページ）。

④ 不在着信件数表示
不在着信の件数を表示します。ここにタップすると、着信履歴画面が表示さ
れ不在着信を確認できます（�3-7ページ）。

⑤ メール、ライトメールの未読件数表示
メール、ライトメールの未読件数を表示します。メールの場合は、オンラインサイン
アップを行い取得したウィルコムのメールアドレス（�2-3ページ）へ送られてきたメー
ルと、ご自分で設定したメールアドレスへ送られてきたメールを別々に表示します。

アイコンに表示されている未読件数はウィルコムのメールアドレスの未読メール件
数です。Today画面（ アイテム タブ）（�10-3ページ）で表示するようにした場合、
アイコンに表示されている未読件数は、ご自分で設定したメールアドレスの未読メー
ル件数です。
ここにタップすると、“W-ZERO3メール”または“メール（Outlook）”画面や“ライト
メール”画面が表示されます。

⑥ 実行中のプログラム数表示
現在実行（起動）しているプログラム数を表示します。使っていないプログラム
を終了するときは、ここにタップするか、画面下の アイコンをタップし表
示されたメモリ画面（ 実行中のプログラム タブ）でプログラムを終了します。

⑦ 各種アイコン表示
キーロック設定中などを示すアイコンが表示されます。これらのアイコンに
ついては、1-18ページをご覧ください。

⑧ メニューバー
左端と右端にボタンが表示されます。Today画面（待ち受け画面）では、 ライトメール 、
連絡先 などが表示されそれぞれにタップすると“ライトメール”、“連絡先”などが起動し
ます。プログラムによって、表示されるキーは異なります。
（ソフト1）キー（�1-3ページ）を押すと左端のボタンが実行され、
（ソフト2）キー（�1-5ページ）を押すと右端のボタンが実行されます。

Today画面では、 （ソフト1）キーを押すと“ライトメール”が起動し、
（ソフト2）キーを押すと“連絡先”が起動します。

MEMO 2Today画面の背景を、お好みの画像に変更できます（�10-4ページ）。
2 カーソル キーの左右を押すと、着信履歴画面／発信履歴画面が表示されます。

■文字サイズを調整する
Today画面（待ち受け画面）やプログラムで表示される文字などのサイズを変更
することができます。
 スタート メニューー  “設定”ー  システム タブー  “画面”ー  文字サイズ
タブをタップして変更できます（�10-30ページ）。
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タイトルバーに表示されるアイコンについて

① 時刻表示 
時刻を表示します。タップするとウィンドウが表示され、今日の日付と時
刻、今日これから一番近い予定が分かります（ウィンドウはしばらくすると自
動的に消えます）。
時刻にタップしたままにするとメニューが表示され、アナログ表示に変更できます。

② 入力モードのアイコン 
文字入力（ATOK）時の入力モードを表示します。
入力モードは キーを押すと切り替わります。
文字入力については、1-50ページをご覧ください。
Today画面（待ち受け画面）や“電話”では音量アイコン が表示されます。

③ インターネット接続のアイコン ／
：インターネットに接続している状態を示します。
：インターネットに接続していない状態を示します。

④ 電波状態のアイコン 
電波の受信状態をアイコンで表示します。
このアイコンは、電波状態ランプと連動しています（�1-3ページ）。
※ホームページ閲覧中やメール送信／受信のためにインターネット接続中、
このアイコンは消えます。このとき、電波状態は電波状態ランプで示しま
す（�1-3ページ）。
：エリア外または電波が届いていない場所にいます。
　 　 　 　 　

強 弱
：通信／電話機能（W-SIM（PHS））を停止状態を示します（�3-49ページ）。
：W-SIMをロックしている状態を示します（�3-39ページ）。
：W-SIMがこの製品に装着されていません。

MEMO 2タイトルバーに表示されるアイコンの数は4つです。この数を越えると が
表示されます。 にタップすると隠れているアイコンが表示されます。

アイコン表示



1-17

基
本
操
作

基
本
的
な
使
い
か
た

1

⑤ 充電池残量のアイコン 
充電池の残量を表示します。
：ある程度残っています。
：少なくなっています。
：あまり残っていません。充電してください。
：ほとんど残っていません。充電してください。

充電池の残量は、パワーマネージメント画面（ バッテリ タブ）（�10-19ペー
ジ）でも確認できます。
：充電中を示します。

※キーロック中は充電池残量アイコン  になり が付きます。

⑥ 通話中／通信中のアイコン ／
：通話中であることを示します。
、 、 、 、 ：通信中、通信方式を表示します。

それぞれのアイコンについては、8-23ページをご覧ください。

⑦ アラームのアイコン 
予定にアラームを設定しているとき、アラーム時刻になると表示されます。
また画面下部にその予定の内容を表示します。画面下部に表示された予定の
内容を消すには、画面左下の 消去 にタップします（�1-32ページ）。

⑧ メールのアイコン  
：Eメール（ウィルコム）の自動受信中または自動受信終了時に表示されま
す。
また画面下部に状態を表示します。画面下部の表示を消すには、画面左
下の OK にタップします。

：この製品で受信していないEメール（ウィルコム）がセンターに有る場合
に表示されます。
また画面下部に状態を表示します。画面下部の表示を消すには、画面左
下の OK にタップします。
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画面下部のアイコンについて

Today画面（待ち受け画面）の下部には、以下のアイコンが表示されます。

：キーロックがオン（有効）になっています（�1-8ページ）。

：通話／通信機能が制限されています（�3-38ページ）。

：バイブレータがオン（有効）になっています（�3-28ページ）。

：伝言メモがオン（有効）になっています（�3-14ページ）。

：マナーモードがオン（有効）になっています（�3-34ページ）。
ダイヤルキーの  キーを長く押すとマナーモードになります。

：安全運転モードがオン（有効）になっています（�3-35ページ）。
ダイヤルキーの  キーを長く押すと安全運転モードになります。

：不在着信があったことを示します。
1-15ページの④で不在着信の件数が表示されると、このアイコンが表示さ
れます。

：伝言メモ（メッセージ）があることを示します（�3-14～15ページ）。

：未読のメールがあることを示します。
1-15ページの⑤で未読のメールがあると、このアイコンが表示されます。

：未読のライトメールがあることを示します。
1-15ページの⑤で未読のライトメールがあると、このアイコンが表示されます。

：実行（起動）中のプログラムがあることを示します。
アイコン色 　実行中のプログラム
　青色 ：1～5
　黄色 ：6～10
　赤色 ：11以上
実行中のプログラムが多くなるとメモリ不足になり、全体の動作が遅くな
ります。
メモリ不足を解消するには、このアイコンをタップし表示されたメモリ画
面（ 実行中のプログラム タブ）でプログラムを終了します。

：パソコンと接続し同期（ActiveSync）していることを示します。
ただし、USB接続画面（ ActiveSync タブ）で、「高度なネットワーク機能を
有効にする」のチェックを外しているときのみこのアイコンは表示されます。

※安全運転モードをオン（有効）にしていると、バイブレータはオン（有効）にな
りません。
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プログラム画面について

スタートメニューの “プログラム”にタップしてプログラム画面を表示します。
プログラム画面のアイコンをタップすると、それぞれのプログラムを起動できます。

ゲーム
ゲームソフトが2つ入っています（�9-12ページ）。

ActiveSync
ActiveSyncを使ってパソコンのMicrosoft Outlookの仕事や予定表などと
同期します（�8-2ページ）。

Excel Mobile
表の作成や修正ができます（�付属のCD-ROMに収録のオンラインマニュアル）。

Java™アプリ
Javaアプリケーションを実行するためのJava実行環境です（�9-14ペー
ジ）。ゲームなどのJavaアプリケーションなどを利用できます。

Opera Browser
ホームページの閲覧ができます（�5-11ページ）。

Picsel PDF Viewer
PDFファイルを表示することができます（�付属のCD-ROMに収録のオンライ
ンマニュアル）。※ファイルによっては表示できないことがあります。

PowerPoint Mobile
PowerPointのファイルを表示できます（�付属のCD-ROMに収録のオンラ
インマニュアル）。

Word Mobile
文字サイズや文字色を変えたり、レイアウトを変えて文章を作ることがで
きます（�付属のCD-ROMに収録のオンラインマニュアル）。

W-ZERO3メール
インターネットを経由して、パソコンやウィルコムの電話機などとメールの送
受信ができます。“メール”との違いについては、4-2ページをご覧ください。

※「 ダウンロードエージェント」は、この製品では対応しておりません。
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バーコード リーダ
内蔵カメラを使ってQRコードなどを読み取ることができます（�7-15ペー
ジ）。

バックアップツール
この製品に保存しているデータなどをminiSDカードにバックアップ（保管）し
たり、保管したデータをこの製品にリストア（復元）します（�9-3ページ）。

ファイル エクスプローラ
本体メモリや取り付けたメモリカード内のフォルダやファイルを表示した
りすることができます（�9-8ページ）。また、新規のフォルダを作成した
り、ファイルの削除やコピーなどができます（ファイルにタップしたままに
して表示されるメニューから「コピー」などを選択します）。

ブンコビューア
XMDF形式の電子書籍を読むためのビューアです。
電子書籍はSharp Space Town（http://www.spacetown.ne.jp/）などで購
入できます。
ブンコビューアについてくわしくは、ブンコビューアのヘルプをご覧くだ
さい。
あらかじめ、サンプルの電子書籍が入ってます。

メモ
スタイラスペンを使って画面に手書きしたり、文字を入力することができ
ます（�6-39ページ）。
また、自分の声などを録音しメモに貼り付けることもできます。

画像とビデオ
静止画や動画の撮影および画像の編集ができます。また、内蔵カメラはこ
のアプリケーション上で動作します（�7-2ページ）。

検索
「My Documents」フォルダとそのサブフォルダ内のファイルなどを検索す
ることができます（�1-62ページ）。

仕事
期限を決めて仕事の管理ができます（�6-28ページ）。

電卓
9桁の四則計算ができます（�9-2ページ）。

電話
電話をかけることができます（�3-2ページ）。

予定表
打ち合せや会議などのスケジュールを入力し管理できます（�6-2ページ）。
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設定画面について

着信音や待ち受け画面など、使いやすいようにこの製品の環境を設定します。
 スタート メニューの  “設定”にタップすると、設定画面が表示されます。
設定画面には3つのタブがあり、以下の項目が設定できます。
それぞれの設定について、あわせてヘルプもご覧ください。

◇  個人用 タブ ◇

Today（�10-2ページ）
待ち受け画面となるToday画面（�1-14ページ）を設定します。
 デザイン ：Today画面の背景を変更します。
 アイテム ：Today画面に表示する情報（仕事、予定表など）と表示順な

どを設定します。
 カーソルキー ：Today画面で カーソル キーの左右を押したときの動作を設

定します。

オーナー情報（�10-5ページ）
オーナー情報を入力します。
 オーナー情報 ：名前、住所などを入力します。
 メモ ：メモなどを入力します。
 オプション ：電源を入れたときに、オーナー情報やメモを表示する／し

ないを設定します。

ボタン（�10-6ページ）
画面（表示部）の下などにあるキーに割り当てる機能を設定します。
 プログラムボタン ：キーに対して、割り当てるプログラムやキー操作な

どを設定します。
 上／下コントロール ：カーソル キーを押したとき、スクロールを開始す

るまでの時間や移動速度などを変更します。

メニュー（�10-7ページ）
スタートメニューに表示するプログラムを設定します。
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ロック（�10-8ページ）
パスワードを設定して、この製品を他人が使えないようにします。
 パスワード ：パスワードなどを設定します。
 ヒント ：パスワードを忘れたときに、パスワードを思い出すヒント

になる文章などを入力します。

入力（�10-9ページ）
よく使う単語の登録や手書き入力の詳細設定などをします。
 入力方法 ：Microsoft IMEの文字の入力方法の設定や単語の登録をします。
 オプション ：録音形式や手書き入力の詳細などを設定します。

電話 ー  基本 タブ
 自番号 ：この製品の電話番号やオンラインサインアップで登録され

たメールアドレスなどが表示されます（�3-19ページ）。
 発着信／通話：発信者番号通知、圏外警告音などの設定ができます

（�3-36ページ）。
 データ通信 ：通信中の着信のON／OFF（�3-30ページ）や通信方式の

設定ができます。
 受話音量 ：受話音量の音量調整ができます（�3-13ページ）。

電話 ー  呼出 タブ
 着信音量 ：着信音の音量設定ができます（�3-25ページ）。
 メロディ ：電話着信音／メール受信音を設定できます（�3-26ページ）。
 バイブ ：バイブレータの設定ができます（�3-28ページ）。
 照明 ：電話着信時やメール受信時、バックライトを点灯したり

キーのバックライトを点灯するようにできます（�3-31
ページ）。

 ランプ ：電話着信時／メール受信時、電波状態ランプ（�1-2ペー
ジ）を点滅／点灯する設定ができます（�3-32ページ）。

 呼出時間 ：メールやライトメール受信時、音／メロディ／バイブ
レータ／照明による呼び出し時間が設定できます（�3-
33ページ）。

電話 ー  マナー タブ
 マナーモード：マナーモードの設定ができます（�3-34ページ）。
 安全運転 ：安全運転モードの設定ができます（�3-35ページ）。
 伝言メモ ：伝言メモの設定ができます（�3-14ページ）。
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電話 ー  セキュリティ タブ
 通話通信制限：通話や通信機能を制限（ロック）します（�3-38ページ）。
 W-SIMロック：PINコードを設定して、PHS電話機能を使えないように

します（�3-39ページ）。
 着信拒否 ：非通知拒否や指定番号拒否の設定ができます（�3-42～

44ページ）。
 位置情報 ：位置情報機能の設定ができます（�3-45ページ）。

 暗証番号変更 ：W-SIMの暗証番号（4桁数字）の変更ができます（�3-41
ページ）。

電話 ー  その他 タブ
 電話帳転送 ：W-SIMに保存されている電話帳データを連絡先に登録

したり、連絡先のデータをW-SIMに書き込みます
（�3-47ページ）。

 メールプロキシ：Eメール（ウィルコム）の自動受信のON／OFFなどの
受信設定ができます（�4-51ページ）。

 W-SIM情報 ：この製品に装着しているW-SIMのバージョン情報を
確認できます（�3-49ページ）。

音と通知（�10-12ページ）
音や通知の方法を設定します。
 サウンド ：アラームや画面のタップ音を鳴らす／鳴らさないなどを設

定します。
 通知 ：ActiveSync開始など各種イベントの通知方法を設定しま

す。

◇  システム タブ ◇

ATOK設定（�10-13ページ）
日本語入力にATOKを使用する／しないを設定したり、ATOKを使った変換
方法などを設定します。

 システム タブをタッ
プします。
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エラー報告（�10-16ページ）
エラーが発生したときに、マイクロソフトに内容を報告する／しないを設
定します。

バックライト（�10-17ページ）
バックライトの明るさや減光するまでの時間などを設定します。
 バッテリ ：充電池を使っている（ACアダプターを接続していない）とき

のバックライトを設定します。
 外部電源 ：ACアダプターを接続しているときのバックライトを設定し

ます。
 明るさ ：バックライトの明るさを調節できます。

バージョン情報（�10-21ページ）
 バージョン ：この製品のバージョン情報などを確認できます。
 デバイスID ：この製品の名前を設定します。
 著作権 ：本製品の著作権について確認できます。

パワーマネージメント（�10-19ページ）
 バッテリ ：充電池（バッテリ）の残量を確認できます。
 詳細設定 ：最後の操作から一定時間が経過すると、この製品の電源が

切れるようにオートパワーオフの設定をします。

プログラムの削除（�10-22ページ）
追加したプログラムを削除します。

メモリ（�10-23ページ）
 メイン ：この製品のメモリの使用状況が確認できます。
 メモリカード ：装着しているメモリカードの使用状況が確認できま

す。
 実行中のプログラム ：実行中のプログラムを確認できます。

ユーティリティ（�10-25ページ）
 音量調節キー：音量調節キーで音量調節するのかページスクロールするの

かを設定します。
 縦横表示切替：キーボードを開いたときに画面の向きを切り替える／切り

替えないを設定します。
 キー点灯 ：キーボードのキーやダイヤルキーのバックライトの設定が

できます。

地域（�10-27ページ）
 地域 、 数値 、 通貨 、 時刻 、 日付 の各タブで、表示される数値の形式
を変更できます。
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時計とアラーム（�10-28、10-29ページ）
 時刻 ：現在地と訪問先の日付や時刻を設定します。
 アラーム ：毎週決まった時刻に表示するアラームを設定します。
 その他 ：プログラムのタイトルバーに時計を表示する／しないを設

定します。

画面（�10-30ページ）
 全般 ：表示方向（縦画面／横画面）の設定や、タッチスクリーンの

補正をします。
 文字サイズ ：文字のサイズを設定します。

証明書（�10-32ページ）
個人証明、ルート証明を表示します。

◇  接続 タブ ◇

USB接続（�8-9、8-21ページ）
 USB接続 ：パソコンと接続して同期（ActiveSync）するか、モデムとし

て使用するかを設定します。
 ActiveSync：同期（ActiveSync）する場合、接続の方式を設定します。

ネットワークカード
今後、この製品に接続できるワイヤレスLANデバイスなどが商品化された
ときに、接続設定を行います（2006年6月現在）。

接続（�2-20ページ）
 設定 や 詳細設定 タブから、インターネットなどのネットワークに接続
する設定をします。

無線ON／OFF（�3-49ページ）
W-SIMの通信機能をON（有効）／OFF（停止）にします。

 接続 タブをタップし
ます。
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アプリケーションプログラムを起動／終了する

アプリケーションプログラムの起動は、次のようにします。
・スタートメニューから起動します。
・プログラム画面のアイコンにタップして起動します。
・画面（表示部）下のキーや、ダイヤルキーを押して起動します。

スタートメニューから起動する

1 画面左上の “スタート”をタップ、または キーを押します。

2 スタートメニューの “連絡先”などにタップします。

           

MEMO 2スタートメニューに表示される内容を変更できます。
変更のしかたについて、くわしくは10-7ページをご覧ください。

プログラム画面から起動する

1 画面左上の “スタート”をタップ、または キーを押します。

2 スタートメニューの “プログラム”をタップします。
プログラム画面が表示されます（�1-19ページ）。

3 プログラム画面で起動したいプログラム（ “Word Mobile”な
ど）をタップします。

MEMO 2画面（表示部）下の キーや キーを長く押すと、ブラウザソフトやメー
ルソフトが起動します。

最近使ったプログラムが表示されます。

最近使ったプログラムのアイコン
が表示されます。
タップすると起動します。
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アプリケーションプログラムを終了する

プログラム表示中に画面右上の や にタップして画面が消えてもそのプロ
グラムは終了していません。プログラムを終了するために、以下のどちらかの操
作を行ってください。

■設定（メモリ）画面でプログラムを選択して終了します。
操作方法は、以下をご覧ください。

1 以下のどちらかの方法でメモリ画面（ 実行中のプログラム タブ）
を表示します。
・Today画面（待ち受け画面）で、  アイコンをタップします。
・ スタート メニューの  “設定”－ システム タブ－  “メモリ”－
 実行中のプログラム タブをタップします。

2 実行中のプログラム一覧から終了したいプログラム名を選び、
終了 をタップします。

ご注意� 2プログラムの状態によっては、「このプログラムはビジー状態にあるか、
ユーザーからの応答を待っている…」というメッセージ（画面）が表示される
ことがあります。このようなとき、終了してもよければ、 タスクの終了 に
タップします。ただし、このプログラムで保存していないデータは削除され
ますのでご注意ください。

■通話していない状態で キーを押します。
“予定表”や“Windows Media Player”などのプログラムが終了します。ただ
し、“電話”、“メール”、“W-ZERO3メール”、“ライトメール”、“バックアッ
プツール”、“ActiveSync”、“ブンコビューア”、“ファイルエクスプローラ”、
“Bubble Breaker”、“Picsel PDF Viewer”、“ご購入後に追加したプログラム”
などは終了しません。
またインターネット接続中は、回線を切断します。
※この製品をモデムとして使用しているときは切断しません。
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オートパワーオフ（画面の電源オフ）で着信する

ご購入時には、最後の操作から一定時間が経過すると画面の電源が自動的に切れ
るように、オートパワーオフ機能が設定されています（�10-20ページ）。
画面の電源が切れても、次の場合は自動的に電源が入ります。
・電話がかかってきたとき
・ライトメールを受信したとき
・Eメール（ウィルコム）を自動受信したとき
・予定表などで設定しているアラーム時刻になったとき

また、以下の操作を行うと電源が入ります。
・ キーを含めていずれかのキーを押したとき
・USBケーブルを接続したとき

MEMO 2キーロック中は、キーロックスイッチを解除（�1-8～9ページ）すると電源が入ります。
※電源キーを押したときは、画面がオンしますが、キーロックはかかったま
まです。

2オートパワーオフの設定は変更できます（�10-20ページ）。
2インターネットに接続しているときは、オートパワーオフしません。

本体の電源を切ったときは

キーを長く押して電源を切ったときは、電話着信やメールなどの受信はできません。
予定表などで設定しているアラーム時刻になっても自動的に電源は入りません。
本体の電源を切ったときは、 キーを長く押して電源を入れてください。USB
ケーブルを接続しても電源が入ります。

減光したバックライトを点灯する

自動節電機能（�10-17ページ）によって最小輝度になった画面のバックライトを
点灯（元の明るさ）します。

1 画面にタップしたりキーボードのキーを押します。
ライトが点灯します。

MEMO 2しばらく操作しないと自動的にライトが最小輝度になります。この設定は変
えることができます（�10-17ページ）。

2ライトを点灯して使用すると、使用時間が短くなります。
必要なとき以外は、ライトを消したり、明るさを調整して使用することをお
すすめします（�10-18ページ）。

2「ボタンを押したときまたは画面をタップしたときにバックライトをつける」
設定のチェックを外しているときは、点灯しません（�10-17ページ）。

2ライトの特性上、ライト点灯時には濃淡のラインが見えますが、故障ではあ
りません。
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連絡先／予定表／仕事のデータを分類する

連絡先、予定表、仕事では、データを「会社関係（取引先）」や「個人」などの分類
項目で整理してグループにできます。分類項目を設定しておくと、「会社関係（取
引先）」の仕事だけなど、必要な情報をすばやく検索（フィルタ）できます。
また、分類項目を追加したり、1つのデータに複数の分類項目を設定したりでき
ます。

データに分類項目を設定する

1 分類したいプログラムを起動し（�1-26ページ）、分類項目を設定
したいデータの入力画面を表示します。
ここでは、連絡先の画面を例にします。

2「分類項目」欄にタップします。
分類項目を選択する画面が表示されます。

3 設定したい分類項目にタップしてチェックをつけます。
チェックは複数つけられます（複数の項目に分類できます）。

4 にタップします。
チェックをつけた分類項目が入力画面に表示されます。

5 にタップします。
分類項目を設定したデータが保存されます。

MEMO 2設定した分類項目のデータだけを表示（フィルタ）する方法については、1-31
ページをご覧ください。

分類項目
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新しい分類項目を追加する

1 各プログラムで、分類項目を設定したいデータの入力画面を表示
します。

2「分類項目」欄にタップし、画面左下の 新規 にタップします。

3 追加する分類項目を入力し、 完了 にタップします。
分類項目の選択画面に、追加した分類項目（チェックつき）が表示されます。

MEMO 2続けて分類項目を追加するときは、画面左下の 新規 にタップし、手順3を
行ってください。

2追加した分類項目は削除できません。また、修正もできません。
削除するときは、すべてのデータから削除したい分類項目のチェックを外
し、データを保存しなおすと、その分類項目は削除されます。１つでも分類
項目にチェックが付いているデータが残っていると、その分類項目は削除さ
れません。
分類項目を修正するときは、分類項目を削除したのち新たに追加します。

4 にタップします。
チェックをつけた分類項目が入力画面に表示されます。

5 にタップします。
分類項目を設定したデータが保存されます。

MEMO 2追加した分類項目は、連絡先、予定表、仕事のプログラム間で共有されます。
いずれかで、追加および設定した（チェックをつけた）分類項目は、各プログ
ラムの分類項目を選択する画面に共通して表示されます。

2追加した分類項目を設定しているデータがなくなると、追加した分類項目も
自動的に表示されなくなります（削除されます）。
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分類したデータだけを表示する（フィルタ）

連絡先、予定表、仕事では、設定した分類項目（�1-29ページ）のデータだけを
一覧画面にフィルタ表示できます。

1 フィルタ表示したいプログラムを起動します（�1-26ページ）。

2 各プログラムの一覧画面で、画面右下の メニュー － フィルタ
にタップします。

3 メニューから、表示したい分類項目にタップします。
選択した分類項目のデータだけが一覧画面に表示されます。

MEMO 2手順3のメニューには、設定している分類項目が表示されます。
2手順3で「分類項目なし」を選択すると、分類項目を設定していないデータだ
けが一覧画面に表示されます。

2すべてのデータを表示するときは、手順3で「すべての***」を選択します。

アラーム通知画面を消す／再通知する

アラームは2種類あります。
・予定表や仕事で設定したアラーム（�6-4、6-29、10-12ページ）
・時計から設定したアラーム（�10-29ページ）
それぞれのアラームで音の種類やバイブレートの設定ができます。
マナーモードや安全運転モードのときは音は鳴りません。
表示されたアラーム画面は、メニューから内容を確認したり再通知したりできま
す。

アラーム通知画面を確認する

アラームは、設定した時間になると画面下方に表示されます。

MEMO 2予定や仕事のアラーム通知は、画面右下の メニュー － アイテムの表示 に
タップすると詳細画面が表示されます。
アラーム通知画面を再度表示するときは、画面左下の アラーム やタイトル
バーの をタップします。

アラーム通知画面が複
数あるときは に
タップして確認しま
す。
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アラーム通知画面を消す

1 アラームの通知画面で、画面左下の 消去 にタップします。

MEMO 2アラーム通知画面が複数あるときは、別の通知画面が表示されます。
2複数のアラーム通知画面をすべて消すときは、画面右下の メニュー －
 すべて消去 にタップします。

2アラーム通知画面をもう1度表示したいときは、タイトルバーの をタップ
します（�1-17ページ）。

アラームを再通知する

1 再通知したいアラームの通知画面で、画面右下の メニュー に
タップし、再通知の時間を選択します。
・5分前にアラームを表示する：その予定や仕事に設定している時間の5分

前に再通知します。
・5分後に再通知 ：今から5分後に再通知します。
・15分後に再通知 ：今から15分後に再通知します。
・1時間後に再通知 ：今から1時間後に再通知します。
・1日後に再通知 ：今から1日後に再通知します。

メモリ不足を解消する

動作が遅くなったりデータ記憶用メモリが少なくなっているときは、メモリ不足
を解消してください。
データ記憶用メモリ不足とプログラム実行用メモリ不足の場合があります。くわ
しくは、10-24ページをご覧ください。
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1文字を入力するには、次の3つの方法があります。
・キーボードを使って入力する（�下記）
・文字入力パネルを使って入力する（�1-42ページ）
・ダイヤルキーを使って文字を入力する（�1-50ページ）

この製品には「ATOK」が搭載されており、推測変換機能（�1-39ページ）などを使っ
て効率的な文字入力が可能です。
ご購入時は「ATOK」が有効になっていますが、ATOKを使用せずに「Microsoft IME」
で文字入力もできます。「ATOK」と「Microsoft IME」の切り替え方法は、10-13ペー
ジをご覧ください。

キーボードの基本操作について

文字入力に必要なキーボードの基本的な役割について説明します。

d

b

c

fe g h

i

ja

d

① 数字キー、  キー、  キー、  キー、  キー
・数字を入力します。
・ Shift キーを押したまま、または押した直後に数字キーを押すと数字キー
の左上側の記号（！、”、＃、＄、％、＆、’、（、） ）を入力します。

・ Fn キーを押したまま、または押した直後に  キーや  キーを押すと、
Excel MobileやWord Mobileなどで表示文字サイズを変更できます。

・ Fn キーを押したまま、または押した直後に  キー（暗く）や  キー（明
るく）を押すと、バックライトの明るさを変えます。

②  Tab （Esc）キー
・新規作成や編集画面では、次の項目にカーソルやフォーカスが移動します。
・ Fn キーを押したまま、または押した直後にこのキーを押すと、確定前の
文字を削除します。

文字入力のしかた
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③  Fn キー
・キーの上側に書かれている記号（＾、～、｜、＿、＠、＋、＊、￥）を入力
したり、機能を実行します。 Fn キーを押したまま、または押した直後に
該当するキーを押します。

④  Shift （Lock）キー
・英字入力時に働きます。このキーを押したまま、または押した直後に文字
のキーを押すと、大文字が入力されます（大文字入力状態のときは、小文
字が入力されます）。

・このキーを押したまま、または押した直後に　　キーや　　キーを押すと
キーの左上側の記号（＝、？）を入力します。

・ Fn キーを押したまま、または押した直後にこのキーを押すと、英字を大
文字で入力できる状態（Caps Lock）と、小文字で入力できる状態を交互に
切り替えます。

⑤  文字 （変換）キー
・文字入力モードを切り替えます。
このキーを押すたびに、文字入力モードが切り替わります（�次ページ）。

・ Fn キーを押したまま、または押した直後にこのキーを押すと、入力中の
ひらがな／カタカナを漢字に変換します。もう一度 Fn キーを押したま
ま、または押した直後にこのキーを押すと、別の候補を表示します。

⑥  Space/変換 キー
・入力中のひらがな／カタカナを漢字に変換します。
・スペースを入力します。
・漢字変換中にこのキーを押すと、別の候補が表示されます。

⑦  ;  , キー
・ひらがな／カタカナ入力時は「、」、英字入力時は「，」が入力されます。
・ Shift キーを押したまま、このキーを押すと、「；」が入力されます。

⑧ ：  ． キー
・ひらがな／カタカナ入力時は「。」、英字入力時は「 ．」が入力されます。
・ Shift キーを押したまま、このキーを押すと、「：」が入力されます。

⑨  Enter （ok）キー
・変換中の文字があるときは、その文字を確定します。
・変換中の文字がないときは、改行します。

⑩  BS （Del）キー
・カーソルの前（左側）の文字を削除します。
・ Fn キーを押したまま、または押した直後にこのキーを押すと、 Del キー
として働き、カーソルの後ろ（右側）の文字を削除します。

・漢字変換中は、変換を取り消します。

MEMO 2アンダーバーを入力するときは
 Fn  キーを押したまま、または押した直後に  O －  （アルファベットのオー）
キーを押します。

 =ー
¥  ?  /
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キーボードを使って文字を入力する

ここでは、キーボードを使った文字の入力方法について説明します。
まずは、文字を入力する前に入力モードを確認します。

入力モードの確認と切り替え

キーボードで文字を入力するときの入力モードは、画面下に表示されます。
入力モードの切り替えは、キーボードの 文字 キーを押します。

ローマ字でひらがなや漢字を入力する

1-35～38ページの文字入力は、ATOK、Microsoft IME共通です。ただし、
Microsoft IMEにした場合、推測変換候補ウィンドウは表示されません。
ローマ字でひらがなを入力し（�「ローマ字→かな変換表」11-17ページ）、漢字に
変換します。

（例）Word Mobileで「はいしゃ」と入力して、「配車」に変換します。

1 Word Mobileの新規画面を表示します（�『アプリケーションマ
ニュアル.pdf』「Word Mobile」）。

2 入力モードがあになっていることを確認します。
カなどになっているときは、キーボードの 文字 キーを数回押し、あにしま
す。

入力モードが表示されます。
あ ：「ひらがな」の入力になります。
カ ：「全角カタカナ」の入力になります。
ｶ ：「半角カタカナ」の入力になります。
Ａ ：「全角英字」の入力になります。
A ：「半角英字」の入力になります。

画面下
（メニューバー）
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3 キーボードから「はいしゃ」と入力します。
 H　A　 I 　S　Y　A  キー を順に押します。

4  Space/変換 キーを押します。
「歯医者」と変換されます。

5 続けて Space/変換 キーを押します。
 Space/変換 キーを押すたびに、別の変換候補が表示されます。
入力したい語（ここでは「配車」）が表示されるまで、 Space/変換 キーを数
回押します。

MEMO 2 Fn キーを押したまま、または押した直後に 文字 （変換）キーを押しても、
別の変換候補が表示されます。

2推測変換候補ウィンドウが表示されていない場合は、 ▼ キーまたは ▲  キー
を押しても、別の変換候補が表示されます。

ATOKの推測変換機能を有効にしている場合、文字を
入力すると推測変換候補ウィンドウが表示されます。
このウィンドウを使った文字の入力方法については1-
39ページをご覧ください。
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6  Enter キーを押します。
選択した変換候補が確定されます。

MEMO 2入力したい漢字が表示されないときは、手書き入力で入力してみてください
（�1-46ページ）。

変換中の漢字を別の漢字にする

複数の文節の読みを入力して変換します。

（例）「新しい企画を提案する」を「新しい規格を提案する」に変換します。

1「あたらしいきかくをていあんする」を入力します。

2  Space/変換 キーを押します。

3  Shift キーを押したまま、または押した直後に   キーを押しま
す。
カーソルが次の文節に移ります。

MEMO 2 Shift キーを押したまま、または押した直後に    キーを押すと、カーソ
ルが前の文節に移ります。

2    キーまたは    キーで文節の区切りを変更することができます。
2Microsoft IMEの場合は
文節を移る場合は、    キーまたは    キーを押します。
文節の区切りを変更する場合は、 Shift キーを押したまま、または押した直
後に    キーまたは    キーを押します。
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4  Space/変換 キーを押します。
 Space/変換 キーを押すたびに、別の変換候補が表示されます。
入力したい語が表示されるまで、 Space/変換 キーを数回押します。

5  Shift キーを押したまま、または押した直後に   キーを押しま
す。
手順4で選択した変換候補が入り、カーソルが次の文節に移ります。

MEMO 2続けて文字を変換する場合は手順4～5を繰り返します。
2Microsoft IMEの場合は、 Shift キーを押さずに    キーを押します。

6  Enter キーを押します。
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推測変換機能を使って文字を入力する（ATOKのみ）

推測変換機能を有効にしている場合、文字を入力すると、入力した文字から推測
される語句の候補を推測変換候補ウィンドウに表示します。
表示された変換候補から目的の語を選択して漢字やひらがな、数字、英字を入力
することができます。キーを押す回数が少なくなるので便利です。
ご購入時は推測変換機能が使える状態になっています。無効にする場合は、10-
13ページをご覧ください。

1 文字を入力します。
推測変換候補ウィンドウが表示されます。

1文字ずつ文字を入力するごとに、変換候補が絞り込まれます。

推測変換候補ウィンドウ
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2 文字を入力していき、変換したい語が推測変換候補ウィンドウに
表示されたら、 ▼ キーを押します。
推測変換候補ウィンドウの変換候補を選択できるようになります。

3  ▼ キーまたは ▲ キーで入力したい語を選択し、 Enter キーを
押します。
選択した変換候補が確定されます。

「おはよう」と入力して確定すると、推測変換候補ウィンドウに「ござい」など
が表示されます。
続けて、推測変換候補ウィンドウに表示されている変換候補から変換を行っ
ていくだけで、「おはようございます。」などの文章を入力することができま
す。

入力した文字が確定されると、その後に続く変換候
補が表示されます。
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MEMO 2推測変換候補ウィンドウに表示されている変換候補をタップしても、語の入
力ができます。

2推測変換候補ウィンドウの右上にある をタップすると、推測変換候補
ウィンドウの表示が消え、文字の入力が取り消されます。

2変換候補として表示される語の文字種は変更することができます（�10-13
ページ）。

2 一度変換すると、変換した語が学習され、推測変換候補ウィンドウに優先し
て表示されます。
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文字入力パネルについて

文字入力パネルには、画面に表示されるキーをタップして文字を入力する「キー
ボード入力パネル」と手書き文字を入力する「手書き入力パネル」があります。

■キーボード入力パネル

「ひらがな／カタカナ」入力パネル 「ローマ字／かな」入力パネル

　 　

■手書き入力パネル

「手書き検索」入力パネル 「手書き入力」入力パネル

　 　

文字入力パネルを表示する

1 画面下のあなどをタップします。
文字入力パネルが表示されます。

MEMO 2文字入力パネルは一度表示すると、文字を入力する画面で常に表示されるよ
うになります。

文字入力パネルの表示／非表示を切り替えます。
表示している文字入力パネルによって、次のアイコンが表示
されます。

：「ひらがな／カタカナ」入力パネル
：「ローマ字／かな」入力パネル
：「手書き検索」入力パネル
：「手書き入力」入力パネル
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表示している文字入力パネルを消す

1 画面下の などをタップするか、キーボードの各キーやダイヤル
キーを押します。
表示している文字入力パネルが消えます。

文字入力パネルを切り替える

1  画面下の などの右横の をタップし、表示されたメニューか
ら使用したい文字入力パネルをタップします。

候補の語を表示して文字を入力する（推測変換機能）

文字を入力すると、入力した文字から推測される語句の候補を表示させて、候補
の文字をタップして文字入力ができます。
また、文字を確定すると、これまでの文字入力の履歴より次に続く文字を推測し
て語句の候補を表示し、文字入力を続けることができます（推測変換機能を有効
にしている場合�10-13ページ）。

使用したい文字
入力パネルを選
びます。使用可能な文字

入力パネルのリ
ストを表示しま
す。

入力した文字より推測
される候補を表示しま
す。
表示された候補をタッ
プすると、文字が確定
されます。
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キーボード入力パネルを使って文字を入力する

画面に表示されるキーをタップして、文字を入力します。
文字入力は、キーボードを使った文字入力と同じようにできます。
入力のしかたについては、1-35ページをご覧ください。

「ひらがな／カタカナ」入力パネルについて

① かな ひらがなキーボードに切り替わります。

② カナ カタカナキーボードに切り替わります。

③ 小字 タップし反転させると、「っ」、「ょ」などの小文字を入力できます
（反転すると、小文字で入力できる文字のキートップが小さく表示
されます）。１文字入力すると解除されます。

④ 半角 カタカナキーボードと記号入力パネルのとき半角カタカナ、半角
記号を入力します。

⑤ 記号 記号入力パネルに切り替わります（�次ページ）。

⑥ 変換 入力したひらがななどを漢字に変換します。

⑦  Enter キーと同じ働きをします。
・変換中の文字があるときは、その文字を確定します。
・変換中の文字がないときは、改行します。

⑧ 空白 スペースを入力します。

⑨ ←　→ カーソルを左右に移動します。

⑩ ←BS カーソルの前（左側）の文字を削除します。

⑪ ゜ 半濁音（半濁点）を入力します。
たとえば、「ぴ」を入力するときは、 ひ にタップし、 ゜ をタップ
します。

⑫ ゛ 濁音（濁点）を入力します。
たとえば、「が」を入力するときは、 か にタップし、 ゛ をタップ
します。

a

b

c

d

e

j

i

h

g

f

l k
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「ローマ字／かな」入力パネルについて

① かな ローマ字でひらがなを入力します。

② カナ ローマ字でカタカナを入力します。

③ 英数 英数字を入力します。

④ 半角 カタカナ、英数字、記号を半角で入力します。

⑤ 記号 記号入力パネルに切り替わります（�下記）。

⑥ Esc ・変換中の文字に対して、変換を取り消します。
・変換前の文字を削除します。

⑦ タブを入力します。

⑧ Cap 英字を入力するとき、タップして反転させておくと大文字を入力できます。

⑨ タップして反転させておくと英字の大文字や！、＃、＄などの記
号を入力できます。1文字入力すると元に戻ります。

⑩ Ctl  Ctrl キーとして働きます。英数字と組み合わせて機能を実行します。

⑪ スペース スペースを入力します。

⑫ 変換 入力したひらがななどを漢字に変換します。

⑬  Enter キーと同じ働きをします。
・変換中の文字があるときは、その文字を確定します。
・変換中の文字がないときは、改行します。

⑭ ←　→ カーソルを左右に移動します。

⑮ ←BS カーソルの前（左側）の文字を削除します。

a

b

c

d

e

i

j

o

n

m

l

k

f g h

MEMO 2「記号」入力パネルについて
「ひらがな／カタカナ」入力パネルや「ローマ字／かな」入力パネルで、記号 に
タップすると記号入力パネルが表示されます。
全角／半角の記号を入力できます。
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手書き入力パネルを使って文字を入力する

付属のスタイラスペンを使って、手書きでひらがな・カタカナ・漢字・英字・数
字・記号などを入力します。

「手書き検索」入力パネルで文字を入力する

「手書き検索」入力パネルで文字を入力します。

（例）「液」と手書きして変換します。

1「手書き検索」入力パネルを表示します（�1-42ページ）。

2 手書き入力枠に「液」と手書き入力します。
手書きした文字の候補が入力パネルの左側に表示されます。

3 認識候補一覧から「液」にタップすると、「液」が入力されます。

4  にタップすると、「液」の文字が確定されます。

① 認識候補 手書き入力枠に手書きした文字の候補が表示されます。入力した
い文字にタップします。

② 手書き入力枠 手書き入力します。

③ ← 手書き中にタップすると、最後の1画が消去されます。手書き入
力枠に何もないときは、カーソルの前（左側）の文字を削除しま
す。

④ 半角 タップして反転した状態でカタカナや英数字などを手書きし認識
候補から選択すると、半角のカタカナや英数字を入力できます。

⑤ ？ タップすると、ヘルプ画面が表示されます。

b

c

d

e

a
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「手書き入力」入力パネルで文字を入力する

1「手書き入力」入力パネルを表示します（�1-42ページ）。

2 枠に1文字ずつ手書きします。
・枠に文字を手書きすると認識されて、すぐに候補欄に認識候補が表示され
ます。

・別の枠に次の文字を書き始めると、候補欄の左端の候補が自動的に選択さ
れます。

・別の枠に文字を書かないときは、しばらくしたあと候補欄の左端の候補が
自動的に選択されます（選択される前に別の候補にタップすると、その文字
が選択されます）。

・どの枠から書いてもかまいません。先に手書きした文字から認識します。

3 ひらがなを手書きし漢字に変換するときは、 変換 にタップし
ます。

4  にタップすると、文字が確定されます。

① 全て 手書きした文字を認識するとき、ひらがな、漢字などすべての種
類を候補にします。

② 英 手書きした文字を認識するとき、英字および記号を候補にしま
す。

③ 数 手書きした文字を認識するとき、数字および記号を候補にしま
す。

④ 手書き入力枠 付属のスタイラスペンで1枠に1文字ずつ手書きします。

⑤ 候補欄 認識された文字の候補が表示されます。入力したい文字を選択し
ます。

⑥ ？ タップすると、ヘルプ画面が表示されます。

e

f

a

b

c

d
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認識した文字を別の文字に変える
誤って選択した文字（確定する前の文字）を、別の文字に変えることができます。
この操作は文字入力がMicrosoft IMEになっているときだけです。

1 手書きで文字を入力します。

2 別の文字に変えたい文字の左側にカーソルを移動します。
候補メニューが表示されます。

3 目的の文字にタップし、 アクション キーまたは Enter キーを
押します。

MEMO 2文字を確定した後、上記の方法で別の文字に変えることはできません。
確定後に文字を変更するときは、目的の文字を削除してから再度入力します。

選択されるまでの時間を変更する
認識された文字が、認識候補の中から自動的に選択されるまでの時間を変更でき
ます。

1  スタート メニューの “設定”にタップします。

2 設定画面で 個人用 タブにタップし、 “入力”にタップします。

3  入力方法 タブで、「入力方法」の右横の▼をタップして「手書き入
力」を選択し、 オプション をタップします。

「手書き入力のオプション」設定画面が表示されます。

「手書き入力」を選びま
す。



1-49

基
本
操
作

文
字
入
力

1

4「タイムアウトを使用」のチェックボックスにチェックがついてい
ることを確認し、「タイムアウト値」の数値を変えます。

MEMO 2「タイムアウトを使用」のチェックを外すと、自動的に選択されなくなりま
す。
このときは、候補の中から目的の文字をタップします。

5 選択されるまでの時間の変更が終わったら、 をタップしま
す。

 手書き認識の入力枠の数を変更する

1「手書き入力のオプション」設定画面（�上記）で、「3つの入力ボッ
クス」のチェックを外します。

2 入力枠数の変更が終わったら、 をタップします。

数値を変更します。
この数値の単位は、
「秒」です。

チェックを外すと、入
力枠は2 つになりま
す。
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ダイヤルキーの基本操作について

文字入力に必要なダイヤルキー（画面（表示部）下のキー）の基本的な役割につい
て説明します。

ご注意� 2Microsoft IMEで文字入力しているときは、ダイヤルキーを使った文字の変
換はできません。

ダイヤルキーの入力モードの確認と切り替え

ダイヤルキーで文字を入力するときの入力モードは、画面上に表示されます。
入力モードの切り替えは、画面（表示部)下の キーを押します。

MEMO 2ダイヤルキーの入力モードは、 キーを押した後、 カーソル キーの左右でも
切り替えられます。

選択中の入力モード

キーを押すたび
に入力モードが切り替
わります。

：「ひらがな」の入力になります。
：「全角カタカナ」の入力になります。
：「半角カタカナ」の入力になります。
：「全角英字（大文字）」の入力になります。
：「全角英字（小文字）」の入力になります。
：「半角英字（大文字）」の入力になります。
：「半角英字（小文字）」の入力になります。
：「半角数字」の入力になります。
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ダイヤルキーの割り当てについて

ダイヤルキーには複数の文字や記号が割り当てられており、押す回数によって表
示が切り替わります。

 
キー かな漢字変換

 カナ 英大文字 英小文字 
半角数字

�
   ［全角／半角］※1 ［全角／半角］※1 ［全角／半角］※1�
  あいうえお アイウエオ 

．／＿＠１ ．／＿＠１
 

1
�

  ぁぃぅぇぉ ァィゥェォ�
  かきくけこ カキクケコ ＡＢＣａｂｃ２ ａｂｃ２ 2�
  さしすせそ サシスセソ ＤＥＦｄｅｆ３ ｄｅｆ３ 3�
  たちつてとっ タチツテトッ ＧＨＩｇｈｉ４ ｇｈｉ４ 4�
  なにぬねの ナニヌネノ ＪＫＬｊｋｌ５ ｊｋｌ５ 5�
  はひふへほ ハヒフヘホ ＭＮＯｍｎｏ６ ｍｎｏ６ 6�
  まみむめも マミムメモ ＰＱＲＳｐｑｒｓ７ ｐｑｒｓ７ 7�
  やゆよゃゅょ ヤユヨャュョ ＴＵＶｔｕｖ８ ｔｕｖ８ 8�
  らりるれろ ラリルレロ ＷＸＹＺｗｘｙｚ９ ｗｘｙｚ９ 9�
  わをん□（スペース） ワヲン□（スペース） □（スペース）$%+<=>[]^'{ }0 0�
  ゛゜※2 ※3  

　　（改行）
  

*
�

  （改行）※4     �
  

－、。！？・
 ［全角］－、。！？・ ［全角］－，．！？・ 

#
�

   ［半角］-､｡!?･̃()'":;¥& ［半角］-,.!?̃()'":;¥&�
  ・ 入力中の文字がある場合、文字を変換�
  ・ 変換中以外ではカーソル上へ移動�
  ・ 入力中の文字がある場合は、推測変換候補ウィンドウにカーソルが移動�
  ・ 推測変換候補ウィンドウ内では、次の候補へ移動�
  ・ 変換中以外ではカーソル下へ移動�
  カーソル左へ移動    �
  カーソル右へ移動    �
  決定    �
  カーソルの前（左側）の1文字を削除    �
  入力モードの切り替え    �

※1： 全角モードの場合は全角、半角モードの場合は半角の文字が入力されます。�
 全角と半角で入力が違うキーについては、［全角］または［半角］で違いを記載しています。�
※2： か／さ／た行の入力中の文字がある場合は、濁音（濁点）の文字が表示されます。また、は行の

場合は次にキーを押すと、濁音（濁点）／半濁音（半濁点）の文字が表示されます。�
　　　上記以外の文字がある場合や入力中の文字がある場合は、「゛」「゜」が1文字として表示されま

す。�
※3： か／さ／た／は行以外で未確定の文字があるときは、「゛」「゜」を単独文字として入力します。�
※4： 未確定文字がない場合に改行します。�
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ダイヤルキーを使って文字を入力する

ここでは、ダイヤルキーを使った文字の入力方法について説明します。まずは、
文字を入力する前にダイヤルキーの入力モードを確認します。

候補の語を表示して文字を入力する

文字を入力すると、入力した文字から推測される語句の候補を、推測変換候補
ウィンドウに表示します（推測変換機能を有効にしている場合�10-13ページ）。
表示された変換候補から目的の語を選択して漢字やひらがな、数字、英字を入力
することができます。キーを押す回数が少なくなるので便利です。

MEMO 2日本語入力のしかたをMicrosoft IMEに設定している場合（�10-15ページ）、
ダイヤルキーを使った文字の変換はできません。

1 Word Mobileの新規画面を表示します（�『アプリケーションマ
ニュアル.pdf』「Word Mobile」)。

2 入力モードが になっていることを確認します。
などになっているときは、画面（表示部)下の キーを押し にしま

す。

3 ダイヤルキーを使って文字を入力します。
ダイヤルキーの文字割り当ては前ページをご覧ください。
推測変換候補ウィンドウが表示されます。

1文字ずつ文字を入力するごとに、変換候補が絞り込まれます。

推測変換候補ウィンド
ウ
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MEMO 2同じ文字や同じ行の文字などを続けて入力する場合は、 カーソル キーの右を押
してから入力します。
（例）「あいかぎ」と入力する。

         キーを順に押します。

4 文字を入力していき、変換したい語が推測変換候補ウィンドウに
表示されたら、 カーソル キーの下を押します。
推測変換候補ウィンドウの変換候補を選択できるようになります。

MEMO 2ATOK設定で「推測変換を有効にする」のチェックを外している場合（�10-13
ページ）、文字を入力してから カーソル キーの下を押すと文字が変換され
ます。
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5  カーソル キーの下または上で入力したい語を選択し、
 アクション キーを押します。
選択した変換候補が確定されます。

推測変換候補ウィンドウの候補は カーソル キーの上下を使って選択しま
す。
「おはよう」と入力して確定すると、推測変換候補ウィンドウに「ござい」など
が表示されます。
続けて、推測変換候補ウィンドウに表示されている変換候補から変換を行っ
ていくだけで、「おはようございます。」などの文章を入力することができま
す。

MEMO 2推測変換候補ウィンドウに表示されている変換候補をタップしても、語の入
力ができます。

2推測変換候補ウィンドウの右上にある をタップすると、推測変換候補
ウィンドウの表示が消え、文字の入力が取り消されます。

2変換候補として表示される語の文字種は変更することができます（�10-13
ページ）。

2 一度変換すると、変換した語が学習され、推測変換候補ウィンドウに優先し
て表示されます。

入力した文字が確定さ
れると、その後に続く
変換候補が表示されま
す。
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変換中の漢字を別の漢字にする

複数の文節の読みを入力して変換します。
（例）「新しい企画を提案する」を「新しい規格を提案する」に変換します。

1「あたらしいきかくをていあんする」を入力します。

2  カーソル キーの上を押します。

3  アクション キーを押します。
最初の文節（ここでは「新しい」）が確定され、カーソルが次の文節に移りま
す。

4  カーソル キーの下または上を押します。
 カーソル キーの下または上を押すたびに、別の変換候補が表示されます。
入力したい語が表示されるまで、 カーソル キーの下または上を数回押します。

5  アクション キーを押します。
カーソルが次の文節に移ります。

MEMO 2続けて文字を変換する場合は手順4～5を繰り返します。

6 最後の文節で アクション キーを押します。
最後の文節が確定されます。
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文字を編集する

文字を追加する

1 追加したい場所にカーソルを移動させます。
 ▲    ▼          キーまたは カーソル キーの上下左右でカーソルを移動させ
るか、文字を追加したい場所をタップします。

2 文字を入力します。
カーソルの位置に文字が追加されます。

文字を削除する

1 削除したい文字の直後にカーソルを移動させます。
複数の文字を削除したい場合は、画面をなぞって文字列を反転させます。
キーボードを使っているときは、 Shift キーを押しながら    キーまたは  
キーを押すと複数の文字を選択できます。

2  BS キーまたは キーを押します。
・複数文字削除の場合は、反転していた範囲がすべて削除されます。
・1文字削除の場合は、カーソルの直前の文字が削除されます。

MEMO 2キーボード入力パネルのときは、 ←BS をタップします。
手書き入力パネルでは、  をタップします。



1-57

基
本
操
作

1

メ
モ
リ
カ
ー
ド

この製品には、市販のminiSDカードを取り付けることができます。

MEMO 2動作確認済みのminiSDカードについては、ホームページ（URL http://
www.sharp.co.jp/ws/）をご覧ください。

2この製品ではメモリカードをフォーマットできません。
パソコンでフォーマット（FAT）してください。

2メモリカードにファイルとして以下のものが保存できます。
・画像／音楽ファイル ・Word Mobile／Excel Mobileで作成したファイル
・ボイスメモ ・メールに添付されているファイル
・メモ ・バックアップファイル（☞9-3ページ）　　など

2“予定表”、“連絡先”、メール本文、ライトメールは、メモリカードに保存で
きません。

カードを取り付ける

1 この製品の電源を切ります（☞1-12ページ）。

2 miniSDカードスロットのカバーを開きます。

3 カードの端子面（金属面）が上を向くようにして、端子側から奥ま
で確実に挿入します。

端子面（金属面）を上にしてまっすぐに挿入する 

メモリカードを使ったり
USBホストとして使う

カバーは、左側のみよ
り開きます。右側より
は開きませんので、ご
注意ください。また、
カバーは開いたら水平
方向に保ち、ひねった
りしないようにしてく
ださい。



1-58

4 カバーを閉じます。

5  キーを長く（約2～3秒）押し、電源を入れます。

ご注意 2カードの端子部を指などで触れないでください。
2表裏をまちがえると、故障したり、カードが取り出せなくなります。
2カードに強い力を加えないでください。
2カードは、スロットに確実に挿入してください。
2メモリカードは必ず端子面（金属面）を上にして、まっすぐ挿入してくださ
い。端子面（金属面）を下にして挿入したり、斜めに傾けたまま無理やり挿入
すると、破損の原因になります。

2動作確認済みのカード以外は、使用しないでください。
2この製品を落とさないでください。破損したり故障の原因となります。

MEMO 2カードを取り付けているときは、取り付けていないときと比べて起動時間が
長くなります。これは、起動時に、システムがカードをチェックするためで
す。

miniSDカードのファイルを確認する

1 ファイルエクスプローラ画面（☞9-8ページ）を表示し、画面左上の
「My Documents▼」などをタップします。

2 表示されたメニューから「 miniSDカード」をタップします。
miniSDカード内のフォルダやファイルが表示されます。
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カードを取り外す

1 この製品の電源を切ります（�1-12ページ）。

2 miniSDカードスロットのカバーを開きます。

3 カードの端を指で押し込みます。

② 飛び出さないように、�
　 指で軽く押さえながら取り外す�

① 軽く押す�

4 スロットから外れたカードを抜き取り、カバーを閉じます。

まっすぐ引き抜く�

5  キーを長く（約2～3秒）押し、電源を入れます。

ご注意� 2カードスロットからカードを取り外すときは、カードが飛び出さないよう
に、指で軽く押さえながら出してください。
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ファイルやフォルダをコピーする

miniSDカードに保存しているファイルやフォルダを本体にコピーする

1 miniSDカードを取り付け、ファイル エクスプローラ画面（�9-8ペー
ジ）を表示して、「My Documents▼」などをタップし「 miniSD
カード」をタップします。
miniSDカード内のフォルダやファイルが表示されます。

2 目的のファイルをタップしたままにして、表示されたメニューを
タップします。
・コピーするときは コピー をタップします。
・移動するときは 切り取り をタップします。

3 画面左上の「 miniSDカード」にタップし、 マイデバイス をタッ
プします。
本体側のファイルやフォルダなどが表示されます。

4 貼り付け先または移動先のフォルダを開いた後、画面右下の
メニュー ー 編集 ー 貼り付け をタップします。
手順2でコピー／移動したファイルが貼り付け／移動されます。

MEMO 2手順2で、目的のファイルを選択して画面右下の　メニュー ー 編集
ー コピー  ／  切り取り をタップしてもコピー／移動できます。

2手順4で、画面をタップしたままにして表示されたメニューから 貼り付け を
タップしても貼り付け／移動ができます。ただし、ファイルやフォルダが表
示されている場所で画面をタップしたままにするとそのファイルやフォルダ
が対象となりますので、ご注意ください。

2フォルダを移動すると、フォルダ内のファイルは、すべて移動されます。
2「切り取り」したフォルダやファイルを貼り付けず、別のフォルダやファイル
を「切り取り」すると、前の「切り取り」は解除されます。

2本体に保存しているファイルやフォルダを別の階層にコピー／移動するとき
などは、「My Documents▼」をタップして、フォルダを選んでください。

2コピー元と同じ階層に「貼り付け」するとファイルやフォルダ名に「コピー～」
が追加されます。

2コピーをやめるときは、画面右下の　メニュー ー 編集 ー  元に戻す　コピー
をタップして、元に戻します。
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1

本体のファイルやフォルダをminiSDカードにコピー／移動する

1 前ページと同様にファイル エクスプローラ画面（�9-8ページ）で
本体メモリーを開きます。

2 目的のファイルをタップしたままにして、表示されたメニューの
 コピー または 切り取り をタップします。

3 miniSDカード側に切り替え、画面右下の メニュー ー 編集 ー　
貼り付け をタップします。
手順2でコピー／移動したファイルが貼り付け／移動されます。

この製品をUSBホストとして使う

この製品は、USBホスト機能を持っています。
USBメモリやキーボードなどと接続し、利用することができます。
この製品に接続可能な機器については、ホームページ
（URL http://www.sharp.co.jp/ws/）をご覧ください。
また、USB周辺機器を接続する場合は、別途USBホストケーブルが必要です。

■USBポートカバーやイヤホンマイク端子カバーを開く

USBポート イヤホンマイク端子

①少しだけ開く�

②下から180度回転する� ②下から180度回転する�

①少しだけ開く�
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目的の情報をすばやく見つけ出せます。
ファイル名やファイル内に含まれる文字列を指定して検索します。

1  スタート メニューの “プログラム”にタップします。

2 プログラム画面で “検索”にタップします。
検索画面が表示されます。

3「検索」欄に検索したい語句を入力します。

4 画面左下の 検索 にタップします。
検索が開始され検索結果が表示されます。

5 見たいファイルやデータをタップします。
ファイルやデータが表示されます。

MEMO 2miniSDカードに保存されたファイルには、miniSDカードの記号“ ”が表示
されます。

6 検索画面に戻るときは、 や にタップします。

ご注意� 2ファイルやデータによっては、その内に含まれる文字列が検索されないもの
もあります。

保存しているファイルや
情報を検索する

ファイル名や連絡先な
どのデータ内に含まれ
る文字列を入力しま
す。
▼をタップすると、以
前に検索した文字列が
表示されます。再度同
じ文字列で検索する場
合に利用します。

データの種類を選択し
て検索するときは、▼
をタップして表示され
た一覧から種類を選び
ます。
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この製品に内蔵されているプログラムの操作方法はヘルプで確認できます。

1  スタート メニューの “ヘルプ”にタップします。
そのときに表示されているプログラムのヘルプ画面が表示されます。

2 見たい項目をタップします。

この製品の使いかたを調べる
（ヘルプ）

タップするとヘルプの
全目次が表示されま
す。

タップすると検索画面
が表示され、検索した
い語句を入力して検索
できます（� 前ペー
ジ）。

タップするとその項目
のヘルプが表示されま
す。

をタップすると、
これまで表示したヘル
プ画面をさかのぼって
表示します。

をタップすると、
さかのぼったヘルプ画
面を元の画面に戻しま
す。

検
索
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オンラインマニュアルは、パソコンで見るPDF形式の電子マニュアルです。
以下のマニュアルは、オンラインマニュアルとして付属のCD-ROMに収録され
ています。

Officeアプリケーション Picsel PDF Viewer
・Excel Mobile USBモデムドライバのインストール
・Word Mobile
・PowerPoint Mobile

オンラインマニュアルをお読みになるには、パソコンにAdobe Acrobat Reader
またはAdobe Readerがインストールされている必要があります（Adobe
Acrobat Reader5.0以上を推奨）。
Adobe Readerは付属のCD-ROMからインストールできます（ActiveSyncをイ
ンストール（�8-4ページ）した後に表示された画面で「PCに新しいプログラムを
追加する」をクリックしてください）。

1 ActiveSyncをインストール（�8-4ページ）したパソコンに、付属
のCD-ROMをセットします。
画面にメニューが表示されます。

2 画面内の「その他の資料を参照する」をクリックし、ご覧になるマ
ニュアルの「PDFファイルを開く」をクリックします。
オンラインマニュアルが表示されます。

3 次のような方法などで、見たいページを表示します。
プログラムなどの説明全体を見るとき ：しおりを使うと便利です。
調べたい言葉があるとき ：検索を使うと便利です。
ページを順番に見るとき ：ページ移動のアイコンを使うと便利です。

オンラインマニュアルの
見かた
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MEMO 2お使いのAdobe Acrobat ReaderまたはAdobe Readerのバージョンによっ
て、アイコンの形状や表示位置が異なります。アイコンにカーソルを合わせ
ると、そのアイコンの機能が表示されます。

2くわしい使いかたは、Adobe Acrobat ReaderまたはAdobe Readerのヘル
プをご覧ください。

Copyright© 1987-2006 Adobe Systems Incorporated. All rights reserved.

手のひらツール（移動）�
クリックしてページをドラ
ッグするとスクロールバー
を使わずにページの移動が
できます。斜め方向の移動
に便利です。�

検索�
クリックして検索したい
言葉を入力します。検索
した言葉が含まれるペー
ジ（またはその一覧）が
表示されます。�

拡大縮小�
特定の部分を拡大する
ときは、    をクリック
してから拡大したい部
分をドラッグして囲み
ます。�

しおり�
見出しをクリックす
ると、そのページへ
ジャンプします。�
　をクリックすると
しおりに詳細な見出
しが表示されます。�

表示レイアウト�
単一ページ表示、連続表示、見
開き表示など、ページの表示レ
イアウトを変更できます。�

ページ移動�
ページ番号を入力し Enter
キーを押すとそのページ
へジャンプします。�
・　：最初のページへ�
・　：最後のページへ�
・　：前のページへ�
・　：次のページへ�

�
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2　インターネットやメールを使うための準備
オンラインサインアップを行って
　接続の設定を行う 2-2

オンラインサインアップする............................ 2-2

“W-ZERO3メール”で加入している
　プロバイダーのメールを設定する 2-6

送受信するためのアカウントを設定する....... 2-7
アカウントを修正／削除する.......................... 2-12

“メール（Outlook）”で加入している
　プロバイダーのメールを設定する 2-13

送受信するためのアカウントを設定する..... 2-14
アカウントを修正する／削除する ........................ 2-19

加入しているプロバイダーの
　接続設定をする 2-20

インターネットプロバイダーへの
　接続設定をする .............................................. 2-20
インターネット接続設定を
　変更する／削除する ...................................... 2-26
インターネットへの接続方法を切り替える .... 2-27

お使いの環境にあわせてインターネットの
接続設定をする 2-28

社内ネットワークへの接続設定をする ......... 2-28
VPNサーバーへの接続設定をする................. 2-30
プロキシサーバーを設定する.......................... 2-32

メールの送受信やインターネットへの接続
がうまくいかないときは 2-33
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この製品では、以下の方法でインターネットに接続してメールの送受信（�4-4、
4-35ページ）やホームページの閲覧（�5-2、5-11ページ）ができます。
・オンラインサインアップをしてウィルコムのサーバーから取得した情報を
使って接続する（�下記）

・加入しているプロバイダーの情報を使って接続する（�2-20ページ）

オンラインサインアップについて
オンラインサインアップを行うと自動的に接続する設定が保存され、簡単にメー
ルの送受信やホームページの閲覧を行うことができます。まだオンラインサイン
アップをされていないときは、以下の内容をご覧になりオンラインサインアップ
を行ってください。

加入しているプロバイダーについて
加入しているプロバイダーの情報を使う場合は、インターネットやメールサー
バーに接続する設定が必要になります。2-20ページや2-6、2-13ページをご覧
になり設定を行ってください。

オンラインサインアップする

オンラインサインアップを完了すると、すぐにホームページを閲覧したり、メー
ルを送受信することができます。オンラインサインアップでは、次のようなこと
ができます。
・Eメール（ウィルコム）のメールアドレスを取得します。
・インターネットに接続する設定やメールを送受信する設定（メールサーバーの
設定）が自動的にこの製品に保存されます。

1  スタート メニューの “オンライン サインアップ”にタップし
ます。
「接続中」のメッセージが表示され、センターに接続します。

オンラインサインアップを
行って接続の設定を行う
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ご注意� 2再度オンラインサインアップを行うときは
一度オンラインサインアップを行うと、スタートメニューにオンラインサイ
ンアップが表示されなくなります。再度オンラインサインアップを行うとき
は、   スタート  メニュー － “プログラム” － “オンラインサインアッ
プ”にタップし、オンラインサインアップを行ってください。

2 表示された画面の指示にしたがって設定を行います。

メールアドレスについて
お好みのメールアドレスを入力して取得できます。
ここではユーザーネームのみを入力します。ドメインは自動的に設定されます。

○○○○@△△.pdx.ne.jp�
�

ドメイン　�
△△は、センターが指定する文字が入ります。�

ユーザーネーム�

ユーザーネームは、以下の制限の中でお客様がご自由に設定できます。
・文字数：4文字以上20文字以下
・文字種：半角英数字、「-」（ハイフン）、「_」（アンダーバー）
・1文字目は英字のみ使用できます。
・英字は、すべて小文字として扱われます。

3 オンラインサインアップを完了します。
通常に使用するソフトウェアの選択画面が表示されます。

4 通常使用するブラウザやメールを設定する画面が表示されますの
で、いずれかを選択して OK をタップします。
オンラインサインアップで取得したメールアドレスやメールアカウントなど
の情報は、自動的に“W-ZERO3メール”と“メール”（Outlook）の両方に設定
されます。

Internet Explorer
Mobile（�5-2ページ）ま
たはOpera Browser
（�5-11ページ）を選択
します。また選択したブ
ラウザは、 キーを長
く押すと起動します。

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
イ
ン
ア
ッ
プ

W-ZERO3メールまた
はメール（Outlook）を
選択します。また選択
したメールソフトは、

キーを長く押すと
起動します。
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5 再起動の確認画面で OK をタップします。
再起動されます。

MEMO 2同じユーザーネームが既に登録されている場合
設定したユーザーネームはご利用いただけません。別のユーザーネームを指
定してください。

2ライトEメールの設定は利用しないでください。
この製品はライトEメールに対応していないため、ライトEメールを着信する
と「未対応着信あり」と表示されたり、Eメール（ウィルコム）の自動受信がで
きなくなります。オンラインサインアップの「詳細設定」-「9. その他の設定」
で「◆ライトEメール」の項目はかならず「利用しない」にチェックを付けてく
ださい。

2お知らせメール受付の選択について
受信したメールの最後にウィルコムからのお知らせを付けるか、付けないか
を選択することができます。

2メールの自動受信をしないようにするには
オンラインサインアップで「自動受信しない」または「新着メール通知」に設定
します（「新着メール通知」に設定するとEメールが届いたことを通知するライ
トメールを受信します）。
この製品の設定で「自動受信する」（�W-ZERO3メールの場合は2-10ペー
ジ、メール（Outlook）の場合は4-51ページ）のチェックを付けていても、オ
ンラインサインアップで「自動受信しない」や「新着メール通知」にすると自動
受信はしません。
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オンラインサインアップを完了すると設定される内容

オンラインサインアップを完了すると自動的に以下の情報が設定されます。

●インターネットに接続するための情報
「センタ名称設定」（�2-10～11、2-16～17、2-27ページ）という名称とその
中に接続設定「CLUB AIR-EDGE」（�2-26ページ）が保存されます。
「センタ名称設定」は「CLUB AIR-EDGE」などの接続設定を管理するための名称です。
「CLUB AIR-EDGE」にはアクセスポイントの電話番号、ユーザー名、パスワー
ドが保存されます。

●メールを送受信するための情報
“W-ZERO3メール”、“メール（Outlook）”の両方に同じ情報が設定されます。
メールアカウントが保存されます（メールアカウント内には次の情報が保存さ
れます）。メールアカウントは、お客様の電話番号（070XX……）になります。
・メールアドレス　・ユーザー名　・パスワード
・サーバー情報（受信メールサーバー、送信メールサーバー）

ご注意� 2オンラインサインアップを完了して設定された「センタ名称設定」の名称や
「CLUB AIR-EDGE」の内容、メールアカウントの内容は変更／削除しないで
ください。
「センタ名称設定」の名称や「CLUB AIR-EDGE」の内容、メールアカウントの
内容を変更／削除すると、インターネットへの接続やメールの送受信ができ
なくなります。

MEMO 2インターネットへの接続方法の設定を確認するときは
ネットワーク管理画面（�2-27ページ）を表示して、「インターネットに自動
的に接続するプログラムの接続方法」を確認してください。オンラインサイ
ンアップを行ったあとは、「センタ名称設定」が選択されています。

2ウィルコムサーバーに接続するための設定を確認するときは
「インターネット接続設定を変更する／削除する」（�2-26ページ）をご覧にな
り各項目を表示して確認してください。

オンラインサインアップで設定した内容を確認／変更する

・オンラインサインアップで設定した内容を変更するときはオンラインサイン
アップを起動し、確認画面で 詳細設定 にタップしてセンターに接続します。
センターに接続して表示された画面で確認や変更したい項目にタップしま
す。設定を変更したあとは、画面下方にある この内容で登録する をタップ
してください。

・メールアドレスを変更する場合はセンターに接続して表示された画面から「6.
メールアドレス変更」にタップしてメールアドレスを変更してください。メール
アドレスを変更した場合、変更前のアドレス宛のメールは届かなくなります。

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
イ
ン
ア
ッ
プ
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“W-ZERO3メール”で加入している
プロバイダーのメールを設定する

すでにご入会されているインターネットプロバイダーのメールに関する情報を設
定する方法を説明します。この設定を行うと、すでにご入会されているメールア
ドレスへ送られてきたメールを受信できます。

MEMO 2オンラインサインアップで設定された接続情報を使ってメールの送受信がで
きます。
プロバイダーによっては、プロバイダーへの接続情報の設定が必要です
（�2-20ページ）。設定が必要かどうかは、プロバイダーにお問合せくださ
い。

この製品に設定するメールの情報を確認する

以下にこの製品に設定する項目を記載します。プロバイダーからの資料をお手元
にご用意して、各項目に設定する情報を確認してください。
・電子メールアドレス　・ユーザー名　・パスワード　
・受信メールサーバー　・送信メールサーバー
※項目の名称はプロバイダーによって異なるため、各手順にプロバイダーで使
われている代表的な用語を記載しています。

・“メール（Outlook）”の設定を行うときは、2-13ページをご覧になり設定して
ください。
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送受信するためのアカウントを設定する

アカウントは10個まで設定できます。

1 “W-ZERO3メール”を起動します。
「受信トレイ」一覧画面などが表示されます。
オンラインサインアップを行う前に、“W-ZERO3メール”を起動するとアカ
ウント設定（アカウント一覧）画面が表示されます。まず、手順2以降を行
い、アカウントを設定してください。アカウントを設定すると「受信トレイ」
一覧画面などが表示されます。

2 画面右下の メニュー － その他 － アカウント設定 にタップし
ます。
アカウント設定（アカウント一覧）画面が表示されます。

3  追加 をタップします。
アカウント入力画面が表示されます。

オンラインサイン
アップを行って自動
的に設定されたアカ
ウント

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー（W

-Z
ER
O
3

メ
ー
ル
）
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4 設定するアカウントの名前を入力し、 次へ または  にタップ
します。

5 基本設定を入力し、 詳細設定 タブにタップします。

① メールの送信者として相手に表示する名前を入力します。

② メールアドレスを入力します。

③ 自分の名前やメールアドレスなどを登録しておくと、送信メールの本文に追
加できます。くわしくは、2-11ページをご覧ください。

④ メールを受信したり送信するためのサーバー情報を入力します。

⑤ メールサーバーに接続するための情報を入力します。パスワードを保存して
おくときは、「パスワードの保存」にチェックを付けます。

受信（POP3）サーバーと送信（SMTP）サーバーについて
入会しているプロバイダーによっては、受信（POP3）サーバーと送信
（SMTP）サーバーがそれぞれ別になっているプロバイダーと、同じになって
いるプロバイダーがあります。
・別々になっているプロバイダーは、受信（POP3）サーバーと送信（SMTP）
サーバーの両方を入力します。

・メールサーバーが同じになっている（1つになっている）ときは、両方に同
じものを入力します。

①

加入しているプロバ
イダー名などを入力
します。

②

③

④

⑤
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画面で使われている用語 プロバイダーで使われている代表的な用語例

ユーザー名 Mailアカウント名、メールアカウント、
メールボックス名、メールボックスアカウント名、
Mailアカウント

パスワード Mailパスワード、メールパスワード、初期パスワード

受信（POP3） POPサーバー、受信メールサーバー、メールサーバー

送信（SMTP） SMTPサーバー、送信メールサーバー

6 詳細設定を入力し、 動作設定 タブにタップします。
設定画面の 動作設定 タブが表示されます。

① メールサーバーのポート番号を入力します。通常は変更する必要はありません。

② APOP認証を行うときは、チェックを付けます。

③ ④または⑤の設定を行う場合、チェックを付けます。

④ POP before SMTPを行うときは、チェックを付け、認証後の待ち時間を入
力します。

⑤ 加入しているプロバイダーによってはメール送信時にユーザー名（ユーザー
ID）とパスワードが必要な場合があります。このような場合にチェックを付け
ます。
ユーザー名とパスワードが前ページ手順5の⑤と同じ場合は、「送信メール
サーバーで認証する」にだけチェックを付けます。ユーザー名とパスワードが
違う場合は、「別の設定を使用する」にもチェックを付け、 送信設定 をタッ
プしてユーザー名とパスワードを入力します。
この設定が必要かどうかは、加入しているプロバイダーにお尋ねください。

①

②

④

⑤

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー（W

-Z
ER
O
3

メ
ー
ル
）

③
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7 動作設定を入力し、  をタップします。
メールの送受信は、「次の接続を使用する」欄に表示されている名称に保存さ
れている接続先の設定を使ってインターネットに接続します。この接続先の
設定が異なっているとメールの送受信はできませんのでご注意ください。次
ページのメモをご覧になり、接続先の選択を行ってください。

① この製品で受信したメールをサーバーから削除するときは、チェックを付け
ます。

② 受信するメールを、本文の指定した行数のみ受信（部分受信）するときは
チェックを付け、行数を入力します（�4-14ページ）。
※送信側のメールソフトによっては、指定した行数どおり受信できないこと
があります。

③ Eメール（ウィルコム）アカウントの場合に有効になります。
Eメール（ウィルコム）を自動受信するときはチェックを付け、自動受信でき
なかったときに再度自動受信を行う回数を指定します。

④ メールを作成し、 送信 をタップしてすぐに送信するときはチェックを付け
ます。
チェックを外した状態で、 送信 をタップすると送信トレイに入ります。送
信トレイに入ったメールはまだ送信されていません。送信トレイに入った
メールは、送信トレイ一覧画面などで、 メニュー － 送受信 － 送信 または
 送受信 をタップします。

⑤ メールの保存件数が指定した件数を超えたときに、古いメールから自動的に
削除するにはチェックを付けます。

⑥ 接続を切り替えます。次ページのメモをご覧になり、選択します。

ご注意� 2②の指定した行数のみ受信（部分受信）にチェックを付けてさらに①のサー
バーから削除にチェックを付けている場合、部分受信したメールはサーバー
から削除され全文受信ができなくなります。
②にチェックを付けたときは①のチェックを外すようにしてください。

③

⑥

①
②

④
⑤
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MEMO 2接続を選択する
お使いの状態にあわせて接続を選択してください。
・「センタ名称設定」はオンラインサインアップを完了したときの設定でメー
ルを送受信するときに選択します。

・「インターネット設定」や「社内ネットワーク設定」の中に設定を作成した場
合は、これらを選択します。

・ご自分で新規に接続／接続設定を作成した場合は、新規に作成した接続を
選択します。

※この取扱説明書では、「インターネット設定」の中に自宅などからプロバイ
ダーに接続する設定を作成し、「社内ネットワーク設定」の中に社内のネッ
トワークに接続する設定を作成するように説明していますので、自宅など
からプロバイダーに接続しメールを送受信するときは「インターネット設
定」を選択し、社内のネットワークに接続してメールを送受信するときは
「社内ネットワーク設定」を選択してください。

■署名を作成する
メール作成時、メール本文に自分の名前やメールアドレスなどの文章（署名）を自
動的に入れることができます。

1 2-8ページの手順5で③の「署名を使用する」にチェックを付け、
 署名 にタップします。
署名の設定画面が表示されます。

2 署名1または署名2を選択します。
選択した署名の内容が、メール本文に入ります。

3 署名を入力し、  にタップします。
設定画面の 基本設定 タブが表示されます。

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー（W

-Z
ER
O
3

メ
ー
ル
）
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アカウントを修正／削除する

アカウントを修正する

1 “W-ZERO3メール”を起動します。
「受信トレイ」一覧画面などが表示されます。

2 画面右下の メニュー － その他 － アカウント設定 にタップし
ます。
アカウント設定画面が表示されます。

3 修正するアカウントを選択し、編集 にタップします。

4 2-8～10ページの各タブで修正します。

5 修正を終えた後、  にタップします。

MEMO 2アカウント名の修正はできません。
2Eメール（ウィルコム）のアカウントは「電話番号」が表示されます。このアカ
ウントは、Eメール（ウィルコム）を受信するために必要です。情報を変更し
ないでください。

アカウントを削除する

作成したアカウントを削除するときは、上記「アカウントを修正する」の手順2の
画面でアカウントを選択し、 削除 にタップします。

ご注意� 2アカウントを削除すると、そのアカウント内のメールはすべて削除されま
す。

オンラインサインアッ
プを行って自動的に設
定されたアカウント

ご自分で設定したアカ
ウント

アカウント名の左側
の「2」は、現在選択
されているアカウン
トです。
「2」が付いているア
カウントは削除でき
ません。
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“メール（Outlook）”で加入してい
るプロバイダーのメールを設定する

すでにご入会されているインターネットプロバイダーのメールに関する情報を設
定する方法を説明します。この設定を行うと、すでにご入会されているメールア
ドレスへ送られてきたメールを受信できます。

MEMO 2オンラインサインアップで設定された接続情報を使ってメールの送受信がで
きます。
プロバイダーによっては、プロバイダーへの接続情報の設定が必要です
（�2-20ページ）。設定が必要かどうかは、プロバイダーにお問合せくださ
い。

この製品に設定するメールの情報を確認する

以下にこの製品に設定する項目を記載します。プロバイダーからの資料をお手元
にご用意して、各項目に設定する情報を確認してください。
・電子メールアドレス　・ユーザー名　・パスワード　
・受信メールサーバー　・送信メールサーバー
※項目の名称はプロバイダーによって異なるため、各手順にプロバイダーで使
われている代表的な用語を記載しています。

・“W-ZERO3メール”の設定を行うときは、2-6ページをご覧になり設定してく
ださい。

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー（
メ
ー
ル
）
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送受信するためのアカウントを設定する

アカウントは7つまで設定できます。

1 “メール”を起動します。
「受信トレイ」一覧画面などが表示されます。

2 画面右下の メニュー － ツール － 新しいアカウント にタップ
します。

電子メールのセットアップ画面が表示されます。

3      お使いのメールアドレスを入力し、次へ にタップします。

電子メールのセットアップ（2/5）画面が表示されます。

4 この製品にすでに入っている接続設定を使ってインターネットへ
接続を始めます。表示されたウィンドウから  キャンセル にタッ
プし、 次へ にタップします。

電子メールのセットアップ（3/5）画面が表示されます。

タップするとヘルプ
が表示されます。

メールアドレスを入
力します。
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5 名前、ユーザー名、パスワードを入力し、 次へ にタップします。

画面で使われている用語 プロバイダーで使われている代表的な用語例

ユーザー名 Mailアカウント名、メールアカウント、
メールボックス名、メールボックスアカウント名、
Mailアカウント

パスワード Mailパスワード、メールパスワード、
初期パスワード

電子メールのセットアップ（4/5）画面が表示されます。

6 アカウントの種類（POP3またはIMAP4）を選択し、アカウントの
名前を入力して、 次へ にタップします。
アカウントの種類がわからないときは、プロバイダーにお問い合わせくださ
い。

電子メールのセットアップ（5/5）画面が表示されます。

メールの送信者とし
て相手に表示される
名前を入力します。

メールサーバーに接
続するためのユー
ザー名、パスワード
を入力します。
ユーザー名やパス
ワードは、各プロバ
イダーによって違い
ます。下表の用語例
を参考にしてくださ
い。

入力したパスワード
を保存するときは、
チェックをつけます。

POP3またはIMAP4
を選択します。

名前には、プロバイ
ダーの名前などを入
力します。

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー（
メ
ー
ル
）
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7 サーバー情報を入力し、オプション にタップします。
入会しているプロバイダーによっては、受信メール（サーバー）と送信メール
（サーバー）がそれぞれ別になっているプロバイダーと、同じになっているプ
ロバイダーがあります。
・別々になっているプロバイダーは、受信メール（サーバー）と送信メール
（サーバー）の両方を入力します。
・メールサーバーが同じになっている（1つになっている）ときは、両方に同
じものを入力します。

画面で使われている用語 プロバイダーで使われている代表的な用語例

受信メール POPサーバー、受信メールサーバー、
メールサーバー

送信メール SMTPサーバー、送信メールサーバー

8 オプション（1/3）画面で、自動接続の設定とメールを送受信する
ための接続先を選択し、次へ をタップします。
メールの送受信はこの接続欄に表示されている名称に保存されている接続先
の設定を使ってインターネットに接続します。この接続先の設定が異なって
いるとメールの送受信はできませんのでご注意ください。次ページのメモを
ご覧になり、接続先の選択を行ってください。

通常、内蔵P H S を
使ってインターネッ
トに接続するとき
は、入力する必要は
ありません。

サーバー情報を入力
した後、タップしま
す。

メールを受信したり
送信するためのサー
バー情報を入力しま
す。

自動接続設定および接
続頻度を設定します。

接続を切り替えます。
メニューに表示される
名称は2-21ページに
表示される名称です。
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ご注意� 2自動接続の設定をしてメールを定期的にチェックする場合、一度メール
チェックを行った後は回線を切断せずインターネットに接続した状態のまま
になります。チェックを外し自動接続しメールチェックしないようにするこ
とをおすすめします。

MEMO 2接続を選択する
お使いの状態にあわせて接続を選択してください。
・「センタ名称設定」はオンラインサインアップを完了したときの設定でメー
ルを送受信するときに選択します。

・「インターネット設定」や「社内ネットワーク設定」の中に設定を作成した場
合は、これらを選択します。

・ご自分で新規に接続／接続設定を作成した場合は、新規に作成した接続を
選択します。

※この取扱説明書では、「インターネット設定」の中に自宅などからプロバイ
ダーに接続する設定を作成し、「社内ネットワーク設定」の中に社内のネッ
トワークに接続する設定を作成するように説明していますので、自宅など
からプロバイダーに接続しメールを送受信するときは「インターネット設
定」を選択し、社内のネットワークに接続してメールを送受信するときは
「社内ネットワーク設定」を選択してください。

9 オプション（2/3）画面で、受信するメッセージの設定を行い、
 次へ をタップします。

設定した日数分のメッ
セージを表示させると
きタップしてチェック
をつけます。

SSL接続を使用すると
きタップしてチェック
をつけます。

送信メールに認証が必
要なときタップして
チェックをつけます。

「別の設定を使用する」
にチェックをつけたと
き設定できます。

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー（
メ
ー
ル
）
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10メールのヘッダーのみ取得するのか全文取得かを選択し、完了 を
タップします。

確認画面が表示されたときは、設定したアカウントのメールを今すぐ受信す
るときは はい 、しないときは いいえ をタップしてください。
設定が完了し、「受信トレイ」一覧画面または、オプション画面に戻ります。

MEMO 2アカウントの設定を確認するときは

1  メニュー － ツール － オプション をタップします。

オプション画面が表示されます。手順6で入力した名前がアカウントとし
て表示されます。

2 アカウントにタップします。

電子メールのセットアップ画面が表示されます。 次へ にタップして画面
を切り替えて確認してください。

2アカウントの設定を修正するときは
次ページをご覧になり修正してください。

「メッセージ ヘッダー
のみ取得する」か、
「メッセージの全文を
取得する」かを設定し
ます。
「メッセージの全文を
取得する」に設定する
と添付ファイルも同
時にダウンロードし
ます。

「メッセージ ヘッダー
のみ取得する」を設定
したとき設定できま
す。
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アカウントを修正する／削除する

アカウントを修正する

1 “メール”を起動します。

2 画面右下の メニュー － ツール － オプション にタップします。

3 修正するアカウントにタップします。

電子メールのセットアップ（1/4）画面（�2-14ページの手順3の画面）が表示
されます。

4  次へ にタップして画面を切り替えて修正します。
2-14ページ以降の画面が表示されますので、くわしくは2-14～18ページの
手順3～10をご覧ください。

5 修正を終えた後、完了 にタップします。

MEMO 2Eメール（ウィルコム）のアカウントは「電話番号」が表示されます。このアカ
ウントは、Eメール（ウィルコム）を受信するために必要です。名称の変更や
情報を変更しないでください。

アカウントを削除する

作成したアカウントを削除するときは、上記「アカウントを修正する」の手順3の
画面でアカウントをタップしたままにし、表示されたメニューから 削除 にタッ
プします。

ご自分で設定したアカ
ウント

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー（
メ
ー
ル
）
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既に加入しているインターネットプロバイダーを使用して、インターネットに接
続するための設定について説明します。
ここでは、基本的な設定のしかたについて説明します。あわせてヘルプもご覧く
ださい。

MEMO 2各項目に入力するときは、大文字・小文字・全角・半角は区別されますの
で、英数字や記号を入力する際は注意してください。
また、数字の「0」（ゼロ）と英語の「O」（オー）、数字の「1」と英字の「I」などの
区別も確認してください。

この製品に設定するプロバイダー情報を確認する

以下にこの製品に設定する項目を記載します。プロバイダーからの資料をお手元
にご用意して、各項目に設定する情報を確認してください。
・接続先アクセスポイントの電話番号
・ユーザー名
・パスワード
・プライマリDNS
・セカンダリDNS
※項目の名称はプロバイダーによって異なるため、各手順にプロバイダーで使
われている代表的な用語を記載しています。

インターネットプロバイダーへの接続設定をする

1  スタート メニューの “設定”にタップします。
設定画面が表示されます。

2 設定画面で 接続 タブの “接続”にタップし、詳細設定 タブに
タップします。
接続画面が表示されます。

加入しているプロバイダー
の接続設定をする
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3「ネットワークの選択」にタップします。

4 インターネットに自動的に接続するプログラムの接続方法の▼に
タップして、「既定のインターネット設定」などを選びます。

MEMO 2ご自分で接続方法を作るときは
 追加 をタップします。 追加 をタップすると接続方法の名前を入力する画
面が表示されます（すでに名前には「ISP名」などが入っています）。必要に応
じて名前を変更し  をタップしてネットワーク管理画面に戻ります。

2オンラインサインアップ（�2-2ページ）を行った後、ご自分でご入会してい
るプロバイダーの情報を設定するときは、「既定のインターネット設定」では
なく「センタ名称設定」になっています。

5  にタップします。
接続画面に戻ります。

6  設定 タブにタップし「新しいモデム接続の追加」にタップしま
す。

新しい接続画面が表示されます。

タップします。

「既定のインターネッ
ト設定」などを選びま
す。

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
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7 接続名を入力し、さらに「モデムの選択」欄を「W-SIM」にして、
 次へ をタップします。

ご注意� 2「モデムの選択」欄は「W-SIM」を選択してください。これ以外のものを選択し
ても接続できません。

8 接続先のアクセスポイントの電話番号を入力し、 次へ にタップ
します。

ご注意� 2「ダイヤル情報を使用します。」をタップしないでください。
この製品ではダイヤル情報を使用しません、タップすると設定が保存され、
通信ができなくなります。

MEMO 2ご利用の通信速度、通信手段により、アクセスポイントの電話番号の後に記
号（##4や##7など）の入力が必要となります。
詳しくは、ご利用のプロバイダーにご確認ください。

2インターネット接続時に分計発信を行う場合は、アクセスポイントの電話番
号＋記号（##4や##7など）の後に追加します。
例）通常発信の場合：03-5204-XXXX##4

分計発信の場合：03-5204-XXXX##4, 01

接続先プロバイダーの
アクセスポイントの電
話番号を入力します。

タップしないでくだ
さい。
ダイヤル情報を設定
すると通信ができな
くなります。

「W-SIM」を選択しま
す。

タップするとヘルプが
表示されます。

この接続設定の内容が
わかるような名前（プ
ロバイダー名など）を
入力します。
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9「ユーザー名」、「パスワード」を入力し、 詳細設定  にタップします。

MEMO 2「ユーザー名」、「パスワード」を入力しておくと便利ですが、この製品を紛失
した場合、他人にメールを読まれたり、通信料金を請求されたりするおそれ
があります。
接続するたびに「ユーザー名」、「パスワード」を入力したいときは、「ユー
ザー名」、「パスワード」欄を空欄にしておきます。

2「ユーザー名」や「パスワード」をまちがえて入力すると、プロバイダーに接続
できません。よく確かめて入力してください。

2「ユーザー名」、「パスワード」は各プロバイダーによって呼びかたが異なりま
す。下表の用語例を参考にしてください。

画面で使われている用語 プロバイダーで使われている代表的な用語例

ユーザー名 PPPログイン名、ログイン名、ユーザー名、
アカウント、アカウントID、接続ID、
ID番号、接続アカウント、ユーザーID
ダイヤルアップログイン名、認証ID、

パスワード PPPパスワード、パスワード、
接続パスワード、認証パスワード、
ダイヤルアップパスワード、
初期パスワード、IDパスワ－ド

10  TCP／IP タブにタップします。
「サーバー割り当てのIPアドレスを使用する」にチェックが付いていることを
確認します。

「ユーザー名」、「パス
ワード」を入力してお
くと、接続のたびに
「ユーザー名」、「パス
ワード」を入力する手
間が省けます。

「サーバー割り当ての
I Pアドレスを使用す
る」が選択されている
ことを確認します。

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
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11  サーバー タブにタップし、サーバーの設定を行います。
・DNSサーバーを自動的に取得する場合は「サーバー割り当てのネームサー
バーアドレス」を選択します。

・DNSサーバーを入力する場合は「指定されたサーバーアドレス」を選択し、
プライマリDNS、セカンダリDNSを入力します。

MEMO 2セカンダリDNSサーバーがないプロバイダーの場合は、「セカンダリDNS」の
欄は空欄にします。

2「プライマリDNS」、「セカンダリDNS」は各プロバイダーによって呼びかたが
異なります。下表の用語例を参考にしてください。

画面で使われている用語 プロバイダーで使われている代表的な用語例

プライマリDNS ネームサーバー1、Domain Name Server（1）、
ドメインネームサーバー、DNSサーバー、
DNS、プライマリDNSサーバー

セカンダリDNS ネームサーバー2、Domain Name Server（2）、
セカンダリDNSサーバー

12  にタップします。
手順9の「ユーザー名／パスワードの入力」画面に戻ります。

13画面右下の 完了 にタップします。

2 2-21ページの手順4で複数の接続設定を作った場合
次ページの手順14～16を行ってください（接続設定の選択を行ってくださ
い）。

2 2-21ページの手順4で 追加 をタップし、ご自分で接続方法を作りそ
の中に１つの接続設定を作った場合
この手順で終了です。

半角の数字で入力しま
す。
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14「既存の接続を管理」にタップします。
作成した設定が表示されます。

15作成した設定のラジオボタンにチェックを付けます。
チェックが付いている設定に接続します。

MEMO 2加入しているプロバイダーの設定をしたあとEメール（ウィルコム）を受信す
るときは、接続（ 設定 タブ）画面で表示される名称を「センタ名称設定」に変
更する必要があります。変更方法は、2-21ページの手順4で「センタ名称設
定」を選択します。

16  をタップします。

手順4で選択したイン
ターネットへの接続方
法の名称が表示されま
す。

チェックが付いている
設定に接続します。

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
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インターネット接続設定を変更する／削除する

インターネット接続設定を変更する

1 設定画面で 接続 タブの “接続”にタップします。

2「既定のインターネット設定」や「センタ名称設定」の「既存の接続
を管理」にタップします。
「センタ名称設定」の「既存の接続を管理」をタップしたときは、「センタ名称
設定」画面内に「CLUB AIR-EDGE」が表示されます。

3 変更する接続名を選択し、 編集 にタップします。
接続名やモデムを選択する画面（�2-22ページの手順7）が表示されます。

4  次へ にタップして画面を切り替えて設定内容を変更します。
2-22ページ以降の画面が表示されますので、くわしくは2-22～24ページの
手順7～11をご覧になり内容を変更します。

MEMO 2「パスワード」の項目は「＊」が表示されており、実際に設定したパスワードと
は違う文字数になっています。

インターネット接続設定を削除する

1 設定画面で 接続 タブの “接続”にタップします。

2「既定のインターネット設定」や「センタ名称設定」の「既存の接続
を管理」にタップします。
「既定のインターネット設定」や「センタ名称設定」画面が表示されます。

3 削除する接続名をタップしたままにし、表示されたメニューから
 削除 にタップします。

ご注意� 2削除の取り消しはできません。接続設定は削除されます。
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インターネットへの接続方法を切り替える

 スタート ー 設定 ー 接続 タブー 接続 ー 詳細設定 タブでは、新しいネット
ワークを作成したり、イントラネットアドレスの例外設定ができます。

① ネットワークを選択します。
タップするとネットワーク管理画面が表示されます。
オンラインサインアップを行うと「センタ名称設定」が自動的に作成されて表
示されます。
オンラインサインアップで取得した情報を使ってインターネットに接続する
場合、この設定は変更しないでください。変更するとインターネットに接続
できなくなり、ホームページの閲覧やメールの送受信ができなくなります。
この設定を削除した場合などは、もう一度オンラインサインアップをしてく
ださい。

 編集 ：表示されている接続名称の中に作成した接続設定の編集／作成がで
きます。

 追加 ：新しい接続名称を作成します。

② この製品ではダイヤル情報は使用しません。ここをタップしてダイヤル情報
画面に移り設定をしないでください。
※このダイヤル情報画面は、新規の接続作成画面（�2-22ページ）で「ダイヤ
ル情報を使用します」をタップしたときと同じ画面です。

③ イントラネットアドレスでピリオド（.）が使用されている例外アドレスを設定
します。

②

③

①

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー（
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ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
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社内ネットワークなど、インターネットの接続設定をお使いの環境にあわせて設
定することができます。

社内ネットワークへの接続設定をする

ダイヤルアップ接続用アクセスポイントの電話番号、ユーザー名、パスワードお
よびTCP／IP設定に関する情報などをネットワーク管理者に確認してください。

1 設定画面で 接続 タブの “接続”にタップし、 詳細設定 タブ
にタップします。

2「ネットワークの選択」にタップします。

3 プライベートネットワークに自動的に接続するプログラムの接続方
法の▼にタップして、「既定の社内ネットワーク設定」を選びます。

4  にタップします。
接続画面に戻ります。

5  設定 タブにタップし「新しいモデム接続の追加」にタップします。
新しい接続画面が表示されます。
以降は、「加入しているプロバイダーの接続設定をする」（�2-22～24ペー
ジ）の手順7～13と同じ操作をして、社内ネットワークに接続する設定をして
ください。

お使いの環境にあわせてイン
ターネットの接続設定をする
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社内ネットワーク接続設定を変更する

1 設定画面で 接続 タブの “接続”にタップします。

2「既定の社内ネットワーク設定」の「既存の接続を管理」にタップし
ます。
「既定の社内ネットワーク設定」画面が表示されます。

3 変更する接続名を選択し、 編集 にタップします。

4 設定内容を変更します。
画面右下の 次へ にタップすると、電話番号の入力画面などに移ります。

MEMO 2「パスワード」の項目は「＊」が表示されており、実際に設定したパスワードと
は違う文字数になっています。

2社内ネットワーク接続設定を削除する
手順3で削除する接続名をタップしたままにし、 削除 にタップします。
なお削除の取り消しはできません。

そ
の
他
の
接
続
設
定
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VPNサーバーへの接続設定をする

TCP／IP設定およびVPNサーバーのホスト名／IPアドレスなどの情報をネット
ワーク管理者に確認してください。

1 設定画面で 接続 タブの “接続”にタップし、 詳細設定 タブ
にタップします。

2「ネットワークの選択」にタップします。

3 インターネットに自動的に接続するプログラムの接続方法の▼に
タップして、「既定の社内ネットワーク設定」を選びます。

4  にタップします。
接続画面に戻ります。

5  設定 タブにタップし「新しいVPNサーバー接続の追加」にタップ
します。
新しい接続画面が表示されます。

6 名前およびホスト名またはIPアドレスを入力し、画面右下の 次へ
にタップします。
VPNの種類でIPSec／L2TPを選択した場合は、手順7に進んでください。
PPTPを選択した場合は、手順8に進んでください。

7 IPSec／L2TPの接続の認証方法を選択し、画面右下の 次へ に
タップします。
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8「ユーザー名」、「パスワード」などを入力します。
ユーザー名やパスワードについては、ネットワーク管理者にお問い合わせく
ださい。

9  詳細設定 にタップし、TCP/IP、サーバーの設定を行い  に
タップします。

10画面右下の 完了 にタップします。
接続画面に戻ります。

11  にタップします。

VPNサーバーに接続する

1 設定画面で 接続 タブの “接続”にタップします。

2「既定の社内ネットワーク設定」の「既存の接続を管理」にタップし
ます。
「既定の社内ネットワーク設定」画面が表示されます。

3  VPN タブにタップします。

4 作成した接続設定にタップしたままにして表示されたメニューか
ら 接続 にタップします。
VPNサーバーに接続します。

MEMO 2手順2で「既定の社内ネットワーク設定」の「VPNサーバーの編集」にタップし
ても手順3の画面が表示されます。

そ
の
他
の
接
続
設
定
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VPNサーバー接続設定を変更する／削除する

1 設定画面で 接続 タブの “接続”にタップします。

2「既定の社内ネットワーク設定」の「既存の接続を管理」にタップし
ます。
「既定の社内ネットワーク設定画面」が表示されます。

3  VPN タブにタップします。

4 ・変更するときは、変更するVPNを選択し、画面右下の 編集 に
タップして、設定内容を変更します。

・削除するときは、削除するVPN接続名をタップしたままにし、
 削除 にタップします。

ご注意� 2削除の取り消しはできません。接続設定は削除されます。

プロキシサーバーを設定する

プロキシサーバーの設定をします。

1 設定画面で 接続 タブの “接続”にタップします。

2「既定の社内ネットワーク設定」の「プロキシサーバーの設定」に
タップします。

MEMO 2既に設定されている場合は、「プロキシサーバーの編集」にタップします。

3 表示された画面で、「このネットワークをインターネットに接続
する」にチェックを付けます。

4 さらに「プロキシサーバーを使用してインターネットに接続する」
にチェックを付け、プロキシサーバーを入力します。
必要に応じて、 詳細設定 にタップし、HTTPプロキシサーバー
のポートやユーザー名、パスワードを入力します。
プロキシサーバーなどについては、社内のネットワーク管理者におたずねください。
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メールの送受信やインターネットに接続できない場合、インターネットに接続す
る方法が正しく設定されていないことが考えられます。
以下の画面で、設定されている接続方法を確認してください。

MEMO 2ウィルコムのメールを自動受信するときは、インターネットに接続する方法を
「センタ名称設定」に設定する必要があります。

■ネットワーク設定

◇ ネットワーク管理画面 ◇

「インターネットに自動的に接続するプログラムの接続方法」欄に表示されて
いる設定を確認してください（�2-21ページ）。

メールの送受信やインターネット
への接続がうまくいかないときは

困
っ
た
と
き
は
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■メールソフトの設定

◇ W-ZERO3メール ◇

「次の接続を使用する」欄に表示
されている設定を確認してくだ
さい（�2-10ページ）。

■タップして表示されるメニューについて
・「センタ名称設定」はオンラインサインアップを完了したときの設定で
メールを送受信するときに選択します。

・「インターネット設定」や「社内ネットワーク設定」の中に設定を作成し
た場合は、これらを選択します。

・ご自分で新規に接続／接続設定を作成した場合は、新規に作成した接
続を選択します。

※この取扱説明書では、「インターネット設定」の中に自宅などからプロ
バイダーに接続する設定を作成し、「社内ネットワーク設定」の中に社
内のネットワークに接続する設定を作成するように説明していますの
で、自宅などからプロバイダーに接続しメールを送受信するときは
「インターネット設定」を選択し、社内のネットワークに接続してメー
ルを送受信するときは「社内ネットワーク設定」を選択してください。

◇ メール ◇

メールのオプション（1／3）画面「接
続」欄に表示されている設定を確認
してください（�2-16ページ）。
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電話のかけかた、受けかたなどについて説明します。

電話をかける

ダイヤルキーを押して電話番号を入力し、電話をかけます。

1 この製品の電源を入れます。

2  キーを押します。
“電話”が起動し、ダイヤル画面が表示されます。

3 ダイヤルキーを押して、電話番号を入力します。
押した電話番号が画面上に表示されます。

MEMO 2ポーズの使いかたについてくわしくは、3-12ページをご覧ください。

電話
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4  キーを押します。または画面左下の 発信 にタップします。
電話番号が点滅して相手に電話がかかります。相手がでたら、話しをします。

5 通話を終えるときは、  キーを押します。
電話が切れます。
しばらくすると、Today画面（待ち受け画面）に移ります。再度、電話をかけ
るときは  キーを押します。

ご注意� 2電話を切るときは  キーを押してください。  にタップしても（画面を
閉じても）電話は切れません。

MEMO 2入力できる番号の桁数は32桁までです。
2一般電話に電話をかけるときは、必ず市外局番から入力してください。市外
局番を入力せずに電話をかけても、電話はかかりません。

2PHS／携帯電話に電話をかけるときは、「0」から始まる11桁の電話番号を入
力してください。

2ご購入時、自分の電話番号は相手に通知するように設定されています。
この設定を変えたり（通知しないようにしたり）、その通話だけ通知しないよ
うにできます。設定の変更については3-36ページ、ある相手だけ通知しない
ようにする方法は3-16ページをご覧ください。

2通話中、バックライトはあらかじめ設定している時間（�10-17ページ）で最
小輝度になり、そのあと約10秒後に液晶表示とバックライトが消灯します
（通話は継続します）。

2入力途中で番号を間違えたときは、  キーを押すか、 クリア にタップ
すると、最後の番号（右端の番号）を削除します。

2入力途中の番号を最初から入力したいときは、  キーを押し、一度、Today
画面（待ち受け画面）に戻った後、ダイヤルキーを押します。

2Today画面（待ち受け画面）でダイヤルキーを押しても番号の入力はできま
す。
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電話を受ける

かかってきた電話に出ます。

1 電話がかかってきたら、着信音が鳴り、青色の着信ランプが点滅
します。

・設定によっては音は鳴らず、バイブレータによって電話がかかってきたこ
とを知らせます。
また、青色のランプを点滅する／しないを設定できます（�3-32ページ）。

・相手が発信者番号を通知しているときは電話番号が表示されます。また、
“連絡先”（�6-18ページ）に登録しているときは、名前／顔写真も表示

されます。
・着信中に着信音の音量を変えられます。音量の変更は、3-24ページをご覧
ください。

・着信中、  キーを長く押すとマナーモードのオン／オフを切り替えるこ
とができます。

・発信者番号通知をしていないときは、以下の左側の文字が表示されます。
　「ユーザ非通知」 ：相手が電話番号を通知していません。
　「通知不可能」 ：相手が通知できないエリアや電話機からの電話です。
　「公衆電話発信」 ：公衆電話からの電話です。

2  キーを押し、相手と話しをします。
・エニーキーアンサー（� 3-37ページ）の設定をオンにしていると、  キー
以外のキーを押しても電話を取ることができ、相手と話しができます。画
面にタップしても電話を取ることができます（ただし、タイトルバーとメ
ニューバーにタップしても電話は取れません）。

・通話中に相手の声の大きさを変えるには、この製品の右側面にある音量調
節キーを押します。VOL(＋)で大きくなり、VOL(－)で小さくなります。
くわしくは、3-13ページをご覧ください。
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3 相手と話しが終わったら、  キーを押します。

MEMO 2かかってきた電話にすぐに出られないときは、  キーを押すと保留応答の
状態にできます。この場合、「ただいま電話に出ることができません。その
ままお待ちになるか、しばらくたってからおかけ直しください。」の応答
メッセージが流れ、電話はつながった状態のまま保留されます。
保留応答中に電話に出るときは  キーを押します。また、電話を切ると
きは  キーを押します。

2電話がかかってきたときに縦横表示切替キーを押すと、伝言メモ機能がはた
らきメッセージが流れます（相手のメッセージを録音する／しないは、伝言
メモの設定（�3-14ページ）にしたがいます）。

2電話に出ることができなかったときは
Today画面（待ち受け画面）に「 不在着信：Ｘ件」と表示されます。この文
字にタップすると、着信履歴画面が表示されます。また、ダイヤル画面で
カーソル キーの左を押すと着信履歴画面が表示されます。

2この製品では、電話を切ったときに自動的にウィルコムの留守番電話サービ
スにメッセージがあるか確認をします。メッセージがあるときは、画面に
「センター留守電あり」と表示されます（� 3-50～51ページ）。
ウィルコムの留守番電話サービスを利用するときは、あらかじめウィルコム
サービスセンターへの申し込みが必要です。

通話中に保留する

通話中、話しを保留できます。保留中は、お互いの声は聞こえません。
保留中はメロディが流れます。

1 画面左下の キー表示 にタップし、 保留 にタップします。
保留中はメロディが流れます。

2 保留を解除するときは、 保留解除 にタップします。
相手と通話できます。

保留中は、保留解除
に変わります。
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一度かけた番号に電話をかける（リダイヤル・発信履歴を利用する）

一度かけた電話番号に再度、電話をかけます。

1“電話”のダイヤル画面で、カーソル キーの右を押します。
発信履歴画面が表示されます。履歴画面は最後にかけた番号から表示されま
す。

2 履歴画面で相手の名前または電話番号を選択し、  キーを押し
ます。または画面左下の 発信 にタップします。
発信画面になり電話番号が点滅し、相手に電話がかかります。
履歴画面から電話をかけずにダイヤル画面に戻るには にタップします。

MEMO 2発信履歴は最大20件まで保存し、それ以上になると古い履歴から自動的に削
除されます（同一の相手（電話番号）への発信の場合は、20件以下のときでも
一番新しい履歴だけを表示します）。

2発信履歴画面では、履歴の削除ができます。
　削除する履歴を選択し、画面右下の メニュー － 1件削除 にタップします。
 全件削除 にタップすると、発信履歴すべてを削除します。

2発信履歴を利用して電話をかけるときも、自分の電話番号の通知／非通知
は、発信者番号通知（�3-36ページ）の設定にしたがいます。

2Today画面（待ち受け画面）で、 カーソル キーの右を押しても発信履歴画面
が表示されます。

カーソル キーの上下
を使って、見えていな
い電話番号を表示して
選択します。
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かかってきた番号に電話をかける（着信履歴を利用する）

かかってきた電話番号に電話をかけます。

1“電話”のダイヤル画面で、カーソル キーの左を押します。
着信履歴画面が表示されます。履歴画面は最後にかかってきた番号から表示
されます。

2 履歴画面で相手の名前または電話番号を選択し、  キーを押し
ます。または画面左下の 発信 にタップします。
発信画面になり電話番号が点滅し、相手に電話がかかります。
履歴画面から電話をかけずにダイヤル画面に戻るには にタップします。

MEMO 2着信履歴は最大20件まで保存し、それ以上になると古い履歴から自動的に削
除されます。

2着信履歴画面では、履歴の削除ができます。
　削除する履歴を選択し、画面右下の メニュー － 1件削除 にタップします。
 全件削除 にタップすると、着信履歴すべてを削除します。

2着信履歴を利用するときも、自分の電話番号の通知／非通知は、発信者番号
通知（�3-36ページ）の設定にしたがいます。

2Today画面（待ち受け画面）で、 カーソル キーの左を押しても着信履歴画面
が表示されます。
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“連絡先”の電話番号を使って電話をかける

“連絡先”に登録している電話番号を利用して電話をかけます。

1“電話”のダイヤル画面で、画面左下の 連絡先参照 にタップしま
す。
連絡先に登録している名前がリスト表示されます。

MEMO 2リスト表示には、電話番号は表示されません。
2連絡先に多くの人を登録しているときは、50音タブにタップ、または名前の
読みを入力して目的の相手を探します。

2 連絡先の選択画面で、電話をかける相手にタップします。

3 電話番号選択画面が表示されます。

4 電話番号にタップします。
または、 カーソル キーの上下を使って電話番号を選択（反転）
し、  キーを押します。
電話番号にタップしたときは、確認画面が表示されますので、 はい にタッ
プします。
発信画面になり電話番号が点滅し、相手に電話がかかります。

MEMO 2 “連絡先”を利用するときも、自分の電話番号の通知／非通知は、発信者
番号通知（�3-36ページ）の設定にしたがいます。

50音タブにタップ、
または名前の読みを入
力して相手を探しま
す。
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ライトメールの送信履歴／受信履歴から電話をかける

ライトメールを使って送信した宛先（電話番号）や受信したライトメールの送信者
に電話をかけます。

1“電話”のダイヤル画面で、カーソル キーの上、または下を押し
ます。
 カーソル キーの上：送信履歴画面が表示されます。履歴画面は最後に送信

した番号から表示されます。
 カーソル キーの下：受信履歴画面が表示されます。履歴画面は最後に受信

した番号から表示されます。

送信履歴画面 受信履歴画面

　　　 　　　　

2 履歴画面で電話番号を選択し、  キーを押します。または画面
左下の 発信 にタップします。
発信画面になり電話番号が点滅し、相手に電話がかかります。

MEMO 2送信履歴、受信履歴共に最大20件まで保存し、それ以上になると古い履歴か
ら自動的に削除されます（同一の相手（電話番号）への送信の場合は、20件以
下のときでも一番新しい履歴だけを表示します）。

2送信履歴、受信履歴共に履歴の削除ができます。
　削除する履歴を選択し、画面右下の メニュー － 1件削除 にタップします。
 全件削除 にタップすると、履歴すべてを削除します。

2この履歴を利用するときも、自分の電話番号の通知／非通知は、発信者番号
通知（�3-36ページ）の設定にしたがいます。
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発信／着信履歴画面、送信／受信履歴画面について

ここでは、発信履歴／着信履歴画面、送信履歴／受信履歴画面について説明しま
す。

発信／着信履歴画面について

発信履歴画面 着信履歴画面

　　　　

① 発信履歴画面では発信した日時、着信履歴画面では着信した日時が表示されます。

② 発信履歴画面では発信した相手（電話番号）、着信履歴画面では着信した相手
（電話番号）が表示されます。

“連絡先”に電話番号を登録しているときは、その名前が表示されます。
着信時、3-4ページの手順1に記載しているように、相手によって「ユーザ非
通知」、「通知不可能」、「公衆電話発信」が表示されることがあります。

③ “連絡先”にその電話番号を登録しているときは、その番号に対応したアイ
コンが表示されます。

：携帯電話 ：勤務先電話
：自宅電話 ：PHS
：連絡先に登録していない相手と非通知の相手

④ 発信履歴画面では、非通知発信／通知発信をしたことを示すアイコン（ ／
）が表示されます。

着信履歴画面では、不在着信の相手であることを示すアイコン（ ）が表示さ
れます。

⑤ 発信履歴画面では、分計発信したことを示すアイコン（ ）が表示されます。
着信履歴画面では、伝言メモで対応した相手であることを示すアイコン（ ）
が表示されます。

※ 発信／着信履歴画面で メニュー ー 電話番号のコピー をタップすると、選
択している電話番号をコピーできます。
コピーした電話番号は着信拒否設定画面（ 拒否番号 タブ）（�3-43～44ペー
ジ）で、 メニュー ー 貼り付け をタップして利用できます。

①

②

③

③

④

⑤

⑤
④
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ライトメール送信／受信履歴画面について

送信履歴画面 受信履歴画面

　　　　

① 送信履歴画面では送信した日時、受信履歴画面では受信した日時が表示され
ます。

② 送信履歴画面では送信した相手（電話番号）、受信履歴画面では受信した相手
（電話番号）が表示されます。

“連絡先”に電話番号を登録しているときは、その名前が表示されます。
受信時、相手によって「ユーザ非通知」、「通知不可能」、「公衆電話発信」が表
示されることがあります。

③ アイコンあり：未読メールを示します。
アイコンなし：既読メールを示します。

④ ：非通知発信したことを示すアイコンです。
：通知発信したことを示すアイコンです。

メニューは、発信履歴画面や着信履歴画面と同様です。3-23ページをご覧くだ
さい。

②

①

④ ③
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発信中、ポーズを使う

各種プッシュホンサービスを利用するときなど、かける電話番号の後ろに「P」
（ ポーズ ）とサービスで利用する番号を入力して利用できます。
また、“連絡先”の電話番号に「電話番号」＋「P」（ ポーズ ）＋「サービス番号など」
（例えば、03XXXXXXXXP12XX）と登録して、利用できます（�6-19ページ）。
「P」は、全角半角、大文字小文字いずれもポーズとして働きます。

ダイヤル画面で利用する

1 ダイヤル画面で「電話番号」、 ポーズ 、「サービス番号など」入力
します。
 ポーズ にタップすると、画面上には「P」が表示されます。

2  キーを押します。
「P」の前の番号までが発信され、電話がかかります。

3 相手先とつながった後、再度  キーを押します。
「P」より右の番号がトーン信号で発信されます。

MEMO 2ポーズ（「P」）は複数入力できます。複数のポーズ（「P」）が入っているとき、
最初のポーズまでを発信して止まります。  キーを押すと次のポーズまで
を発信し2つ目のポーズで止まります。再度、  キーを押すと次のポーズ
までを発信します。以降同様に動作します。
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相手の声の大きさ（受話音量）を変える

通話中、相手の声の大きさを5段階に調節できます。以下の方法で調節します。

ご注意� 2音量を上げるときは、1段階ずつ上げてください。
2相手に話す自分の声の大きさは変えられません。

●通話中に、この製品の右側面にある音量調節キーを押す。

音量調節キー�

�
VOL(＋ )：音が大きくなります。�
VOL(－ )：音が小さくなります。�
音量の調節は、5段階です。�

MEMO 2  カーソル キーの上下でも音量を変えることができます。
　・ カーソル キーの上：音が大きくなります。
　・ カーソル キーの下：音が小さくなります。

●電話画面（ 基本 タブ）の受話音量で変える。
電話画面（ 基本 タブ）の受話音量で、受話音量を調節します。
電話画面（ 基本 タブ）の受話音量は、 スタート メニューの  “設定”にタッ
プし、 個人用 タブの “電話”にタップして 基本 タブの “受話音量”に
タップすると表示されます。

音量のレベルに直接
タップして調節しま
す。
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伝言メモ

電話に出られないときなどに相手からのメッセージをこの製品に録音してあとで
聞けるように設定できます。

伝言メモを設定する

1  スタート メニューの  “設定”にタップし、 個人用 タブの
“電話”の マナー タブにタップします。

2  “伝言メモ”にタップします。
伝言メモ画面が表示されます。

① チェックを付けると、伝言メモ機能が有効になります。

② 電話がかかってきて呼び出しが始まり伝言メモ機能に切り替わるまでの時間
を設定します。

③ チェックを付けると「ただいま電話にでることができません。ピーと鳴りまし
たらメッセージをどうぞ。」のアナウンスが流れ、メッセージを録音できま
す。
チェックを外すと、「ただいま電話にでることができません。しばらくたって
からおかけ直し下さい。」のアナウンスが流れます（メッセージの録音はあり
ません）。
※伝言メモを録音できる件数や録音時間は次ページの「MEMO」をご覧ください。

3 にタップします。

①
②

③
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MEMO 2伝言メモの録音件数、録音時間
・録音件数：5件
・録音時間：1件につき最大約15秒
録音件数が5件のとき伝言メモ機能が働くと、相手にはアナウンスのみ流れ
ます。録音はできません。

2この伝言メモは、ウィルコムが提供している留守番電話サービスとは異なり
ます。この製品の伝言メモとウィルコムの留守番電話サービスの両方を利用
しているときは、呼び出し時間が短い方が優先されます。伝言メモの呼び出
し時間の設定は前ページを、ウィルコムの留守番電話サービスの呼び出しの
設定は3-50～51ページをご覧ください。

2伝言メモを解除するには
　前ページの伝言メモ画面で、「伝言メモ機能を有効にする」のチェックを外し
ます。

伝言メモを聞く

伝言メモで録音メッセージを受けたときは、Today画面（待ち受け画面）の下に ア
イコンが表示されます（ アイコンは、伝言メモ画面に録音メッセージがあるとき
に表示されます）。

1  キーを押し電話のダイヤル画面を表示します。

2 画面右下の メニュー － 伝言メモ にタップします。
伝言メモ画面が表示されます。

アイコンは、録音メッセージがあることを示します。

MEMO 2Today画面（待ち受け画面）で、画面下部に アイコンが表示されていると
きは、 アイコンにタップしても伝言メモ画面が表示されます。

3 再生したいメッセージがあるものを選択し、画面左下の 再生 ま
たは画面右下の メニュー － 再生 にタップします。
録音されたメッセージが受話口から流れます。

MEMO 2録音されたメッセージを消去するときは、消去するメッセージを選択して
 メニュー － 消去 にタップします。表示された確認画面で はい にタップ
します。
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相手に自分の電話番号を通知する／通知しない

電話をかけるとき、自分の電話番号を通知したり、非通知にできます。
ご購入時は電話番号を通知する設定になっていますので、3-2ページの手順にし
たがって操作したときは、自分の電話番号は通知されます。
ここでの操作は、通常、通知になっている状態を一度だけ非通知にするためのも
のです（非通知になっている状態を一度だけ通知にするときも同様）。常に通知か
ら非通知に変更するときは、3-36ページをご覧ください。

1 ダイヤルキーを押して電話番号を入力します。

2 画面右下の メニュー － 通話 － 184発信 にタップします。
この場合、自分の電話番号を通知せずに電話をかけます。
分計発信するときは、 184分計発信 にタップします。

3 通話を終えるときは、  キーを押します。
電話が切れます。

MEMO 2通常、自分の電話番号を通知しない状態のときに一度だけ通知するときは、
上記の手順2で メニュー － 通話 － 186発信 にタップすると、自分の電話
番号を通知します。
また、分計発信するときは、 186分計発信 にタップします。
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パワーサーチを行う

待ち受け中や通話中、一番電波の強い基地局を選択できます。

1 ダイヤル画面で、画面右下の メニュー － パワーサーチ にタッ
プします。

2 パワーサーチが始まります。
パワーサーチ終了後、元の画面に戻ります。

MEMO 2パワーサーチを行っても、場所によっては電波状態が変わらないことがあり
ます。

2通話中のパワーサーチの回数は、一度の通話で3回までです（通話中のパワー
サーチの操作は、画面左下の キー表示 にタップしてから、画面右下の
 メニュー － パワーサーチ にタップします）。

ご注意� 2パワーサーチ実行中は、キーを押したりしないでください。

通話中にトーン信号（プッシュ信号）を送る

ダイヤルキーを使って、トーン信号（プッシュ信号）を送ることができます。
銀行の残高照会などのプッシュホンサービスを利用できます。

1 相手先に電話をかけます。

2 通話中に、画面左下の キー表示 にタップします。

3 ダイヤルを押すと、数字が画面上に表示され同時にその数字の
トーン信号（プッシュ信号）が送られます。
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国際電話をかける

ウィルコムの国際電話サービスをご利用いただくことにより、国際電話をかけら
れます（事前のお申し込みは不要です）。

この製品から海外へかける

例）アメリカの「212-XXX-XXXX」へかける場合

1  0   1   0 と国番号に続いて相手の電話番号を押します。

相手の�
電話番号�

アメリカの�
国番号�

ニューヨークの�
地域番号�

0 1 0 2 1 2 XXX -XXXX1－� －� －�

MEMO 2通話料については、ウィルコムサービスセンターにお問い合わせください。
2申込手数料、月額料金は不要です。

海外からこの製品へかける

例）アメリカからこの製品（070-XXXX-XXXX）へかける場合

1 以下の電話番号を押します。

先頭の「0」を除いた�
電話番号�

アクセス番号※� 日本の�
国番号�

0 0 1 8 1 XXX7 0 -X-X XXX－� －�

 ※アクセス番号は、国によって違います。
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自分の電話番号を見る

この製品に設定されている電話番号を表示します。

1 ダイヤル画面で、画面右下の メニュー － 自局番号表示 にタッ
プします。

MEMO 2通話中は、画面左下の キー表示 をタップし、画面右下の メニュー －
 自局番号表示 にタップしても表示されます。

2画面右下の メニュー － 設定 － “自番号”にタップしても表示されます。
2ダイヤル画面または通話中の画面で、 アクション キー（ カーソル キーの
中央のキー�1-2ページ）を押しても表示されます。

2ダイヤル画面または通話中の画面で、 Fn キーを押しながら 0 （ゼロ）キー
を押しても表示されます（ 0 （ゼロ）キーはキーボード最上段の右から3つ目
のキーです）。

2 画面に自分の電話番号とオンラインサインアップで登録したメー
ルアドレスが表示されます。

MEMO 2画面右下の コピー をタップし、電話番号をコピー を選択すると自分の電
話番号をコピーし、メールアドレスをコピー を選択するとメールアドレス
をコピーします。
コピーした内容は別のプログラムで貼りつけることができます。

3 にタップすると、元の画面に戻ります。

国・地域／事業者が表
示されます。

この製品の電話番号が
表示されます。

オンラインサインアッ
プで登録したメールア
ドレスが表示されま
す。
オンラインサインアッ
プをしていないとき
は、表示されません。

○○○○@△△.pdx.ne.jp
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かかってきた番号／かけた番号を“連絡先”に登録する

かかってきた電話番号やかけた電話番号は、着信履歴や発信履歴として新しいも
のからそれぞれ20件ずつ残っています。この着信履歴や発信履歴の電話番号を
“連絡先”に登録し活用できます。

1 ダイヤル画面で、カーソル キーの左、または右を押します。
着信履歴画面または発信履歴画面が表示されます。

MEMO 2Today画面（待ち受け画面）で、 カーソル キーの左右を押しても着信履歴画
面／発信履歴画面が表示されます。

2 着信履歴画面または発信履歴画面で、登録する電話番号を
 カーソル キーの上下を使って選択（反転）します。

3 画面右下の メニュー － 連絡先に登録 にタップし、 新規登録
または 追加登録 にタップします。
※ 追加登録 にタップした場合は、電話番号を追加したい“連絡先”にタップ
し、手順4に移ります。

4 電話番号の種別（PHSや携帯電話、勤務先電話など）を選択し、
または画面右下の 決定 にタップします。

選択した種別に電話番号が登録されます。たとえば、PHSを選択すると、
PHSの項目に電話番号が入ります。

ご注意� 2手順3で 追加登録 をタップした場合、すでに電話番号が入っている「電話番
号の種別」を選択すると、手順2で選択した電話番号に置き換わります。追加
登録するときは「電話番号の種別」の選択に注意してください。

5“連絡先”の新規入力画面または編集画面になりますので、各項目
にタップして、情報を入力（�6-18ページ）します。

6 入力が終わったら、 にタップします。
手順2で選択した電話番号が入った連絡先のデータが保存されます。
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発信履歴や着信履歴を使ってライトメールを作る

電話をかけた相手や電話をうけた相手の電話番号を使って、ライトメールを作成
できます。
ここでは、発信履歴画面を使って、ライトメールを作成する方法を説明します。
着信履歴画面を使った場合も同じようにできます。

1 3-6ページと同様にして、発信履歴画面を表示します。

2 送信する相手を選択（反転）し、画面右下の メニュー －
 ライトメール作成 にタップします。
選択した相手の電話番号が入った“ライトメール”の新規作成画面が表示され
ます。

3 本文を入力し、画面左下の 送信 にタップします。
ライトメールが送信されます。

MEMO 2ライトメール送信履歴画面や受信履歴画面からもライトメールを作成できま
す。ライトメール送信履歴画面／受信履歴画面で、画面右下の
 メニュー － ライトメール作成 にタップします。以降、上記の手順3を行
いライトメールを送信します。

2“ライトメール”を起動し、ライトメールの作成もできます。くわしくは、4-
61ページをご覧ください。

2 “連絡先”からもライトメールを作成できます。くわしくは、6-24ページ
をご覧ください。

選択した相手の電話番
号

本文を入力します。
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電話のメニュー

ダイヤル画面のメニュー

ライトメール作成�

パワーサーチ�

自局番号表示�
�

伝言メモ�
�

設定�

新規ライトメールを作成する（�4-61ページ）。�

一番電波の強い基地局を選択する（�3-17ページ）。�

この製品に設定されている電話番号を表示する（�3-
19ページ）。�

録音している伝言メモをリスト表示する（�3-14ペ
ージ）。�

電話設定画面を表示する（�3-25ページ）。�

ダイヤル画面（ダイヤル入力時）のメニュー

連絡先に登録 新規登録�

 追加登録�
�

ライトメール作成�
�

通話 発信�

 184発信�

 186発信�
�

 分計発信�
�
�

 184分計発信�
�

 186分計発信�
�

クリア�

表示している番号を新たに“連絡先”に登録する。�

表示している番号を登録している“連絡先”のデー
タに追加で登録する。�

入力された電話番号を宛先としてライトメールを作
成する（�4-61ページ）。�

電話をかける。�

自分の電話番号を通知しないで電話をかける。�

非通知にしているとき、相手に自分の電話番号を通
知して電話をかける。�

料金分計サービスを利用して電話をかける。料金分
計サービスについてくわしくは、3-53ページをご覧
ください。�

相手に自分の電話番号を通知せず、料金分計サービ
スを利用して電話をかける（�3-53ページ）。�

相手に自分の電話番号を通知して、料金分計サービ
スを利用して電話をかける（�3-53ページ）。�

最後に入力した番号（右端の番号）を削除する。�

通話画面のメニュー（キー表示中）

保留�
�

パワーサーチ�

自局番号表示�

�

通話を保留する（�3-5ページ）。保留中は、保留解
除になる。�

一番電波の強い基地局を選択する（�3-17ページ）。�

この製品に設定されている電話番号を表示する（�3-
19ページ）。�
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発信／着信履歴画面、送信／受信履歴画面のメニュー

ライトメール作成�
�

通話 発信�

 184発信�

 186発信�
�

 分計発信�
�
�

 184分計発信�
�

 186分計発信�
�

連絡先に登録 新規登録�
�

 追加登録�

�
伝言メモ再生�
�

1件削除�

全件削除�

電話番号のコピー�

選択している電話番号を宛先としてライトメールを
作成する（�4-61ページ）。�

電話をかける。�

自分の電話番号を通知しないで電話をかける。�

非通知にしているとき、相手に自分の電話番号を通
知して電話をかける。�

料金分計サービスを利用して電話をかける。料金分
計サービスについてくわしくは、3-53ページをご覧
ください。�

相手に自分の電話番号を通知せず、料金分計サービ
ス（�3-53ページ）を利用して電話をかける。�

相手に自分の電話番号を通知して、料金分計サービ
ス（�3-53ページ）を利用して電話をかける。�

選択している電話番号を新たに“連絡先”に登録す
る（�3-20ページ）。�

選択している電話番号を登録している“連絡先”の
データに追加で登録する（�3-20ページ）。�

着信履歴画面で選択している電話番号に伝言メモが
録音されている場合に、その伝言メモを聞ける。�

選択している履歴を削除する。�

各履歴画面で表示されている履歴をすべて削除する。�

選択している履歴の電話番号をコピーする。�

連絡先（電話番号選択）画面のメニュー

ライトメール作成�
�

通話 発信�

 184発信�

 186発信�
�

 分計発信�
�
�

 184分計発信�
�

 186分計発信�

選択している電話番号を宛先としてライトメールを
作成する（�4-61ページ）。�

電話をかける。�

自分の電話番号を通知しないで電話をかける。�

非通知にしているとき、相手に自分の電話番号を通
知して電話をかける。�

料金分計サービスを利用して電話をかける。料金分
計サービスについてくわしくは、3-53ページをご覧
ください。�

相手に自分の電話番号を通知せず、料金分計サービ
ス（�3-53ページ）を利用して電話をかける。�

相手に自分の電話番号を通知して、料金分計サービ
ス（�3-53ページ）を利用して電話をかける。�
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着信音の音量を調節する

電話／ライトメール／メールの着信音の音量を変えるには、以下のような方法が
あります。

●通話中以外、この製品の右側にある音量調節キーを押す。

音量調節キー�

�
VOL(＋ )：音が大きくなります。�
VOL(－ )：音が小さくなります。�
音量の調節は、5段階です。�

MEMO 2通話中にこのキーを押すと、相手の声の大きさが変わります。

●タイトルバーの  にタップし、ボリュームを調節する。
ダイヤル画面を表示しているときは、タイトルバーに  が表示されます。

電話／メールの着信音や
マナーモードなどの設定をする

「オフ」または「バイブレー
ト」を選択すると消音にな
ります。
「バイブレート」を選択して
も、着信時のバイブレー
タは設定されません。バ
イブレータの設定は、「バ
イブレータの設定をする」
（�3-28ページ）をご覧く
ださい。
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●着信音量画面で変える。
着信音量画面の表示方法は、下記のメモをご覧ください。

MEMO 2呼出やバイブ設定画面の表示方法について

1  スタート メニューの “設定”にタップし、設定画面で 個人用 タブに
タップします。

2 “電話”にタップし、 呼出 タブにタップします。

3 各アイコンをタップすると、画面が表示されます。
4 設定が終われば、  にタップします。

 ＋ または － にタッ
プしてレベルを調節し
ます。

STEP：
少しずつ音が大きくなり
一定の音量になります。

音量を一定にしたり、時
間経過とともに音量を大
きくできます。消音にす
ると、音は鳴りません。

着信音量をタッ
プすると、着信
音量画面が表示
されます。
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着信音のメロディを変える

着信音のメロディを変更できます。また、この製品に保存している音楽ファイル
を着信音にできます（�次ページ）。

メロディを変える

1  スタート メニューの “設定”にタップし、 “電話”にタップ
します。
電話設定画面が表示されます。

2  呼出 タブをタップし、 “メロディ”をタップします。
電話、ライトメール、メールそれぞれに着信音のメロディを設定します。

① 着信音のメロディを選択します。
「黒電話」、「着信音1」などは、この製品に入っているメロディです。 に
タップするとメロディを再生します。途中で止めるには にタップします。
「《ファイル参照》」を選択すると音楽ファイル選択画面が表示されますので、こ
の製品に保存している音楽ファイルを選択できます（�次ページ）。

② メロディを再生します。再生中は になりますので、 にタップすると停止
します。

3 設定が終われば、 にタップします。

MEMO 2 “連絡先”に登録しているデータを使って個別の着信音を設定できます。く
わしくは3-29ページをご覧ください。

①

②

ここをタップすると個
別着信音の設定に関す
るヘルプが表示されま
す。
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音楽ファイルを選択する

前ページで、「《ファイル参照》」を選択すると、この製品に保存している音楽ファ
イルを着信音として選択できます。

① フォルダを指定します。
保存しているファイルが表示されないときは、そのファイルが入っている
フォルダを確認してください。

② ①で指定されたフォルダ内の音楽ファイルがリスト表示されます。
このリストから、着信音にしたいファイルにタップします。
タップすると自動的に前ページの画面に戻ります。再生するときは、前ペー
ジの にタップし、停止するときは にタップします。
※ miniSDカードに保存している音楽ファイルを選択した場合、確認画面が表
示され、 はい をタップします。選択した音楽ファイルが本体メモリにコ
ピーされ、その音楽ファイルが選択されます。

①

②
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バイブレータの設定をする

バイブレータの設定ができます。

1  スタート メニューの “設定”にタップし、 “電話”にタップ
します。
電話設定画面が表示されます。

2  呼出 タブをタップし、 “バイブ”をタップします。

① 電話着信時、ライトメール受信時、メール受信時それぞれに、バイブレータ
のオン／オフを設定します。
チェックをつけるとバイブレータはオンになり、チェックを外すとオフにな
ります。

② バイブレータのパターンを設定します。

3 設定が終われば、 にタップします。

① ②
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個別着信音を設定する

連絡先に登録しているデータに個別の着信音を設定できます。

個別着信音を設定する

1 “連絡先”を起動し、着信音を設定したい相手のデータを表示
（詳細表示）します。

2  メニュー － 個別着信音の設定 をタップします。
個別着信音の設定画面が表示されます。

3 リストから着信音を選択します。

MEMO 2リストに表示されている以外の着信音を選択するときは、ファイル選択 を
タップしフォルダを切り替えて選択します。miniSDカードの音楽ファイルを
選択すると、その音楽ファイルが本体メモリにコピーされ、選択されます。

21件のデータに複数の電話番号を登録していても、各電話番号に個別着信音
を設定することはできません。着信音は1件のデータに対して設定されま
す。
手順1で複数の電話番号が表示されているとき、電話番号を選択し手順2～3
を行っても電話番号に対して着信音が設定されるのではなく、1件のデータ
に着信音が設定されます。

4 をタップします。

設定している個別着信音を解除する

1 “連絡先”を起動し、着信音を設定しているデータを表示（詳細
表示）します。

2  メニュー － 個別着信音の設定 をタップします。
個別着信音の設定画面が表示されます。

3 リストから 個別着信音設定なし を選択し、 をタップします。
詳細画面に戻り、個別着信音が解除されます。
この場合、着信時には、“メロディ”（�3-26ページ）で設定している着信音が
鳴ります。
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インターネット接続中などデータ通信中に着信する

パケット方式でデータ通信中（ホームページ閲覧中やメール送受信中、またはパ
ソコンに接続してこの製品をモデムとして使用中）、着信したときに自動的に回
線を切断して呼び出しするようにできます。
ただし、この設定はパケット方式でデータ通信中のみ有効です。
パケット方式は、4X／2X／1Xパケット方式またはフレックスチェンジ方式でパ
ケット方式になっているときです。
64kPIAFS（ベストエフォート／ギャランティ）方式や32kPIAFS方式でデータ通
信中は、着信しません。
ご加入のサービスをご確認いただき、この設定が利用できるかどうか確認くださ
い。
なお、この設定をすると、ファイルのダウンロード中など通信途中でも着信する
と自動的に回線を切断しますので、ご利用の際には注意してください。

1  スタート メニューの “設定”をタップし、 “電話”をタップ
します。
電話設定画面が表示されます。

2  基本 タブで “データ通信”をタップします。

① パケット方式でデータ通信中に着信があったとき、データ通信を切断し着信
するかどうかを設定します。ONにすると自動的に回線を切断して着信しま
す。OFFにすると着信しません（回線はつながったままです）。

② 64kPIAFSで接続するとき、ベストエフォート方式で通信するのかギャラン
ティ方式で通信するのかを設定します。

3 をタップします。

①

②
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着信時、照明（バックライト、キーボード）を点灯する

電話着信時やメール／ライトメール受信時、画面のバックライトを点灯したり
キーボードやダイヤルキーなどのバックライトを点灯するようにします。

1  スタート メニューの “設定”にタップし、 “電話”にタップ
します。
電話設定画面が表示されます。

2  呼出 タブをタップし、 “照明”をタップします。

① 電話着信時、バックライトを点灯する／しないを設定します。バックライト
が点灯したとき、キーボードやダイヤルキーなどのバックライトも点灯しま
す。

② メール／ライトメール受信時、バックライトを点灯する／しないを設定しま
す。バックライトが点灯したとき、キーボードやダイヤルキーなどのバック
ライトも点灯します。

3 設定が終われば、 にタップします。

①
②
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電話着信／メール受信時、ランプを点灯する

電話着信時やメール／ライトメール受信時や不在着信／未読メールがあったとき
に電波状態ランプ（�　1-2ページ）を青色に点滅または点灯します。
この設定をすると、電波強度の状態を示しているランプが一時的に電話着信／
メール受信や不在着信／未読メールありを示すランプになります。

1  スタート メニューの “設定”にタップし、 “電話”にタップ
します。
電話設定画面が表示されます。

2  呼出 タブをタップし、 “ランプ”をタップします。

① 電話着信時やメール／ライトメール受信時、（電波状態）ランプを点滅する／
しないを設定します（青色に点滅）。

② 不在着信があったときやメール／ライトメールを受信し未読のメールがある
ときに点灯します（青色に点灯）。

3 設定が終われば、 にタップします。

①

②
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メール受信時、着信音などによる呼び出し時間を設定する

メールやライトメール受信時に、受信したことを知らせる着信音やバイブレータ
などの時間を設定します。
設定した時間を越えると、着信音やバイブレータなどは停止します。

1  スタート メニューの “設定”にタップし、 “電話”にタップ
します。
電話設定画面が表示されます。

2  呼出 タブをタップし、 “呼出時間”をタップします。

① ライトメール受信時、呼び出し時間を設定するのか、 “メロディ”（�3-26
ページ）で設定した音を何回再生するのかを設定します。
設定した時間または回数だけ呼び出しを行います。

② ①と同様にメール受信時の呼び出し時間または再生回数を設定します。

3 設定が終われば、 にタップします。

①

②
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マナーモードを設定する

マナーモードの設定を行います。

1  スタート メニューの “設定”にタップし、 “電話”にタップ
します。
電話設定画面が表示されます。

2  マナー タブをタップし、 “マナーモード”をタップします。

① マナーモードにする／しないを設定します。

② マナーモードにしたときのモードの種類を選択します。
・標準

システム音※1：OFF、着信音：OFF、バイブレータ：ON、伝言メモ：ON※3

・サイレント
システム音※1：OFF、着信音：OFF、バイブレータ：OFF、伝言メモ：ON※3

・おやすみ
システム音※1：ON、着信音：OFF、バイブレータ：OFF、伝言メモ：ON※3

・オリジナル
システム音、着信音※2、バイブレータ、伝言メモ※3の設定ができます。

※1 システム音とは、画面タップやアラーム、音楽などスピーカーから出力す
る再生音です。

※2 システム音がONのときのみ、着信音の設定（ON/OFF）ができます。
※3伝言メモがONのときは、伝言メモの設定（�3-14ページ）にしたがいます。

3 設定が終われば、 にタップします。

①
②
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安全運転モードの設定をする

車を運転中などで電話にでることができない場合、安全運転モードにできます。

1  スタート メニューの “設定”にタップし、 “電話”にタップ
します。
電話設定画面が表示されます。

2  マナー タブをタップし、 “安全運転”をタップします。

① 安全運転モードにする／しないを設定します。

② 電話機応答、ネットワーク応答のどちらかを選択します（安全運転モードを有
効にして（①にチェックを付けて）設定します）。
・電話機応答：この製品が応答します。
・「伝言メモに録音する」にチェックを付けると
　この製品の伝言メモが応答し、「ただいま運転中のため、電話にでるこ
とができません。ピーと鳴りましたらメッセージをどうぞ。」のアナウ
ンスが流れ、メッセージを録音できます（伝言メモが5件以内の場合）。

・チェックを付けないと
　「ただいま運転中のため、電話に出ることができません。しばらくたって
からおかけ直しください。」のアナウンスが流れます（メッセージの録音
はありません。）

・ネットワーク応答：ウィルコムのネットワークが応答します。
・「留守番電話サービスを利用する」にチェックを付けていた場合
　ウィルコムのネットワーク応答留守番電話サービスが応答し、相手の
メッセージを録音します。

・チェックを付けないと
　ネットワークが応答しアナウンスが流れます。
メッセージの録音はありません。

3 設定が終われば、 にタップします。

①

②
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発信者番号通知などを設定する

発信者番号の通知、圏外警告音、エニーキーアンサーなどの設定をします。

発信者番号通知を設定する

電話をかけたとき発信者番号（自分の電話番号）を通知する／通知しないを設定し
ます。

1  スタート メニューの “設定”にタップし、 “電話”にタップ
します。
電話設定画面が表示されます。

2  基本 タブをタップし、 “発着信／通話”をタップします。

① 発信者番号（自分の電話番号）を通知する／通知しない（非通知）の設定をしま
す。
「ON」 ：発信者番号を通知します。
「OFF」：発信者番号を通知しません（非通知）。

※圏外警告音、エニーキーアンサーなどについては次ページをご覧ください。

3 設定が終われば、 にタップします。

①
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圏外警告音、エニーキーアンサー、電波状態ランプを設定する

圏外警告音、エニーキーアンサー、電波状態ランプの設定をします。

1  スタート メニューの “設定”にタップし、 “電話”にタップ
します。
電話設定画面が表示されます。

2  基本 タブをタップし、 “発着信／通話”をタップします。

① 圏外警告音を鳴らす／鳴らさないを設定します。

② エニーキーアンサーの設定をします。
エニーキーアンサーを「ON」にすると、着信時、 キー以外のキーやキー
ボードのキーを押しても電話が取れます。
たとえば、着信時、  キーを押したりキーボードの A キーを押すと、電
話が取れます（相手と話しができます）。

③ 電波状態ランプを点灯する／しないを設定します。電波状態ランプを「ON」に
すると、ランプの色で電波強度が分かります（�1-3ページ）。

3 設定が終われば、 にタップします。

①
②
③
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セキュリティをかける

通話／通信機能制限、PINロック、着信拒否、位置情報通知を行うためには（各
設定画面を表示するためには）、暗証番号を入力しロックを解除する必要があり
ます。
ご購入時、暗証番号は「0000」（半角数字0（ゼロ）が4つ）になっています。この暗
証番号は変更することができます（�3-41ページ）。

ご注意� 2この暗証番号は絶対に忘れないようにしてください。この暗証番号を忘れる
と、W-SIMを使った機能（電話、メール、ライトメール、インターネット、
データ通信など）ができなくなります。
万一のために、暗証番号は控えておいてください。

通話／通信機能を制限する

通話や通信機能を制限します。この機能を設定すると、以下のことができなくな
ります。
・電話をかける ・インターネット接続
・ライトメールの送信 ・USB接続（ActiveSyncを使った同期、この製品を

　モデムとして使用）
・メールの送受信

■通話／通信機能を制限（ロック）する

1  スタート メニューの “設定”にタップし、 “電話”にタップ
します。
電話設定画面が表示されます。

2  セキュリティ タブをタップし、 “通話通信制限”をタップし
ます。

3 暗証番号入力画面が表示されますので、暗証番号を入力します。
ご購入時、この暗証番号は「0000」（半角数字0（ゼロ）が4つ）です。「0000」を
入力します。
入力した暗証番号が正しいと次の手順の画面が表示されます。
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4 表示された画面で、「制限する」にチェックを付け、 をタップ
します。
これでロックがかかり、Today画面（待ち受け画面）に が表示されます
（�1-18ページ）。

■制限（ロック）を解除する

1 前ページの手順1～3を行い表示された画面で「制限しない」に
チェックを付けます。

2 にタップします。
ロックが解除されます。

W-SIMをロックする

■W-SIMをロックする
PINコードを設定するとW-SIMをロックして、PINコードを入力しないと通話、ライ
トメールの送信／受信、インターネット接続ができなくなります。※PINコードは、
ご自分で設定できます。
通話／通信機能の制限では電話着信やライトメールの受信はできますが、W-
SIMをロックすると電話を受けたりライトメールの受信もできなくなります。
PINコードやPUKコードについては、次ページのメモをご覧ください。

1  スタート メニューの “設定”にタップし、 “電話”にタッ
プし セキュリティ タブにタップします。

2 “W-SIMロック”をタップし、表示された暗証番号画面で暗証
番号を入力します。
ご購入時、この暗証番号は「0000」（半角数字0（ゼロ）が4つ）です。
入力した暗証番号が正しいと、W-SIMロック設定画面が表示されます。

3 W-SIMロック設定画面で、PINコードを入力します。入力できる
PINコードは4桁～16桁の数字です。確認のために、「確認」欄に
同じPINコードを入力します。

4  設定 にタップし、表示された画面で にタップします。
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5 表示されたW-SIMロック設定画面で、 にタップします。さら
に、セキュリティ設定画面で にタップします。

6  キーを長く押し電源を切ります。
W-SIMがロックされ、次回、電源を入れたときから通信／電話機能が使えな
くなります。次から  キーを長く押し電源を入れると、PINコード入力画
面が表示されるようになります。

7 電源を入れるとPINコード入力画面が表示され、（手順3で入力し
た）PINコードを入力し、画面右下の 入力完了 にタップします。
W-SIMのロックが一時的に解除され（一時解除）、通信／電話機能を使えるよ
うになります。  キーを長く押し電源を切ると、再度、W-SIMがロック
されます。
PINコードを入力せずに、画面左下の キャンセル にタップするとこの製品
の“予定表”などのPIM機能のみ使うことができます。このようなときに電話
やライトメールなどを行うには、  キーを押して表示されたPINコード入
力画面で、PINコードを入力してW-SIMのロックを一時解除してください。
PINコードの入力を10回間違ったときについては、次ページのご注意をご覧
ください。

MEMO 2PINコード／PUKコードとは
PINコードは、盗難などによって他人にこの製品の電話／ライトメールなど
を使われないようにするために、W-SIMをロックする暗証番号です。
PINコードを忘れると通信／電話機能が使えなくなりますので、絶対に忘れ
ないようにしてください。
PINコードを忘れたときは、次ページのご注意に記載しているようにPUK
コードを入力します。このPUKコードはロックしたW-SIMを解除するための
コードです。PUKコードの入手方法は、W-SIMの箱に付属の取扱説明書をご
覧ください。

■ロックを解除する（完全解除）
電源を切っても、W-SIMがロックされないようにします。

1 前ページの手順1～2と同様にして、W-SIMロック設定画面を表
示します。

2 表示された画面で、PINコードを入力し 解除 にタップします。
ロックが解除され、通信／電話機能を使えます。
電源を切り、次に電源を入れてもPINコード入力画面は表示されずW-SIMの
機能を使えます。
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■PINコードを変更する
W-SIM一時解除中（�3-39ページ）などPINコードが設定されているときに、PIN
コードを変更できます。

1 3-39ページのW-SIMをロックするの手順1～2と同様にして、
W-SIMロック設定画面を表示します。

2  PINコード変更 にタップします。

3「現在のPINコード」欄に現在のPINコードを入力します。そして、
「新しいPINコード」欄に新しいPINコードを入力し、さらに「確認」
欄に新しいPINコードを再度入力します。

4  変更 ボタンにタップします。
PINコードが変更されます。

ご注意� 2ロックを解除するときなど、間違ったPINコードを10回入力するとPUKコー
ドの入力が必要となりますので、PINコードを忘れないようにしてくださ
い。このPUKコードの入手方法は、W-SIMの箱に付属の取扱説明書に記載し
ていますので、そちらをご覧になりPUKコードを入手し入力してください。

W-SIMの暗証番号を変更する

ご購入時に設定されている暗証番号（「0000」（半角数字0（ゼロ）4つ））を別の暗証
番号に変更できます。

1 電話設定画面（ セキュリティ タブ）を表示し、 暗証番号変更 ボ
タンをタップします。

2「W-SIMの暗証番号変更」画面で「現在の暗証番号」に現在の暗証番
号を入力します。
ご購入時、この暗証番号は「0000」（半角数字0（ゼロ）4つ）です。

3「新しい暗証番号」の欄に新しい暗証番号を入力し、さらに確認欄
に同じ暗証番号を入力します。

4 確認メッセージが表示され、 OK をタップすると暗証番号が変わ
ります。



3-42

着信制限をする

非通知の番号や指定した電話番号からの着信を拒否する設定をします。

1  スタート メニューの “設定”にタップし、 “電話”にタッ
プし、セキュリティ タブにタップします。

2 “着信拒否”にタップします。

3 表示された画面でW-SIMの暗証番号を入力します。
ご購入時、暗証番号は「0000」（半角数字0（ゼロ）が4つ）です。「0000」を入力
します。
入力した暗証番号が正しいと、着信拒否設定画面（ 設定 タブ）が表示されま
す。

① 着信拒否を設定します。それぞれの項目を「ON」にすると着信拒否します。
・ユーザ非通知拒否（電話番号を非通知にしている電話）
・通知不可能拒否（相手が通知できないエリアや電話機）
・公衆電話発信拒否（公衆電話からの電話）
・指定番号拒否（②で指定した電話番号からの電話）

② ①の指定番号拒否を「ON」にしたときに、着信拒否する電話番号を設定します
（�次ページ）。

4 設定が終われば、 にタップします。

①

②
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着信拒否をする／着信拒否を解除する

特定の電話番号に対して、着信拒否を設定できます。
着信拒否する電話番号を設定すると、その相手（電話番号）が電話をかけると、相
手には話し中になります。
登録できる電話番号は10件です。

着信拒否をする

1 前ページと同様にして、着信拒否設定画面（ 設定 タブ）を表示
します。

2 指定番号拒否を「ON」にチェックを付けます。

3  拒否番号 タブをタップします。
着信拒否設定画面（ 拒否番号 タブ）が表示されます。

4 いずれかの方法で着信拒否したい電話番号を入力します。
・直接、入力項目に電話番号を入力します。
・着信／発信履歴画面で電話番号をコピーしているときは、画面右下の
 メニュー ー 貼り付け をタップし、電話番号を入力します。

5  登録 をタップします。
手順4で入力した電話番号が着信拒否電話番号として登録されます。

6 をタップします。



3-44

着信拒否を解除する

■一時的に着信拒否を解除する
一時的に着信拒否を解除するときは、着信拒否設定画面（ 設定 タブ）で「指定番
号拒否」を「OFF」にします。

■設定している着信拒否の電話番号を削除し、着信拒否を解除する

1 着信拒否設定画面（ 拒否番号 タブ）を表示します。

2 着信拒否を解除する電話番号の欄にカーソルを移します。

3 画面左下の 登録解除 をタップします。

4 表示された画面で OK をタップします。

5 カーソル位置の電話番号が消え、着信拒否を解除します。

MEMO 2別の方法で着信拒否を解除する

1 解除する電話番号を削除します。
2 電話番号欄の右に 解除 ボタンが表示されますので、 解除 ボタンをタッ
プします。

3 表示された画面で OK をタップします。
削除した電話番号の着信拒否を解除しました。
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位置情報を通知する

位置情報通知機能とは、この製品が受信している複数の基地局の基地局情報をセ
ンターに通知する機能です。
ウィルコム位置検索サービスなどの位置情報通知サービスへ申し込む（有料）と、
この機能を利用して位置情報サービスなどを受けることができます。

1  スタート メニューの “設定”にタップし、 “電話”にタップ
し、セキュリティ タブにタップします。

2 “位置情報”をタップし、表示された暗証番号画面でW-SIMの
暗証番号を入力します。
ご購入時、暗証番号は「0000」（半角数字0（ゼロ）が4つ）です。「0000」を入力
します。

3 位置情報設定画面（ 設定 タブ）で、位置情報の通知などを設定し
ます。

① LI（位置情報通知）機能のオン／オフを設定します。
チェックを付けると、LI機能がオンになります。

② 登録した通知許可番号（�次ページ）から位置情報送出の要求があったとき
に、位置情報を通知する／しないを設定します。
チェックを付けると位置情報を通知します。

③ 位置情報を通知したときに、確認音を鳴らす／鳴らさないを設定します。
チェックを付けると確認音が鳴ります。

①
②
③
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通知許可番号とパスワードを登録する

前ページの手順3の画面で 通話許可番号 タブにタップし、この製品から送出し
た位置情報を受け取る番号（通知許可番号）とパスワードを設定します（5つまで
設定できます）。

それぞれの入力欄に通知許可番号と通知許可パスワードを入力し 登録 をタップ
します。
※通知許可パスワードは8桁までです。
登録した通知許可番号を削除するときは、その通知許可番号を消去し、 解除 を
タップし、表示された確認画面で OK をタップします。
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電話帳のデータを読み込む／書き込む

他の商品でW-SIMに保存した電話帳のデータをこの製品に読み込みます。
また、この製品の“連絡先”に保存しているデータをW-SIMに書き込みます。

1 電話帳のデータが入ったW-SIMを取り付けます（�11-10ペー
ジ）。

2  スタート メニューの “設定”にタップし、 “電話”にタップ
し、その他 タブにタップします。

3 “電話帳転送”にタップし、 転送ツールを起動 にタップします。

■ 読み込む
1  読み込み開始 にタップします。

W-SIMの電話帳のデータが、この製品の“連絡先”に読み込まれます。

■書き込む

1  書き込み開始 にタップします。
W-SIMに書き込むときは、W-SIMに保存していた電話帳のデータをすべ
て消去してから“連絡先”のデータを書き込みます。
書き込めるデータ件数は最大700件です。ただし、1件のデータ内容が多
い場合は700件を書き込めないこともあります。
700件以上ある場合は、“連絡先”のリストでフリガナに入力している文字
の順（※）で先頭から700件までを書き込みます。
※ 数字→アルファベット→カナ（50音）の順

4 確認画面で OK にタップします。
データの読み込みまたは書き込みが行われます。

5 表示された画面で にタップします。
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MEMO 2W-SIMに書き込める“連絡先”の項目
W-SIMにデータを書き込むとき、書き込める“連絡先”の項目は以下の項目で
す。
※1 フリガナの項目は必要です。フリガナがないデータはW-SIMに書き込む

ことができません。
※2 書き込める電話番号の項目（PHS、携帯電話、自宅電話など）は、最大3

項目です。
下記の1つ目のご注意もご覧ください。

・名前 ・フリガナ ・自宅住所 ・Webページ
・電子メール ・電子メール2 ・電子メール3 ・誕生日
・PHS ・携帯電話 ・自宅電話 ・勤務先電話
・自宅FAX ・自宅電話2 ・メモ

また、PHSや携帯電話などの電話番号の項目は、“連絡先”とW-SIMとの間で
以下の関係になっています（最大3項目まで書き込み／読み込みができま
す）。

“連絡先” W-SIMの種別
① PHS PHS
② 携帯電話 携帯
③ 自宅電話 自宅
④ 勤務先電話 会社
⑤ 自宅FAX FAX
⑥ 自宅電話2 種別無し

ご注意� 2PHS／携帯電話／自宅電話／勤務先電話／自宅FAX／自宅電話2の項目に番
号を入力していても、W-SIMに書き込める項目は最大3項目です（優先順位は
上記の①②③・・・の順になります）。
4つ目以降はW-SIMに書き込むことはできませんので、ご注意ください。

2（W-SIMを装着できる）他の電話機からこの製品に電話番号を読み込む場合、
他の電話機で電話番号1～3を同じ種別にして電話番号を登録していると、最
初の1つ目しか読み込めません。
例えば、電話番号1/2/3の種別を「PHS」にして電話番号を登録していると、
1つ目のPHS番号しか“連絡先”のPHSに読み込めません。
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W-SIMのバージョン情報を表示する

この製品に挿入されているW-SIMのバージョン情報を確認できます。

1  スタート メニューの “設定”にタップし、 “電話”にタップ
し、その他 タブにタップします。

2 “W-SIM情報”にタップします。
W-SIMバージョン情報確認画面が表示されます。

3 確認が終われば、 にタップします。

無線機能（W-SIM）をオン／オフする

この製品に装着されているW-SIMの機能のオン／オフを設定します。

1  スタート メニューの “設定”にタップし、 接続 タブにタップ
して、 “無線ON/OFF”にタップします。
無線ON/OFF画面が表示されます。

2「OFF」または「ON」にチェックをつけます。
OFFにチェックを付けると無線機能（W-SIM）がオフになり、電話やメール送
受信などができなくなります。

3 をタップします。
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次のウィルコムのサービスを利用できます。

留守番電話サービス
・メッセージを確認する
・メッセージを聞く
・留守番電話サービスの設定を変更する

着信転送サービス

料金分計サービス
・料金分計で電話をかける

留守番電話サービスを使う

この製品の電源をオフにしているとき、すぐに電話に出られないとき、エリア外
にいるときなどにウィルコムの「留守番電話センター」がメッセージを預かりま
す。
このサービスをご利用いただくには、あらかじめお申し込みが必要です。

留守番電話サービスについて
・メッセージの最大録音時間 ：1件につき約60秒
・メッセージの最大保存件数 ：20件
・メッセージの保存期間 ：約73時間

このサービスについてくわしくは、ウィルコムサービスセンターへお問い合わせ
ください。

・登録手数料：無料
・月額料 ：有料

ウィルコムのサービス
を利用する
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メッセージを確認する

留守番電話サービスにメッセージがあるか確認します。

1“電話”を起動します。

2  1   4   1   通話 にタップします。

3 数秒後、「ツー」という音を確認し、 キーを押します。
メッセージがあるときは、画面に「センター留守電あり」と表示されます。

MEMO 2この製品では、上記以外の方法として電話を切ったときに自動的に留守番電
話サービスにメッセージがあるか自動的に確認をします。メッセージがある
ときは、「センター留守電あり」と表示されます。

メッセージを聞く

メッセージを聞きます。

1  ＊   9   3   1   通話 にタップします。
留守番電話サービスにつながります。ガイダンスにしたがって操作します。

MEMO 2プッシュ信号が出せる一般電話や公衆電話からメッセージを聞くとき
0077-780-931に電話をかけ、ガイダンスにしたがって操作します。このと
きお使いのこの製品の電話番号と留守番電話サービスの暗証番号が必要です。

2手順1で  ＊   9   3   1   の代わりに  ＊   9   3   1   1   にタップしてもメッ
セージを聞くことができます。このときは、録音されたメッセージを聞く前
に、発信者の電話番号をガイダンスで聞くことができます。ただし、発信者
の電話機によっては電話番号を聞くことができない場合もあります。

ご注意� 2留守番電話サービスでは、ライトメールを受け取ることはできません。

留守番電話サービスの設定を変更する

留守番電話サービスの設定を変更できます。
・受付時間 ： 5:00～24:00（年中無休）

1  1   4   3   通話 にタップします。
留守番電話サービスにつながります。ガイダンスにしたがって操作します。

MEMO 2一般電話や公衆電話からも「0077-776」に電話をかけ、設定の変更ができま
す。
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着信転送サービスを使う

着信転送サービスは、この製品の電源をオフにしているときやエリア外にいると
きなどに、かかってきた電話を指定した他の電話に転送するサービスです。
転送先は他のウィルコムの電話や一般電話、携帯電話などから選択できます。
このサービスについてくわしくは、ウィルコムサービスセンターへお問い合わせ
ください。

・申込 ：不要
・月額料：無料

着信転送サービス�
契約者ご本人様�

転送先�発信者�

通話料金は電話をか
けた方（発信者）の
ご負担です。�

通話料金は着信転送
サービス契約者ご本
人様のご負担です。�

MEMO 2このサービスは、留守番電話サービスと同時に利用できません。
2海外への転送は対応していません。
2一部、転送先に指定できない電話機があります。
2「留守番電話サービスの設定を変更する」（� 前ページ）と同じ番号に電話をか
け、設定を変更できます。
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料金分計サービスを使う

料金分計サービスは、通話料金の請求先を2箇所に分けるサービスです。ビジネ
ス関係とプライベート関係などの使い分けができます。
料金分計サービスを使わないときはご契約者（主計先）へ通話料金の請求、料金分計
サービスを使うときはあらかじめ登録した分計先へ通話料金の請求となります。
このサービスは有料です。また、このサービスを使うにはあらかじめ契約が必要
です。くわしくは、ウィルコムサービスセンターへお問い合わせください。

・月額手数料 ：有料

料金分計で電話をかける

1“電話”を起動します。

2 電話番号を入力します。

3 画面右下の メニュー － 通話 － 分計発信 にタップします。
電話がかかります。

4 通話を終えるときは、 キーを押します。
電話が切れます。
この通話にかかった料金は登録した分計先へ請求されます。

MEMO 2料金分計は、上記の手順を毎回行います。
2手順3で、電話番号の通知／非通知の設定によって、184分計発信または
　186分計発信を選択できます。
　たとえば、自分の電話番号を通知する設定にしている場合、手順3での
メニュー － 通話 － 184分計発信 にタップすると、自分の電話番号を通知
せず、さらに料金分計されます。
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メールの概要

インターネットを経由して、パソコンやウィルコムの電話機などとメールを送信
／受信します。画像データなどを添付できます。メールをご利用になるには、オ
ンラインサインアップが必要になります。また、すでにインターネットプロバイ
ダーにご入会されているときは、そのプロバイダーの情報を使ってメールができ
ます。この製品で利用できるメールには、次の2つがあります。
・W-ZERO3メール �次ページ
・メール（Outlook） �4-32ページ

2種類のメールの違いについて

W-ZERO3メールとメール（Outlook）は、以下の仕様が異なります。

�

すぐに送信する �

送信後、自動切断する �

定期的に受信する�

自動的に受信する�

サーバーからメールを削除する設定 �

ゴミ箱（「削除済みアイテム」フォルダ）へ移動する �

メールの保護 �

フォルダの構造（多階層） �

自動振り分け設定 �

ActiveSyncでのパソコンのOutlookと同期する�

○�

○�

○�

×�

○※1�

○�

×�

○�

×�

○�

×�

○�

×�

×�

○�

○※1�

×※2�

○�

×�

○�

×�

○�

W-ZERO3�
メール�

メール�
（Outlook）�

オンラインサインアップで取得したメールアカウントの設定�

送信�

�

受信�

�

�

その他�

※1　オンラインサインアップで取得したアカウント（Eメール（ウィルコム））のみ。�
※2 「削除済みアイテム」フォルダから削除した後、メールの送受信を行うとサーバーから�
　　  削除されます。�

Eメール（ウィルコム）の場合は、サーバーからメールを削除する設定があります（�4-�
51ページ）。�

ご注意� 2HTMLメールの送受信はできません。
2携帯電話などから送られてきた絵文字には対応していません。
2絵文字が含まれるメールを受信したときは絵文字が他の記号などに置き換わ
る場合があります。また、受信したメールの種類によっては、本文ではなく
添付ファイルとして受信します（添付ファイルの内容は表示できません）。

2通話中にメールの送受信をすることはできません。
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Eメール（ウィルコム）とプロバイダーのメールアカウントの違いについて

使用されるメールアカウントによって、以下の設定や仕様が異なります。

 

接続先 
 

サーバー 
 

接続の設定 
 
 
 
メールの自動受信 
 
サーバーから削除 
する／しないの設定 
送受信の容量制限 
Today画面の表示 
（未読メッセージ　

なしのとき） 

アカウントの表示 

Eメール（ウィルコム）アカウント 

ウィルコム
 

 

ウィルコム
 

 

オンラインサインアップ 
（☞2-2ページ） 

 
サーバーにメールが届くと、
自動的に受信される※1
（☞4-9ページ） 

有 
（☞2-10ページ）

 
1MBまで（添付ファイル含む） 
「未読Eメール（ウィルコム）は 

ありません」 
（☞1-15ページ） 
電話番号（変更不可）※2 
（☞2-5ページ） 

プロバイダーのメールアカウント 
・ウィルコム 

・プロバイダー（☞2-20ページ） 
加入のプロバイダー 
（☞2-20ページ） 

プロバイダーの設定 
（☞2-20ページ） 

 

無 
 
 

有 
 

3MBまで（添付ファイル含む）※3 

「未読メッセージはありません」 
（☞1-15ページ） 

 
任意で設定可能 
（☞2-6ページ） 

アカウント 

 

※1：以下の状態では、自動受信されない場合があります。
・インターネットに接続中
・ActiveSyncによる同期中
・通話中や、電波状態が弱い場合またはエリア外など

※2：Eメール（ウィルコム）の設定を変更や削除してしまったときは、再度オ
ンラインサインアップを行うと同じメールアドレスなどの情報を再設定
することができます。

※3：加入しているプロバイダーのメールサーバーの設定が3MB未満のとき
は、プロバイダーの設定に準じます。
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メールを作って送る

メールを作って送信します。

メールを送るまでの流れ

使用するアカウントを選択 （�手順1～2）
↓

「宛先」・「件名」・「本文」を入力 （�手順3～6）
↓

画面左下の 送信 にタップ （�手順7）

1 “W-ZERO3メール”を起動します。
「受信トレイ」一覧画面が表示されます。
オンラインサインアップを行う前に、W-ZERO3メールを起動すると、メー
ルアカウントを設定する画面が表示されます。オンラインサインアップを行
う場合は、2-2ページをご覧ください。加入しているプロバイダーのアカウ
ントを設定する場合は、2-6ページをご覧ください。

2 メールを送りたいアカウントを選択します。
画面右下の メニュー － アカウント切替 にタップしてもアカウントを切り
替えることができます。（�4-12ページ）
アカウントを複数設定している場合にこの操作を行います。

ここにタップしま
す。
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3 画面左下の メッセージ作成 にタップします。
新規メールの作成画面が表示されます。

4 宛先を入力します。
宛先欄にカーソルがあることを確認し、以下のいずれかの方法で宛先を入力
します。
・宛先に直接、ダイヤルキーやキーボードを使って入力します。
・この製品の“連絡先”に登録しているメールアドレスを利用して、宛先を入
力します（あらかじめ“連絡先”に相手の名前やメールアドレスを登録してお
きます）。くわしくは、次ページの「宛先入力時、“連絡先”に登録している
メールアドレスを利用する」をご覧ください。
※メールアドレスを複数入力するときは、半角のセミコロン（；）または半
角のコンマ（,）で区切って入力します。

MEMO 2アカウント設定時、設定画面（ 基本設定 タブ）で署名を作成し、「署名を使
用する」にチェックをつけていると、新規作成画面で自動的に署名が入力さ
れます。チェックをつけていないときは、画面右下の メニュー － その他
－ 署名挿入 にタップすると署名を入力することができます。
署名についてくわしくは、2-11ページをご覧ください。

2「CC：」や「BCC：」には、参考に送信したい人の電子メールアドレスを入力
します。
「BCC：」に入れたアドレスは、BCC：で受信した人以外から見えないよう
に配信されます。

5「件名」欄にタップし、件名を入力します。

6「本文」欄にタップし、本文を入力します。
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7 画面左下の 送信 にタップします。
インターネットに接続し、メールを送信します。
正しく送信されるとメッセージが表示されますので  にタップします。
送信が終わると自動的に回線を切断します。

MEMO 2送信したメールは、「送信済みトレイ」に保存されます。
2送信中画面の 中止 または画面左下の 中止 をタップするとメールの送信が
中止されます。送信を中止したメールは、「送信トレイ」に保存されます。

宛先入力時、“連絡先”に登録しているメールアドレスを利用する

1 新規メールの作成画面で宛先にカーソルがあることを確認します。

2 画面右下の メニュー － 連絡先参照 にタップします。または、
宛先をタップして表示されたメニューから 連絡先を開く にタッ
プします。

3 メールアドレスを入力している“連絡先”が一覧表示されますの
で、宛先にしたい連絡先にタップします。

MEMO 2メールアドレスを入力している“連絡先”が1件のみの場合は、自動的にその
メールアドレスが入力されます。
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画像ファイルなどを添付してメールを送る

メールに画像ファイルなどを添付して送信できます。

1 4-4～5ページの手順1～6の方法で、メールを作成します。

2 画面右下の メニュー － その他 － 添付ファイル挿入 にタップ
し、表示された画面でフォルダを切り替え、添付するファイルを
タップします。

3 画面右上の  をタップします。
メールの新規作成画面に戻り、添付欄にXXXX.jpgなど添付したファイルが
表示されます。
続けて添付ファイルを追加するときは、手順2～3を繰り返します。

4 画面左下の 送信 にタップします。
インターネットに接続し、メールを送信します。
正しく送信されるとメッセージが表示されますので  にタップします。
送信が終わると自動的に回線を切断します。

MEMO 2添付ファイルをやめるときは、添付をやめるファイルをタップし、 削除 を
タップします。

2miniSDカードに保存されているファイルを添付して送信するときは、miniSD
カードを取り付けたまま送信してください。

2送信したメールは、「送信済みトレイ」に保存されます。

リストから選択した
ファイルが表示され
ます。

現在表示中のフォル
ダ階層より1つ上の
フォルダ階層へ移動
します。

目的のファイルがリ
スト表示されます。
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まとめてメールを送る

送信トレイに未送信メールを保存しておき、あとでまとめて送信できます。
※まとめてメールを送信するときは、アカウント設定時、設定画面（ 動作設定
タブ）で「すぐに送信する」のチェックを外しておいてください。アカウントの
設定についてくわしくは2-7ページをご覧ください。

1 4-4～5ページの手順1～6の方法でメールを作成し、画面左下の
 送信 にタップします。
アカウント設定画面の「すぐに送信する」のチェックを外しているので、送信
されずに「送信トレイ」フォルダに保存されます。

2 引き続き別のメールを作成し、画面左下の 送信 にタップしま
す。
作成したメールは、「送信トレイ」フォルダに保存されていきます。

3 画面右下の メニュー － 送受信 － 送信 、または 送受信 にタッ
プします。
インターネットに接続し、「送信トレイ」フォルダに入っているメールをすべ
て送信します。
 送受信 にタップしたときは、引き続いて、自動的にサーバーにある未読
メールを受信します。
正しく送信されるとメッセージが表示されますので  にタップします。
送信が終わると自動的に回線を切断します。

メールを「下書きトレイ」に保存する

メールを途中まで作成してあとで追加／修正したいときなどは、いったん「下書
きトレイ」に保存してあとで追加／修正し送信することができます。

1 4-4～5ページの手順1～6の方法で、メールを作成します。

2 画面右上の  をタップし、メッセージ画面で はい をタップ
します。
作成したメールは、「下書きトレイ」フォルダに保存されます。
あとで追加／修正するときは、このメールを表示し内容を変更します。そし
て、送信操作（�4-6ページ）を行うと送信できます。
アカウント設定画面（ 動作設定 タブ）で「すぐに送信する」のチェックを外し
ていると「送信トレイ」フォルダに保存されますので、上記の メニュー －
 送受信 － 送信 をタップします。
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メールを受信する

自分宛のメールを受信します（メールを受信すると、自動的に回線を切断します）。
メール受信には、自動受信と手動受信があります（自動受信は“ オンラインサイ
ンアップで取得したEメール（ウィルコム）アカウント”のみ）。設定しているアカ
ウントによって受信方法が異なりますので、以下をご覧になりメールを受信して
ください。
また、メールを受信時、メールの一部を受信／全部（全体）を受信する2つの設定
があります（�4-14ページ）。
ご購入時の設定は、メール全部（全体）を受信するようになっています。一部を受
信した後、メール全体を受信するときは4-15ページをご覧ください。

Eメール（ウィルコム）アカウント　
・自動受信 �下記
・手動受信 �次ページ

プロバイダーのアカウント
・手動受信 �次ページ

自動受信【Eメール（ウィルコム）アカウントのみ】

Eメール（ウィルコム）アカウントは、メールがサーバーに届くと自動的にイン
ターネットに接続してメールを受信し、受信が終わると自動的に切断します。
メールを受信すると着信音が鳴り、Today画面（待ち受け画面）に「未読メッセー
ジ：○件」と表示されます。
受信したメールは、「受信トレイ」の中に入ります。

MEMO 2自動的にメールを受信しないようにするには
オンラインサインアップで「Eメール自動受信／新着メール通知」を「しない」
または「新着メール通知」に設定します（「新着メール通知」に設定するとEメー
ルが届いたことを通知するライトメールを受信します）。この製品のEメール
（ウィルコム）アカウント設定画面（ 動作設定 タブ）（�2-10ページ）で「自動
受信する」のチェックを付けていても、オンラインサインアップで「しない」
や「新着メール通知」にすると自動受信はしません。

2受信したメールは、サーバーから削除されます（ご購入時の設定）。
受信後にサーバーからメールを削除しない設定（�2-10ページ）へ変更できま
すが、サーバーから削除する設定にすることをおすすめします。

ご注意�  以下の状態では、自動受信されない場合があります。
2インターネットに接続中
2ActiveSyncによる同期中
2通話中や、電波状態が弱い場合またはエリア外など
※上記のような場合でも、Today画面（待ち受け画面）に、「センターにEメール
が有ります」というメッセージが表示される場合があります。この場合、手
動で受信してください（�次ページ）。
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手動受信【プロバイダー／Eメール（ウィルコム）アカウント】

手動でインターネットに接続して、受信後に自動で回線を切断します。
プロバイダーメールとEメール（ウィルコム）のどちらもこの方法で受信できます。
受信したメールは「受信トレイ」に入ります。

1 受信メール一覧画面などを表示します。

2 画面右下の メニュー － アカウント切替 にタップし、メールを
受信したいアカウントを選択します（�4-12ページ）。

3 画面右下の メニュー － 送受信 － 受信 、または 送受信 にタッ
プします。
ネットワークに接続し、サーバーにある未受信のメールを受信します。受信
が終わると自動的に回線を切断します。
受信したメールは「受信トレイ」に入ります。

MEMO 2複数のアカウントを設定しているとき、一度のメール受信で複数のアカウン
トのメールを受信することができます（�下記）。

2受信後にサーバーからメールを削除する設定（�2-10ページ）にされることを
おすすめします。

2受信中画面の 中止 または画面左下の 中止 をタップするとメールの受信が
中止されます。

複数のアカウントのメールを一度に手動受信する

複数のアカウントを設定しているとき、一度にそれらのアカウントのメールを受
信（手動）することができます。

1 画面右下の メニュー － その他 － オプション をタップします。
まとめて受信設定画面が表示されます。

2 メールを受信するアカウントにチェックを付け、  をタップし
ます。

3 画面右下の メニュー － 送受信 － まとめて受信 をタップしま
す。
インターネットに接続し、手順2でチェックを付けたアカウントのメールを
受信し、受信が終わると自動的に回線を切断します。
受信したメールは各アカウントの「受信トレイ」に入ります。
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受信メールを見る

受信したメールは「受信トレイ」に入ります。

1「受信トレイ」をタップします。

「受信トレイ」／「部分受信トレイ」一覧画面で表示されるアイコンについて

全文取得されている場合�

全文取得され、添付ファイルがある場合�

全文または添付ファイルが取得されていない場合�

未読メール�

�

既読メール�

�

※1　部分受信トレイで表示されるアイコン�

（   ）※1 （   ）※1

2 見たいメールにタップします。
別のアカウントの受信メールを見るときは、画面右下の メニュー －
 アカウント切替 にタップし、アカウントを切り替えます（�次ページ）。

「受信トレイ」をタップ

並べ替え順（差出人/件
名/日時）をタップする
とその項目を基準に
データが並び替わりま
す。

見たいメールにタップ
　

選択したフォルダの中
のメール件数が表示さ
れます。
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URLと認識する�
文字列�

Eメールアドレスと
認識する文字列�

電話番号として�
認識する文字列�

http://www.xxxx.co.jp など�
「http://」や「https://」で始まる半角英数字の文字�

○○○○＠△△.pdx.ne.jp など�
「＠」があり、その前後に1文字以上の半角英数字がある場合�

070XXXXXXXX など�
0で始まる10～32桁の数字、#、*などの記号�
「tel:」または、「TEL:」に続く32桁までの数字、#・*などの記号�
�

MEMO 2メール本文のURL/Eメールアドレス/電話番号を利用する
　メール本文中の文字列を以下のように認識し、直接電話をかけたり、Eメー
ルの作成や連絡先への登録ができます。

1 URL/Eメールアドレス/電話番号をタップします。

2 表示されたメニューから実行したい項目をタップします。

アカウントを切り替える

複数のアカウントを作成しているとき、受信メールなどは各アカウントの受信ト
レイに入ります。
たとえば、Eメール（ウィルコム）アカウントとプロバイダーメールのアカウント
の両方を設定している場合、それぞれのアカウントに届いたメールはそれぞれの
受信トレイに入ります。
これらのメールを見るときは、アカウントを切り替えて表示します。

1「受信トレイ」一覧画面などを表示します。

2 アカウントを選択します。
画面右下の メニュー － アカウント切替 にタップしてもアカウントを切り
替えることができます。

ここにタップします。
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宛先（メールアドレス）を“連絡先”に登録する

受信メールや送信メールのメールアドレス（差出人：/宛先：/Cc：/Bcc：）を
“連絡先”に登録し活用できます。

受信メールの送信者（メールアドレス）を“連絡先”に登録する

1 受信トレイ画面で、連絡先に登録したい宛先のメールをタップし
ます。

2 連絡先に登録したいメールアドレスをタップし、表示されたメ
ニューから 連絡先に登録 － 新規登録 にタップします。

MEMO 2メールアドレスが選択されているとき、画面右下の メニュー －
 連絡先に登録 － 新規登録 にタップしても登録画面が表示されます。

3 メールアドレスを登録する項目として電子メール（電子メール2/
電子メール3）を選択して、  または画面右下の 決定 をタップ
します。

4 名前の項目に姓名などを入力します。
電子メール（電子メール2/電子メール3）の項目には、手順2で選択したメール
アドレスが入っています。

5  にタップします。
確認メッセージが表示されますので  にタップします。
手順4で入力した姓や名前で“連絡先”に登録されます。

送信メールの宛先（メールアドレス）を“連絡先”に登録する

1 送信済みトレイ画面などで、連絡先に登録したい宛先のメールを
タップします。

2 連絡先に登録したいメールアドレスをタップし、表示されたメ
ニューから 連絡先に登録 － 新規登録 にタップします。
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3 これ以降、前記と同様の操作を行い“連絡先”に登録します。

MEMO 2手順2で 連絡先に登録 － 追加登録 をタップすると追加したい連絡先を選
択して登録することができます。

2受信トレイ画面で選んだメールのURLや電話番号にタップしても連絡先の
Webページや電話番号の項目に登録することができます。また、以下の操作
もできます。
URL ：ホームページに接続/ブックマークに登録
電話番号：ライトメール作成/電話をかける

メールの一部／全部を受信する

メールを受信時、メールの一部を受信して、あとで全体を受信することができま
す。ご購入時の設定は、メール全部（全体）を受信するようになっています。
アカウント設定画面（ 動作設定 タブ）（�2-10ページ）で「受信メッセージをサー
バーから削除」にチェックを付けている場合、部分受信をするとサーバーから
メールが削除され全部受信ができません。部分受信を行う前に必ず「受信メッ
セージをサーバーから削除」のチェックを外しておいてください。

メールの一部を受信するように設定する

1 アカウント設定画面（ 動作設定 タブ）（�2-10ページ）を表示しま
す。

2「受信行数制限設定」にチェックをつけ、受信する本文の行数を設
定します。
メールの全部を受信するときは、「受信行数制限設定」のチェックを外します
（�2-10ページ）。次のメール受信から、メールの全部を受信します。

MEMO 2一部を受信したときと全部を受信したときの違いは、受信トレイなどのリス
トに表示されるアイコンで区別できます（�4-11ページ）。

2一部受信したメール、全部受信したメール共に「受信トレイ」に入ります。さ
らに「部分受信トレイ」では一部受信したメールだけを参照することができ、
一部受信メールが何件あるか分かります。

2一部受信にしている場合は、設定している受信行数によって、メール全体を
受信することがあります。全体を受信したメールは「受信トレイ」にのみ表示
されますが、加入しているプロバイダーのメールサーバーなどによっては、
「部分受信トレイ」にも表示されます。
また、部分受信したメールの全体を受信（�次ページ）すると、前述の全体を
受信したメールも再度受信します。
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メールの全部（全体）を受信する

1「部分受信」トレイ一覧画面で、全部を受信するメールを選択します。

2 画面右下の メニュー － メッセージ － ダウンロード をタップ
します。

3 自動的に回線に接続しメール全体を受信します。
受信した後、自動的に回線を切断します。
メール全体を受信したメールは、「部分受信トレイ」から消え参照されなくな
ります。

MEMO
2部分受信メールが複数件あるとき、 アイコンをタップすると に変わ

り、 メニュー － メッセージ － チェックをダウンロード をタップすると

アイコンのメールのみ全体を受信できます。

添付ファイルを見る／保存する

メールに添付されたファイルを見たり、保存したりすることができます。

添付ファイルを見る

1「受信トレイ」一覧画面などで、添付ファイルを取得したメールを
タップします。

2 添付ファイルをタップし、表示されたメニューから 開く にタッ
プします。
確認メッセージが表示されます。
画面右下の メニュー － 添付ファイル － 開く にタップしても確認画面が
表示されます。

3 確認メッセージで はい にタップします。

MEMO 2添付ファイルが正しく表示されない場合があります。
このようなときは一旦保存（�次ページ）してから見るか、1-27ページをご覧
になり、使用していないプログラムを終了してください。
※ファイルによってはすべてのプログラムを終了しても、正しく表示されな
い場合があります。
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添付ファイルを保存する

1 添付ファイルをタップし、表示されたメニューから 保存 にタッ
プします。
添付ファイル保存先選択画面が表示されます。
画面右下の メニュー － 添付ファイル － 保存 にタップしても添付ファイ
ル保存先選択画面が表示されます。

2 ファイルの名前を入力し、保存するフォルダまたは保存する場所
を選択します。

3 画面右上の  にタップします。
ファイルが保存されます。

MEMO 2保存した添付ファイルは、“ファイルエクスプローラ”から開くことができま
す。くわしくは9-8ページをご覧ください。

4 表示された確認画面で  にタップします。

ファイルの名前を入力
します。

ファイルを保存する
フォルダをタップしま
す。現在表示中のフォル

ダ階層より1つ上の
フォルダ階層へ移動
します。
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メールを返信する／転送する

受信したメールを返信したり、別のメールアドレスに転送したりできます。

メールを返信する

1 返信するメールを1件表示します。

2 画面左下の 返信 にタップします。
メールを送信してきた人のみに返信します。
全員へ返信するときは、1件表示で画面右下の メニュー － 全員へ返信 に
タップします。
送信者を含めて全員に返信します。

3 返信内容を入力します。

4 画面左下の  送信  にタップします。
正しく送信されるとメッセージが表示されますので  にタップします。
送信が終わると自動的に回線を切断します。

メールを転送する

1 転送するメールを1件表示します。

2 画面右下の メニュー － 転送 にタップします。

3 宛先を入力します。

4 画面左下の 送信 にタップします。
正しく送信されるとメッセージが表示されますので にタップします。
送信が終わると自動的に回線を切断します。
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メールを削除する

メールを削除すると、この製品から完全に削除されます。
メールを削除するには、1件ずつ削除する方法とチェックを付け複数のメールを
まとめて削除する方法、ご自分で作ったフォルダのメールをフォルダごと削除す
る方法の3つがあります。

ご注意�2以下の方法でメールを削除するとこの製品から削除され、見ることができな
くなります。削除するときは、ご注意ください。

メールを1件だけ削除する

1「受信トレイ」一覧画面などで、削除するメールを選択します。

2 画面右下の メニュー － 削除 にタップします。

3 表示された確認画面で はい にタップします。
手順1で選択したメールのみが削除されます。

MEMO 2削除するメールをタップしたままにし、表示されたメニューから 削除 を選
択しても削除できます。

メールを複数件選択して削除する

1 削除するメールのアイコンにタップして、チェックを付けます。
チェックマーク が付きます。
複数のメールを選択することができます。

MEMO 2削除するメールを選択して、画面左下の チェック をタップしてもチェック
マーク が付きます。
この手順を繰り返し、削除するメールにチェックを付けても複数のメールを
選択することができます。

2チェックを外すときは、 にタップするか、チェックが付いているメール
を選択し、画面左下の チェック をタップします。

2 画面右下の メニュー － チェックを削除 をタップします。

3 表示された確認画面で はい にタップします。
手順1で選択した（チェックを付けた）メールが削除されます。
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自分で作ったフォルダとその中のメールをすべて削除する

1 削除するフォルダ（ご自分で作ったフォルダ）を表示し、さらにそ
のフォルダを選択します。
新規フォルダの作成は4-24ページをご覧ください。

2 画面右下の メニュー － 削除 にタップします。

3 表示された確認画面で はい にタップします。
手順1で選択したフォルダとその中に入っているメールがすべて削除されま
す。

MEMO 2この方法で削除できるのはご自分で作ったフォルダだけです。「受信トレイ」
や「送信済みトレイ」などは、削除できません。

サーバーに残っている受信済みメールを削除する

アカウント設定画面（ 動作設定 タブ）（�2-10ページ）で「受信メッセージをサー
バーから削除」のチェックを外しておくと、メールを受信後もサーバーにメール
が溜まっていきます。
このようなときは、この製品からサーバーに接続しサーバーに残っている受信済
みのメールを削除します。

1「受信トレイ」一覧画面などで、 メニュー － 送受信 －
 サーバーから削除 をタップします。
インターネットに接続し、サーバーに残っている既読メールを削除します。
削除後、自動的に回線を切断します。

MEMO 2この操作でサーバーから削除されるメールは、受信済みのメールのみです。
まだ、受信していないメールは削除されません。
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振り分け条件を設定しメールを振り分ける

振り分け条件を設定し、受信したメールを自動的に指定したフォルダに入れる
（振り分ける）ことができます。
※振り分けができるのは、受信したメール（受信トレイに入るメール）だけです。

メールを自動で振り分ける

受信メールを設定した振り分け条件に従って、自動で指定したフォルダに入れる
（振り分ける）ことができます。

1 受信トレイの中にメールを振り分けるフォルダを作成します。
フォルダの作成については、4-24ページをご覧ください。

2 受信トレイなどをタップし、画面右下の メニュー － その他 －
 アカウント設定 にタップします。
アカウント設定画面が表示されます。

3 メールを振り分ける条件を設定するアカウントを選択し、 編集
にタップします。

MEMO 2新しいアカウントにメールの振り分け条件を設定するときは、 追加 をタッ
プし新規アカウントを設定（作成）します。アカウントの設定についてくわし
くは、2-6ページをご覧ください。

4  振り分け タブをタップします。
振り分け条件一覧画面が表示されます。

①

⑦

②
③
④
⑤
⑥
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① 振り分け条件を設定した、振り分け名が表示されます。リストの上部に表示
されている振り分け名が優先されます。

② 振り分けの条件を追加します（�下記）。

③ 選択している振り分け条件を編集します。

④ 選択している振り分け条件を削除します。

⑤ 振り分け条件をすべて削除します。

⑥ ①のリストで表示されている順番を変更します。振り分け名を選択し、 や
をタップし順番を変更します。

⑦ ①で選択している振り分け条件の内容を表示します。

5  追加 をタップします。
振り分け条件設定画面が表示されます。

6 振り分け名や振り分け条件を設定します。

① 振り分け条件の名前を入力します。

②「キーワード」欄で入力した文字列を条件とするヘッダーを選択します。

③「ヘッダ」欄で選択した項目に対して、条件として指定する文字列を入力しま
す。

④ 振り分け先となる受信トレイ内にあるフォルダを選択します。
選択したフォルダの中に、振り分けられたメールが入ります。

①

②
③

④
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MEMO 2④で選択できるフォルダは1つだけです。
複数のフォルダを選択することはできません。

2振り分け先として指定するフォルダは、別の振り分け条件でも選択できます。
たとえば、willcom@xxx.pdx.co.jpの振り分け先に「フォルダ1」を選択し、
sharp@xxx.pdx.co.jpの振り分け先にも「フォルダ1」を選択できます。
「フォルダ1」には、両方から送信されたメールが振り分けられます。

7  にタップします。
設定画面の 振り分け タブに戻ります。

8  にタップします。
メールを受信すると、設定した振り分け条件にしたがって振り分けられます。

メールを手動で振り分ける

振り分けしたいメールが保存されているフォルダを選択して、手動で振り分けす
ることができます。

1「受信トレイ」など振り分けしたいメールが保存されているフォル
ダを選択し、画面右下の メニュー － フォルダ － 振り分け実行
にタップします。
振り分け条件を設定したフォルダにメールが振り分けられます。

MEMO 2振り分け条件を設定したフォルダの条件を変更して、再度振り分けすること
もできます。

設定した振り分け条件を修正する

設定した振り分け条件を編集します。

1 4-20ページの手順2～4の方法で振り分け条件一覧画面を表示
し、修正したい振り分け名をタップします。

2  編集 にタップし、修正したい振り分け条件（キーワードなど）を
変更します。

3  にタップします。
変更した内容を保存し、設定画面の 振り分け タブに戻ります。
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設定した振り分け条件を削除する

設定した振り分け条件を削除します。

1つの設定を削除します（1件削除）

1 4-20ページの手順2～4の方法で振り分け条件一覧画面を表示
し、削除したい振り分け名をタップします。

2  削除 にタップします。

3 確認画面で はい にタップします。
手順1で選択した振り分け設定が削除されます。
削除されるのは、振り分け設定だけです。振り分けられていたメールは削除
されません。

すべての設定を削除します（全削除）

1 4-20ページの手順2～4の方法で振り分け条件一覧画面を表示
し、 全削除 にタップします。

2 確認画面で はい にタップします。
すべての振り分け設定が削除されます。
削除されるのは、振り分け設定だけです。振り分けられていたメールは削除
されません。

通常使用するメールソフトに設定する

この製品には“W-ZERO3メール”と“メール（Outlook）”の2つのメールソフトが
入っています。どちらかを通常使用するメールソフトに設定します。

1「受信トレイ」一覧画面などで、画面右下の メニュー － その他 －
 オプション をタップし、表示された画面で、「通常使用するメー
ルソフトに設定する」にチェックを付けたり外したりします。

・チェックを付けると、“W-ZERO3メール”が通常使用するメールソフト
になり、メールの自動受信では、“W-ZERO3メール”が起動します。

・チェックを外すと“メール（Outlook）”が通常使用するメールソフトに
なります。
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メールを整理する

新規にフォルダを作って、メールを関連した仕事ごとなどに整理できます。
新規にフォルダを作成できるのは、「受信トレイ」フォルダと「送信済みトレイ」
フォルダ内のみです。

新規フォルダを作成する

まず、移動するためのフォルダを作成します。

1 受信トレイなどを選択し、画面右下の メニュー － フォルダ －
新規作成 にタップします。
ここでは「受信トレイ」フォルダの下に新規フォルダを作ります。

MEMO 2「受信トレイ」フォルダなどをタップしたままにして、表示されたメニューか
ら フォルダの新規作成 にタップしても新規フォルダを作ります。

2 フォルダ名を入力し、  にタップします。
入力した名前のフォルダが、手順1で選択したフォルダの下に表示されます。
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メールを別のフォルダに移動する

受信したメールなどを新しく作ったフォルダに移動します。
メールを移動するには、フォルダ内のメールをまとめて（チェックを付けて）移動
する方法と1件ずつ移動する方法があります。

■メールをまとめて別のフォルダに移動する

1 別のフォルダに移動させるメールのアイコンにタップして、
チェックを付けます。
複数のメールを選択することができます。

MEMO 2移動させるメールを選択して、画面左下の チェック をタップしてもチェッ
クマークが付きます。
この手順を繰り返し、移動させるメールにチェックを付けても複数のメール
を選択することができます。

2チェックを外すときは、 にタップするか、チェックが付いているメール
を選択し、画面左下の チェック をタップします。

2 画面右下の メニュー － メッセージ － チェックを移動 をタッ
プします。

3 表示された画面で、移動先のフォルダを選択（反転）し画面左下の
 移動 にタップします。
移動先のフォルダに移動します。

■メールを1件だけ別のフォルダに移動する

1 別のフォルダに移動させるメールを選択します。

2 画面右下の メニュー － メッセージ － 移動 にタップします。

3 表示された画面で、移動先のフォルダを選択（反転）し画面左下の
移動 にタップします。

MEMO 2移動先のフォルダとして、別のアカウント内のフォルダを選択することはで
きません。

2移動するメールをタップしたままにし、表示されたメニューから 移動 に
タップしても移動できます。
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フォルダの名前を変更する

1 名前を変更したいフォルダをタップしたままにし、表示されたメ
ニューから 名前の変更 にタップします。
フォルダ名の変更画面が表示されます。

MEMO 2名前を変更したいフォルダをタップし、画面右下の メニュー － フォルダ
－ 名前の変更 をタップしても名前を変更できます。

2 名前を変更して  にタップします。
「受信トレイ」や「送信済みトレイ」などのフォルダ名は変更できません。
名前を変更できるのは、新規に作成したフォルダのみです。

フォルダを削除する

フォルダを削除すると、そのフォルダ内のメールも削除されますのでご注意くだ
さい。

1 削除したいフォルダをタップし、画面右下の メニュー － 削除
にタップします。
確認画面が表示されます。

2  はい にタップします。
「受信トレイ」や「送信済みトレイ」などのフォルダは削除できません。削除で
きるのは、新規に作成したフォルダのみです。
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メールを保護する／保護を解除する

受信したメールや送信したメールは受信トレイや送信済みトレイなどに入り、こ
の製品に保存されます。
アカウントの設定（ 動作設定 タブ）で保存するメールの件数に制限を設定（�2-
10ページ）した場合、この制限を超えてメールを受信したり送信すると古いメー
ルから削除されます。
この保存メールの件数に制限を設定しているとき、削除したくないメールを保護
設定することにより、制限を超えても削除されずに残すことができます。
また、未読のメールも削除されずに残ります。

ご注意� 2保護メールと未読メールの件数が保存するメールの制限値（�2-10ページ）を
超えた場合は、メール受信ができなくなりますのでご注意ください。このよう
なときは、保護メールの中で削除してもよいメールを保護解除してください。

メールを保護する

メールを保護するには、フォルダ内のメールをまとめて（チェックを付けて）保護
する方法と1件ずつ保護する方法の2つがあります。

■メールをまとめて保護する

1 受信トレイ一覧画面または送信トレイ一覧画面を表示し、保護す
るメールのアイコンをタップして、チェックを付けます。
複数のメールを選択することができます。

MEMO 2保護するメールを選択して、画面左下の チェック をタップしてもチェック
マークが付きます。
この手順を繰り返し、保護するメールにチェックを付けても複数のメールを
選択することができます。

2チェックを外すときは、 にタップするか、チェックが付いているメール
を選択し、画面左下の チェック をタップします。

2 画面右下の メニュー － メッセージ － チェックを保護 をタッ
プします。
保護されたメールのアイコンが になり、  が表示されます。

■メールを1件ずつ保護する

1 受信トレイ一覧画面または送信済みトレイ一覧画面を表示しま
す。
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2 保護するメールを選択し、画面右下の メニュー － メッセージ
－ 保護 をタップします。
保護されたメールのアイコンが になり、  が表示されます。

MEMO 21件表示しているときは、手順2で画面右下の メニュー － その他 － 保護
をタップします。

保護を解除する

1 保護しているメールを選択します。複数件選択する場合は、メー
ルのアイコンをタップしてチェックを付けます。

2 画面右下の メニュー － メッセージ － 保護解除 、または
 チェックを保護解除 をタップします。
保護が解除され、メールのアイコンに表示されていた  が消えます。

MEMO 21件表示しているときは、手順2で画面右下の メニュー － その他 －
 保護解除 をタップします。

保存メールの制限について

保存メールの制限は「受信トレイ」／「送信済みトレイ」／「部分受信トレイ」※が対
象となり、「受信トレイ」と「送信済みトレイ」のメールの合計が制限値を超える
と、送信した日時が一番古いメールから削除されます。
なお、「送信トレイ」、「下書きトレイ」は対象外です。
※部分受信メールは「受信トレイ」に入りますが、「部分受信トレイ」でも参照で
きるようになっています。すなわち、「受信トレイ」と「部分受信トレイ」の両
方で同じ部分受信メールが表示されます。

制限値を超えて受信したり送信した場合
制限値を超えてメール受信または送信すると、保護メール（�前ページ）と未読
メールを除いて送信した日時が一番古いメールから削除されます。
最近受信して「受信トレイ」に入ったメールでも、送られた日時が古いと、その
メールは最近のメールではなく、古いメールとして扱われます。
たとえば、1週間程度メール受信を行わず今日になって受信したメールでも、送
信されたのが1週間以上前のメールはその日時（送信された日時）のメールとして
扱われます。受信した日時ではなく送信された日時に注意してください。
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エクスポート（書き出し）／インポート（読み込み）する

メール本文や添付ファイルを書き出したり（エクスポート）、読み込んだり（イン
ポート）できます。
エクスポートやインポートをするとEML形式をサポートしているパソコンのア
プリケーションなどとファイルのやり取りができます。

■エクスポートする
メールの本文（添付ファイルを含む）を書き出します。

1「受信トレイ」一覧画面などで、エクスポートするメールを選択し
ます。

MEMO 2メールのアイコンにタップして（チェックを付けて）、複数選択することもで
きます。

2 画面右下の メニュー － その他 － エクスポート にタップしま
す。
エクスポート画面が表示されます。

3 出力先を指定して画面右上の  にタップします。
エクスポートが終わるとメッセージが表示されますので  にタップしま
す。

MEMO 2出力先の初期設定は¥My Documentsに設定されています。
2出力先にminiSDカードを指定することもできます。

■インポートする
メールの本文（添付ファイルを含む）を読み込みます。

1 インポートデータを保存するトレイ（「受信トレイ」など）を選択し
て、画面右下の メニュー － その他 － インポート にタップし
ます。
インポート元選択画面が表示されます。

2 インポートするデータを選択し、画面右上の  にタップしま

す。
インポートが終わるとメッセージが表示されますので  にタップします。

3 インポートしたメールをタップします。
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W-ZERO3メールのメニュー

一覧画面のメニュー

送受信�

�

�

�
�

�
�
�

メッセージ作成�

返信※1�

転送※1�

削除※1�

フォルダ�

�

�

�

メッセージ�

�

�

�

�

�

�
�

アカウント切替�
�

その他�

�

�

�

受信�

送信�

送受信�

まとめて受信�
�
�

サーバーから削除�
�

�

�

�

�

新規作成�

名前の変更�

振り分け実行�

�

全員へ返信※1�

ダウンロード※1�

保護／保護解除�
※1�

移動※1�

並び替え�

全チェック�

全チェック解除�

�
�

振り分け設定一覧�
�

アカウント設定�
�

オプション�
�

インポート�

エクスポート�

メールを受信する（�4-10ページ）。�

メールを送信する（�4-6、4-7ページ）。�

メールの送信と受信を一度に行う（�4-8、4-10ページ）。�

複数のアカウントのメールを一度に受信する。受信する
アカウントの選択は、まとめて受信設定で行う（�4-
10ページ）。�

サーバーに残っている既読のメールを削除する（�4-
19ページ）。�

メールを作成する（�4-4ページ）。�

メールを返信する（�4-17ページ）。�

メールを転送する（�4-17ページ）。�

メールを削除する（�4-18ページ）。�

新規のフォルダを作成する（�4-24ページ）。�

フォルダ名を変更する（�4-26ページ）。�

設定している条件にしたがって、振り分けを行う（�4-
22ページ）。�

全員へ返信する。�

一部を受信したメールの全部（全体）を受信する。�

削除しないように、メールを保護する。／保護している
メールを保護解除する。�

メールを別のフォルダに移動する。�

差出人順、件名順、日付順で並び替える。�

フォルダの中にあるメールの全件にチェックを付ける。�

チェックが付いているメールすべてのチェックを外す。�

アカウントを複数設定している場合、アカウントを切り
替える。�

表示しているアカウントの振り分け設定画面を表示する（�4-
20ページ）。�

新規のアカウントを作成したり、作成しているアカウン
トの内容を確認／変更する（�2-7ページ）。�

まとめて受信するとき、対象にするアカウントを選択す
る（�4-10ページ）。�

メール本文を読み込みする（�前ページ）。�

メール本文を書き出しする（�前ページ）。�

※1 アイコンをタップしチェックを付けた場合（　 アイコンが表示されている場合）、�
　    返信 や 転送 などは チェックを返信 、 チェックを転送 などになります。 �
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詳細表示画面のメニュー

全員へ返信�

転送�

連絡先に登録�

�

�
範囲指定開始�
�
範囲指定終了�
�
�

コピー�

添付ファイル�

�

振り分け設定�

その他�

�

�

�

新規登録�

追加登録�
�

�
�
�
�
�

�

開く�

保存�

�

ダウンロード�

保護／保護解除�
�

簡略表示�

�

�

全員へメールを返信する（�4-17ページ）。�

メールを転送する（�4-17ページ）。�

選択しているメールアドレスを連絡先に新規データとして登録する。�

選択しているメールアドレスを連絡先にすでに登録しているデータに追加する。�

範囲指定する。�
範囲指定を開始する位置をタップして、範囲指定開始　
をタップした後、カーソル キーを使って範囲指定する。
指定された部分は反転表示になる。範囲を指定した後、�
 範囲指定終了 をタップする。そして、 メニュー －�
 コピー で、反転した部分をコピーする。�

範囲指定している部分をコピーする。�

選択している添付ファイルを開く（�4-15ページ）。�

選択している添付ファイルを保存する（�4-16ページ）。�

振り分け設定画面を表示する（�4-20ページ）。�

一部を受信したメールの全部（全体）を受信する。�

選択しているメールを保護する／保護しているメールを
保護解除する（�4-27ページ）。�

「宛先」、「Cc」、「件名」の各項目4行以上になっている場合（画
面上の行数が4行以上になっている場合）、各項目を3行まで表
示する。 簡略表示 にしている場合、このメニューは すべて表示 
になる。すべて表示 をタップすると、各項目がすべて表示される。�

新規作成画面のメニュー

連絡先参照�

連絡先に登録�

�

�
範囲指定開始�
�
範囲指定終了�
�

�

切り取り�

コピー�

貼り付け�

削除�

その他�

�

�

新規登録�

追加登録�
�

�
�
�
�

�

�

�

�

�

添付ファイル挿入�

添付ファイル削除�

署名挿入�

連絡先に登録しているメールアドレスを参照する。�

選択しているメールアドレスを連絡先に新規データとして登録する。�

選択しているメールアドレスを連絡先にすでに登録しているデータに追加する。�

範囲指定する。�
範囲指定を開始する位置をタップして、範囲指定開始　
をタップした後、カーソル キーを使って範囲指定する。
指定された部分は反転表示になる。範囲を指定した後、�
 範囲指定終了 をタップする。そして、 メニュー －�

 コピー で、反転した部分をコピーする。�

範囲指定している部分を切り取る。�

範囲指定している部分をコピーする。�

コピーおよび切り取った部分を貼り付ける。�

選択している部分を削除する。�

ファイルを添付する。�

添付しているファイルを削除する。�

本文に署名を挿入する。�
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Windows Mobile 5.0 “メール”の基本動作について

Windows Mobile 5.0の“メール”はメールの送受信を行うと、サーバーとの間で
同期（※1）を行うように設計されています。
つまり、メール送受信時、この製品の“メール”内の「受信トレイ」（※2）／「削除
済みアイテム」とサーバーを同じ状態に保つようになっています。
※1 この同期はActiveSync（�8-2ページ）を使った同期とは異なります。
※2「受信トレイ」のみ同期の対象になります。「受信トレイ」内に新規フォルダを作るとそ

のフォルダは同期の対象にはなりません。Eメール（ウィルコム）のメール受信では、「受
信トレイ」内に「受信済みアイテム」フォルダができ、その中に受信メールが入り同期
の対象にはなりません。

サーバーとの同期によって、次のようなことが起こります。
・この製品の「受信トレイ」のメールが削除される
　　（「この製品とパソコンなどで同じメールを受信したとき」（�下記））
・サーバーからメールが削除される
　　（「この製品の「削除済みアイテム」からメールを削除したとき」（�次ページ））

これらについて、以下から次ページに詳細を説明していますのでご覧ください。

この製品とパソコンなどで同じメールを受信したとき

①この製品でプロバイダーのメー
ルを受信します。

②パソコンで同じプロバイダーの
メールを受信（パソコンの設定
は、「メール受信時、サーバーか
らメールを削除する」）サーバー
からメールが削除されます。

メール（Outlook）

受信�

サーバー�

サーバー�
サーバーにも残る�

受信�

サーバー�

サーバー�
サーバーから削除される�

（次ページへ）
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③この製品でプロバイダーのメー
ルを送受信します。
サーバーとこの製品の間で同期
が行われます。この製品には
残っているがサーバーからは削
除されているメールは同期がと
られ、この製品の「受信トレイ」
から削除されます。

MEMO 2この同期はプロバイダーメール（�4-37、42ページ）の送受信で行われます。

この製品の「削除済みアイテム」からメールを削除したとき

①この製品でメールを受信しま
す。

②この製品で受信メールを「削除済みアイテム」フォルダから削除します（�4-50
ページ）。

③この製品でメールを送受信します。
サーバーとこの製品の間で同期が行われま
す。サーバーには残っているが、この製品の
「削除済みアイテム」フォルダから削除された
メールは同期がとられ、サーバーから削除さ
れます。

MEMO 2この同期は、プロバイダーメール／E
メールウィルコム（�4-49ページ）の送
受信で行われます。

受信�

サーバー�

「受信トレイ」�
 から削除される�

受信�

サーバー�

サーバー�
サーバーにも残る�

サーバー�

サーバーから�
削除される�
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Eメール（ウィルコム）とプロバイダーのメールアカウントの違いについて

使用されるメールアカウントによって、以下の設定や仕様が異なります。

�
接続先�
�

サーバー�
�

接続の設定�
�
メールの自動受信�
�
�
サーバーから削除�
する／しないの設定�
送受信の容量制限�
Today画面の表示�
（未読メッセージ　

なしのとき）�

アカウントの表示※3�
�
受信したメールが�
保存されるフォルダ�

プロバイダーのメールアカウント�
�・ウィルコム�

・プロバイダー（�2-20ページ）�
�加入のプロバイダー�

（�2-20ページ）�
�プロバイダーの設定�

（�2-20ページ）�
�一定間隔でサーバーをチェック�

し、メールを受信※2�

（�2-16ページ）�
�

無※5�
�

「未読メッセージはありません」�
（�1-15ページ）�

�
任意で設定可能�
（�2-13ページ）�

�
受信トレイ�

Eメール（ウィルコム）アカウント�
�

ウィルコム�
�

ウィルコム�
�

オンラインサインアップ�
（�2-2ページ）�

サーバーにメールが届くと、�
自動的に受信される※1�

（�4-41ページ）�
有�

（�4-51ページ）�
�1MBまで（添付ファイル含む）�
�「未読Eメール（ウィルコム）は�

ありません」�
（�1-15ページ）�

�電話番号（変更不可）※4�
（�2-5ページ）�

�「受信トレイ」内の�
「受信済みアイテム」フォルダ�

プロバイダーの設定に準じる�
�

アカウント�

�

※1：以下の状態では、自動受信されない場合があります。
・インターネットに接続中
・ActiveSyncによる同期中
・通話中や、電波状態が弱い場合またはエリア外など

※2：一度サーバーのチェックを行うと、チェックのあと回線は自動的に切断
されずインターネットに接続したままになり、回線を切断しないと電話
の発信や着信ができなくなります。回線切断忘れを防止するためにも、
この設定は使用しないようにすることをおすすめします。

※3：ご購入時、「Outlookメール」というアカウントがあります。このアカウ
ントは、ActiveSyncを使ってパソコンと同期するためのものです。
 「Outlookメール」アカウントを使ってメールの送受信はできません。

※4：Eメール（ウィルコム）の設定を変更や削除してしまったときは、再度オ
ンラインサインアップを行うと同じメールアドレスなどの情報を再設定
することができます。

※5：サーバーからメールを削除するときは、「削除済みアイテム」フォルダに
入っているメールを削除したのちメールの送受信を行います（�前ペー
ジ）。
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メールを作って送る

メールを作って送信します。

メールを送るまでの流れ

使用するアカウントを選択 （�手順1～2）
↓

「宛先」・「件名」・「本文」を入力 （�手順3～6）
↓

画面左下の 送信 にタップ （�手順7）
↓

画面右下の メニュー ー 送受信 にタップ （�手順8）※

↓
回線を切断 （�手順9）

※送受信を行い、正常に送信されたことを確認してください。

1 “メール”を起動します。
「受信トレイ」一覧画面などが表示されます。

2 画面右下の メニュー － 移動 にタップし、メールを送りたいア
カウントを選択します。

3 画面左下の 新規 にタップします。
新規メールの作成画面が表示されます。

手順2で選択したアカ
ウント名が表示されま
す。

メールを他のフォルダ
に移動するときに使用
します（�4 - 5 3ペー
ジ）。
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4 宛先を入力します。
宛先の項目にカーソルがあることを確認し、以下のいずれかの方法で宛先を
入力します。

・宛先に直接、ダイヤルキーやキーボードを使って入力します。
・メールアドレスを複数入力するときは、半角のセミコロン（；）で区切って
入力します。

・この製品の“連絡先”に登録しているメールアドレスを利用して、宛先を入
力することができます（あらかじめ“連絡先”に相手の名前やメールアドレス
を登録しておきます）。くわしくは、次ページの「宛先入力時、“連絡先”に
登録しているメールアドレスを利用する」をご覧ください。

MEMO 2「CC：」や「BCC：」には、参考に送信したい人の電子メールアドレスを入力
します。「BCC：」に入れたアドレスは、BCC：で受信した人以外から見え
ないように配信されます。

5「件名」欄にタップし、件名を入力します。

ご注意� 2送受信するメールの件名が全角で19文字以上になると件名が文字化けする場
合があります。
件名は、全角18文字(半角36文字)までにしてお使いください。

6「本文」欄にタップし、本文を入力します。

MEMO 2よく使う文章をマイ テキストから選択して、入力できます。 画面右下の
 メニュー － マイ テキスト にタップするとマイ テキストに登録されてい
る文章一覧が表示されます。
文章にタップすると、その文章が入力されます。
また、マイ テキスト メッセージの編集 にタップし、メッセージを編集し
たり、新しいテキストを作成することができます（�4-57ページ）。

7 画面左下の 送信 にタップします。
・作成したメールは、「送信トレイ」フォルダに保存されます。
・送信ではなく「下書き」フォルダに保存するときは、  にタップし、確
認メッセージで はい にタップするか、画面右下の メニュー －
 下書きに保存 にタップします。

スクロールバーを上に
移動すると「CC：」、
「BCC：」の宛先を入
力できます。

「本文」欄
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8 画面右下の メニュー － 送受信 にタップします。
インターネットに接続し、「送信トレイ」フォルダに入っているメールを送信し
ます。引き続いて、自動的にサーバーにある未読メールを受信します。

9 ネットワークを切断します。
タイトルバーの にタップし、 切断 をタップします。または、  キーを
押します。
タイトルバーの が になります。

 キーを押した場合は、Today画面（待ち受け画面）に戻ります。

MEMO 2手順7の 送信 にタップしただけでは、メールは送信されません（送信トレイ
に保存されるだけです）。メールを送信するときは、必ず手順8の メニュー
－ 送受信 をタップしてください。

宛先入力時、“連絡先”に登録しているメールアドレスを利用する

1 新規メールの作成画面で宛先にカーソルがあることを確認します。

2 以下のどちらの方法で宛先を選択します。

2画面右下の メニュー － 受信者の追加 にタップします。
メールアドレスを入力している“連絡先”が一覧表示されますので、宛先に
したい連絡先にタップします。

2宛先の項目に名前やメールアドレスの先頭の数文字を入力（1文字だけ
でも可能です）し、 メニュー － 宛先の確認 にタップします。

“連絡先”に登録している名前やメールアドレスを検索して結果を表示しま
すので、目的の宛先にタップします。
※この方法を使うときは、あらかじめオプション画面（ アドレス タブ）
で、「送信先に設定する連絡するフィールド」が「すべての電子メールの
フィールド」になっていることを確認してください（�4-56ページ）。
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画像ファイルなどを添付してメールを送る

メールに画像ファイルなどを添付して送信できます。

1 4-35～36ページの手順1～6の方法で、メールを作成します。

2 画面右下の メニュー － 挿入 にタップし、表示されたメニュー
から 画像 、 ボイスメモ 、 ファイル のいずれかにタップします。

■画像を添付する場合

1マイ ピクチャフォルダ内の画像ファイルが表示されます。
フォルダを切り替えるときは、「マイ ピクチャ」にタップし、表示され
たメニューから別のフォルダにタップします。

2画像にタップします。
3メールの新規作成画面に戻り、「添付ファイル： xxxxx . jpg
(xxKB)」などが表示されます。

■ボイスメモを添付する場合

1メール新規作成画面の下部に録音ツールバーが表示されます。

「マイ ピクチャ」
にタップし、表示
されたメニュー
から別のフォル
ダにタップしま
す。

「日付順」にタップし、
並び順を変えることが
できます。

録音ツールバー
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2  ボタンにタップすると録音が始まります。

3この製品のマイク（送話口）に自分の声などを録音します。
4  ボタンにタップすると録音が終了し、録音したファイルが自動
的に添付されます（「添付ファイル： xxxxx.wav(xxKB)」など）。

■ファイルを添付する場合

1ファイル選択画面が表示されます。

2リストから目的のファイルにタップします。
3メールの新規作成画面に戻り、「添付ファイル： xxxxx.XLS
(xxKB)」などが表示されます。

3 画面左下の 送信 にタップします。
・作成したメールは、「送信トレイ」フォルダに保存されます。
・送信ではなく「下書き」フォルダに保存するときは、  にタップし、確認
メッセージで  はい  にタップします。

4 画面右下の メニュー － 送受信 にタップします。
インターネットに接続し、「送信トレイ」フォルダに入っているメールを送信し
ます。引き続いて、自動的にメールサーバーにある未読メールを受信します。

5 ネットワークを切断します。
タイトルバーの にタップし、 切断 をタップします。または、  キーを
押します。
タイトルバーの が になります。

 キーを押した場合は、Today画面（待ち受け画面）に戻ります。

フォルダ欄にタップ
し、別のフォルダに切
り替えます。
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まとめてメールを送る

送信トレイに未送信メールを保存しておき、あとでまとめて送信できます。

1 4-35～36ページの手順1～6の方法でメールを作成し、画面左下
の 送信 にタップします。

2 引き続き別のメールを作成し、画面左下の  送信  にタップします。
作成したメールは、「送信トレイ」フォルダに保存されていきます。

3 画面右下の メニュー － 送受信 にタップします。
インターネットに接続し、「送信トレイ」フォルダに入っているメールをすべ
て送信します。引き続いて、自動的にサーバーにある未読メールを受信しま
す。

4 ネットワークを切断します。
タイトルバーの にタップし、 切断 をタップします。または、  キーを
押します。
タイトルバーの が になります。

 キーを押した場合は、Today画面（待ち受け画面）に戻ります。

作成したメールは、
「送信トレイ」フォルダ
に保存されます。
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メールを受信する

メールを受信するには、自動的に接続して受信する方法と手動で接続して受信す
る方法の2つがあります。
設定できる受信方法や受信後のネットワーク切断方法など、アカウントごとに仕
様が異なります。

Eメール（ウィルコム）アカウント　
・自動受信＆自動切断　（ご購入時の設定） �下記
・手動受信＆手動切断 �次ページ

プロバイダーのメールアカウント
・手動受信＆手動切断　（ご購入時の設定） �次ページ

自動的に受信して自動的に切断する【Eメール（ウィルコム）のみ】

Eメール（ウィルコム）は、メールが届くと自動的にインターネットに接続して
メールを受信し、受信が終わると自動的に切断します。
メールを受信すると着信音が鳴り、Today画面（待ち受け画面）に「未読メッセー
ジ：○件」と表示されます。
受信したメールは、「受信トレイ」の中の「受信済みアイテム」フォルダに入りま
す。

MEMO 2メールの自動受信をしないようにするには
オンラインサインアップで「自動受信しない」または「新着メール通知」に設定
します（「新着メール通知」に設定するとEメールが届いたことを通知するライ
トメールを受信します）。
この製品のEメール（ウィルコム）設定画面（�4-51ページ）で「自動受信する」
のチェックを付けていても、オンラインサインアップで「自動受信しない」や
「新着メール通知」にすると自動受信はしません。

2Eメール（ウィルコム）は、受信後にサーバーからメールを削除します（ご購入
時の設定）。
サーバーから削除しない設定へ変更するときは、4-51ページをご覧くださ
い。

ご注意� 2以下の状態では、自動受信されない場合があります。
・インターネットに接続中
・ActiveSyncによる同期中
・通話中や、電波状態が弱い場合またはエリア外など
※上記のような場合でも、「センターにEメールが有ります」というメッセー
ジが表示される場合があります。この場合、手動で受信してください（�

次ページ）。
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手動で受信して手動で切断する【プロバイダーのメール／Eメール（ウィルコム）】

プロバイダーのメールアカウントは、次の方法で手動でインターネットに接続し
て、受信後に手動で切断します。また、Eメール（ウィルコム）アカウントもこの
方法で受信できます。
・プロバイダーのメールの場合、受信したメールは「受信トレイ」に入ります。
・Eメール（ウィルコム）メールの場合、受信したメールは「受信トレイ」の中の
「受信済みアイテム」フォルダに入ります。

MEMO 2プロバイダーのメールは、受信後もサーバーに残ります。サーバーから削除
するときは4-49ページをご覧ください（サーバーから削除しない設定はあり
ません）。

2Eメール（ウィルコム）の受信方法を、手動受信＆手動切断に変更するとき
は、Eメール（ウィルコム）設定画面で、「自動受信する」のチェックを外しま
す（�4-51ページ）。

1 “メール”を起動します。

2 画面右下の メニュー － 移動 にタップし、メールを受信したい
アカウントを選択します。

3 画面右下の メニュー － 送受信 にタップします。
ネットワークに接続され、センター（サーバー）にある未受信のメールが受信
されます。
※プロバイダーのメールの場合、受信したメールは「受信トレイ」に入りま
す。サーバー上のメールの削除については、4-49ページをご覧ください。
Eメール（ウィルコム）を受信した場合は、「受信トレイ」の中の「受信済みア
イテム」フォルダに入ります。

4 ネットワークを切断します。
タイトルバーの にタップし、 切断 をタップします。または、  キーを
押します。
タイトルバーの が になります。

 キーを押した場合は、Today画面（待ち受け画面）に戻ります。
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MEMO 2一定間隔で送受信を行ってメールを受信することもできます。
以下の手順1、2の設定を行うと、一定間隔で“メール”を起動して自動的に
ネットワークに接続し、センター（サーバー）にある未受信のメールを受信し
ます。
※この方法は一定間隔でメールが受信されますが、一度、ネットワークに接
続した後はネットワークから切断されないため、充電池が消耗したり、電
話などの着信ができない状態になりますので、この設定は使わないことを
おすすめします。

1「アカウントを修正する／削除する」（�2-19ページ）をご覧になり、オプ
ション（1／3）画面（�2-16ページ）で、「自動接続してメッセージをチェッ
クする頻度」にチェックを付けます。

2「分ごと」欄に、何分間隔で行うかを入力して設定します。

ご注意� 2「受信トレイ」に入ったメールが消えるときは、以下のことが考えられます。
・この製品とパソコンなどで同じメールを受信しているとき（パソコンの設
定はメール受信時にサーバーからメールを削除するようにしている）この
製品では、メールの送受信をするとサーバーとこの製品の間で同期を行い
ます。4-32～33ページで説明しているようにパソコンなどで同じメール
を受信しサーバーから削除した後、次にこの製品を使ってメール送受信す
るとこの製品の「受信トレイ」のメールは削除されます。
 「受信トレイ」に入っているメールを消したくないときは、「受信トレイ」
から別のフォルダに移してください（�　4-53ページ）。

・「次の日数分のメッセージだけを表示する」設定にしているとき「アカウン
トを修正する／削除する」（�2-19ページ）の電子メールのセットアップ
（4/4）画面まで進み、 オプション をタップしてオプション（2/3）画面で、
「次の日数分のメッセージだけを表示する」にチェックをつけていると、設
定した日数分のメッセージしか表示されません。チェックを外すか、日数
を変更してください。



4-44

受信メールを見る

受信したメールは次のフォルダに入ります。
・Eメール（ウィルコム） ：「受信トレイ」の中の「受信済みアイテム」フォルダ
・プロバイダーのメール ：「受信トレイ」

「受信トレイ」一覧画面などで表示されるアイコンについて
�

全文取得されている場合�

全文取得され、添付ファイルがある場合�

全文または添付ファイルが取得されていない場合�

次に送受信を行って全文または添付ファイルを取得する場合�

未読メール�

�

既読メール�

�

1 画面左上の「送信トレイ」などにタップし、「受信済みアイテム」や
「受信トレイ」を選択します（「受信済みアイテム」などの選択は下
記メモをご覧ください）。

MEMO 2別のアカウントの受信メールを見るときは、以下のようにします。

　　　　

2 見たいメールにタップします。
メールの詳細が表示されます。

②見たいメールのア
カウントを にし
ます。

タップすると、メッ
セージの並べ替え順の
項目が表示されます。
並べ替え順の項目を
タップするとその項目
を基準にデータが並び
替わります。

③次に にタップし
「受信済みアイテム」
にタップします。

①ここにタップします。

受信したメールが表示
されます。
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MEMO 2プロバイダーのメールで、メールの詳細画面最後部に「メッセージと添付
ファイルをすべて取得する」と表示されている場合は、受信したメッセージ
が途中で切れているか、添付ファイルがあることを知らせています。

※ Eメール（ウィルコム）は、ご購入時の設定は、「メッセージの全文を取得す
る」（�2-18ページ）になっています。この設定は変更しないでください。

ご注意� 2Eメール（ウィルコム）の場合は、「サーバーから削除する」設定（�4-51ペー
ジ）にしていると、「アカウントを修正する／削除する」（�2-19ページ）の電
子メールのセットアップ（4/4）画面まで進み、 オプション をタップしてオプ
ション（3/3）画面（�2-18ページ）で、「メッセージヘッダーのみ取得する」に
してもサーバーからメールを削除します。「メッセージと添付ファイルをす
べて取得する」と表示されても次回の送受信ですべての取得は行われません
ので、ご購入時の設定「メッセージの全文を取得する」にしてください。

メール（メッセージ）の全文／添付ファイルを取得する

1「受信トレイ」一覧画面で、続きのメッセージや添付ファイルを取
得したいメール（メッセージ）をタップしたままにし、表示された
メニューから メッセージのダウンロード をタップします。

MEMO 2メールの詳細画面最後部に「メッセージと添付ファイルをすべて取得する」と
表示されている場合は、「メッセージと添付ファイルをすべて取得する」を
タップ、またはタップしたままにして、表示されたメニューから
 メッセージのダウンロード をタップして、「次回接続して電子メールを受信
するときに、メッセージとすべての添付ファイルをダウンロードします。」
に変更し、 にタップします（「受信トレイ」一覧画面で選択したメッセージ
に が表示されます）。
次回接続して電子メールを受信するときに、メール（メッセージ）と添付ファ
イルがダウンロードされます。

選択したメール（メッ
セージ）に が表示さ
れます。
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2 画面右下の メニュー － 送受信 にタップします。
手順1で が表示されたメッセージの全文と添付ファイルがダウンロードさ
れます。

3 ネットワークを切断します。
タイトルバーの にタップし、 切断 をタップします。または、  キーを
押します。
タイトルバーの が になります。

 キーを押した場合は、Today画面（待ち受け画面）に戻ります。

添付ファイルがダウン
ロードされると、
が表示され添付ファイ
ルがダウンロードされ
たことを知らせます。
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添付ファイルを見る／保存する

メールに添付されたファイルを見たり、保存したりすることができます。

添付ファイルを見る

1      「受信トレイ」一覧画面などで、添付ファイルを取得したメールを
タップします。

2 添付ファイルをタップします。

MEMO 2手順2で添付ファイルにタップしても、正しく表示されない場合があります。
このようなときは一旦保存（�下記）してから見るか、1-27ページをご覧にな
り、使用していないプログラムを終了してください。
※ファイルによってはすべてのプログラムを終了しても、正しく表示されな
い場合があります。

添付ファイルを保存する

1 添付ファイルをタップしたままにし、表示されたメニューから
 名前を付けて保存 にタップします。

2 ファイルの名前を入力し、保存するフォルダまたは保存する場所
を選択します。

3  保存 にタップします。
指定されたフォルダ、場所に保存されます。
格納場所として「メインメモリ」を選択された場合は、「My Documents」フォ
ルダの選択されたフォルダに保存されます。

MEMO 2保存した添付ファイルは、“ファイルエクスプローラ”から開くことができます。
くわしくは、9-8ページをご覧ください。
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メールを返信する／転送する

受信したメールを返信したり、別のメールアドレスに転送したりできます。

1「受信済みアイテム」や「受信トレイ」一覧画面などで、返信または
転送するメールをタップします。

2 画面右下の メニュー － 返信 、 全員へ返信 または 転送 にタッ
プします。
・ 返信 を選択した場合 ：メールを送信してきた人のみに返信します。
・ 全員へ返信 を選択した場合 ：送信者も含めて全員に返信します。
・ 転送 を選択した場合 ：元のメッセージを含めて、指定した宛先へ

送信します。

MEMO 2返信または全員へ返信する場合
「受信トレイ」一覧画面などで、返信するメールをタップしたままにし、表示
されたメニューから 返信 または 全員へ返信 にタップしても返信できます。

2転送する場合
「受信トレイ」一覧画面などで、転送するメールをタップしたままにし、表示
されたメニューから 転送 にタップしても転送できます。

3 返信内容の入力または転送先（宛先）／転送内容を入力します。

4 画面左下の 送信 にタップします。
・メールは、「送信トレイ」フォルダに保存されます。
・ 送信 ではなく にタップすると、「下書き」フォルダに保存されます。

5 画面右下の メニュー － 送受信 にタップします。
インターネットに接続し、「送信トレイ」フォルダに入っているメールを送信
します。引き続いて、サーバーにある未読メールを受信します。

6 ネットワークを切断します。
タイトルバーの にタップし、 切断 をタップします。または、  キーを
押します。
タイトルバーの が になります。

 キーを押した場合は、Today画面（待ち受け画面）に戻ります。
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メールを削除する

「受信済みアイテム」フォルダや「受信トレイ」などで削除し、「削除済みアイテム」
フォルダに移ったメールを削除すると、この製品から完全に削除されます。ま
た、「削除済みアイテム」フォルダに入っているメールを削除するとき、すべて削
除する方法と1件ずつ削除する方法があります。
「削除済みアイテム」フォルダに入っているメールをすぐに空にしたり、接続また
は切断するときに空にするなどの設定ができます（�4-57ページ）。

ご注意� 2「削除済みアイテム」フォルダから削除すると、次回のメール送受信によって
サーバーと同期が行われサーバーに残っていたメールも削除されます。

受信メールを削除する（「削除済みアイテム」フォルダに移す）

1「受信済みアイテム」や「受信トレイ」一覧画面などで削除するメー
ルを選択し、画面右下の メニュー － 削除 にタップします。
削除したメールは、「削除済みアイテム」フォルダに移ります。

この操作では「削除済みアイテム」フォルダに移っただけで、この製品からは削除
されていません。この製品から削除するときは、「「削除済みアイテム」フォルダ
に入っているメールをすべて削除する」（�次ページ）の操作を行います。

MEMO 2「受信トレイ」一覧画面で削除するメールをタップしたままにし、表示された
メニューから 削除 にタップしても削除できます（「削除済みアイテム」フォ
ルダに移ります）。
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「削除済みアイテム」フォルダに入っているメールをすべて削除する

1「削除済みアイテム」フォルダを表示します。

「削除済みアイテム」フォルダ内が表示されます。

2 画面右下の メニュー － ツール －
 ［削除済みアイテム]を空にする にタップします。

3 表示された確認画面で はい にタップします。
手順1で選択したアカウント内の「削除済みアイテム」フォルダに入っている
メールが削除されます。

「削除済みアイテム」フォルダに入っているメールを1件だけ削除する

1「削除済みアイテム」フォルダを表示し、削除するメールを選択し
ます。

2 画面右下の メニュー － 削除 にタップします。

3 表示された確認画面で  はい にタップします。
手順1で選択したメールのみ削除されます。

MEMO 2削除するメールをタップしたままにし、表示されたメニューから 削除 を選
択しても削除できます。

3 削除済みアイテムに
タップします。

2 削除するメールのア
カウントを にし
ます。

1 ここにタップします。
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ウィルコムのサーバーにあるメールを削除する

Eメール（ウィルコム）のメールを受信したとき、ウィルコムのサーバーからメー
ルを削除する／しないを設定します。
削除しないように設定すると、サーバーにメールがたまっていきますので、削除
する設定にすることをおすすめします。

1  スタート メニューの “設定”にタップし、 “電話”にタップ
して その他 タブで “メールプロキシ”にタップします。
Eメール（ウィルコム）設定画面が表示されます。

2 受信サーバーからメールを削除する／しないなどを設定します。

① チェックを付ける：Eメール（ウィルコム）のメールを受信したとき、ウィル
コムのサーバーからメールを削除します（ご購入時は、
チェックが付いています）。

　 チェックを外す ：Eメール（ウィルコム）のメールを受信してもメールは削
除されません。
チェックを外したままにしておくとメールが溜まってい
きますのでチェックを付けるか、「メールを削除する」
（�4-49ページ）をご覧になり定期的にサーバーから削除
されることをおすすめします。

② チェックを付けると、自動受信（�4-41ページ）します。

③ 自動受信に失敗したときに、リトライ（再受信）する回数を設定します。この
設定は、②にチェックを付けた後、③のチェックを付け回数を設定します。
③のチェックが付いていないとリトライしません。

MEMO 2上記のメール設定画面は、Eメール（ウィルコム）に対するものです。プロバ
イダーのメールをサーバーから削除する設定はありません。プロバイダーの
メールをサーバーから削除するときは、「削除済みアイテム」フォルダから削
除したのちメール送受信を行います（�4-49ページ）。

3 設定が終われば  にタップします。

①
②

③
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メールを整理する

新規にフォルダを作って、受信メールを関連した仕事ごとなどに振り分けて整理
できます。

新規フォルダを作成する

まず、振り分けるためのフォルダを作成します。

1「受信トレイ」一覧画面などで画面右下の メニュー －
 移動 にタップし、フォルダを作る「アカウント」を選択します。

2 画面右下の メニュー － ツール － フォルダの管理 にタップし
ます。
フォルダの管理画面が表示されます。

メールを他のフォルダ
に移動するときに使用
します（�次ページ）。
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3「フォルダの管理」画面内のフォルダをタップしたままにし、表示
されたメニューから 新しいフォルダ にタップします。
「受信トレイ」フォルダの下に新規フォルダを作るときは、「受信トレイ」フォ
ルダをタップしたままにします。

MEMO 2「受信トレイ」フォルダや「送信トレイ」フォルダと同じ階層にフォルダを作る
ときは、アカウント名をタップしたままにします。

4「新しいフォルダ」画面でフォルダの名前を入力し、  にタップ
します。
入力した名前のフォルダが、手順3で選択した（タップしたままにした）フォ
ルダの下に表示されます。フォルダの中にフォルダを作成すると、 + が表
示されます。
 + にタップすると中のフォルダが見えます。

メールを別のフォルダに移動する

受信したメールなどを新しく作ったフォルダに移動します。

1「受信トレイ」一覧画面などで移動するメールを選択し、画面右下
の メニュー － 移動 にタップします。

アカウントを切り替え
るときに使用します
（� 4 - 3 5 、前ペー
ジ）。
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2 移動画面で、移動先のフォルダを選択（反転）し、  にタップします。
移動先のフォルダに移動します。
移動先のフォルダとして、別のアカウント内のフォルダを選択することはで
きません。

MEMO 2移動するメールをタップしたままにし、表示されたメニューから 移動 に
タップしても移動できます。

フォルダの名前を変更する

1 画面右下の メニュー － ツール － フォルダの管理 にタップし、
「フォルダの管理」画面を表示させます。

2 名前を変更したいフォルダをタップしたままにし、表示されたメ
ニューから 名前の変更 にタップします。
フォルダ名の変更画面が表示されます。

3 名前を変更して  にタップします。
・既定のフォルダの名前は変更できません。
名前を変更できるのは、新規に作成したフォルダのみです。

・Eメール（ウィルコム）の「受信済みアイテム」フォルダの名前は変更しない
でください。

フォルダを削除する

1 画面右下の メニュー － ツール － フォルダの管理 にタップし、
「フォルダの管理」画面を表示させます。

2 削除したいフォルダをタップしたままにし、表示されたメニュー
から 削除 にタップします。
削除したフォルダが「削除済みアイテム」フォルダに移動します。
・既定のフォルダは削除できません。
削除できるのは、新規に作成したフォルダのみです。
この操作では「削除済みアイテム」フォルダに移っただけで、この製品から
は削除されていません。

・「削除済みアイテム」フォルダ内のフォルダを削除するときは

1 削除したいフォルダをタップしたままにし、表示されたメニューから
 削除 にタップします。

2 表示された確認画面で はい にタップします。
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メッセージのオプション設定について

メールの新規作成画面などで、画面右下の メニュー －
 メッセージのオプション にタップします。
設定が終わったら  をタップしてください。

署名を作成する

「受信トレイ」一覧画面などで、画面右下の メニュー － ツール － オプション
－ アカウント タブで以下の設定ができます。
設定が終わったら  をタップしてください。

署名を作成する

1  署名 をタップします。
署名画面が表示されます。

2 署名に使用するアカウントを選択し、「このアカウントで署名を使用する」
にチェックを付けます。

3 署名を入力し、  にタップします。
オプション設定の アカウント タブに戻ります。

署名を設定します。

デジタル署名を登録し
ているとき、セキュリ
ティを設定します。

メッセージの優先度を
設定します。

表示言語を設定しま
す。
通常は、日本語（JIS）
にしておいてくださ
い。



4-56

返信や送信時の動作を設定する

「受信トレイ」一覧画面などで、画面右下の メニュー － ツール － オプション
－ メッセージ タブで以下の設定ができます。
設定が終わったら  をタップしてください。

連絡先のメールアドレスを宛先に使用する設定をする

「受信トレイ」一覧画面などで、画面右下の メニュー － ツール － オプション
－ アドレス タブで以下の設定ができます。
設定が終わったら  をタップしてください。

返信するとき本文を含
める場合は、タップし
てチェックを付けま
す。

［送信済みアイテム］に
コピーを保存する場
合、タップしてチェッ
クを付けます。

メッセージを移動／削
除した後の動作を設定
します。

Exchange Serverにあ
るアドレス帳を参照す
るときに設定します。

「すべての電子メール
のフィールド」にして
おくと、連絡先に登録
している名前からその
人のメールアドレスを
参照します。
新規メール作成時に宛
先に名前を入力する
と、メールアドレスが
入ります（�4-37ペー
ジ）。
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添付ファイルの作業先や削除済みアイテムの削除方法を設定する

「受信トレイ」一覧画面などで、画面右下の メニュー － ツール － オプション
－ 保存場所 タブで以下の設定ができます。
設定が終わったら  をタップしてください。

ご注意� 2「メモリカードに添付ファイルを保存する」にチェックしても、miniSDカード
に保存されたファイルは“メール”以外（ファイルエクスプローラなど）から開
けません。またこのファイルを削除したり、miniSDカードを取りはずすと、
添付ファイルが開けなくなります。

マイテキストメッセージを編集する

新規メール作成画面の「本文」欄の入力で画面右下の メニュー － マイテキスト
－ マイテキスト  メッセージの編集 をタップします。
編集が終わったら  をタップしてください。

［削除済みアイテム］を
空にする方法を設定し
ます。

メモリカード側に作業
用として添付ファイル
を保存し、本体メモリ
の空きを作ります。
チェックを付けている
ときはメモリカードを
取り付けてください。

メッセージを編集しま
す。

編集したいメッセージ
をタップします。
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メールのメニュー

新規作成／返信／転送画面のメニュー

受信者の追加�
�

挿入 画像�

 ボイス メモ�
�

 ファイル�

マイ テキスト�

宛先の確認�

下書きに保存�

メッセージの取り消し�

メッセージのオプション�

連絡先に登録しているメールアドレスを入力する（�4-
37ページ）。�

画像を添付ファイルとして添付する（�4-38ページ）。�

録音したファイルを添付ファイルとして添付する（�4-
38ページ）。�

ファイルを添付ファイルとして添付する（�4-38ページ）。�

よく使う文書を入力する（�4-36ページ）。�

宛先を確認する。�

下書きに保存する（�4-36ページ）。�

メールの作成を取り消す。�

メッセージのオプションを設定する（�4-55ページ）。�

「受信トレイ」／「送信トレイ」／「下書き」／「送信済みアイテム」
／「削除済みアイテム」フォルダのメニュー

メッセージの種類�

差出人�

受信日時�

件名�

削除�

返信�

全員へ返信�

転送�

移動�

開封済みにする／未読にする�

メッセージのダウンロード�
�

送受信／送受信の停止�

移動�

ツール 並べ替え�

�

�

�

 フォルダの管理�

 [削除済みアイテ�
 ム]を空にする�

  クリア�
�

 新しいアカウント�

 オプション�

メールを削除する（�4-49ページ）。�

メールを送信してきた人のみに返信する（�4-48ページ）。�

メールを全員に返信する（�4-48ページ）。�

メールを転送する（�4-48ページ）。�

メールを他のフォルダに移動する（�4-53ページ）。�

未読メールを開封済みに、開封済みメールを未読にする。�

メッセージの全文／添付ファイルを取得する（�4-45
ページ）。�

メールの送受信をする。／メールの送受信を停止する。�

アカウントを切り替える。�

メッセージの種類別で表示する。�

差出人順で表示する。�

受信日時順で表示する。�

件名順で表示する。�

フォルダを作成／変更する（�4-52、4-54ページ）。�

「削除済みアイテム」フォルダ内のすべてを削除する（�4-
50ページ）。�

 選択中のアカウントの「受信トレイ」、「送信済みアイ
テム」フォルダ内のメッセージをすべて削除する。�

新しいアカウントを設定する（�2-14ページ）。�

オプション設定画面を表示する（�4-55ページ）。�



4-59

メ
ー
ル（O

utlook

）

4
メ
ー
ル

受信メール詳細画面のメニュー

削除�

返信�

全員へ返信�

転送�

移動�

未読にする�

メッセージのダウンロード�
�

連絡先に保存�

送受信�

言語�

メールを削除する（�4-49ページ）。�

メールを送信してきた人のみに返信する（�4-48ページ）。�

メールを全員に返信する（�4-48ページ）。�

メールを転送する（�4-48ページ）。�

メールを他のフォルダに移動する（�4-53ページ）。�

開封済みメールを未読メールにする。�

メッセージの全文／添付ファイルを取得する（�4-45
ページ）。�

連絡先にメールアドレスを保存する。�

メールの送受信をする。�

言語を切り替える。�
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ライトメール

ライトメール対応機種どうしでメールのやりとりができます。
ライトメールは、本文が全角45文字（半角90文字）までのメールを送信できま
す。
ライトメールは、インターネットを経由しないで相手の電話番号を宛先に指定し
ます。
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ライトメールを作って送る

ライトメールを作って送ります。

1   スタート メニューの “ライトメール”にタップします。
 “ライトメール”が起動します。

MEMO 2ご購入時、ライトメールの画面は2分割されています。これを3分割にして、
フォルダを表示することができます（「受信トレイ」／「送信トレイ」のフォル
ダ部、リスト表示部、ライトメール本文）。表示の切り替えについては、4-
67ページをご覧ください。
ここでは、2分割画面を例に説明します。

2 画面左下の 新規 にタップします。
新規作成画面が表示されます。

3 宛先入力欄にタップしてカーソルを表示し、ダイヤルキーなどで
電話番号（宛先）を入力します。
“連絡先”に登録している電話番号やライトメール送信履歴／受信履歴など

を宛先として利用できます。これらについては、4-73～75ページをご覧く
ださい。

宛先入力欄

本文入力欄
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4 本文入力欄にタップしてカーソルを移動し、本文を入力します。
入力できる文字数は全角45文字（半角90文字）です。画面右下に、入力した
文字数を表示します。

5 本文の入力が終わったら、画面左下の 送信 にタップします。
メールが送信されます。送信したメールは送信済フォルダに入り
ます。
・相手が通話中／電源が入っていない／圏外などのときは、「再送信します
か？」と表示されます。この画面で はい にタップすると再送信を行いま
す。再送信を行っても送信されないときは、再度「再送信しますか？」と表
示されますので、 いいえ にタップし送信待フォルダに入れます。あとで
このメールを再送信する方法については4-71ページをご覧ください。

・通話／通信機能を制限（�3-38ページ）しているときは、ライトメールの送
信はできません。

・メールの作成を途中で止めるときは、画面右下の メニュー － 編集中止 に
タップします（画面右上の  にタップしても同様の操作になります）。表
示されたメッセージで はい にタップすると下書きフォルダに保存されま
す。ここで いいえ にタップすると作成中のメールは保存されません。

MEMO 2入力できる宛先（電話番号）は、1つだけです。複数の相手を宛先にできませ
ん。

2ライトメールでは分計発信はできません。
2ライトメールを送信するとご購入時は相手に自分の電話番号を通知するよう
に設定されています。この設定を変える（常に通知しないようにする）には、
3-36ページをご覧になり設定を変更してください。
また、1回だけ電話番号を通知しないようにするときは、画面右下の
 メニュー － 184送信 にタップします。

2ライトメール作成中に電話がかかってきたとき、その電話に出て終話のあと
はToday画面（待ち受け画面）に戻りますが、作成中の状態を保持していま
す。

入力した文字数を表示
します。
分母の90は、半角90
文字のことです。全角
1文字を入力すると、
2つ数字が増えます。

タップすると絵文字な
どを入力するボードが
表示されます。

：絵文字が入力
できます。

：顔文字が入力
できます。

：記号が入力で
きます。

：定型文が入力
できます。

：アニメーション
絵文字が入力で
きます。

（�4-76ページ）
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受信したライトメールを読む

1 ライトメールを受信すると、着信音が鳴ります。
また、Today画面（待ち受け画面）に「未読ライトメール：X件」と表示され未
読のライトメールがあることが分かります（�1-15ページ）。

2 Today画面（待ち受け画面）の「未読ライトメール：X件」にタップ
して、“ライトメール”を起動します。

3 読みたいメールを選択します。
ライトメールの本文が画面下部に表示されます。

4 別のライトメールを読むときは、別のメールにタップします。

MEMO 2メール本文のURL/Eメールアドレス/電話番号を利用する
　メール本文中の文字列を以下のように認識し、直接電話をかけたり、Eメー
ルの作成や連絡先への登録ができます。

1 URL/Eメールアドレス/電話番号をタップします。

2 表示されたメニューから実行したい項目をタップします。

：未読メール

：既読メール
読みたいメールを選択
します。

ライトメールの本文が
表示されます。

URLと認識する�
文字列�

Eメールアドレスと
認識する文字列�

電話番号として�
認識する文字列�

http://www.xxxx.co.jp など�
「http://」や「https://」で始まる半角英数字の文字�

○○○○＠△△.pdx.ne.jp など�
「＠」があり、その前後に1文字以上の半角英数字がある場合�

070XXXXXXXX など�
0で始まる10～32桁の数字、#、*などの記号�
「tel:」または、「TEL:」に続く32桁までの数字、#・*などの記号�

ここにタップして、
フォルダを切り替えま
す（�4-67ページ）。
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作成中のライトメールを下書きとして保存する

作りかけたメールを送信せずにいったん保存し、あとで追加や修正し送信できま
す。

メールを下書きとして保存する

1 4-61～62ページの手順1～4と同様にメールを作ります。

2 画面右下の メニュー － 編集中止 にタップします。

MEMO 2画面右上の  にタップしても同様の操作になります。

3 表示された確認画面で、 はい にタップします。
 いいえ にタップすると、保存されません。
作りかけていたメールが下書きフォルダに入ります。このメールは送信され
ずに、下書きメールとして保存されます。
また、 キャンセル にタップすると、メール作成画面に戻ります。

下書きとして保存しているメールに追加や修正し送信する

1 下書きフォルダを選択します。
下書きフォルダに入っているメールが表示されます。

2 編集するメールにタップし、画面右下の メニュー － 編集 にタッ
プします。

3 メール本文の追加や修正をします。

4 画面左下の 送信 にタップします。
メールが送信されます。送信したメールは、送信済フォルダに入ります。
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保存できるライトメールの件数

この製品に保存できるライトメールには、次のような制限があります。

保存できる件数
・受信ライトメール：最大200件まで保存できます。
・送信ライトメール：最大100件まで保存できます。
※送信ライトメールは、送信済みメール、送信待ちメール、下書きメールす
べての合計が最大100件です。

最大件数を超えて受信したり送信した場合
・最大件数を超えて受信すると、保護ライトメール（※）を除いて一番古い既読
ライトメールから削除され、既読ライトメールがなくなると一番古い未読ラ
イトメールから自動的に削除されていきます。

　このようなときは、未読メールを読み既読メールにしたり、保護メールの中
で削除してもよいメールを保護解除してください。

・送信時も最大件数を超えて送信すると、未送信メールと保護ライトメール
（※）を除き、一番古いメールから自動的に削除されます。
ただし、未送信メールが50件、保護メールが50件など（保存件数が最大で削
除されないメールのみの状態）では、新規メールの作成はできません。このよ
うなときは、未送信メールを送信して送信済みのメールにしたり、保護メー
ルの中で削除してもよいメールを保護解除してください。
※削除したくないメールがあるときは保護し、削除されないように設定でき
ます。保護の設定については次ページをご覧ください。
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ライトメールを保護する／保護を解除する

受信したライトメールや送信したライトメールは受信フォルダや送信済フォルダ
などに入り、この製品に保存されます。
しかし、保存されるライトメールの件数には制限があり、この制限を超えてライ
トメールを受信したり送信すると古いライトメールから削除されます（この制限
については、前ページをご覧ください）。
削除したくないライトメールは保護設定することにより、削除されずにフォルダ
に残ります。

保護する

1 受信トレイ画面、または送信トレイ画面を表示します。

2 保護するライトメールを選択し、画面右下の メニュー － 保護
にタップします。
保護されたライトメールには、 が表示されます。

MEMO 23分割画面（次ページ）では、手順2で保護するライトメールを必ず選択してく
ださい。手順1の受信トレイや送信トレイなどが選択された状態では、
 メニュー － 保護 は表示されません。

保護を解除する

1 保護しているメール（ が表示されているメール）を選択しま
す。

2 画面右下の メニュー － 保護 にタップします。
保護が解除され、 が消えます。

保護するライトメール
を選択します。

ここにタップして、
フォルダを切り替えま
す（�4-67ページ）。
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2分割画面と3分割画面を切り替える

ご購入時、ライトメールの画面は2分割されています。これを3分割にしてフォ
ルダを表示することができます。

1 受信トレイ画面または送信トレイ画面を表示し、画面右下の
 メニュー － 設定 にタップします。

2  その他設定 タブにタップし、「表示設定」の項目を 2分割画面 ま
たは 3分割画面 に切り替えます。

3  にタップします。
画面が切り替わります。

2分割画面 3分割画面

3分割画面でフォルダを切り替える

1 3分割画面で 送信トレイ などにタップし、 送信済フォルダ な
どにタップします。

このサブメニューは
2分割画面のこの部
分にあたります。

2分割画面のとき3分割画面のとき
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ライトメールの画面について

ここでは、ライトメールの画面について説明します。

受信トレイ画面

2分割画面 3分割画面

① 2分割画面：「受信トレイ」／「送信トレイ」の切り替えとフォルダを切り替え
ます。

3分割画面：「受信トレイ」と「送信トレイ」を切り替えます。
切り替え方法は、前ページの「3分割画面でフォルダを切り替え
る」をご覧ください。

② 2分割画面：前ページの「3分割画面でフォルダを切り替える」で選択したフォ
ルダが表示されます。

3分割画面：受信トレイ内のフォルダがリスト表示されます。

③ ②で選択しているフォルダ内の未読メール件数が表示されます。

④ ②で選択しているフォルダ内のメールがリスト表示されます。
リスト表示は、各メールを3行で表示するモードと1行で表示するモードがあ
ります。④でメールを選択しているとき（フォーカスがある状態）、画面右下
の メニュー － 行数切替 － 1行表示 または 3行表示 を選択し、切り替え
ます。
また並び順を受信した順、差出人（電話番号）にできます。メニュー －
 並び替え － 受信順 または 差出人順 を選択します。

⑤ 送信者の電話番号を表示します。
・ “連絡先”に送信者の電話番号があるときは、その名前を表示します。
・相手が電話番号を通知していないときは、「非通知」と表示されます。
・ 相手が通知できないエリアや電話機からのときは、「通知不可能」と表示さ

れます。
・ 公衆電話からのときは、「公衆電話発信」と表示されます。

⑥ 受信日時を表示します。

⑦ 受信したライトメールの本文を表示します。

①
③

②

⑤

⑥

④

⑦

①

②

⑤

⑥ ⑦

③

④
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送信トレイ画面

2分割画面 3分割画面

① 2分割画面：「受信トレイ」／「送信トレイ」の切り替えとフォルダを切り替え
ます。

3分割画面：「受信トレイ」と「送信トレイ」を切り替えます。
切り替え方法は、4-67ページの「3分割画面でフォルダを切り替
える」をご覧ください。

② 2分割画面：4-67ページの「3分割画面でフォルダを切り替える」で選択した
フォルダが表示されます。

3分割画面：送信トレイ内のフォルダがリスト表示されます。

③ ②で選択しているフォルダ内のメールがリスト表示されます。
リスト表示は、各メールを3行で表示するモードと1行で表示するモードがあ
ります。③でメールを選択しているとき（フォーカスがある状態）、画面右下
の メニュー － 行数切替 － 1行表示 または 3行表示 を選択し、切り替え
ます。
また並び順を送信した順、宛先（電話番号）にできます。メニュー －
 並び替え － 送信順 または 宛先順 を選択します。

④ ③で選択しているメールの宛先（電話番号）を表示します。
“連絡先”に宛先の電話番号があるときは、その名前を表示します。

⑤ 送信した日時を表示します。
下書きメールの場合は、下書きフォルダに保存した日時を表示します。
送信待メールの場合は、送信できずに送信待フォルダに保存した日時を表示
します。

⑥ ライトメール本文を表示します。

①

③

②

④

⑤ ⑥

①

③

④

⑤ ⑥

②
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相手に自分の電話番号を通知する／通知しない

ライトメールを送信したとき、自分の電話番号を通知したり、非通知にしたりで
きます。
ご購入時は電話番号を通知する設定になっていますので、4-61ページの手順に
したがって操作したときは、自分の電話番号は通知されます（この設定は電話と
共通です）。
ここでの操作は、通常、通知になっている状態を一度だけ非通知にするためのも
のです（非通知になっている状態を一度だけ通知にするときも同様）。常に通知か
ら非通知に変更するときは、3-36ページをご覧ください。

1 ライトメールを作成します（�4-61ページ）。

2 画面右下の メニュー － 184送信 にタップします。
この場合、自分の電話番号を通知せずにライトメールを送信します。

MEMO 2手順2の 184送信 、 186送信 について
 184送信 ：相手に自分の電話番号を通知しません。
 186送信 ：非通知にしているとき、相手に自分の電話番号を通知します。

2ライトメールでは分計発信はできません。
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未送信のメールを再送信する

送信を実行したが、相手が話し中やエリア外などでライトメールを送信できな
かったときは、未送信メールとして送信待フォルダに残っています。この送信待
フォルダに入っているメールをあとで送ることができます。

メールを選択して送信する

1 送信トレイ画面を表示します。

2 送信待フォルダを選択し、送信待フォルダ内のメールを表示しま
す。

3 送信するメールを選択（反転）します。

4 画面右下の メニュー － 送信 にタップします。
メールが送信されます。送信したメールは、送信済フォルダに入ります。

MEMO 2手順3でメールの宛先や本文にタップすると、手順4では画面左下の 送信 に
タップしメールを送信します。

2手順3で送信するメールをタップしたままにして、表示されるメニューから
 送信 を選択してもメールが送信されます。

メールを一括送信する

送信待フォルダに入っているメールを一括して送ることができます。

1 送信待フォルダを選択します。

2 画面右下の メニュー － 一括送信 にタップします。
メールが順番に送信されます。送信したメールは、送信済フォルダに入りま
す。
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メールを返信する／転送する

メールを返信する

受信したライトメールを返信します。

1 受信トレイ画面を表示し、返信するメールを選択（反転）します。

2 画面右下の メニュー － 返信 にタップします。

MEMO 2返信するメールをタップしたままにして、表示されるメニューから 返信 を
選択してもメール作成画面が表示されます。

3 メール作成画面が表示されます。
宛先には手順1で選択したメールの送信者（電話番号）が表示され、本文に
は、受信したときの本文が表示されています。

4 本文を追加／修正して、画面左下の 送信 にタップします。
メールを送信します。

メールを転送する

受信したライトメールを別の人に転送します。

1 受信トレイ画面を表示し、転送するメールを選択（反転）します。

2 画面右下の メニュー － 転送 にタップします。

MEMO 2転送するメールをタップしたままにして、表示されるメニューから 転送 を
選択してもメール作成画面が表示されます。

3 メール作成画面が表示されます。
本文には、受信メールの本文が表示されています。

4 宛先を入力します。

5 本文を追加／修正して、画面左下の 送信 にタップします。
メールを送信します。
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送信時、宛先に受信履歴／送信履歴／連絡先を利用する

ライトメールおよびチャットモード時、受信ライトメールの送信者（電話番号）や
一度送信した宛先（電話番号）、 “連絡先”に登録している電話番号を宛先に利
用できます。

ライトメールの受信履歴を利用する

受信したライトメールの送信者の電話番号を宛先として利用できます。

1 ライトメール（�4-61ページ）およびチャットモード（�4-83ペー
ジ）の新規作成画面を表示します。

2 宛先入力欄にカーソルがあることを確認し、画面右下の メニュー
－ 引用 － ライトメール受信履歴 にタップします。
履歴画面が表示されます。

3 目的の宛先にタップします。
新規作成画面に戻り、宛先が入力されます。
以降ライトメールは4-62ページ、チャットモードは4-83ページと同様に本
文を入力し送信します。

MEMO 2手順2で、宛先入力欄にタップしたままにして、ポップアップメニューから
引用 － ライトメール受信履歴 にタップしても履歴画面が表示されます。



4-74

ライトメールの送信履歴を利用する

一度送信したライトメールの宛先（電話番号）を再度、宛先として利用できます。

1 新規作成画面を表示します。

2 宛先入力欄にカーソルがあることを確認し、画面右下の メニュー
－ 引用 － ライトメール送信履歴 にタップします。
履歴画面が表示されます。

3 目的の宛先にタップします。
新規作成画面に戻り、宛先が入力されます。
以降、同様にメールを作成し送ります。

“連絡先”に登録している電話番号を利用する

“連絡先”に登録している電話番号を宛先として利用できます。

1 新規作成画面を表示します。

2 宛先入力欄にカーソルがあることを確認し、画面右下の メニュー
－ 引用 － 連絡先 にタップします。
連絡先に登録している名前がリスト表示されます。

MEMO 2リスト表示には、電話番号は表示されません。
2連絡先に多くの人を登録しているときは、50音タブにタップ、または名前の
読みを入力して目的の相手を探します。

3 連絡先の選択画面で、メールを送信する相手にタップします。

50音タブにタップ、
または名前の読みを入
力して相手を探しま
す。
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4 電話番号選択画面が表示されます。
・手順3で選択した相手にPHSや携帯電話など複数の電話番号を登録してい
る場合は、その複数の電話番号が表示されます。

・手順3で選択した相手に登録している電話番号が1つのときもこの画面に移
ります。

5 目的の電話番号にタップします。
新規作成画面に戻り、宛先が入力されます。
以降、同様にメールを作成し送ります。

電話着信履歴／電話発信履歴を利用する

1 新規作成画面で、宛先入力欄にカーソルがあることを確認し、画
面右下の メニュー － 引用 － 電話着信履歴 または
 電話発信履歴 にタップします。

2 表示された履歴画面で、目的の宛先にタップします。
新規作成画面に戻り、宛先が入力されます。
以降、同様にメールを作成し送ります。
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絵文字などの入力や連絡先などから引用する

絵文字などを入力する

この製品に入っている記号、顔文字、絵文字などを入力できます。

1 本文にカーソルがあることを確認し、画面下部の 絵 などにタッ
プします。

2 表示された入力ボードから入力したい文字を2回タップします。
続けてタップすると連続して入力できます。
入力したい文字にカーソルを合わせ画面右下の 選択 にタップしても絵文字
などが入力されます（続けて 選択 にタップしても連続して絵文字などが入
力されます）。

MEMO 2入力を止めるときは、画面左下の 閉じる にタップします。
2手順1で画面右下の メニュー － 特殊文字入力 － 絵文字 などをタップして
も入力ボードが表示されます。

2コード入力をするときは、画面右下の メニュー － 特殊文字入力 －
 コード入力 をタップし、表示された画面にシフトJISコード（�11-11ペー
ジ）を入力して 入力 をタップします。

2定型文の編集はできません。
2アニメーション絵文字は、アニメーション絵文字対応機種どうしでやり取り
できます。

2チャットモードではアニメーション絵文字は、使えません。

タップすると絵文字な
どの入力ボードが表示
されます。
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連絡先などから引用する

1 本文にカーソルがあることを確認し、画面右下の メニュー －
 引用 － 連絡先 などにタップします。

2 表示された連絡先の選択画面からいずれかをタップします。

3 引用する項目（名前や電話番号など）にタップすると、この項目が
入力されます。

MEMO 2手順1で プロフィール を選択すると、自局電話番号またはEメールアドレス
を引用できます。

ライトメールの電話番号を“連絡先”に登録する

受信メールの送信者（電話番号）や送信したメールの宛先（電話番号）を “連絡先”
に登録し活用できます。

受信メールの送信者（電話番号）を“連絡先”に登録する

1 受信トレイ画面で、送信者（電話番号）にタップしたままにします。
ポップアップメニューが表示されます。

2 表示されたポップアップメニューの 連絡先に登録 － 新規登録  に
タップします。
受信トレイ画面で送信者（電話番号）にタップし、画面右下の メニュー －
 連絡先に登録 － 新規登録  にタップしても電話番号の新規登録画面が表示
されます。

3 電話番号を登録する項目としてPHSを選択して または画面右
下の 決定 をタップします。

4 名前の項目に姓や名前などを入力します。
PHSの項目には、手順2で選択した電話番号が入っています。
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5 にタップします。
手順4で入力した姓や名前で “連絡先”が登録されます。

MEMO 2手順2で 連絡先に登録 － 追加登録 をタップすると追加したい連絡先を選
択して電話番号を登録することができます。

送信メールの宛先（電話番号）を“連絡先”に登録する

1 送信トレイ画面で、宛先（電話番号）にタップしたままにします。
ポップアップメニューが表示されます。

2 ポップアップメニューの 連絡先に登録 － 新規登録  にタップし
ます。
送信トレイ画面で宛先（電話番号）にタップし、画面右下の メニュー －
 連絡先に登録 － 新規登録  にタップしても電話番号の新規登録画面が表示
されます。

3 これ以降、前記と同様の操作を行い “連絡先”に登録します。

MEMO 2手順2で 連絡先に登録 － 追加登録 をタップすると追加したい連絡先を選
択して電話番号を登録することができます。
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ブックマークを引用する

現在設定している Web ブラウザのブックマークを引用することができます。

1 ライトメールの本文入力時、画面右下の メニュー － 引用 －
 ブックマーク にタップします。

2 引用するブックマークを選択し、 OK をタップします。

MEMO 2Internet Explorer MobileおよびOpera Browser以外のWebブラウザを設定
している場合は、「現在、通常使用するソフトウェアとして設定されている
ブラウザでは、ブックマークを引用できません」のメッセージが表示され引
用できません。

ブックマークに登録する

メール本文中のＵＲＬを現在設定しているWebブラウザのブックマーク（お気に
入り）に登録することができます。

■Opera Browserを設定している場合

1 受信トレイ一覧画面などでブックマークに登録するメールを選択
します。

2 メール本文中のURLをタップし、表示されたメニューから
 ブックマークに登録 をタップします。
Opera Browserのブックマークに登録されます。
登録が終了すると「ブックマークに登録しました」のメッセージが表示されま
すので  をタップしてください。
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MEMO 2Opera Browserを起動中は、「Opera Browser を終了してからブックマー
クに登録してください」のメッセージが表示されブックマークには登録され
ません。

■Internet Explorer Mobileを設定している場合

1 受信トレイ一覧画面などでお気に入りへ登録するメールを選択し
ます。

2 メール本文中のURLをタップし、表示されたメニューから
 ブックマークに登録 をタップします。
Internet Explorer Mobileのお気に入りに登録されます。
登録が終了すると「お気に入りに登録しました」のメッセージが表示されます
ので  をタップしてください。

MEMO 2同じURLを登録しようとすると、「同じブックマークファイルが存在します
上書きしてよろしいですか？」のメッセージが表示されます。

ご注意� 2Internet Explorer MobileおよびOpera Browser以外のWebブラウザを設定
している場合「現在、通常使用するソフトウェアとして設定されているブラ
ウザでは、ブックマークに登録できません」のメッセージが表示され登録で
きません。
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送信者や宛先の電話番号を使って電話をかける

受信メールの送信者（電話番号）や送信メールの宛先（電話番号）を使って、電話
をかけられます。

1 受信トレイ画面、または送信トレイ画面を表示します。

2 送信者／宛先（電話番号）にタップしたままにします。
ポップアップメニューが表示されます。

3 表示されたポップアップメニューから 通話 － 発信 にタップし
ます。

4 確認画面で はい にタップします。
電話がかかります。
確認画面で いいえ にタップすると、ダイヤル画面になり にタップする
と手順1の画面に戻ります。

MEMO 2通常の電話をかけるときと同様に、手順3で 発信 の代わりに 184発信 や
 184分計発信 などを選択できます。
 184発信 や 184分計発信 などについては、3-16ページのメモをご覧くだ
さい。

5 通話を終えるときは、  キーを押します。
電話が切れます。

送信者／宛先
（電話番号）



4-82

ライトメールを削除する

受信メールや送信済みメールなどを削除できます。メールの削除には、1件削
除、選択削除、全件削除があります。

１件ずつ削除する／全てのメールを削除する

1 1件ずつ削除 ：削除するメールを選択します。
全て削除 ：メールを削除するフォルダを選択します。

2 1件ずつ削除 ：画面右下の メニュー － 削除 － 1件削除 にタッ
プします。

全て削除 ：画面右下の メニュー － 削除 － 全件削除 に
　タップします。

3 確認画面で はい にタップします。
1件ずつ削除 ：手順1で選択したメールが削除されます。
全て削除 ：フォルダのメールが全て削除されます。

MEMO 21件ずつ削除する場合は、削除するメールを選択してから、手順2に移ってくだ
さい。3分割画面では、フォルダを選択している状態で手順2を行うと 1件削除
は表示されません。

選択したメールを削除する

1 受信トレイ画面などでメールを選択した状態にして、画面右下の
メニュー － 削除 － 選択削除 にタップします。

2 確認画面で にタップします。

3 リストから削除するメールにタップします。
複数のメールを選択できます。
選択を解除するときは、画面右下の 中止 にタップします。

4 画面左下の 実行 にタップします。

5 確認画面で はい にタップします。
手順3で選択したメールが削除されます。



4-83

ラ
イ
ト
メ
ー
ル

4
メ
ー
ル

チャットモードでやり取りする

チャットモードでやり取りすると1対1のチャットをやっているような画面でラ
イトメールができます。

ご注意� 2DXメール（ウィルコムのショートメッセージサービス）のチャット通信とは
異なります。

チャットモードでメッセージを作成する

1 受信トレイ画面または送信トレイ画面で画面右下の メニュー －
チャット開始 － 新規 にタップします。　
チャットモードの新規画面が表示されます。

2 チャット相手の宛先（電話番号）を入力します。
“連絡先”に登録している電話番号やライトメール送信履歴／受信履歴など

を宛先として利用できます。これらについては、4-73～75ページをご覧く
ださい。

MEMO 2入力できる宛先（電話番号）は、1つだけです。複数の相手を宛先にできません。

3 本文入力欄にタップし、本文を入力します。
入力できる文字数は全角45文字（半角90文字）です。

入力した文字数を表示
します。分母の9 0
は、半角90文字のこ
とです。全角1文字を
入力すると、2つ数字
が増えます。
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4 本文の入力が終わったら、 送信 ボタンにタップ、または画面左
下の 送信 にタップします。
チャットモードでライトメールが送信されます。送信したライトメールは、
送信済フォルダに入ります。

5 チャットモードを止めるときは、画面右下の メニュー －
 中止 にタップします（画面右上の  にタップしても同様の操
作になります）。
・相手が通話中／電源が入っていない／圏外などのときは、「再送信します
か？」と表示されます。この画面で はい にタップすると再送信を行いま
す。再送信を行っても送信されないときは、再度「再送信しますか？」と表
示されますので、 いいえ にタップし送信待フォルダに入れます。あとで
再送信する方法については4-87ページをご覧ください。

・通話／通信機能を制限（�3-38ページ）しているときは、チャットモードで
の送信はできません。

■送信済のメールを確認しながらメッセージを作成する

1 送信トレイ画面の送信済フォルダで、引用するメールを選択し、
画面右下の メニュー － チャット開始 － 引用 にタップします。
チャットモードの引用画面が表示されます。

2 チャット相手の宛先（電話番号）を入力します。

「送信中」と表示され、
文字が点滅します。送
信が終了すると「送信
完了」と表示されま
す。

選択したメールの本文
がメッセージとして表
示され参考にできま
す。

やりとり表示欄
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3 本文を入力します（�4-83ページ）。

MEMO 2引用するメールをタップしたままにし、表示されたメニューから
 チャット開始 － 引用 にタップしてもチャットモードの引用画面が表示さ
れます。

2入力できる宛先（電話番号）は、1つだけです。複数の相手を宛先にできませ
ん。

4  送信 ボタンにタップ、または画面左下の 送信 にタップします。
チャットモードでライトメールが送信されます。送信したライトメールは、
送信済フォルダに入ります。

チャットモードで返信する

1 受信トレイ画面で返信するメールを選択し、画面右下の メニュー
－ チャット開始 － 返信 にタップします。
チャットモードの返信画面が表示されます。（受信したメールの本文がメッ
セージとして表示されます。）

MEMO 2返信するメールをタップしたままにし、表示されたメニューから
 チャット開始 － 返信 にタップしてもチャットモードの返信画面が表示さ
れます。

2宛先（電話番号）は変更できません。

2 返信（本）文の入力が終わったら、 送信 ボタンにタップ、または
画面左下の 送信 にタップします。
チャットモードでライトメールが送信されます。送信したライトメールは、
送信済フォルダに入ります。
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チャットモード画面について

① 宛先（電話番号）表示欄
新規画面：相手の宛先（電話番号）を入力します。
引用画面：本文を引用して送信する相手の宛先（電話番号）を入力します。
返信画面：選択したメールの送信者（電話番号）が表示されます。連絡先に登

録されている内容によって（「ニックネーム」→「名前」→「電話番
号」）の優先順で表示されます。（変更することはできません。）

② やりとり表示欄
返信／引用画面：選択したメールの本文が表示されます。
以降は以下のように表示されます。
（自分を表すアイコン）：>メッセージ
（相手を表すアイコン）：>メッセージ

③ 本文入力欄
①で表示されている相手に送るメッセージを入力します。

④現在の状態表示
新規 ：チャットモードの新規画面のとき
引用 ：チャットモードの引用画面のとき
返信 ：チャットモードの返信画面のとき
送信中 ：チャットモードで送信中
送信完了 ：チャットモードで送信したとき
送信失敗 ：チャットモードで送信に失敗したとき
受信完了 ：①で表示されている相手から、受信したとき

⑤ 送信ボタン
①で表示されている宛先（電話番号）に③で入力したメッセージが送信されま
す。

⑥ 絵文字などの入力ボタン
絵文字などの入力ボードが表示され、記号、顔文字、絵文字などが入力でき
ます（�4-76ページ）。

①

②

③

④

⑤
⑥
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未送信のメールを再送信する

送信を実行したが、相手が話し中やエリア外などで送信できなかったときは、未
送信メールとして送信待フォルダに残っています。
この送信待フォルダに入っているメールをあとで送ることができます。

1 送信トレイ画面を表示します。

2 送信待フォルダを選択（反転）し、送信するメールを選択（反転）し
ます。

3 画面右下の メニュー － チャット開始 － 引用 にタップします。

4 チャット相手の宛先（電話番号）を入力し、 送信 にタップしま
す。

MEMO 2チャットモード中に電話がかかってきたとき、その電話に出て終話のあとは
Today画面（待ち受け画面）に戻りますが、作成中の状態を保持しています。

2チャットモード中のライトメール受信について
チャット相手から受信 ：やりとり表示欄に表示されます。
チャット相手以外から受信 ：「新着メールが届きました」のメッセージが表

示されます。
2アニメーション絵文字は使えません。
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受信したライトメールを振り分ける

受信したメールを受信フォルダだけでなく、送信者（電話番号）を指定してその送
信者（電話番号）のメールを受信フォルダ、またはフォルダ1～9に入れる（振り分
ける）ことができます。

振り分けの設定をする

始めに、受信したメールを振り分けるための振り分け条件を設定します。

1 受信トレイ画面または送信トレイ画面を表示します。

2 受信トレイ画面では受信フォルダなど、送信トレイ画面では送信
済フォルダなどを選択します（フォルダが反転している状態にし
ます）。

3 画面右下の メニュー － 設定 にタップします。
メール設定画面が表示されます。

4 メール設定画面で、 振り分け条件設定 タブにタップします。
メール設定画面（ 振り分け条件設定 タブ）が表示されます。

すでに設定している条
件が表示されます。
“連絡先”に電話番号を
登録していると、名前
が表示されます。
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5  新規作成 にタップし、振り分け条件を作成します。
振り分け条件作成画面が表示されます。

①「すべての送信者」または「電話番号」を選択します。
・「電話番号」を選択すると、②に入力した電話番号が対象となり、③で選ん
だフォルダの中にその電話番号のライトメールが振り分けられます。

・「すべての送信者」を選択すると、すべての送信者が対象となり、③で選ん
だフォルダの中に送信者すべてのライトメールが入ります。

② 電話番号（送信者）を入力します。この電話番号の人から送信されたメールを
振り分けますので、入力する番号を間違えないでください。

③ 振り分け先となるフォルダを選択します（タップして反転します）。選択した
フォルダの中に、振り分けられたメールが入ります。

MEMO 2③で選択できるフォルダは1つだけです。複数のフォルダを選択できませ
ん。

2ある電話番号の振り分け先に指定したフォルダは、別の電話番号の振り分け
先にも選択できます。たとえば、070-XXX-XXXXの振り分け先に「フォルダ
1」を選択し、070-YYY-YYYYの振り分け先にも「フォルダ1」を選択できま
す。「フォルダ1」には、070-XXX-XXXXと070-YYY-YYYYの両方から送信
されたメールが振り分けられます。

6  保存 にタップします。
メール設定画面（ 振り分け条件設定 タブ）に戻り、手順5で入力した電話番
号などがリストに表示されます。
“連絡先”にその電話番号が登録されているときは、その電話番号の人の名前
が表示されます。

7 メール設定画面（ 振り分け条件設定 タブ）で 保存 にタップします。

8 ライトメールを受信します。
作成した振り分け条件にしたがって、受信メールが振り分けられます。

①
②

③
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設定した振り分けを修正する

設定した振り分け条件を編集します。

1 メール設定画面（ 振り分け条件設定 タブ）（�4-88ページ）で、編
集したい条件（電話番号など）を選択し、 編集 にタップします。

2 表示された画面で、電話番号を編集したり振り分け先を変更する
などして、 保存 にタップします。

3 メール設定画面（ 振り分け条件設定 タブ）で 保存 にタップしま
す。

設定した振り分けを削除する

設定した振り分け条件を削除します。

1つの設定を削除します（1件削除）

1 設定画面（ 振り分け条件設定 タブ）で、削除したい電話番号など
を選択し、 1件削除 にタップします。

2 確認画面で はい にタップします。
手順1で選択した振り分け設定が削除されます。
削除されるのは振り分け設定だけです。振り分けられていたメールは削除さ
れません。

すべての設定を削除します（全削除）

1 設定画面（ 振り分け条件設定 タブ）で、 全削除 にタップします。

2 確認画面で はい にタップします。
すべての振り分け設定が削除されます。
削除されるのは振り分け設定だけです。振り分けられていたメールは削除さ
れません。
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各種設定を行う

ライトメールの設定を行います。

1 受信トレイ画面または送信トレイ画面を表示します。

2 受信トレイ画面では受信フォルダ、送信トレイ画面では送信済
フォルダを選択します（フォルダが反転している状態にします）。

3 画面右下の メニュー － 設定 にタップします。
設定画面が表示されます。

4 フォルダの設定や振り分けの条件設定などを行います。

◇  フォルダ設定 タブ ◇

フォルダの表示方法や受信トレイのフォルダ1～9の名前を変更します。

① 受信トレイ画面の表示方法を設定します。
・フォルダ一覧：フォルダリストには、受信フォルダやフォルダ1～9が表示

され、フォルダ単位でメールを表示します。
・全受信メール：受信したメールをすべて表示します。フォルダリストに

は、「全受信メール」と表示されます。

② フォルダ名を変更します。
※「受信フォルダ」の名前だけは変更できません。
名前を変更するフォルダにタップします。
フォルダ名変更画面が表示されますので、名前を変更し OK にタップしま
す。キャンセル にタップすると、フォルダ名は変更されません。
このフォルダ名は、4-89ページの振り分け条件設定に用意されているフォル
ダ1～9です。このフォルダ名を変更すると、受信トレイ画面で表示される
フォルダ名や4-89ページの画面（メール設定画面（ 振り分け条件設定 タブ））
に表示されるフォルダ名も変更されます。

①

②
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◇  振り分け条件設定 タブ ◇

受信したメールを振り分けます。設定方法などの操作については、4-88ページを
ご覧ください。

① 設定した振り分け条件（電話番号または名前（※）とフォルダ名）がリスト表示
されます。
※ “連絡先”に電話番号が登録されているときは、その電話番号の名前が表
示されます。

② 新規に振り分けを設定します。くわしくは、4-89ページをご覧ください。

③ 設定した振り分けを編集します（�4-90ページ）。

④ 設定した振り分けを1件削除します（�4-90ページ）。

⑤ 設定した振り分けすべてを削除します（�4-90ページ）。

◇  その他設定 タブ ◇

① 2分割画面と3分割画面を切り替えます（�4-67ページ）。

② ライトメール送信時に送信済の確認音を鳴らす／鳴らさないを選択します。
・「ON」： 確認音を鳴らします。　・「OFF」：確認音は鳴りません。

③ 受信フォルダや送信済フォルダなどに入っているメールを削除します。
フォルダのリストからいずれかのフォルダを選択（反転）し、実行 にタップします。

5 設定が終われば、 にタップします。

①

⑤
④

③

①

②
③

②
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ライトメールのメニュー

受信トレイに入っているライトメールのリスト選択時

返信�

転送�

チャット開始�

�

並び替え�

行数切替�

削除�
�

�

�

移動�

�
�
�
�
�
保護�
�

設定※�

1件削除�

選択削除�

全件削除※�

新規�

返信�

選択しているライトメールを返信する（�4-72ページ）。�

選択しているライトメールを転送する（�4-72ページ）。�

チャットモードの新規画面を表示する（�4-83ページ）。�

チャットモードの返信画面を表示する（�4-85ページ）。�

受信順、差出人順に並び替える（�4-68ページ）。�

リストを1行表示または3行表示に切り替える（�4-68ページ）。�

選択しているライトメールを削除する（�4-82ページ）。�

複数件のライトメールを選択して削除する（�4-82ページ）。�

選択したフォルダに入っているライトメールをすべて削
除する（�4-82ページ）。�

ライトメールを選択し、別のフォルダに移動する。�
移動 にタップし、確認画面で　  にタップする。�
次に、移動したいライトメールを選択して、画面左下の�
実行 にタップする。表示された移動画面で移動先の
フォルダにタップし、OK にタップすると、そのフォル
ダに移動する。�

選択しているライトメールを保護／保護解除する（�4-
66ページ）。�

設定画面を表示する（�4-91ページ）。�

※ 2分割画面時に表示されます。�

送信トレイに入っているライトメールのリスト選択時

編集�

送信�

一括送信※�
�

チャット開始�

�

並び替え�

行数切替�

削除�

�

�
�

保護�
�

設定※�

1件削除�

選択削除�

全件削除�

選択しているライトメールを編集する。編集後、送信できる。�

選択しているライトメールを送信する。�

送信トレイ内の送信待ちフォルダのメールを一括して送
信する（�4-71ページ）。�

チャットモードの新規画面を表示する（�4-83ページ）。�

チャットモードの引用画面を表示する（�4-84ページ）。�

送信順、宛先順に並び替える（�4-69ページ）。�

リストを1行表示または3行表示に切り替える（�4-69ページ）。�

選択しているライトメールを削除する（�4-82ページ）。�

複数件のライトメールを選択して削除する（�4-82ページ）。�

選択したフォルダに入っているライトメールをすべて削
除する（�4-82ページ）。�

選択しているライトメールを保護／保護解除する（�4-
66ページ）。�

設定画面を表示する（�4-91ページ）。�

新規�

引用�

※ 2分割画面時に表示されます。�
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送信メール本文選択時

メール作成�

通話�

�

�

�
�

�
�

�

�
チャット開始�

�

連絡先に登録�
�

�
�

編集�

全文コピー�
�
�
�

削除�

保護�

発信�

184発信�

186発信�

分計発信�
�

184分計発信�
�

186分計発信�
�

新規�

引用�

新規登録�
�

追加登録�

�

選択している宛先でライトメールを作成する（�4-61ページ）。�

表示されている電話番号に電話をかける。�

電話番号を通知せずに選択している番号に電話をかける。�

電話番号を通知して選択している番号に電話をかける。�

料金分計サービスを利用して電話をかける。料金分計サー
ビスについてくわしくは、3-53ページをご覧ください。�

相手に自分の電話番号を通知せず、料金分計サービスを
利用して電話をかける（�3-53ページ）。�

相手に自分の電話番号を通知して、料金分計サービスを
利用して電話をかける（�3-53ページ）。�

チャットモードの新規画面を表示する（�4-83ページ）。�

チャットモードの引用画面を表示する（�4-84ページ）。�

連絡先に電話番号などを新規登録する（�4-77～78ペー
ジ）。�

連絡先に電話番号などを追加登録する（�4-77～78ペー
ジ）。�

選択しているライトメールを編集する。編集後、送信できる。�

本文をコピーする。コピー後、ライトメール新規作成画
面で貼り付けることができる。“連絡先”など他のプロ
グラムでも貼り付けはできるが絵文字などは□などにな
り貼り付けられない。�

選択しているライトメールを削除する。�

選択しているライトメールを保護／保護解除する（�4-66ページ）。�
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受信メール本文選択時

メール作成�

通話�

�

�

�

�

�
�
�
�

チャット開始�

�

連絡先に登録�

�

転送�

削除�

移動�
�
�

保護�

全文コピー�

発信�

184発信�

186発信�

分計発信�
�

184分計発信�
�

186分計発信�
�

新規�

返信�

新規登録�

追加登録�

選択している宛先でライトメールを作成する（�4-61ページ）。�

選択している電話番号に電話をかける。�

電話番号を通知せずに選択している番号に電話をかける。�

電話番号を通知して選択している番号に電話をかける。�

料金分計サービスを利用して電話をかける。料金分計サー
ビスについてくわしくは、3-53ページをご覧ください。�

相手に自分の電話番号を通知せず、料金分計サービスを
利用して電話をかける（�3-53ページ）。�

相手に自分の電話番号を通知して、料金分計サービスを
利用して電話をかける（�3-53ページ）。�

チャットモードの新規画面を表示する。�

チャットモードの返信画面を表示する。�

連絡先に電話番号などを新規登録する。�

連絡先に電話番号などを追加登録する。�

選択しているライトメールを転送します。�

選択しているライトメールを削除します。�

ライトメールを選択し、別のフォルダに移動する。移動 
にタップし、表示された移動画面で移動先のフォルダに
タップし、OK にタップすると、そのフォルダに移動する。�

選択しているライトメールを保護／保護解除する（�4-66ページ）。�

本文をコピーする。コピー後、ライトメール新規作成画面で貼
り付けることができる。“連絡先”など他のプログラムでも貼り
付けはできるが絵文字などは□などになり貼り付けられない。�
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メール作成／編集時

全文コピー※1�

貼り付け※1�

カット※1�

特殊文字�
入力※1�

�

�

�

�

�

�
�

引用※2�

�

�

�

�

引用※1�
�

�
�

�
�

編集中止�

184送信�

186送信�

記号�

顔文字�

絵文字�

コード入力�
�

定型文�

�
アニメ絵文字�
�

連絡先�

電話着信履歴�

電話発信履歴�

ライトメール受信履歴�

ライトメール送信履歴�

連絡先�
�

プロフィール�
�

ブックマーク�

入力している本文すべてをコピーする。�

コピーしている内容を貼り付ける。�

選択している内容をカットする。�

記号を入力するボードを表示する。�

顔文字を入力するボードを表示する。�

絵文字を入力するボードを表示する。�

コードから文字を入力するボードを表示する（コード表
�11-11ページ）。�

定型文を入力するボードを表示する（定型文の編集はで
きません）。�

アニメーション絵文字を入力するボードを表示する�
（�4-62ページ）。�

“連絡先”に保存している電話番号を引用する。�

かかってきた電話番号（着信履歴）を引用する。�

かけた電話番号（発信履歴）を引用する。�

受信したライトメールの履歴を引用する。�

送信したライトメールの履歴を引用する。�

連絡先に保存しているデータ（名前や電話番号など）を利
用する。�

自局電話番号またはメールアドレス（�3-19ページ）を
利用する。�

現在設定しているWebブラウザのブックマークを利用
する。�

ライトメールの作成や編集を中止する。�

電話番号を通知せずにライトメールを送信する。�

電話番号を通知してライトメールを送信する。�

※1  カーソルが本文にあるときに表示されるメニューです。�
※2  カーソルが宛先欄にあるときに表示されるメニューです。�
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「受信トレイ」、「送信トレイ」選択時（3分割画面に設定時のみ）

チャット開始�

�

�

表示切替※1�
�

一括送信※2�
�

メール全削除�
�
�

フォルダ名変更※1�
�

設定�

チャットモードの新規画面を表示する。�

チャットモードの返信画面を表示する。�

チャットモードの引用画面を表示する。�

受信トレイの中のフォルダを表示するとき、「全受信メー
ル」表示フォルダを切り替える。�

送信トレイ内の送信待ちフォルダのメールを一括して送
信する（�4-71ページ）。�

受信トレイ内の1つのフォルダまたは送信トレイ内の1つの
フォルダに入っているライトメールをすべて削除する（�4-
82ページ）。�

受信トレイの中にある「フォルダ1」～「フォルダ9」のフォ
ルダ名を変更する（�4-91ページ）。�

設定画面を表示する（�4-91ページ）。�

※1「受信トレイ」選択時に表示されます。�
※2「送信トレイ」選択時に表示されます。�

新規�

返信※1�

引用※2

チャットメール作成／編集時

特殊文字�
入力※1�

�

�

�

�
�

引用※2�

�

�

�

�

引用※1�

�

�
�
�
�

中止�

�

記号�

顔文字�

絵文字�

コード入力�
�

定型文�

�
連絡先�

電話着信履歴�

電話発信履歴�

ライトメール受信履歴�

ライトメール送信履歴�

連絡先�
�

プロフィール�
�

ブックマーク�

記号を入力するボードを表示する。�

顔文字を入力するボードを表示する。�

絵文字を入力するボードを表示する。�

コードから文字を入力するボードを表示する（コード表
�11-11ページ）。�

定型文を入力するボードを表示する（定型文の編集はで
きません）。�

“連絡先”に保存している電話番号を引用する。�

かかってきた電話番号（着信履歴）を引用する。�

かけた電話番号（発信履歴）を引用する。�

受信したライトメールの履歴を引用する。�

送信したライトメールの履歴を引用する。�

連絡先に保存しているデータ（名前や電話番号など）を
利用する。�

自局電話番号またはメールアドレス（�3-19ページ）
を利用する。�

現在設定しているWebブラウザのブックマークを利用
する。�

チャットメールの作成や編集を中止する。�

※1  カーソルが本文にあるときに表示されるメニューです。�
※2  カーソルが宛先欄にあるときに表示されるメニューです。�
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Internet Explorer Mobileを使って、ホームページの閲覧ができます。
ホームページを見るためには、インターネット接続の設定が必要です。まだ、設
定されていない場合は、下記の「接続の準備」をご覧になり設定してください。
ここでは、Internet Explorer Mobileの基本的な使いかたについて説明します。
あわせてヘルプもご覧ください。

接続の準備
ホームページを見る前、インターネットに接続する準備ができているか
確認します。
・オンラインサインアップ（�2-2～5ページ）を行います。（オンラインサ
インアップを行うことで、接続情報が自動的に設定されています）。

・ご自分で入会しているプロバイダーの情報を使うときは、2-20ページ
をご覧になり設定を行ってください。

MEMO 2Internet Explorer Mobileは、パソコンなどで広く使われているWebブラウ
ザによる表示と比べて、一部異なる部分や制限があります。

ホームページを見る

1 “Internet Explorer”を起動します。

ホームページを見る
（Internet Explorer Mobile）

アドレスバー 移動ボタン
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2 アドレスバーにURLを入力し、 （移動ボタン）をタップします。
あらかじめ接続設定されている場合は、接続を開始し、入力したURLのホー
ムページに移動します。
接続が完了すると、タイトルバーに が表示されます。

MEMO 2接続途中で接続を切断するときは、画面左下の 中止 をタップしてから切断
してください。

2「ネットワークへのログオン」画面が表示された場合は、「ユーザー名」を確認
し、「パスワード」を入力して、 OK をタップしてください。

ご注意� 2通話中はホームページを見ることはできません。電話を切った後、Internet
Explorer Mobileを起動してください。

2ホームページがうまく表示されないときは、インターネットの一時ファイル
（キャッシュ）を削除してください。
キャッシュの削除は、画面右下の メニュー － ツール － オプション －
 メモリ タブから ファイルを削除 をタップします。

3 ネットワークを切断します。
タイトルバーの にタップし、 切断 をタップします。または、  キー
を押します。



5-4

Internet Explorer Mobileの画面について

MEMO 2ページを画面に表示する方法を変更することができます。
表示方法の変更方法は、画面右下の メニュー － 表示 をタップして選択し
ます。全画面表示を元にもどすときは、画面をタップしたままにし「全画面
表示」のチェックを外します。

ネットワークを切断する

1 タイトルバーの にタップし、 切断 をタップします。または、

 キーを押します。
タイトルバーの  が  になります。

 キーを押した場合は、Today画面（待ち受け画面）に戻ります。

ご注意� 2通信中に着信があると通信を切断して着信する設定にしている場合（�3-30
ページ）、通信中に着信（電話がかかってくる）と通信が切断されます。ファ
イルのダウンロードなどを行っている途中でも通信が切断されますので、通
信を切断したくないときは3-30ページをご覧になり、設定を確認したあと、
インターネットに接続してください。

2こちらから電話をかけるときは、インターネットから切断した後に電話をか
けてください。インターネット接続中、こちらから電話をかけることはでき
ません。

閲覧しているホームペー
ジのU R L が表示されま
す。
また、閲覧したいホーム
ページのURLを入力し、
をタップすると、入力

したURLのホームページ
が閲覧できます。

 戻る をタップすると直前
に表示していたホーム
ページに戻ります。
 中止 が表示されていると
きにタップすると開いて
いるページの表示を中止
します。
 お気に入り が表示されて
いるときにタップするとお
気に入りに登録したリンク
先一覧が表示されます。

タップすると、アドレス
バーで指定されたURLの
ホームページへ移動しま
す。

リンク先にタップすると、
そのホームページへ移動し
ます。

タップすると、メニューが
表示されます（�5-10ペー
ジ）。
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お気に入りを使用する

何度も見たいホームページはお気に入りに登録しておくと、次からそのホーム
ページを閲覧するとき便利です。
またそのホームページを、起動時に接続するページとして設定することができます
（�5-9ページ）。

お気に入りに追加する

1 お気に入りに追加したいホームページを表示しているときに、画
面をタップしたままにします。
ポップアップメニューが表示されます。

2  お気に入りに追加 にタップします。
お気に入りの追加画面が表示されます。

MEMO 2お気に入りに追加したいホームページを表示しているときに、画面右下の
 メニュー － お気に入りに追加 をタップしてもお気に入りの追加画面が表
示されます。

3 名前を確認または変更し、 追加 をタップします。

お気に入りのページを見る

1 ホームページが表示されている画面をタップしたままにし、ポッ
プアップメニューから お気に入り をタップします。
お気に入り画面が表示されます。

MEMO 2ホームページを表示しているときに、画面左下の お気に入り または画面
右下の  メニュー － お気に入り  をタップしてもお気に入り画面が表示さ
れます。

2 お気に入り画面の 開く タブをタップし、目的のページをタップ
します。
目的のページが表示されます。

タップすると、名前を
変更できます。
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お気に入りにフォルダを追加する

1 画面右下の メニュー － お気に入り － 追加／削除 タブをタッ
プし、 新しいフォルダ にタップします。

2 名前を確認または変更し、追加 にタップします。

お気に入りから削除する

1 画面右下の メニュー － お気に入り － 追加／削除 タブをタッ
プし、削除したいお気に入りのページを選択します。

2  削除 をタップします。
削除の確認画面が表示されます。

3  はい にタップします。

MEMO 2フォルダを削除するときは、削除したいフォルダを選択して、削除 をタッ
プします。

履歴を使ってホームページを表示する

一度表示したホームページのURLは履歴として残っています。この履歴を利用
して、一度開いたホームページをすぐに表示できます。

1 ホームページを表示中に メニュー － 履歴 をタップします。
履歴画面が表示されます。

2 履歴画面でページタイトルのリストから表示したいタイトルを
タップします。
そのページが表示されます。

MEMO 2履歴画面で画面左上の ページタイトル をタップし表示されたメニューから
 アドレス をタップすると履歴画面のリストがURLに変わります。

2履歴を削除する方法は、5-9ページをご覧ください。
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ホームページの画像を保存する／テキストをコピーする

ホームページの画像を保存したり、テキストをコピーしたりできます。

ご注意� 2Webページの保存はできません。

ホームページの画像を保存する

1 保存したいホームページの画像をタップしたままにし、ポップ
アップメニューから イメージの保存 をタップします。
ダウンロード画面が表示されます。

2  はい にタップします。
「My Documents」の下の「My Pictures」フォルダに保存されます。

MEMO 2「My Pictures」フォルダ以外に画像を保存したいときは

1 ダウンロード画面で 名前を付けて保存 にタップします。
ダウンロード先画面が表示されます。

2 名前を確認または変更し、保存するフォルダまたは保存する場所を選択し
ます。

3  保存 にタップします。

ホームページのテキストをコピーする

1 コピーしたいテキストが表示されているホームページの画面を
タップしたままにし、ポップアップメニューから
 すべてのテキストを選択 をタップします。

2 もう一度ホームページの画面をタップしたままにし、コピー を
タップします。

MEMO 2手順1は、画面右下の  メニュー － 編集 － すべてのテキストを選択 をタッ
プしても選択できます。

2手順2は、画面右下の  メニュー － 編集 － コピー でもコピーできます。

画像の名前を入力しま
す。

画像を保存するフォル
ダを選択します。

画像を格納する場所と
して「メインメモリ」
（「My Documents」の
下）、または「min iSD
カード」を選択します。



5-8

ファイルをダウンロードして保存する

1 保存するファイルが組み込まれているホームページから
 ダウンロード などをタップして、ファイルをダウンロードしま
す。

2  名前を付けて保存 をタップします。
ダウンロード先画面が表示されます。

MEMO 2 はい  をタップすると「My Documents」フォルダに保存されます。

3 名前を確認または変更し、保存するフォルダまたは保存する場所
を選択します。

4  保存 にタップします。
プログラムファイルなどをダウンロードすると、ダウンロード後、インス
トールが始まることがあります。このようなときは、画面に表示される内容
にしたがって操作してください。

MEMO 2Javaアプリケーション（ゲームなど）をダウンロードして楽しむこともできま
す。

ファイルの名前を確認
します。

ファイルを保存する
フォルダをタップしま
す。

ファイルを格納する場
所として「メインメモ
リ」（「My Documents」
の下）、または「miniSD
カード」を選択しま
す。
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表示しているページをホームページ（起動時のページ）に設定する

画面右下の メニュー ー ツール ー オプション ー 全般 タブで表示している
ページを“Internet Explorer Mobile”を起動したときに最初に表示されるページ
に設定できます。設定が終わったら  をタップしてください。

キャッシュや履歴を削除する

画面右下の メニュー ー ツール ー オプション ー メモリ タブでキャッシュの
削除や履歴の削除ができます。設定が終わったら  をタップしてください。

Cookieやセキュリティの設定をする

画面右下の メニュー ー ツール ー オプション ー セキュリティ タブでCookie
の設定や消去、セキュリティの設定ができます。設定が終わったら  をタッ
プしてください。

Cookieを許可しない場合
はチェックをはずしま
す。

Cookieを消去します。

セキュリティ保護のた
め、チェックをはずさな
いことをお勧めします。

現在表示中のページが
「ホームページ」として設
定されます。

ホームページの設定を初
期設定に戻します。

表示言語を設定します。
通常は、日本語（自動選
択）にしておいてくださ
い。

履歴を何日間保存するか
設定します。

履歴を消去します。

インターネット一時ファ
イル（キャッシュ）を削除
します。
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Internet Explorer Mobileのメニュー

ホーム�

お気に入り�
�
�
�

お気に入りに追加�
�

次へ�
�

最新の情報に更新�

履歴�

表示�

�

�
�

�

�
�
�

ズーム�

ツール�
�

�

�

編集�

「ホームページ」として設定されているページに戻る。�

お気に入りに登録したリンク先一覧（お気に入り画面）
を表示する。�
移動したいリンク先をタップすると、そのホームページ
へ移動する（�5-5ページ）。�

表示中のホームページをお気に入りに追加する（�5-5
ページ）。�

「戻る」でページを戻したとき、戻す直前に表示してい
たホームページに進む。�

再読み込みを行う。�

過去に表示したリンク先の一覧を表示する。�

画面の幅と同じ幅に合わせて、コンテンツを表示する。�

各コンテンツを小さくして、できるだけ画面の横幅にお
さまるように表示する。�

パソコンと同じようなレイアウトになる。縦方向と横方
向へスクロールして、見えていない部分を表示する。�

表示範囲を全画面にする。元の画面に戻すには、画面を
タップしたままにし、「全画面表示」のチェックを外す。�

画像を表示する。チェックを外すと画像は表示しない。�

文字サイズを設定する。�

タップすると表示しているホームページのURLを載せた
新規メール（Outlook）を作成する。�

表示しているホームページの情報を表示する。�

オプション設定画面を表示する（�前ページ）。�

文字を切り取る。�

文字をコピーする。�

コピーおよび切り取った文字を貼り付ける。�

すべての文字を選択する。�

一列に表示する�

画面に合わせる�
�

表示調整しない�
�

全画面表示�
�

画像を表示する�

�

リンクを送る�
�

プロパティ�

オプション�

切り取り�

コピー�

貼り付け�

すべてのテキスト
を選択�
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Opera Browserを使って、ホームページの閲覧ができます。
ホームページを見るためには、インターネット接続の設定が必要です。まだ、設
定されていない場合は、下記の「接続の準備」をご覧になり設定してください。

接続の準備
ホームページを見る前、インターネットに接続する準備ができているか
確認します。
オンラインサインアップ（�2-2～5ページ）を行います。（オンラインサイ
ンアップを行うことで、接続情報が自動的に設定されています。）
ご自分で入会しているプロバイダーの情報を使うときは、2-20ページを
ご覧になり設定を行ってください。

MEMO 2Opera Browserは、パソコンなどで広く使われているWebブラウザによる
表示と比べて、一部異なる部分や制限があります。

ホームページを見る

1 “Opera Browser”を起動します。
 スタート メニューを表示し “Opera Browser”を選択、または、プログ
ラム画面を表示し “Opera Browser”を選択します。
Opera Browserが起動します。

ホームページを見る
（Opera Browser）

アドレスバー
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2 アドレスバーにURLを入力し、 （移動ボタン）をタップします。
あらかじめ最初に表示するページを設定（�5-19ページ）しているときは、接
続を開始し、設定したURLのホームページに移動します。
接続が完了すると、タイトルバーに が表示されます。

MEMO 2「ネットワークへのログオン」画面が表示された場合は、「ユーザー名」を確認
し、「パスワード」を入力して、 OK をタップしてください。

ご注意� 2通話中はインターネットに接続してホームページを見ることはできません。
電話を切った後、Opera Browserを起動してください。

2ホームページがうまく表示されないときは、Opera Browserのキャッシュを
削除してください。
キャッシュの削除は、画面右下の メニュー － ツール － 設定 － 履歴 タブ
から キャッシュ削除 をタップし、確認画面で はい にタップします。

3 ネットワークを切断します。
タイトルバーの をタップし、 切断 をタップします。または、 キーを
押します。

Opera Browserの画面について

MEMO 2表示しているホームページの文字の最小サイズを設定できます。
画面右下の メニュー － ツール － 設定 － 一般設定 タブで、「最小フォン
トサイズ」欄▼をタップし、表示されたメニューからサイズを選択します。

直前に表示していたホー
ムページに戻ります。 閲覧しているホームペー

ジのU R L が表示されま
す。また、閲覧したい
ホームページのURLを入
力し、 をタップする
と、入力したURLのホー
ムページが閲覧できま
す。

表示しているホームペー
ジを戻したり、ブック
マ ー ク を 表 示 す る メ
ニューが表示されます
（�5-21ページ）。

ページを戻したとき戻す
直前に表示していたホー
ムページに進む

各種メニューが表示され
ます（�5-22ページ）。
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ネットワークを切断する

1 タイトルバーの をタップし、切断 をタップします。または、
 キーを押します。

タイトルバーの  が  になります。
キーを押した場合は、Today画面（待ち受け画面）に戻ります。

ご注意� 2通信中（パケット方式）に着信があると通信を切断して着信する設定にしてい
る場合（�3-30ページ）、通信中（パケット方式）に着信（電話がかかってくる）
と通信が切断されます。ファイルのダウンロードなどを行っている途中でも
通信が切断されますので、通信を切断したくないときは3-30ページをご覧に
なり、設定を確認したあと、インターネットに接続してください。

2こちらから電話をかけるときは、インターネットから切断した後に電話をかけて
ください。インターネット接続中、こちらから電話をかけることはできません。

ホームページの表示を切り替える

ホームページを拡大／縮小表示したり、画面幅に合わせたり、フルスクリーンで
表示する設定をします。

ホームページを拡大／縮小して表示する

表示しているホームページを拡大または、縮小して表示します。

1 ホームページ表示中、画面右下の メニュー － ディスプレイ －
 拡大・縮小 を選択し、表示されたメニューから拡大／縮小率を
選びます。
選択した比率でホームページが表示されます。

ホームページを画面幅に合わせて表示／画面幅をこえて表示する

表示しているホームページを画面幅に合わせて表示したり、合わせないで表示し
ます。

1 ホームページ表示中、画面右下の メニュー － ディスプレイ －
 画面幅で表示 を選択します。
この製品の画面幅に収まるようにホームページを表示します。

2 画面右下の メニュー － ディスプレイ － PCモード を選択しま
す。
ホームページの設定どおりにページを表示します。
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フルスクリーンでホームページを表示する

画面からタイトルバーなどを消して、フルスクリーンでホームページを表示しま
す。

1 ホームページを表示している状態で、画面右下の メニュー －
 ディスプレイ － フルスクリーン表示 を選択します。
ホームページがフルスクリーンで表示されます。

2 画面をタップしたままにして表示されるメニューから
 フルスクリーン表示 を選択します。
元の画面に戻ります。

MEMO 2手順1で、画面をタップしたままにして表示されるメニューから
 フルスクリーン表示 を選択してもフルスクリーンに切り替わります。

ホームページの画像を表示する／表示しない

ホームページを表示するとき、そのページ内の画像を表示しないようにできま
す。画像を表示しないようにするとホームページを表示するまでの時間が短くな
ります。

1 画面右下の メニュー － ディスプレイ － 画像を表示 をタップ
します。
 画像を表示 の左側のチェックが外れ、画像が表示されなくなります。

2 ホームページを表示すると、画像がないホームページが表示され
ます。

MEMO 2画像を表示するときは
再度、画面右下の メニュー － ディスプレイ － 画像を表示 をタップしま
す。
 画像を表示 の左側にチェックが付き、ホームページ内の画像を表示するよ
うになります。
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複数のホームページを表示してページを切り替える

表示しているページとは別のページを表示し、複数のホームページを簡単に切り
替えることができます。

1 ホームページ表示中、画面右下の メニュー － タブ操作 －
 新しいタブ を選択します。

2 アドレスバーにURLを入力し をタップします。または、画面
左下の アクション － ブックマーク／履歴 にタップし、さらに
 ブックマーク または 履歴 をタップし表示されたリストの名称
をタップします。
目的のホームページが表示されます。

3 画面上のホームページ名称をタップしてホームページを切り替え
ます。
画面右下の メニュー － タブ操作 － 次のタブ をタップしても次のホーム
ページに切り替えることができます。

MEMO 2表示しているホームページを閉じるときは
画面右下の メニュー － タブ操作 － タブを閉じる を選択します。

ホームページの名称が
表示され、タップする
とそのホームページに
切り替わります。
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ブックマークを使用する

何度も見たいホームページはブックマークとして登録しておくと、次からその
ホームページを閲覧するときに便利です。

ブックマークに追加する

1 ブックマークに追加したいホームページを表示しているときに、
画面左下の アクション － ページをブックマークに追加 を選択
します。

2 表示された画面で、ホームページの名前とアドレスを確認し、
 をタップします。

フォルダを指定するときは、フォルダ欄の をタップしてフォルダ名を表
示します。フォルダの作成については次ページをご覧ください。
ブックマークに追加されます。

ブックマークのページを表示する

1 ホームページを表示しているときに、画面左下の アクション －
 ブックマーク／履歴 を選択します。

MEMO 2ホームページを表示しているときに、画面をタップしたままにして表示され
るメニューから ブックマーク／履歴 を選択して表示することもできます。

2  ブックマーク にタップします。
ブックマークに登録しているホームページの名前やフォルダがリスト表示さ
れます。

MEMO 2ブックマーク／履歴画面を消してホームページ表示画面に戻るには、画面右
下の キャンセル をタップします。

2手順2で 履歴 にタップすると履歴のリストが表示されます。
21つ上の状態に戻るとき（1つ上の階層に戻るとき）は、  をタップするか

をタップします。
2履歴を削除するときは、5-19ページをご覧になり削除してください。
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3 フォルダを開くなどしてリストから目的のホームページの名前を
タップします。
目的のホームページが表示されます。

ブックマークを編集する

追加したブックマークを編集したり、関係しているホームページを１つのフォル
ダにまとめることができます。

■フォルダを作成し、フォルダにブックマークを移動してまとめる

1 画面右下の メニュー － ツール － ブックマークの編集 を選択
します。
ブックマーク編集画面を表示します。

2 ブックマーク編集画面で画面右下の メニュー － フォルダ作成
を選択します。

3 表示された画面で、名前の項目にフォルダ名を入力し、  を
タップします。
ブックマーク編集画面に戻り、入力した名前のフォルダが表示されます。

4 フォルダにブックマークを移動してまとめます。
目的のブックマークを選択して画面右下の メニュー － 編集 にタップしま
す。

5 フォルダ欄の にタップして作成したフォルダ名を表示し  に
タップします。
ブックマークがフォルダに入ります。

MEMO 2ブックマークに登録したいホームページをフォルダに入れるときは
1 ブックマークに登録したいホームページを表示している時に画面左下の
 アクション  － ページをブックマークに追加 にタップします。

2 フォルダ欄の にタップしてフォルダ名を表示し  をタップします。

■ブックマーク編集画面を閉じる

1 ブックマーク編集画面で画面右下の メニュー － 閉じる を選択
します。
ブックマーク編集画面が閉じ、前の画面に戻ります。
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■ブックマークを新規作成する

1 ブックマーク編集画面を表示します。

2 画面右下の メニュー － 新規作成 を選択します。

3 表示された画面で名前とホームページアドレス（URL）を入力し
て、ブックマークを保存するフォルダを選択して、  にタップ
します。

■ブックマークを編集／削除する

1 ブックマーク編集画面を表示します。

2 編集または、削除するブックマークを選択し、画面右下の
 メニュー － 編集 または 削除 を選択します。

3 ・編集を選択したときは、表示された画面で名前、ホームページ
　アドレス（URL）を修正して  にタップします。
ブックマークが編集されます。

・削除を選択したときは、表示された確認画面で はい を選択し
ます。
ブックマークが削除されます。

ファイルをダウンロードして保存する

1 保存するファイルが組み込まれているホームページから
 ダウンロード などをタップして、ファイルをダウンロードします。
画面に表示される内容にしたがって操作します。

2 表示された保存画面で名前を確認または変更し、保存するフォル
ダまたは保存する場所を選択し、 保存 にタップします。
ファイルのダウンロード画面が表示されダウンロードが始まります。
この製品で動作するソフトウェアの場合、インストール方法などは、ホーム
ページに掲載されている説明をご覧ください。
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表示しているページをホームページ（起動時のページ）に設定する

“Opera Browser”を起動したときに最初に表示されるページを設定します。起
動時に表示するホームページを表示した状態で、画面右下の メニュー －
 ツール － 設定 － 一般設定 タブで、 現在のページに設定 をタップします。
設定が終わったら  にタップします。

MEMO 2ご購入時の設定に戻すときは、 デフォルトを使用 をタップします。

キャッシュ／cookie／履歴を削除する

画面右下の メニュー － ツール － 設定 － 履歴 タブで、 キャッシュ削除 、
 cookie削除 、 履歴削除 のいずれかをタップします。

閲覧してきたホームペー
ジの履歴を削除します。
履歴を削除すると履歴は
表示されません。

キャッシュサイズを変更
します。

一時ファイルとして保存
している画像データなど
を削除します。

ホームページ閲覧時に保
存されたcookieを削除し
ます。
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Opera Browserを通常使うブラウザに設定する

通常使うブラウザとして“Internet Explorer Mobile”から“Opera Browser”に変
更します。

1 画面右下の メニュー － ツール － 設定 － その他 タブで「Opera
を標準ブラウザに設定」のチェックを付けます。

ポップアップを無効にする

1 画面右下の メニュー － ツール － 設定 － 一般設定 タブで「ポッ
プアップを無効にする」のチェックを付けます。

プロキシサーバーやセキュリティプロトコルを設定する

1 画面右下の メニュー － ツール － 設定 － ネットワーク タブで
プロキシサーバーやセキュリティプロトコルの設定を行います。

・プロキシサーバーを設定するときは
「HTTP」や「HTTPS」にチェックを付けサーバーを入力します。

・セキュリティプロトコルを設定するときは
「SSL2を有効にする」などにチェックを付けます。

JavaScript/アニメーションGIF/プラグインを有効にする

1 画面右下の メニュー － ツール － 設定 － その他 タブで、
「JavaScript」、「アニメーションの表示」、「プラグインを有効に
する」のチェックを付けます。
・「JavaScript」を有効すると、ホームページに埋め込まれているJavaScript
を認識し表示します。

・「アニメーション」を有効にすると、アニメーションGIFを表示します。
・「プラグイン」を有効にすると、Opera Browserに追加されているプラグイ
ンを実行できます。
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Opera Browserのメニュー

■アクション

ブックマーク／履歴�
�
�

ページをブックマークに追加�
�

中止�

戻る�

進む�
�

更新�

最上部に移動�

直接URLを入力してホームページを表示したり、ブック
マークや履歴からホームページを表示する（�5-16ペ
ージ）。�

開いているホームページをブックマークに追加する
（�5-16ページ）。�

開いている途中のホームページの読み込みを中止する。�

直前に表示していたホームページに戻る。�

次のホームページを表示する。 戻る でページを戻した
とき、戻す直前に表示していたホームページに進む。�

再読み込みを行う。�

表示しているホームページの先頭を表示する。�
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■メニュー

タブ操作�
�
�

�

�

�
�

ディスプレイ�
�
�
�
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

ツール�

�

�

�

�

�

�

�
�
�

終了�

新しい（別の）ホームページを開く（�5-15ページ）。�

ホームページを複数表示しているとき、次の画面（ホー
ムページ）を表示する（�5-15ページ）。�

表示している画面を閉じる（�5-15ページ）。�

開いている画面のホームページ名をリスト表示する。リ
ストから表示したいホームページの名前を選択し画面左
下の OK にタップして、選択したホームページを表示する。�

ホームページを拡大／縮小して表示する（�5-13ページ）。�

ホームページをフルスクリーンで表示する。元の画面に戻
すには、画面にタップしたままにして表示されたメニュー
から フルスクリーン表示 をタップする（�5-14ページ）。�

表示するホームページにある画像ファイルを表示するか
どうかを設定する。チェックが付いているときは、画像
を読み込み表示する。チェックを外した（画像を読み込
まない設定にした）方が、早くホームページを表示でき
る（�5-14ページ）。�

表示するホームページをホームページの設定どおりに表
示する（�5-13ページ）。�

表示するホームページを画面の横幅に合わせてホームペ
ージを表示する（�5-13ページ）。�

表示するホームページに合った言語を選択する。�

横表示でホームページをするかどうかを設定する。チェ
ックが付いているときは、横表示でホームページを表示
する。�

登録しているブックマークを編集する（�5-17ページ）。�
�

ファイルなどをダウンロードした場合、その履歴を表示
する。�

起動時に表示するホームページの設定やキャッシュ／
cookie／履歴の削除やJavaScript／アニメーション表示
の設定などを行う（�5-19～20ページ）。�

表示しているホームページのURLなどを表示する。�

ヘルプを表示する。�

Opera Browserの著作権などの情報を表示する。�

Opera Browserを終了する。�

新しいタブ�

次のタブ�
�

タブを閉じる�

タブ一覧�
�

�

拡大・縮小�

フルスクリーン
表示�
�

画像を表示�
�
�
�
�

PCモード�
�

画面幅で表示�
�

エンコード�

縦横切り替え�

ブックマークの�
編集�

ダウンロード履歴�
�

設定�
�
�

ページ情報を表示�

ヘルプ�

Operaについて�

�
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スケジュールを管理します。
・月間表示や週間表示、1日表示、詳細画面などから、スケジュールを多角的に
確認できます。

・大切な予定を忘れないようにアラームを通知できます。
・その日の予定はToday画面で確認できます。
・毎週や毎月など決まった間隔で入る予定は、定期的な予定として簡単に入力
できます。

予定表の使いかたについて、この製品のヘルプもあわせてご覧ください。

MEMO 2パソコンでMicrosoft Outlookをご使用の場合、ActiveSyncを使って予定表
のデータと同期できます。パソコンとの同期についてくわしくは8-2ページ
やパソコンにインストールされているActiveSyncのヘルプをご覧くださ
い。

予定を入れる（新規作成）

1  スタート メニューの “プログラム”にタップします。

2 プログラム画面で “予定表”にタップします。
予定一覧画面などが表示されます。

予定表
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3 画面右下の メニュー － 新しい予定 にタップします。
予定の新規入力画面が表示されます。

4 各項目にタップして、件名、場所、開始／終了時刻などを入力／
選択します。

① 件名
直接入力するか、▼にタップして一覧から選びます。

② 場所
タップして直接入力します。または▼にタップすると、過去に入力した場所
が一覧で表示されるので、その中から選びます。

③ 開始／終了
「開始」と「終了」の日付と時刻を設定します。
・日付：日付にタップして表示されるカレンダーから日を選びます。
・時刻：時刻にタップして直接編集するか、▼にタップして選びます。

④ 終日
終日の予定（開始時刻や終了時刻を設定しない予定）か、開始／終了時刻があ
る予定かを設定します。
・ 「はい」 ：その予定は終日になり、開始と終了の時刻が非表示になります。
・ 「いいえ」：開始／終了時刻を設定できます。

⑤ パターン
入力中の予定を1回だけとするのか、または毎週や毎月など定期的な予定に
するのかを設定します。
「1回」にすると、設定日だけの予定となります。
予定の間隔（パターン）を編集するときは、「＜パターンの編集＞」にタップし
ます（�6-10ページ）。

各項目にタップして、
入力や選択をします。

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
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⑥ アラーム
アラームの設定をします。
・「通知」 ：アラームが通知されます。
・「なし」 ：アラームは通知されません。
「通知」にしたときは、「15」と「分」にタップし予定の何分／何時間前などにア
ラームを通知するかを設定します。

アラーム音を鳴らないようにするには：

1  スタート メニューの “設定”－ “音と通知”－ 通知 タブにタップします。

2 「イベント」欄で「アラーム」を選択します。
3 「音を鳴らす」のチェックを外し、 にタップします。

⑦ 分類項目
入力中の予定に「会社関係（取引先）」などの分類項目を設定して、グループ化
します。分類項目を設定しておくと、必要な予定をすばやく検索（フィルタ）
できます（�1-31ページ）。

⑧ 出席者
メールアドレスが登録されている連絡先のリストが表示されます。
入力した予定を選択した連絡先へ送信できます。

⑨ 公開方法
予定を公開するときの表示を選びます。
ActiveSyncを使ってパソコンと同期し、パソコン上でワークグループ内の予
定表を共有するときに利用します。

⑩ 秘密度
「標準」、「個人」、「プライベート」、「社外秘」から選びます。

MEMO 2予定にメモを追加したいときは、 メモ タブにタップして入力します。

5 入力が終わったら、 にタップします。
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予定を確認する

入力した予定は、月間表示、週間表示、1日表示などから多角的に確認できます。
予定表には、次の表示画面があります。
・予定一覧表示：1日の予定を一覧で表示します（�下記）。
・ 1 日（日）表示：1日の予定をタイムテーブルで表示します（�6-6ページ）。
・週間（週）表示：1週間分の予定をグラフで表示します（�6-7ページ）。
・月間（月）表示：1ヶ月分の予定をカレンダー上にマークで表示します（�6-8ページ）。
・年間（年）表示：1年分のカレンダーを表示します（�6-8ページ）。

1  スタート メニューの  “予定表”にタップします。
消していないアラーム通知画面（�1-31ページ）があるとき、Today画面左下
に アラーム と表示されます。

2 画面右下の メニュー － 表示 － 予定一覧 ／ 日 ／ 週 ／ 月 ／ 年
にタップして、表示を切り替えます。

◇ 予定一覧表示 ◇

タップするとカレン
ダーが表示されます。
予定一覧を表示したい
日付にタップします。

時刻設定のない終日の
予定はバナーで表示さ
れます。
タップすると予定の概
要が表示されます。

過ぎた予定はグレー、
時間帯が重複している
予定は赤で表示されま
す。

予定にタップすると概
要が表示されます。

にタップすると、
当日の予定が表示され
ます。

をタップすると1週間
後の予定へ進みます。
をタップすると1週間

前の予定へ戻ります。

タップした曜日の予定
一覧が表示されます。

 日 にタップすると、
1日表示に切り替わり
ます。
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◇ 1日（日）表示 ◇

MEMO 21日表示では、スタイラスペンを使って予定を異なる時間帯へ移動できます。

1 予定の前にある青いバーをタップして、予定を選択します。

2 予定の前にある青いバーをタップしたままにして、ポップアップメニュー
が表示される前に変更したい時間帯へ移動します。

2時間帯をなぞってから、タップしたままにして、ポップアップメニューから
新しい予定 にタップすると、開始／終了時刻が自動的に入った新規入力画
面が表示されます。

 週 にタップすると、
週間表示に切り替わり
ます。

表示より早い時間帯に
も予定があるときに表
示されます。

表示より遅い時間帯に
も予定があるときに表
示されます。

予定にタップすると、
予定の概要が表示され
ます。

予定を入力したい時間
帯をなぞって選択

予定の前にある
青いバー
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◇ 週間（週）表示 ◇

週間予定がグラフで表示されます。

MEMO 2週間予定の表示形式は、画面右下の メニュー － オプション から変更でき
ます（�6-13ページ）。

2予定を入力したい日の時間帯をなぞってから、タップしたままにして、ポッ
プアップメニューから 新しい予定 にタップすると、開始／終了時刻が自動
的に入った新規入力画面が表示されます。

タップするとカレン
ダーが表示されます。
日付をタップすると、
別の週間表示に切り替
わります。

年を切り替えるときに
タップします。

 月 にタップすると、
月間表示に切り替わり
ます。

日付にタップすると1
日表示になります。

予定がある時間帯に
タップすると、内容が
上部に表示されます。

予定を入力したい日の
時間帯をなぞって選択
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◇ 月間（月）表示 ◇

日付にタップすると、当日の1日表示画面になります。

：午前に予定が入っていることを示します。
：午後に予定が入っていることを示します。
：午前／午後の両方に予定が入っていることを示します。
：終日の予定が入っていることを示します。

◇ 年間（年）表示 ◇

日付にタップすると1日表示、月にタップすると月間表示になります。

にタップすると、
今月の予定が表示され
ます。

にタップすると、
次月の表示へ進みます。
にタップすると、

前月の表示へ戻ります。

タップして別の月間表示
に切り替えできます。

にタップすると、
当日の日付が反転した
年間表示になります。

にタップすると、
次年の表示へ進みます。
にタップすると、

前年の表示へ戻ります。

タップして年を切り替
えます。

 予定一覧 にタップす
ると、予定一覧表示に
切り替わります。

 年 にタップすると、
年間の表示に切り替わ
ります。

年を切り替えるときに
タップします。
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3 1件ごとの予定を確認したいときは、予定一覧表示や1日表示など
で予定にタップします。
予定の詳細が表示されます。

アラームが設定されて
いるときに表示されま
す。

分類項目や出席者、公
開方法が設定されてい
るとき、表示されま
す。
をタップすると、元

の画面に戻ります。

予定にメモが入力され
ているときは、ここに
表示されます。
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定期的な予定を入れる（パターンの編集）

予定の間隔（パターン）を編集して、定期的な予定を簡単に入れられます。
予定の入力については、6-2ページをご覧ください。

1 予定の入力画面で「パターン」欄（�6-3ページ）にタップし、表示
されたメニューから ＜パターンの編集＞ にタップします。
パターンの編集画面が表示されます。

2 開始／終了時刻を設定し、 次へ にタップします。

3 画面上部にある 毎日 や 毎週 などにタップして、表示された画
面で予定の間隔を設定します。

◇ 毎 日 ◇

数字にタップすると、
開始と終了時刻を設定
する時計画面が表示さ
れます。時刻を設定し
て にタップすると
この画面に戻ります。

終了時刻だけを変更す
るときは、期間の▼に
タップまたは直接入力
して、開始時刻から終
了時刻までの時間を設
定します。

タップすると、繰り返
す予定の入力がキャン
セルされ、入力画面に
戻ります。
定期的な設定を解除：
「パターン」は「1回」に
なります。
キャンセル：
「パターン」はこの画面
を表示する前の状態に
戻ります。

何日ごとなど、決まっ
た日数間隔の予定は、
「間隔」にタップして日
数を設定します。
▼にタップして日数を
選択、または枠内に直
接入力します。
「1日ごと」にすると毎
日の予定になります。

月曜日から金曜日の毎
日に設定するときに選
択します。
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◇ 毎 週 ◇

◇ 毎 月 ◇

◇ 毎 年 ◇

何週ごとにするのか、
▼にタップして選択、
または枠内に直接入力
します。
「1週ごと」にすると、
毎週の予定になりま
す。

予定をいれる曜日に
タップして選択します
（複数選択できます）。

母の日など、月と曜日
が決まっている予定は
「曜日」を選択します。
▼にタップして月と曜
日などを選択します。

毎年決まった月日の予
定は「日付」にタップし
て日を設定します。

月の決まった日の予定
は「日」を選択します。
▼にタップして選択ま
たは枠に直接入力しま
す。
「1 か月ごと」にする
と、毎月の予定になり
ます。

月の決まった曜日の予
定は「曜日」を選択しま
す。
▼にタップして何週目
の何曜日などを選択し
ます。
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4  次へ にタップします。
「定期的なパターンの開始日と終了日の設定」画面が表示されます。

5 開始日と終了条件を設定します。

6  終了 にタップします。
予定の入力画面に戻ります。
件名など、その他の必要な項目を入力して にタップすると、設定した定
期的な予定が入力されます。

MEMO 2定期的な予定をすべて修正するとき

1 予定一覧画面などで、定期的な予定をタップして詳細画面を表示します。

2 画面左下の 編集 にタップし、確認画面で いいえ にタップします。

3 予定の編集をし、 にタップします。

2定期的な予定をすべて削除するとき

1 予定一覧画面などで、定期的な予定のひとつをタップしたままにして、
ポップアップメニューから 予定の削除 を選択します。

2 確認画面で はい にタップします。

▼にタップして、表示
されたミニカレンダー
から日を選択、または
直接入力します。

定期的な予定に期限が
あるときは、「終了日」
または「反復回数」を選
択します。
終了日：
設定した日まで定期的
な予定を入れます。
反復回数：
設定した回数だけ予定
を入れます。

▼にタップして選択ま
たは直接入力します。
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表示形式を設定する

週の始まりを月曜日にしたり、時間帯の表示を30分単位にするなど、画面の表
示形式を変更できます。

1 予定の各表示画面で、画面右下の メニュー － オプション にタッ
プします。
オプション画面が表示されます。

◇  全般 タブ ◇

◇  予定 タブ ◇

週の始まりを日曜日ま
たは月曜日に設定しま
す。

週間表示の形式を設定
します。
週5日表示：月～金
週6日表示：月～土
週7日表示：月～日
      （または日～土）

チェックをつけると、
1日表示（�6 - 6ペー
ジ）と週間表示（�6-7
ページ）の時間帯が30
分単位で表示されま
す。

チェックをつけると、
週間表示（�6-7ペー
ジ）と月間表示（�6-8
ページ）に週番号が表
示されます。

チェックをつけると、
設定した時間のアラー
ムが新規作成画面で自
動的に入力されます。

タップして設定する
と、予定に設定した内
容に沿って、それぞれ
のアイコンが予定一覧
や1日表示画面などに
表示されます。
※アイコンをタップし
たままにすると名前
が表示されます。

会議出席依頼（�6-15
ページ）を送信する方
法を選択します。
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入力した予定を変更する／削除する

予定を変更する

1 予定一覧画面などで、変更したい予定にタップします。
予定の詳細が表示されます。

2 画面左下の 編集 にタップします。

MEMO 2予定のメモを変更したいときは、 メモ タブにタップして変更します。
2定期的な(パターンを設定した)予定のときは、確認画面が表示されます。
選択した予定だけを変更するときは はい 、定期的な予定をすべて変更する
ときは いいえ にタップしてください。

3 変更が終わったら、 にタップします。

予定を削除する

1 予定一覧画面などで、削除する予定をタップしたままにします。
ポップアップメニューが表示されます。

2 ポップアップメニューから 予定の削除 にタップします。

3 確認画面で はい にタップします。

MEMO 2次の方法でも削除できます。
・一覧画面で削除したい予定を選択し、画面右下の メニュー －
 予定の削除 をタップします。

・削除したい予定の詳細画面で、画面右下の メニュー － 削除 をタップし
ます。

2定期的な(パターンを設定した)予定のときは、確認画面が表示されます。
定期的な予定をすべて削除するときは はい 、選択した予定だけを削除する
ときは いいえ にタップします。
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会議出席依頼をメールで送信する

この機能は“メール”のみ利用できます。“W-ZERO3メール”では利用できません。
Microsoft OutlookやMicrosoft Outlook Mobileのユーザーへ会議出席依頼を
送信される場合は、パソコンと同期して送信しますので、表示形式を設定するの
 予定 タブ（�6-13ページ）をご覧になり会議出席依頼の送信方法をOutlookに設
定しておいてください。
また、プロバイダーのメールを使って送信される場合もそれぞれ送信されるアカ
ウントに設定しておいてください。

1 会議出席依頼を送信するためには、出席者のメールアドレスをプ
ログラムの「連絡先」へ登録しておく必要があります。まだの方は
登録しておいてください。

2 予定一覧画面などから会議出席依頼を送信する予定をタップし、
画面左下の 編集 にタップします。

3「出席者」にタップします。
メールアドレスが登録されている連絡先のリストが表示されます。

4 リストから会議の出席依頼を送信する相手にタップします。

MEMO 2出席者を追加するときは、画面左下の 追加 をタップします。
2追加した送信先を削除するときは、削除する送信先にタップしてから画面右
下の 削除 をタップします。

2新しい（連絡先に登録していない）出席者を追加するときは、画面左下の
 追加 にタップしてから、画面右下の メニュー － 新しい連絡先 にタップ
します。

5 にタップします。
予定の編集画面に、「出席者」欄に追加した送信先が表示されます。

6 にタップします。

7 確認画面で はい にタップします。
会議の出席依頼が自動的に作成され、メールの「送信トレイ」フォルダに保存
されます。

Microsoft OutlookやMicrosoft Outlook Mobileのユーザーへ会議出
席依頼を送信される場合
パソコンとの連携（�8-2ページ）をご覧になり、ActiveSyncでメールを同期
します。

プロバイダーのメールを使って送信される場合
メール（�4-35ページ）をご覧になり、 送受信 をタップして送信します。



6-16

祝日を設定する

ActiveSyncを使ってパソコン側のMicrosoft Outlookと同期することによって、
予定表に祝日を設定できます。

1 パソコン側のMicrosoft Outlookに祝日を追加します。
祝日の追加については、パソコンのMicrosoft Outlookにあるヘルプをご覧
ください。

2 ActiveSyncで予定表を同期します。
予定表に祝日が追加されます。

MEMO 2パソコンとの同期についてくわしくは8-2ページやパソコンにインストール
されているActiveSyncのヘルプをご覧ください。

2ActiveSyncを使ってパソコンと同期するときは、あらかじめ同期する項目
や期間の設定をご確認ください。
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予定表のメニュー

一覧画面のメニュー

新しい予定�

予定の削除�

表示 予定一覧�

 日�

 週�

 月�

 年�

編集 切り取り�

 コピー�

 貼り付け�

オプション�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

フィルタ※ すべての予定�

 分類項目なし�

新規作成画面を開く。�

選択している予定を完全に削除する。�

予定一覧画面を表示する。�

日単位で予定を表示する。�

週単位で予定を表示する。�

月単位で予定を表示する。�

年単位で表示する。�

選択した予定データを切り取る。�

選択した予定データをコピーする。�

クリップボードにあるデータを、予定表に貼り付ける。�

全般タブ：カレンダーの表示形式を設定する。�
予定タブ：�
・「新しいアイテムにアラームを設定する」にチェック
があるときは、設定した時間のアラームが新規作成画
面で自動的に入力される。�

・「アイコンの表示」でアイコンをタップして設定する
と、予定に設定した内容に沿って、それぞれのアイコ
ンが一覧画面などに表示される（アイコンをタップし
たままにすると、その名前が表示される）。�

・「会議出席依頼の送信方法」は、会議出席依頼を送信
する方法を選択する。�

すべての予定を予定一覧画面に表示する。�

分類項目を「分類項目なし」で作成した予定を、予定一
覧画面に表示する。�

※フィルタのメニューには、予定で設定した分類項目が表示されます。�

MEMO 2予定をタップしたままにすると、実行できる操作の一覧がポップアップメ
ニューで表示されます。

2Today画面で予定を表示しているときは、近い将来の予定が表示されます。
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住所や電話番号、メールアドレスなどを管理します。電話をかけたり、メールを
送るときに使うと便利です。
連絡先の使いかたについて、この製品のヘルプもあわせてご覧ください。

MEMO 2パソコンでMicrosoft Outlookをご使用の場合、ActiveSyncを使って連絡先
のデータと同期できます。パソコンとの同期についてくわしくは8-2ページ
やパソコンにインストールされているActiveSyncのヘルプをご覧くださ
い。

2連絡先に登録しているデータを使って電話の個別着信音の設定ができます
（�3-29ページ）。

連絡先を登録する（新規作成）

1 Today画面右下の 連絡先 、または

 スタート メニューの “連絡先”にタップします。
連絡先の一覧画面が表示されます。

2 画面左下の 新規作成 にタップします。

名前の入力画面が表示されます。

MEMO 2画面右下の メニュー － 新しい連絡先 をタップしても、新規入力画面が表
示されます。

連絡先
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3 名前から入力します。

4 入力したい項目にタップし、その他の情報を入力していきます。

MEMO 2「名前」、「勤務先」、「勤務先住所」、「自宅住所」、「その他の住所」は、項目に
タップすると入力画面がポップアップ表示されます。

2設定した画像は、連絡先の概要で表示されます（�次ページ）。
2「分類項目」を設定しておくと、設定した分類項目を含む連絡先だけをフィル
タ表示できます（�1-31ページ）。

5 入力が終わったら、 にタップします。
入力した連絡先が追加されます。

MEMO 2電話番号入力欄に電話番号と「P」（アルファベットのP、全角半角／大文字小
文字いずれも可）を入力すると、3-12ページで説明している「発信中、ポーズ
を使う」ができます。

　たとえば、電話番号に03XXXXXXXXP12XXと入力し保存したのち、「連絡
先から電話をかける」（�6-23ページ）を行うと、Pの前の「03XXXXXXXX」ま
でを発信して止まります。 キーを押すと、残りの「12XX」を発信しま
す。

「姓」や「名」を入力して
変換などをすると、フ
リガナは自動的に入力
されます。
入力されたフリガナ
は、一覧画面に表示さ
れる並び順となりま
す。

「画像」欄をタップする
と画像を設定できます
（�6-22ページ）。

「部署」や「勤務先」な
ど、他の項目にタップ
すると、タップした項
目の入力に移ります。

 メモ タブをタップす
ると、入力項目以外の
メモなどを入力できま
す。
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連絡先を表示する

1 Today画面右下の 連絡先 にタップします。
連絡先の一覧画面が表示されます。
一覧画面には、名前のほかに、電話番号やメールアドレスがひとつ表示され
ます。

MEMO 2ひとつの連絡先に、複数の電話番号やメールアドレスを設定しているとき
は、一覧に表示する内容を選べます（�次ページ）。

2電話番号の検索対象は一覧画面に表示されている番号だけになります。

2 詳細を表示したい連絡先にタップします。
タップした連絡先の概要が表示されます。

MEMO 2一覧に表示する項目にメールアドレスが選択（反転）されているときは画面左
下に  電子メール  が表示されます。

3 確認が終わったら、 にタップします。
一覧画面に戻ります。

タップすると、連絡先
の概要（詳細）が表示さ
れます。

検索したい「姓」または
「名」のフリガナや電話
番号を入力すると、一
覧画面に表示されてい
る連絡先を検索して表
示します。
検索結果の画面で に
タップすると一覧画面
に戻ります。
※フリガナは、ひらが
なでもカタカナでも
検索できます。

メモを確認するときは
メモ タブをタップし
ます。

連絡先などをタップす
ると編集画面が表示さ
れます。

設定した画像が表示さ
れます。

一覧に表示されている
連絡先の項目が1文字
で表示されます。
「社」（勤務先電話）、
「家」（自宅電話）、「携」
（携帯電話）、「P 」
（P H S）、「E」（電子
メール）などです。
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一覧に表示する電話番号やメールアドレスを変更する

ひとつの連絡先に複数の電話番号やメールアドレスを入力しているときは、一覧
画面に表示する項目を変更できます。

1 一覧画面で カーソル キーの上や下を押して、表示項目を変更し
たい連絡先を反転させます。

2  カーソル キーの左や右を押して、目的の項目を表示させます。

MEMO 2携帯電話の番号を入力するとSMSも自動的に表示されますが、この製品は
SMSに対応しておりません。

特定した会社の連絡先を一覧表示する

名前順で表示されている連絡先を、勤務先別に一覧表示できます。

1 一覧画面で画面右下の メニュー － 表示方法 － 勤務先 にタッ
プします。
勤務先別に一覧表示されます。

MEMO 2名前順に戻すときは、画面右下の メニュー － 表示方法 － 名前 にタップ
します。

一覧画面の表示設定を変更する

一覧画面に表示されている50音タブを非表示にしたり、名前だけの表示にした
りできます。

1 一覧画面で画面右下の メニュー － オプション にタップします。
オプション設定画面が表示されます。

2 設定が終わったら、 にタップします。
設定が反映された一覧画面が表示されます。

設定した番号が、市外
局番として入力画面で
自動的に入力されま
す。

チェックを外すと、一
覧画面で50音タブが
非表示になります。

チェックをつけると、
一覧画面には名前だけ
が表示されます。
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連絡先に写真をつける／削除する

連絡先ごとに写真や画像を設定できます。画像を登録した相手から電話がかかっ
てきたときに着信画面に画像を表示します。
設定する写真などは保存している画像から選ぶか、その場で内蔵のカメラを使っ
て撮影します。

写真や画像をつける

1 入力画面で「画像」欄にタップします。
画像の選択画面で「マイ ピクチャ」フォルダに保存されている画像が表示さ
れます。

2 設定したい画像にタップします。
画像が設定され、入力画面の「画像」欄に「画像の変更」と表示されます。

3 にタップします。

カメラで撮った写真をつける

1 入力画面で「画像」欄にタップします。

2 画像の選択画面で カメラ にタップします。
カメラが起動し画像が画面に表示されます。

3  アクション キーを押して撮影します。
しばらくすると撮影した画像が画面に表示されます。

4 画面左下の 選択 にタップします。
画像が設定され、入力画面の「画像」欄に「画像の変更」と表示されます。
撮影しなおすときは画面右下の 再試行 にタップします。

フォルダを変更すると
きは「マイ ピクチャ」に
タップして「マイ デバ
イス」などにタップし
ます。

写真を撮影するときは
カメラ をタップしま
す。
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5 にタップします。

MEMO 2撮影した画像は「マイピクチャ」フォルダに保存されます。
2撮影の方法について、詳しくは「静止画（画像）を撮影する」（�7-4ページ）を
ご覧ください。

設定した写真や画像を削除する

1 一覧画面で、写真や画像を削除したい連絡先にタップします。
連絡先の概要が表示されます。

2 画像にタップします。
連絡先の編集画面が表示されます。

3 画面右下の メニュー － 画像の削除 にタップします。

4 確認画面で はい にタップします。

5 にタップします。

MEMO 2上記手順では連絡先に設定した画像を削除しますが、実際の画像は削除され
ません。

連絡先から電話をかける

1 一覧画面のとき ：電話をかけたい連絡先をタップしたままに
して、 電話をかける にタップします。

詳細画面のとき ：画面右下の メニュー － 電話をかける にタッ
プします。

電話番号を選択する画面が表示されます。

MEMO 2一覧画面／詳細画面で キーを押しても電話番号を選択する画面が表示さ
れます。

2一覧画面で電話をかけたい連絡先を選択し、画面右下の メニュー －
 電話をかける にタップしても、電話番号を選択する画面が表示されます。
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2 電話をかける番号にタップまたは カーソル キーで電話番号を選択
し キーを押し、確認画面で  はい  にタップします。
発信画面で電話番号が点滅し、相手に電話がかかります。

連絡先からメールを作成する

この機能は“メール”のみ利用できます。“W-ZERO3メール”では利用できません。

1 一覧画面でメールを送りたい連絡先をタップしたままにします。
ポップアップメニューが表示されます。

2  電子メールの送信 または ライトメール作成 にタップします。

3 メールのとき ：アカウントの選択画面が表示されたとき
は、送るメールのアカウントを選択します。

ライトメールのとき：電話番号選択画面でライトメールの送信先
を選択します。

連絡先のメールアドレス／電話番号が入った、メールやライトメール作成画
面が表示されます。

4 メッセージなどを入力したら  にタップします。

5 確認画面で はい にタップします。
作成したメールが、 “メール”または “ライトメール”の下書き（フォル
ダ）に保存されます。

MEMO 2メールについてくわしくは4-32ページ、ライトメールについてくわしくは4-
60ページをご覧ください。

2手順1で詳細画面を表示し、 メニュー － ライトメール作成 をタップして
もライトメールの作成ができます。

ご注意� 2ライトメールに対応していない電話機へライトメールを送信したときは、相
手に電話がかかります。
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連絡先を修正／削除する

連絡先を修正する

1 一覧画面で、修正する連絡先にタップします。
連絡先の概要が表示されます。

2 修正したい連絡先の項目（電話番号や住所など）にタップして修正
します。

3 にタップします。

MEMO 2手順2で画面右下の  メニュー － 編集  にタップしても修正できます。

連絡先を削除する

1 一覧画面で、削除する連絡先をタップしたままにします。
ポップアップメニューが表示されます。

2  連絡先の削除 にタップします。

3 確認画面で はい にタップします。

MEMO 2次の方法でも削除できます。
・一覧画面で削除したい連絡先を選択し、画面右下の  メニュー －
 連絡先の削除 にタップします。

・削除したい連絡先の概要画面で、画面右下の  メニュー － 削除  にタッ
プします。
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連絡先のメニュー

一覧画面のメニュー

新しい連絡先�

連絡先のコピー�

連絡先の削除�

オプション�
�
�
�
�
�

表示方法 名前�

 勤務先�

フィルタ※ すべての連絡先�

 最近表示したアイテム�

 分類項目なし�
�

ライトメール作成�
�

電話をかける�

新規作成画面を開く。�

選択している連絡先をコピーして追加する。�

選択している連絡先を削除する。�

・「タブを表示する」にチェックがあるときは、一覧画
面で50音のタブが表示される。�

・「名前のみを表示する」にチェックがあるときは、一
覧画面に名前だけが表示される。�

・「市外局番」に設定した番号が、市外局番として入力
画面で自動的に入力される。�

名前順に表示する。�

会社ごとに表示する。�

すべての連絡先を表示する。�

最近表示した連絡先を表示する。�

分類項目を設定していない（分類項目なしの）連絡先を
表示する。�

ライトメール送信先の電話番号を選択してメールを作成
する。�

ダイヤルする電話番号を選択して電話をかける。�

　※フィルタのメニューには、連絡先で設定した分類項目が表示されます。�

MEMO 2一覧画面で連絡先をタップしたままにすると、実行できる操作の一覧がポッ
プアップメニューで表示されます。電子メールアドレスを登録しているとき
は、ポップアップメニューから 電子メールの送信 にタップしてメールを作
成できます。
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編集画面のメニュー

画像の削除�

元に戻す�

やり直す�

切り取り�

コピー�

貼り付け�
�

クリア�

すべて選択�

設定した画像を削除する。�

ひとつ前の状態に戻す。�

直前の操作を繰り返す。�

選択した文字列などを切り取る。�

選択した文字列などをコピーする。�

クリップボードにある文字列などを、指定したポイント
に貼り付ける。�

範囲指定した文字列などを消す。�

選択している項目の全ての文字列を範囲指定する。�

概要（詳細表示）画面のメニュー

編集�

SMSメッセージの送信（ メモ タブ）�

連絡先のビーム（ メモ タブ）�

削除�

ズーム（ メモ タブ）�

ライトメール作成（ 概要 タブ）�
�

電話をかける（ 概要 タブ）�

個別着信音の設定（ 概要 タブ）�

表示している連絡先を編集する。�

この製品はこの機能に対応しておりません。�

この製品はこの機能に対応しておりません。�

表示している連絡先を削除する。�

表示の大きさを設定する。75％～300％まで5段階。�

ライトメール送信先の電話番号を選択してメールを作成
する。�

ダイヤルする電話番号を選択して電話をかける。�

連絡先のデータに対して、個別の着信音を設定する（�3-
29ページ）。�
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やらなければいけない用件の進捗状況などを管理します。
仕事の使いかたについて、この製品のヘルプもあわせてご覧ください。

MEMO 2パソコンでMicrosoft Outlookをご使用の場合、ActiveSyncを使って仕事の
データと同期できます。パソコンとの同期についてくわしくは8-2ページや
パソコンにインストールされているActiveSyncのヘルプをご覧ください。

仕事に優先度をつけて保存する（新規作成）

1  スタート メニューの  “プログラム”にタップします。

2 プログラム画面の  “仕事”にタップします。
仕事の一覧画面が表示されます。

3 画面右下の メニュー － 新しい仕事 にタップします。
仕事の新規入力画面が表示されます。

仕事

ここに件名を入力して
Enter を押すと、開始
日や期限などがない仕
事を作成できます。
優先度をつけるときは

（高）または 
（低）にタップします。
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4 各項目にタップして、件名、優先度、開始日などを入力／選択します。

① 件名
直接入力するか、▼にタップして一覧から選びます。

② 優先度
優先度（「高」、「標準」、「低」）を選びます。

③ 進捗状況
「作業中」または「終了」を選びます。

④ 開始日
タップして、表示されたカレンダーから開始日を選びます。

⑤ 期限
タップして、表示されたカレンダーから期限日を選びます。

⑥ パターン
入力中の仕事を1回だけとするのか、または毎週や毎月などの定期的な仕事
にするのかを設定します。「1回」にすると、１回だけの仕事となります。
仕事の間隔（パターン）を編集するときは、「＜パターンの編集＞」にタップし
ます（�6-32ページ）。

⑦ アラーム
アラームの設定をします。
・「通知」：アラームが通知されます。
・「なし」：アラームは通知されません。
「通知」にしたときは、日付や時間にタップしてアラームを通知する日時を設
定します。

アラーム音を鳴らないようにするには：

1  スタート メニューの “設定”－ “音と通知”－ 通知 タブにタップします。

2 「イベント」欄で「アラーム」を選択します。
3 「音を鳴らす」のチェックを外し、 にタップします。

各項目にタップして、
入力や選択をします。

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
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⑧ 分類項目
入力中の仕事に「会社関係（取引先）」などの分類項目を設定して、グループ化
します。分類項目を設定しておくと、必要なデータをすばやく検索（フィル
タ）できます（�1-31ページ）。

⑨ 秘密度
「標準」、「個人」、「プライベート」、「社外秘」から選びます。

MEMO 2仕事にメモを追加したいときは、 メモ タブにタップして入力します。

5 入力が終わったら、  にタップします。
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仕事を一覧表示する

1  スタート メニューの  “プログラム”にタップします。

2 プログラム画面の  “仕事”にタップします。
仕事の一覧画面が表示されます。
期限が過ぎた仕事は、赤字で表示されます。

MEMO 2仕事を選択し、画面左下の 終了 または 作業中 にタップしてもチェックを
つけたりはずしたりできます。

2画面右下の メニュー － オプション にタップし、「仕事入力バーを表示す
る」のチェックをはずすと、仕事入力バーが非表示になります（�6-36ペー
ジ）。

2画面右下の メニュー － オプション にタップし、「開始日と期限を表示す
る」にチェックをつけると、2行の表示になります。

仕事入力バー
チェックなしは作業
中、チェックありは終
了した仕事です。
この画面でチェックを
つけたりはずしたりで
きます。
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定期的な仕事を入力する（パターンの編集）

週報や毎月の進捗レポート提出などの定期的な仕事を、仕事の間隔（パターン）を
編集してまとめて入力できます。
仕事の入力については、6-28ページをご覧ください。

1 入力画面で「パターン」欄にタップし、表示されたメニューの「＜パ
ターンの編集＞」にタップします。
パターンの編集画面が表示されます。

2 開始日や期限などを入力して、 次へ にタップします。

3 画面上部にある 毎日 や 毎週 などにタップして、表示された画
面で仕事の間隔を設定します。

◇毎 日 ◇

▼にタップして、こ
の仕事の開始日や期
限を選択します。
期限だけを変更する
ときは「期間」の▼に
タップして、開始日
からの日数を選択し
ます。
期間で0日を設定する
と、開始日と期限が
同じ日付の仕事にな
ります。

タップすると、定期的
な仕事の入力がキャン
セルされ、入力画面に
戻ります。
定期的な設定を解除：
「パターン」は「1回」に
なります。
キャンセル：
「パターン」はこの画面
を表示する前の状態に
戻ります。

何日ごとなど、決まっ
た日数間隔の仕事は、
「間隔」にタップして、
日数を選択または枠内
に直接入力します。
「１日ごと」にすると毎日
の仕事になります。

月曜日から金曜日の
毎日に設定するとき
に選択します。
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◇毎 週 ◇

◇毎 月 ◇

◇毎 年 ◇

何週ごとにするのか▼
にタップして選択また
は枠内に直接入力しま
す。
「１週ごと」にすると毎
週の仕事になります。

仕事をいれる曜日に
タップして選択します
（複数選択できます）。

月の決まった日の仕事
は「日」を選択します。
▼にタップして選択ま
たは枠に直接入力しま
す。
「１か月ごと」にする
と、毎月の仕事になり
ます。

月の決まった曜日の仕
事は「曜日」を選択しま
す。
▼にタップして何週目
の何曜日などを選択し
ます。

毎年決まった月日の仕
事は「日付」にタップし
て日を設定します。 月と曜日が決まってい

る仕事は「曜日」を選択
します。
▼にタップして月と曜
日などを選択します。
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4  次へ にタップします。
「定期的なパターンの開始日と終了日の設定」画面が表示されます。

5 開始日と終了条件を設定します。

6  終了 にタップします。
仕事の入力画面に戻ります。　
件名など、その他の必要な項目を入力して  にタップすると、設定した
定期的な仕事が入力されます。

MEMO 2定期的な仕事を修正するとき

1 一覧画面などで、修正したい定期的な仕事をタップして詳細画面を表示し
ます。

2 画面左下の 編集 にタップして修正します。
　定期的な仕事が一度に修正されます。

2定期的な仕事をすべて削除するとき

1 一覧画面などで、定期的な仕事をタップしたままにしてポップアップメ
ニューから 仕事の削除 を選択します。

2 確認画面で はい にタップします。

定期的な仕事に期限
があるときは、「終了
日」または「反復回数」
を選択します。
終了日：
設定日まで定期的な
仕事を作成します。
反復回数：
設定した回数だけ仕
事を作成します。

▼にタップして、表示さ
れたミニカレンダーから
日を選択、または直接入
力します。

▼にタップして選択また
は直接入力します。
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作業中の仕事／終了した仕事を表示する（フィルタ）

作業中の仕事だけ、または終了した仕事だけを一覧表示できます。

1 一覧画面で、画面右下の メニュー － フィルタ にタップします。

2  作業中の仕事 または 終了した仕事 にタップします。
タップしたメニューにチェックがつきます。
作業中の仕事だけ、または終了した仕事だけが一覧表示されます。

MEMO 2すべての仕事を表示するときは、もう一度手順1と2を行います。
手順2でメニューにつけたチェックが外れて、すべての仕事が表示されます。

2分類項目でフィルタ表示しているときは、その中で作業中の仕事、終了した
仕事が表示されます。分類項目については、1-29ページをご覧ください。

仕事を並べ替える

入力している仕事を条件別に並べ替えできます。

1 一覧画面で、画面右下の メニュー － 並べ替え にタップします。

2 並べ替える条件（状態、優先度、件名、開始日、期限）にタップし
ます。
・状態 ：“作業中の仕事”、“終了した仕事”別に表示されます。
・優先度：仕事に設定している優先度別に表示されます。
・件名 ：仕事の件名別に表示されます。
・開始日：仕事に設定している開始日順に表示されます。
・期限 ：仕事に設定している期限日順に表示されます。

MEMO 2並べ替えられた順を逆に（例えば、優先度の高→低を低→高に）変えたいとき
は、もう一度手順1と2を行います。



6-36

オプションの設定をする

一覧画面で表示する内容を変更できます。

1 一覧画面で、画面右下の メニュー － オプション にタップしま
す。
オプション画面が表示されます。

2 設定する項目にチェックをつけます。

3 設定が終わったら、  にタップします。

チェックをつけると、
一覧画面に開始日と期
限日が表示されます（2
行表示されます）。

チェックを外すと、仕
事入力バーが非表示に
なります（�6-31ペー
ジ）。

チェックをつけると、
新規入力画面で開始日
と期限日を入力すると
「アラーム」欄が自動的
に「通知」に設定されま
す。
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仕事を修正／削除する

仕事を修正する

1 一覧画面で、修正する仕事にタップします。
仕事の詳細が表示されます。

2 画面左下の 編集 にタップします。

3 修正が終わったら、  にタップします。

MEMO 2仕事のメモを変更したいときは、 メモ タブにタップして変更します。

仕事を削除する

1 一覧画面で、削除する仕事をタップしたままにします。
ポップアップメニューが表示されます。

2 ポップアップメニューから 仕事の削除 にタップします。

3 確認画面で はい にタップします。

MEMO 2次の方法でも削除できます。
・一覧画面で削除したい仕事を選択し、画面右下の メニュー －
 仕事の削除 をタップします。

・削除したい仕事の詳細画面で、画面右下の メニュー － 削除 をタップし
ます。

2定期的な(パターンを設定した)仕事のときは、確認画面が表示されます。
定期的な仕事をすべて削除するときは はい 、選択した仕事だけを削除する
ときは いいえ にタップします。

タップすると設定した開
始日や期限なども表示さ
れます。
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仕事のメニュー

一覧画面のメニュー

新しい仕事�

仕事の削除�

編集�

�

�

オプション�
�
�

�
�

�
�

並べ替え�

�

�

�

�

フィルタ※　�

�

�

�

 切り取り�

 コピー�

 貼り付け�

�
�
�

�
�

�
�

 状態�

 優先度�

 件名�

 開始日�

 期限�

 すべての仕事�

 最近表示した�
 アイテム�

 分類項目なし�
�

 作業中の仕事�
 終了した仕事�

新規入力画面を開く。�

選択している仕事を完全に削除する。�

選択したデータを切り取る。�

選択したデータをコピーする。�

クリップボードにあるデータを、仕事に貼り付ける。�

・「新しいアイテムにアラームを設定する」にチェックが
あるときは、新規入力画面で、開始日と期限日を入力す
ると「アラーム欄」が自動的に「通知」に設定される。�

・「開始日と期限を表示する」にチェックがあるときは、
一覧画面に開始日と期限が表示される。�

・「仕事入力バーを表示する」にチェックがあるときは、
一覧画面に入力バーが表示される。�

終了した仕事、作業中の仕事に分けて表示する。�

仕事を優先度順で表示する。�

仕事を件名順で表示する。�

仕事を開始日順で表示する。�

仕事を期限日順で表示する。�

すべての仕事を表示する。�

最近表示した仕事を表示する。�
�

分類項目を設定していない（分類項目なしの）仕事を表
示する。�

フィルタ表示（上記）した仕事の中から、さらに「作業
中の仕事」または「終了した仕事」だけを表示する。�

　※フィルタのメニューには、仕事で設定した分類項目が表示されます。�

MEMO 2一覧画面などで仕事をタップしたままにすると、実行できる操作の一覧が
ポップアップメニューで表示されます。優先度もポップアップメニューから
変更できます。

2Today画面（待ち受け画面）に、作業中や期限切れなどの仕事件数を表示でき
ます（�10-4ページ）。
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手書きした文字やイラスト、録音した自分の声などを保存できます。
メモの使いかたについて、この製品のヘルプもあわせてご覧ください。

MEMO 2パソコンでMicrosoft Outlookをご使用の場合、ActiveSyncを使ってメモと
同期できます。パソコンとの同期についてくわしくは8-2ページやパソコン
にインストールされているActiveSyncのヘルプをご覧ください。

メモを書く（新規作成）

1  スタート メニューの “プログラム”にタップします。

2 プログラム画面で “メモ”にタップします。
メモの一覧画面が表示されます。

MEMO 2メモのファイルがないときは、新規入力画面が表示されます。

メモ
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3 画面左下の 新規 にタップします。
メモの新規入力画面が表示されます。

4 文字を入力します。
・罫線あり（手書き）の画面のときはスタイラスペンを使って、画面に文字を
手書きできます。

・キーボードや入力パネルからも文字を入力できます。
・画面をタップしたままにして、表示されたポップアップメニューから
 日付の挿入 を選ぶと、日付が挿入できます。

MEMO 2文字の入力方法について、くわしくは「文字入力のしかた」（�1-33ページ）を
ご覧ください。

5 入力が終わったら、 にタップします。
作成したメモが一覧画面に追加されます。

MEMO 2手書きしたメモのファイル名は「メモ1」、「メモ2」…と自動的に付けられます。
キーボードや文字入力パネルから入力したメモのファイル名は、最初の行に
書かれている文字がファイル名となります。

23本以上の罫線にまたがって手書きした文字は、描画として扱われます。



メ
モ

6-41

6

P
IM

機
能

入力画面のモードについて

罫線あり（手書き）の画面 罫線なしの画面
・スタイラスペンで手書き入力 ・キーボード／入力パネルから入力
・キーボード／入力パネルから入力 　（手書き入力はできません）

罫線あり／なしの画面を切り替えるには、入力画面で画面右下の メニュー －
描画 にタップします。
画面のズームは、画面右下の メニュー － ズーム にタップして倍率を選択し
ます。

MEMO 2手書きした文字を編集するときは、画面右下の メニュー － 描画 にタップ
して、チェックを外してから、罫線なしの画面で手書き文字をなぞって選択
します。なぞって選択した手書き文字は、画面右下の メニュー から、コ
ピー／貼り付け／切り取りなどの編集ができます。
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メモを一覧表示する

1  スタート メニューの “プログラム”にタップします。

2 プログラム画面で “メモ”にタップします。
メモの一覧画面が表示されます。

① フォルダの切り替え
タップするとすべてのフォルダが一覧で表示され、フォルダを切り替えられ
ます。また、「追加／削除」を選択するとフォルダを新規作成したり、名前の
変更や削除ができます。

② 並べ替え
タップすると並べ替え順の項目が表示されます。
並べ替えの項目をタップすると、その項目を基準にメモが並び替わります。

③ メモファイル
タップするとメモの内容が表示されます。

④ 音声ファイル
タップすると音声が再生されます。
マナーモードで「標準」、「サイレント」を選択しているときは、システム音が
OFFになっています。この状態では音が出ません。マナーモードを解除して
ください。

MEMO 2「メモ」の入力画面で録音した音声は、音声だけであっても （メモファイル）
のアイコンで表示されます。
「メモ」の入力画面以外で録音した音声は のアイコンで表示されます。

②①
③

④
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録音する

1 入力画面で、画面右下の メニュー － 録音ツール バーの表示 に
タップして、チェックをつけます。
録音ツールバーが表示されます。

2 にタップすると録音が始まります。
本体の下側にあるマイク（�1-2ページ）に向かって自分の声などを録音します。

3 にタップすると録音が終了します。

4 にタップします。
１つのメモファイルとして登録されます。

MEMO 2録音ツールバーを消すときは、画面右下の メニュー －
 録音ツール バーの表示 にタップして、チェックを外します。

2録音した音声などを再生するときは、 にタップします。本体裏面のスピー
カー（�1-6ページ）から音が出ます。

2メモの入力画面から録音した音声は、音声だけでもメモファイルとして保存
されます（一覧画面では、 （メモファイル）のアイコンで表示されます）。

2メモの一覧画面から録音すると、１つの音声ファイルとして保存されます
（一覧画面では、 （音声ファイル）のアイコンで表示されます）。

2録音ツールバーから音量を変更すると、この製品全体の音量も変更されま
す。音量を大きくすると、着信音などの音量も大きくなります。

再生／一時停止

停止

録音開始

録音ツールバー

巻き戻し／先頭だし

早送り／次の先頭だし

音量設定

同時にメモも入力でき
ます。

入力画面で録音したと
きは、録音が終了する
と画面に が表示さ
れます。
削除するときは を
なぞってから、タップ
したままにして表示さ
れたポップアップメ
ニューから クリア に
タップします。
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自分用のテンプレートを作成する

1 テンプレートにしたいメモを作成します。

2 一覧画面で、テンプレートにしたいメモをタップしたままにします。

3 ポップアップメニューから、名前の変更／移動 にタップします。
「名前の変更／移動」画面が表示されます。

MEMO 2画面右下の メニュー － 名前の変更／移動 にタップしても名前の変更／移
動画面が表示されます。

4「名前」欄に、作成したテンプレートにつける名前を入力します。

5「フォルダ」欄の▼をタップして、「テンプレート」を選択します。

6 にタップします。
作成したテンプレートが保存されます。

テンプレートの名前を
入力します。

「テンプレート」を選択
します。
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テンプレートを設定する

よく使うテンプレートを新規入力画面でいつも表示されるように設定できます。

1 一覧画面で、画面右下の メニュー － オプション にタップしま
す。
オプション画面が表示されます。

2「既定のモード」欄で▼をタップして、「手書き」または「入力」を選
びます。

3「既定のテンプレート」欄で▼をタップして、設定したいテンプ
レートを選びます。

4 保存先などを選択して、 にタップします。
メモの一覧画面に戻ります。
設定後は、画面左下の 新規 にタップすると、選択したテンプレートの入力
画面が表示されるようになります。

MEMO 2テンプレートを表示させないようにするには、上記の手順3で「白紙のメモ」
を選びます。
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オプションを設定する

新規入力画面のモードなどを設定します。

1 一覧画面で、画面右下の メニュー － オプション にタップしま
す。
オプション画面が表示されます。

2 それぞれの設定をします。

MEMO 2「入力オプション」にタップすると、 スタート メニューの “設定”－ “入
力”と同じ設定ができます。

3 設定が終わったら、 にタップします。

 新規 をタップしたときに、開かれる入力画面の
モードを設定します。
・手書き：罫線ありの画面
・入力 ：罫線なしの画面

テンプレートにしたいメモがあれば、そのファイ
ル名を選択します（�6-44ページ）。

作成したメモの保存先を設定します。

※この製品はこの機能に対応しておりません。
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メモを修正／削除する

メモを修正する

1 一覧画面で、修正するメモにタップします。
メモの詳細が表示されます。

2 メモを修正します。

3 にタップします。

メモを削除する

1 一覧画面で、削除するメモをタップしたままにします。
ポップアップメニューが表示されます。

2  削除 にタップします。

3 確認画面で はい にタップします。

MEMO 2削除したいメモを選択し、画面右下の メニュー － 削除 にタップしても削
除できます。
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メモのメニュー

一覧画面のメニュー

録音ツール バーの表示�

名前の変更／移動�
�

削除�

コピー作成�

すべて選択�

送信�

オプション�

録音ツールバーを表示／非表示する。�

メモのファイル名や保存先のフォルダなどを変更して保
存する。�

選択しているメモを削除する。�

選択しているメモをコピーして追加する。�

一覧画面のメモをすべて選択する。�

一覧画面で選択しているメモを添付ファイルで送信する。�

・「既定のモード」�
　設定したモードが新規入力画面で表示される。�

・「既定のテンプレート」�
　設定したテンプレートが新規入力画面に表示される。�

・「保存先」�
　設定した場所に、作成したメモが保存される。�

・「録音ボタンを使用したとき」�
　この製品はこの機能に対応しておりません。�

編集画面のメニュー

録音ツール バーの表示�

描画�

元に戻す�

やり直し�

切り取り�

コピー�

貼り付け�
�

編集 クリア�

 すべて選択�

ズーム�

ツール 名前の変更／移動�
�

 削除�

 送信�

録音ツールバーを表示／非表示する。�

手書き画面（罫線あり）を表示／非表示する。�

ひとつ前の状態に戻す。�

「元に戻す」で行った操作を取り消します。�

選択した文字列や図形を切り取る。�

選択した文字列や図形をコピーする。�

クリップボードにある文字列や図形を、指定したポイン
トに貼り付ける。�

範囲指定した文字列や図形、音声（　 ）を消す。�

メモ全体の文字列などを範囲指定する。�

表示の大きさを設定する。75％～300％まで5段階。�

作成済みのメモを開いているとき、メモの名前や保存先
を変更して保存する。�

編集中のメモを完全に削除する。�

メモを添付ファイルで送信する。�
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7　映像と音楽
画像とビデオ 7-2

カメラをご使用になる前に................................ 7-2
静止画（画像）を撮影する .................................... 7-4
動画（ビデオ）を撮影する .................................... 7-9
画像やビデオを整理する .................................. 7-10
メールに添付するときのサイズを設定する .... 7-11
スライドショーの設定をする.......................... 7-11
撮影した画像の保存場所やファイル名の付け方を
設定する ............................................................... 7-12
録音やビデオ撮影時間を設定する ................. 7-12
画像とビデオのメニュー .................................. 7-13
バーコードリーダを利用する.......................... 7-15

音楽や映像を楽しむ
　（Windows Media Player 10 Mobile） 7-18

音楽や映像を再生する ...................................... 7-19
Windows Media Player 10と同期する ....... 7-24
時間の表示形式、他のプログラムを
　使用中の再生方法などを設定する ............. 7-25
ビデオ再生時の画面設定をする ..................... 7-25
ネットワークプロトコルと
　インターネット接続速度を設定する ......... 7-26
起動時に表示させる画面を設定する ............. 7-26
再生画面の外観（スキン）を変更する ............. 7-27
キーボードのキーなどの割り当てを
　変更する ........................................................... 7-27
Windows Media Player 10 Mobileのメニュー .... 7-28
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静止画（画像）やビデオ（動画）の撮影および画像の編集ができます。
ここでは、画像とビデオの基本的な使いかたについて説明します。あわせてヘル
プもご覧ください。
QRコードなどの読み取りについては、7-15ページをご覧ください。

カメラをご使用になる前に

この製品は、有効画素数131万画素のカメラを搭載し、静止画（画像）や動画（ビ
デオ）の撮影ができます。

撮影サイズ／保存形式や保存場所について
撮影した静止画（画像）や動画（ビデオ）は、以下の保存形式で保存されます。

モード�

静止モード�

�

�

ビデオモード�

保存形式�

JPEG�

�

�

Windows Media�
Video（WMV)

撮影サイズ�

320×240ドット（QVGA）�

640×480ドット（VGA）�

1280×1024ドット（SXGA）�

160×120ドット�
320×240ドット（QVGA）�

保存場所�

マイピクチャフォルダ�
　　またはminiSDカード�

�

マイピクチャフォルダ�
　　またはminiSDカード�

ご注意� 2miniSDカードに保存するときは、DCIMフォルダの中にファイルが保存され
ます。一般的なデジタルカメラとは保存場所が異なります。

撮影可能距離
・このカメラの撮影可能距離は、約80cm～無限遠（接写モードでは約8cm）で
す。

カメラ撮影中の撮影音について
・カメラ撮影時には、シャッター音（静止画撮影時）や撮影開始音（動画撮影時）
が鳴ります。
マナーモードやその他のモード設定にかかわらず、撮影時のシャッター音、
撮影開始音は鳴ります。

カメラ利用時に着信／アラーム動作があると
・撮影中に着信／アラーム動作があると、撮影を終了します。
撮影した静止画／動画は、保存されます。

画像とビデオ
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スタンバイ画面について
・カメラ起動中に、約5分間何も操作しないでいると画面にスタンバイと表示さ
れます。スタンバイと表示されたときは、画面をタップしてください。

カメラ利用時のご注意
・撮影前に内蔵カメラのレンズカバーが汚れていないかご確認ください。
レンズカバーに指紋や油脂が付くと、ピントが合わなくなります。
柔らかい布などでレンズカバーをきれいにしてください。

・手ぶれにご注意ください。画像がぶれる原因となります。
この製品が動かないようにしっかり持って撮影してください。

・カメラは非常に精密度の高い技術で作られていますが、常時明るく見える画
素や暗く見える画素もありますのでご了承ください。

・この製品を温かい場所に長時間置いたあとで、撮影したり画像を保存したと
きは画質が劣化することがあります。

・カメラ部分に直射日光が長時間あたると、内部のカラーフィルターが変色し
て、映像が変色することがあります。

・カメラで太陽などの光源を直接見ないようにしてください。
・横方向、縦方向どちらに構えても撮影することができますが、保存される画
像の表示方向（縦横）は構えた方向ではなく画面設定（�10-30ページ）で設定さ
れている向きとなります。

縦表示設定時 横表示設定時

ご注意� 2横表示にしている場合、ファインダーの画像表示は遅くなります。
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静止画（画像）を撮影する

1  スタート メニューの “プログラム”にタップします。

2 プログラム画面で “画像とビデオ”にタップし、 “カメラ”を
タップ、または画面右下の メニュー － カメラ をタップします。
ビデオモード（撮影画面の右下に が表示）で撮影されていた場合は、画面
右下の メニュー － 静止モード にタップしてください。
静止モード（画像撮影）画面が表示されます（撮影画面の右下に が表示）。

3 画面にレンズからの画像が表示されます。
被写体にレンズを向け、 アクション キーまたは Enter キーを
押します。

シャッター音が鳴り、撮影した画像が「マイ ピクチャ」フォルダに保存され
ます。
また、画面には撮影した画像が表示された状態になります。

4 続いて撮影するときは、画面左下の カメラ にタップします。

MEMO 2 アクション キー、または Enter キーを押しても続けて撮影することがで
きます。

5 撮影を終了するときは、 をタップします。

MEMO 2撮影時、画像の明るさやサイズを変更できます。画面右下の メニュー に
タップし、 明るさ や 解像度 にタップして明るさやサイズを変更します
（�7-14ページ）。

アクションキー
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連続して撮影する

1 静止モード（画像撮影）画面で、画面右下の メニュー － モード
－ 連写 にタップします。

2 被写体にレンズを向け、 アクション キーまたは Enter キーを
押します。
5回連続して撮影されます。

MEMO 2連写モードでは、1枚目のシャッターを押すと、あとは一定の間隔（約5秒間
隔）で残りの回数分が撮影されます。この間隔は、起動しているプログラム
の数や撮影した画像の保存場所の設定によって変わります。

3 撮影を終了するときは、 をタップします。

タイマーモードで撮影する

1 静止モード（画像撮影）画面で、画面右下の メニュー － モード
－ タイマー にタップします。

2 被写体にレンズを向け、 アクション キーまたは Enter キーを
押します。
タイマーが動作し、5秒後に撮影されます。

3 撮影を終了するときは、 をタップします。

MEMO 2タイマー動作中に アクション キーまたは Enter キーを押すと、その時点
で撮影されます。
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撮影した静止画（画像）を確認する

1 プログラム画面で “画像とビデオ”にタップします。静止モード
（画像撮影）画面のときは、画面左下の 縮小表示 にタップします。
画像とビデオ画面（「マイ ピクチャ」フォルダに保存された静止画（画像）の一
覧）が表示されます。

2 確認したい静止画（画像）を選択し、画面左下の 表示 にタップし
ます。
画面全体に拡大され、詳細画面が表示されます。

MEMO 2確認したい静止画をタップしても画面全体に拡大表示されます。

3 画面右上の にタップすると一覧に戻ります。

画像をスライドショーで表示する

複数の画像を連続して表示するスライドショー表示ができます。

1 画像とビデオ画面右下の メニュー － スライドショーの再生 に
タップします。
スライドショーを終了するときは、画面にタップしスライドショーツール
バー（ ）を表示し、 にタップします。
スライドショーツールバーでスライドショーの終了や一時停止（ ）、表示の
回転（ ）などの操作ができます。

MEMO 2スライドショーでの表示を最適化できます。

1 画像とビデオ画面右下の メニュー － オプション － スライドショー タ
ブにタップします。

2「スライドショーで表示を最適化する対象」を設定します（�7-11ページ）。

タップすると、ど
のフォルダにある
静止画を一覧で表
示したいか指定で
きます。

タップすると、ファ
イルやフォルダの並
べ替え順の項目が表
示されます。
並べ替え順の項目を
タップするとその項
目を基準に画像が並
び替わります。

フォルダ内の画像
がサムネイル表示
されます。



7-7

映
像
と
音
楽

画
像
と
ビ
デ
オ

7

画像をメールに添付して送る

画像を電子メールの添付ファイルとして送信できます。
このときのメールソフトは“メール（Outlook）”です。“W-ZERO3メール”から送
信することはできません。

1 画像とビデオ画面で電子メールの添付ファイルとして送信したい
画像をタップしたままにします。
ポップアップメニューが表示されます。

2  送信 にタップします。
画像を添付ファイルとした新規メールの作成画面が表示されます。
「アカウントの選択」画面が表示されたときは、添付して送るアカウントを
タップして選択します。

MEMO 2添付ファイルとして送信したい画像を選択し、画面右下の メニュー －
 送信 にタップしても画像を添付ファイルとした新規メールの作成画面が表
示されます。

3 宛先、件名、本文などを入力します。
メールの送信についてくわしくは、「メールを作って送る」（�4-35ページ）を
ご覧ください。

画像を「Today」画面の背景に設定する

画像を「Today」画面の背景として設定できます。くわしくは10-4ページをご覧
ください。
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撮影した静止画（画像）を編集する

撮影した画像をトリミング（切り抜き）したり、明るさ／コントラストのレベルを
調整するなど編集することができます。

1 画像とビデオ画面で編集したい画像を選択し、画面左下の 表示
にタップします。

2 画面右下の メニュー － 編集 にタップして画像を編集します。

■画像をトリミング（切り抜き）する

1 画面右下の メニュー － トリミング にタップします。

2 切り抜きしたい部分にドラッグします。

3 切り抜きしたい領域内をタップします。
トリミングをやめるときは、画面右下の メニュー － 元に戻す にタップします。

4 編集後の画像を保存するときは、画面右下の メニュー －
 名前を付けて保存 にタップし、ファイル名を確認し  にタッ
プします。

■明るさ／コントラストのレベルを調整する

1 画面右下の メニュー － 自動修正 にタップします。
明るさ／コントラストのレベル調整をやめるときは、画面右下の メニュー
－ 元に戻す にタップします。

2 編集後の画像を保存するときは、画面右下の メニュー －
 名前を付けて保存 にタップし、ファイル名を確認し にタップ
します。

MEMO 2画面左下の 回転 にタップすると、90度ずつ画像を回転します。
2直前の編集操作を元に戻すには、画面右下の メニュー － 元に戻す にタッ
プします。

2すべての編集操作をやめて元に戻すには、画面右下の メニュー －
 前回保存したときの状態に戻す にタップします。
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動画（ビデオ）を撮影する

1 画像とビデオ画面で、「カメラ」をタップします。
静止モード（撮影画面の右下に が表示）で撮影されていた場合は、画面右
下の メニュー － ビデオ にタップしてください。
ビデオモード（動画撮影）画面が表示されます（撮影画面の右下に が表
示）。 画像の明るさを変更するときは、画面右下の メニュー にタップし、
明るさ にタップして明るさを選択します。

2 被写体にレンズを向け、 アクション キーまたは Enter キーを
押します。
撮影開始音が鳴り、録画が開始されます。

3 もう一度、 アクション キーまたは Enter キーを押して録画を
停止します。
撮影した動画は、「マイピクチャ」フォルダに保存されます。

4 撮影を終了するときは、 をタップします。

MEMO 2ビデオには、マイク（送話口）に向かって自分の声も録音できます。
音声を録音するときは、以下の設定をします。

1 画像とビデオ画面右下の メニュー － オプション － ビデオ タブをタッ
プします。

2「ビデオファイルの収録時にオーディオを含める。」にチェックをつけます
（�7-12ページ）。

撮影した動画（ビデオ）を確認する

1 画像とビデオ画面で、確認したい“ ”動画（ビデオ）を選択し、
画面左下の 再生 にタップするとWindows Media Player 10
Mobile が起動して再生されます。
Windows Media Player 10 Mobileの操作についてくわしくは、7-21ペー
ジをご覧ください。

MEMO 2マナーモードで「標準」、「サイレント」を選択しているときは、システム音が
OFFになっています。この状態では音が出ません。マナーモードを解除
（�3-34ページ）してください。
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画像やビデオを整理する

新規フォルダを作成する

新しくフォルダを作って画像やビデオを整理できます。

1 画像とビデオ画面右下の メニュー － 編集 － 新しいフォルダ
にタップします。
新しいフォルダが作成されます。

ファイルやフォルダを移動させる

1 移動させるファイルやフォルダをタップしたままにします。

2 ポップアップメニューから 切り取り にタップします。

MEMO 2移動させるファイルやフォルダを選択し、画面右下の メニュー － 編集 －
 切り取り にタップしても切り取りができます。

3 移動先のフォルダにタップし、フォルダを開きます。

4  メニュー － 編集 － 貼り付け にタップします。

MEMO 2フォルダを移動すると、フォルダ内のファイルは、すべて移動されます。

2削除するときは
上記の手順2で 削除 にタップし、確認画面で はい にタップします。
動画（ビデオ）ファイルを削除するときに「ファイルの削除エラー」が表示され
た場合、そのファイルはWindows Media Player 10 Mobileで使用されて
いるため削除できません。
Windows Media Player 10 Mobile を終了してから（�7-21ページ）、再度、
動画（ビデオ）ファイルを削除してください。

2ファイルをコピーするときは
上記の手順2で コピー にタップします。

2ファイルの名前を変更するときは

1 名前を変更したいファイルを選択し、画面右下の メニュー － プロパティ
にタップします。

2 プロパティ画面の「名前」欄の名前を変更し にタップします。
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メールに添付するときのサイズを設定する

画像とビデオ画面右下の メニュー － オプション － 全般 タブで、メールに添付
するときのサイズの設定や編集画面で画像を回転させる方向の設定ができます。
設定が終わったら  にタップしてください。
このメールソフトは“メール（Outlook）”です。“W-ZERO3メール”から送信する
ことはできません。

スライドショーの設定をする

画像とビデオ画面右下の メニュー － オプション － スライドショー タブで、
スライドショーの設定ができます。
設定が終わったら  にタップしてください。

画像を90度回転（�7-
8ページ）させるときの
方向を設定します。

電子メールで画像を送
信するときの画像のサ
イズを設定します。

画像を表示するとき、
縦画面にして画像を表
示（画像（縦））する、横
画面にして画像を表示
（画像（横））するを選択
します。

※この製品では、こ
の機能は動作しま
せん。
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撮影した画像の保存場所やファイル名の付け方を設定する

画像とビデオ画面右下の メニュー － オプション － カメラ タブで、画像の保
存場所やファイル名の付けかた、圧縮レベルの設定ができます。
設定が終わったら  にタップしてください。

録音やビデオ撮影時間を設定する

画像とビデオ画面右下の メニュー － オプション － ビデオ タブで、マイク（送
話口）に向かって話している声などを録音できるようにしたりビデオ撮影時間の
設定ができます。
設定が終わったら  にタップしてください。

画像を撮影したとき自
動的に付く連番の前の
ファイル名を指定しま
す。

画像を格納する場所と
して「メインメモリ」、
または、「miniSDカー
ド」を選択します。

静止画像の圧縮レベル
を設定します。

ビデオの撮影制限時間
を「制限なし」、「1 5
秒」、「30秒」から選べ
ます。

チェックを付けると、
マイク（送話口）に向
かって話している声な
どもいっしょに録音さ
れます。
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画像とビデオのメニュー

画像とビデオ画面のメニュー

カメラ�

送信�
�

連絡先に保存�

削除�

�
�

編集 切り取り�

�
�
�

 コピー�

�
�

 貼り付け�

 新しいフォルダ�
�

プロパティ�
�

スライドショーの再生�

［Today］の背景に設定する�
�

オプション�

静止モードにする（�7-4ページ）。�

選択した画像またはビデオを添付した新規メール（“メ
ール”）を作成する（�7-7ページ）。�

連絡先の画像情報に選択した画像を設定する。�

選択した画像またはビデオを削除する。�

画像またはビデオをタップしたままにして、ポップアッ
プメニューから 削除 にタップしても削除ができる。�

画像またはビデオを切り取る。�

画像またはビデオをタップしたままにして、ポップアッ
プメニューから 切り取り をタップしても切り取りがで
きる。�

画像またはビデオをコピーする。�

画像またはビデオをタップしたままにして、ポップアッ
プメニューから コピー をタップしてもコピーができる。�

コピーおよび切り取った画像またはビデオを貼り付ける。�

画像やビデオを整理するための新しいフォルダを作成す
る（�7-10ページ）。�

選択した画像またはビデオの情報を表示する。また、名
前の変更ができる。�

画像をスライドショーとして表示する（�7-6ページ）。�

選択した画像をToday画面（待ち受け画面）の背景とし
て設定する（�7-7ページ）。�

オプション設定画面を表示する（�7-11～12ページ）。�

詳細画面のメニュー

ズーム�
�

スライドショーの再生�

［Today］の背景に設定する�
�

保存 連絡先に保存�

 名前を付けて保存�
�

編集�

プロパティ�
�

オプション�

タップすると、ナビゲーション用のサブウィンドウを表
示して、画像の拡大／縮小、表示領域の移動をする。�

画像をスライドショーとして表示する（�7-6ページ）。�

表示している画像をToday画面（待ち受け画面）の背景
として設定する（�7-7ページ）。�

連絡先の画像情報に表示している画像を設定する。�

表示している画像とは別のファイルとして名前を変更し
て保存する。�

編集画面になる（�7-8ページ）。�

選択した画像またはビデオの情報を表示する。�
また、名前の変更ができる。�

オプション設定画面を表示する（�7-11～12ページ）。�
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静止モード（画像撮影）画面のメニュー

ビデオ�

モード 標準�

 連写�

 タイマー�

明るさ�
�

解像度 320×240�

 640×480�

 1280×1024�

オプション�

ビデオ（動画撮影）モードにする（�7-9ページ）。�

標準モードで撮影する。�

連写モードで撮影する（�7-5ページ）。�

タイマーモードで撮影する（�7-5ページ）。�

明るさを調整する。＋側を選択すると画像が明るくなっ
ていき、－側を選択すると暗くなっていく。�

撮影サイズを320×240ドットにする。�

撮影サイズを640×480ドットにする。�

撮影サイズを1280×1024ドットにする。�

オプション設定画面を表示する（�7-11～12ページ）。�

ビデオモード（動画撮影）画面のメニュー

静止モード�

明るさ�
 �

画質 160×120�

 320×240�

オプション�

静止（画像撮影）モードにする（�7-4ページ）。�

明るさを調整する。＋側を選択すると画像が明るくなっ
ていき、－側を選択すると暗くなっていく。�

撮影サイズを160×120ドットにする。�

撮影サイズを320×240ドットにする。�

オプション設定画面を表示する（�7-11～12ページ）。�

編集画面のメニュー

トリミング�

自動修正�

元に戻す�

前回保存したときの状態に戻す�
�

名前を付けて保存�

画像を切り抜きする。�

画像の明るさやコントラストを自動で調整する。�

トリミングや自動修正した画像を、元に戻す。�

トリミングや画像回転などの編集を行った後、変更する
前の状態（前回保存したときの状態）に戻す。�

表示している画像とは別のファイルとして名前を変更し
て保存する。�
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バーコードリーダを利用する

内蔵カメラを使ってバーコード（QRコードやJANコード）を読み取ることができ
ます。読み取った内容をもとに電話をかけたり、連絡先への登録、メール送信、
ブックマーク登録などができます。

ご注意� 2バーコードのサイズや種類によっては読み取れないことがあります。

バーコードを読み取る

1  スタート メニューの “プログラム”にタップします。

2 プログラム画面で “バーコードリーダ”をタップします。
画面に「カメラを接写モードにしてください。」としばらく表示されます。

3 本体裏側の撮影モードを接写モード（ ）にします。

4 読み取りエリア（ファインダー）の中央に読み取るバーコードを表
示します。
バーコードが正面になるようにして、焦点距離は約8cm（目安）に
します。

5  アクション キーを押します。

MEMO 2バーコードを読み取るときは、必ず撮影モードを  にしてください。
  にしないとバーコードを読み取れません。

2バーコードを印刷している紙面が光沢のある用紙などでは読み取れないこと
があります。
また、バーコードの周囲に空白部分がない場合も読み取れないことがあります。

2読み取るときは、ピントが合っていることを確認してから アクション キー
を押してください。

2読み取りに失敗すると「バーコードを読み取りできませんでした。」と表示さ
れます。 をタップし、手順4からやり直してください。

接写スイッチ
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6 読み取ったバーコードが認識され、電話番号やURL、メールアド
レスなどが表示されます。

7 画面下のボタンをタップします。
・ 連絡先に登録 ：表示している内容を連絡先に登録します。
・ メール作成 ：表示している内容を本文に挿入して新規メール作成画面

を表示します。
・ テキスト保存 ：表示している内容をテキストデータとして保存します。
※認識したバーコードによって、 連絡先に登録 は表示されないことがあり
ます。

MEMO 2 連絡先に登録 などのボタンは、画面右下のメニューをタップし表示された
メニューから 連絡先に登録 、 メール作成 、 テキスト保存 を選択しても
行えます。

2画面に表示されたメールアドレス、電話番号などにタップするとメニューが
表示されます。
各メニューを選択したときの動作については、次ページをご覧ください。
メニューを選択したときと手順6でボタンをタップしたときとでは動作が異
なります。

2バーコードによっては、手順6で表示される画面のボタンが 連絡先に登録 、
 メール連携 などになることがあります。 メール連携 をタップすると宛先、
タイトルなどが入った新規メール作成画面が表示されます。

タップすると手順4に
戻ります。
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■電話番号をタップしたとき

ライトメール作成�
�

連絡先に登録 新規登録�

 �
 追加登録�

�
�
�
発信、184発信など�

宛先に電話番号が入ったライトメールの新規作成画面が
表示されます。�

表示された画面で入力する項目を選択して、 決定 をタッ
プすると、電話番号が入った新規作成画面が表示されます。�

連絡先のリスト画面が表示され、追加する連絡先をタッ
プします。次に表示された画面で入力する項目を選択し
て 決定 をタップすると、電話番号が入った編集画面が
表示されます。�

電話をかけます。また184発信を選択すると、電話番号
を通知せずに電話をかけます。電話をかけることについ
ては、電話の章をご覧ください。�

■メールアドレスをタップしたとき

連絡先に登録 新規登録�

 �
�
 追加登録�

�
�
�
Eメール作成�

表示された画面で入力する項目を選択して、 決定 をタ
ップすると、メールアドレスが入った新規作成画面が表
示されます。�

連絡先のリスト画面が表示され、追加する連絡先をタッ
プします。次に表示された画面で入力する項目を選択し
て 決定 をタップすると、メールアドレスが入った編集
画面が表示されます。�

通常使用するメールソフトが起動し、宛先にメールアド
レスが入った新規のメール作成画面が表示されます。�

■URLをタップしたとき

ホームページに接続�

ブックマークに登録�

連絡先に登録 新規登録�

 追加登録�

�

インターネットに接続し、そのホームページを表示します。�

ブックマークを登録します。�

URLが入った新規作成画面が表示されます。�

連絡先のリスト画面が表示され、追加する連絡先をタッ
プすると、URLが入った編集画面が表示されます。�
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この製品やネットワーク上にあるビデオファイル、オーディオファイルを再生で
きます。

次のファイルを再生できます。
・オーディオファイル：MP3形式、Windows Media Audio（wma）形式
・ビデオファイル ：Windows Media Video（wmv）形式
・ストリーミング ：Advanced Streaming Format（asf）形式

ご注意� 2ファイルの種類やサイズによっては、再生できないことがあります。
2イヤホンマイクなどをご使用になる場合は、音量の設定に十分気をつけて再
生してください。
思わぬ大音量が出て耳を痛める原因となることがあります。
本体右側面の音量調節キーを押して音量を変えてください。

2音楽CDやインターネットホームページ上の著作権の対象となっている著作
物を複製、編集等することは、著作権法上、個人的にまたは家庭内でその複
製物や編集物を使用する場合に限って許されています。利用者自身が複製対
象物について著作権を有しているか、あるいは複製等について著作権者等か
ら承諾を受けている等の事情がないにもかかわらず、この範囲を超えて複
製・編集や複製物・編集物を使用した場合には、著作権を侵害することとな
り、著作権者等から損害賠償等を請求されることとなりますので、そのよう
な利用方法は厳重にお控えください。

ここでは、Windows Media Player 10 Mobileの基本的な使いかたについて説
明します。あわせてヘルプもご覧ください。

音楽や映像を楽しむには

この製品で音楽や映像を楽しむには、最初にオーディオファイルやビデ
オファイルなどをこの製品に保存します。
パソコンのWindows Media Player 10と同期するとオーディオファイル
などを同期しこの製品に保存できます（Windows Media Player 10と同
期は、7-24ページをご覧ください）。
また、すでにお持ちのパソコンなどに再生できるファイルを保存されて
いるときは、miniSDカードにそのファイルをコピーしてこの製品に取り
付けて再生できます。miniSDカードに保存しているファイルを再生する
ときは、カードを取り付け後、ライブラリの更新（次ページのメモ）を
行ってください。

音楽や映像を楽しむ
（Windows Media Player 10 Mobile）
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音楽や映像を再生する

オーディオファイルやビデオファイルを選んで再生します。
また、ライブラリによってアーティストやジャンルなどの項目別に自動分類され
たフォルダ（アルバム名、アーティスト名、ジャンルなど）の中のファイルを順番
に再生します。

1  スタート メニューの “Windows Media”にタップします。
ライブラリ画面が表示されます。
表示されないときは、画面右下の メニュー － ライブラリ にタップしてく
ださい。

MEMO 2ライブラリの更新
再生ファイルを保存しているminiSDカードを取り付けた場合などは、ファイル
が表示されないことがありますのでライブラリの更新を行ってください。ライ
ブラリ画面で画面右下の メニュー － ライブラリの更新 にタップします。

2 再生したいファイルのカテゴリ（マイ ミュージック、マイ ビデ
オなど）をタップします。

3 カテゴリの中のフォルダ（すべての音楽、アーティスト、アルバ
ム、ジャンルなど）をタップして、再生するファイルやフォルダ
を表示します。

m i n i S Dカード内の
ファイルを再生すると
きなど、タップして切
り替えます。

カテゴリにタップして
再生するファイルや
フォルダを表示しま
す。

動画ファイルはこの中
に入ります。
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4 再生するファイルやフォルダ（すべての曲、アルバム名、アー
ティスト名、ジャンルなど）を選択し、画面左下の 再生 にタッ
プします。

再生画面が表示され、再生がはじまります。
フォルダ（アルバム名、アーティスト名、ジャンルなど）を選択した場合は、
フォルダの中のファイルが順番に再生されます。

MEMO 2再生するファイルやフォルダにタップしたままにし、表示されるポップアッ
プメニューから 再生 にタップしても再生できます。

2パソコンなどから転送した新しいファイルがライブラリ画面に表示されない
場合は、ライブラリの更新を行ってください。

1 ライブラリ画面右下の メニュー － ライブラリの更新  をタップします。

2 ファイルの追加作業を待って画面右下の 終了 をタップします。
2マナーモードで「標準」、「サイレント」を選択しているときは、システム音が
OFFになっています。この状態では音が出ません。マナーモードを解除して
ください。

1つ前の画面に戻りま
す。

プレイビュー画面を表
示し、再生順の変更や
再生リストからの削除
などができます（�7-
22ページ）。

ランダム再生、連続再
生の設定や再生中の
ファイル情報の表示な
どができます（�7-28
ページ）。
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5  キーを押して、Windows Media Player 10 Mobileを終了
します。

再生画面について

① ビデオファイルを再生中にタップすると、全画面で表示します。
元に戻すには、画面のどこかをタップします。

② Windows Media.com Mobileのホームページを表示します。
前もって、インターネットに接続するための設定を行ってください。

③ 再生中にタップするとファイルの先頭まで戻し再生します。
再生停止時にタップすると、1つ前のファイルへスキップします。

④ ファイルを一時停止します。
一時停止時は が表示され、タップすると再生を再開します。

⑤ 次のファイルへスキップします。

⑥ 現在この製品に設定しているボリューム（�3-24ページ）を100％として、音
量を調整します。
：音量を上げます。
：音量を下げます。

経過時間または残り時
間を表示します（�7-
25ページ）。

（評価）をタップして
評価を設定します。

再生の進行状況を表示
します。

音量のオン・オフを切
り替えます。

音量を表示します。

⑥

③　④　⑤

①

②
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プレイビュー画面（再生リスト）について

再生画面左下の  プレイビュー  にタップすると、再生するファイルをリスト表示します。
再生するファイルの順番を変えたり、再生リストからファイルを削除できます。

① 選択したファイルを再生リストの上へ移動します。

② 選択したファイルを再生リストの下へ移動します。

③ ライブラリ画面に切り替えます。
ファイルやフォルダを追加するときは、ライブラリ画面で追加したいファイ
ルやフォルダなどをタップしたままにし、表示されるポップアップメニュー
から 再生待ちに追加 をタップします。ライブラリ画面に切り替える前のプ
レイビュー画面の一番下に追加されます。

④ 選択したファイルを再生リストから削除します。

⑤ 選択したファイルの情報を表示します。

MEMO 2プレイビュー画面で画面右下の メニュー － プレイビューの消去 にタップ
すると、再生リストからすべてのファイルを消去します。

再生中に画面を消す

以下の手順でキーボードのキーや カーソル キーなどに設定を割り当てる
と、音楽再生中に画面を消すことができます。

1 オプション画面（ ボタン タブ）を表示し（�7-27ページ）、画面を
一番下までスクロールします。

2  切り替え画面 をタップし、 割り当て をタップします。

①②③ ④ ⑤

再生するファイルがリ
スト表示されます。
が再生中のファイル

です。
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ネットワーク上のファイルを再生する

インターネットやネットワーク上のファイルを再生します。
再生するには、インターネット接続の設定が必要です。まだ設定していない場合
は、2-2ページをご覧になり設定してください。

1 ライブラリ画面で、画面右下の メニュー － URLを開く にタッ
プします。

2「URL：」欄にネットワークアドレスを入力し、画面左下の OK を
タップします。

パソコンで作った再生リストを再生する

ライブラリ画面で「再生リスト」を選択して再生します。
“再生リスト”とは、お気に入りのファイルを集めたリストのことです。
例えばいろいろなアルバムにあるお気に入りのオーディオファイルを再生リスト
に登録して、お気に入りの音楽だけを再生できます。
再生リストは、パソコンのWindows Media Player 10で作成し、同期させてこ
の製品に取り込みます（�次ページ）。

ランダム再生する

ファイルを順不同に再生します。
再生画面やプレイビュー画面で、画面右下の メニュー －
 ランダム再生／連続再生 － ランダム再生 にタップします。

連続再生する

プレイビュー画面に表示されている順に再生し、最後のファイルを再生した後
は、最初に戻って再生します。
再生画面やプレイビュー画面で、画面右下の メニュー －
 ランダム再生／連続再生 － 連続再生 にタップします。

3 割り当てるキーボードのキーや カーソル キーなどを押し、 
をタップします。
Windows Media Player 10を起動中に手順3で割り当てたキーを押すと画
面が消えます。画面を表示するときはもう1度同じキーを押します。
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Windows Media Player 10と同期する

ActiveSyncをインストールし同期設定（�8-10ページ）をしていると、パソコン
のWindows Media Player 10とこの製品の間で音楽（オーディオ）ファイルを同
期できます。まだ、ActiveSyncをインストールしていない場合は、8-2ページを
ご覧になりインストールしてください。

MEMO 2ActiveSyncをインストールしていても Mediaを設定していないときは8-
7ページのメモをご覧になり、設定を行ってください。

1 Windows Media Player 10を起動し、同期する音楽ファイルを
取り込みます。
すでに、Windows Media Player 10に音楽ファイルを取り込んでいるとき
は、この手順は必要ありません。

2 パソコンとこの製品を付属のUSBケーブルで接続します。
しばらくするとActiveSyncが起動し、「連絡先」など設定しているプログラム
の同期を行います。

3 Windows Media Player 10を起動して「同期」タブをクリックし
ます。

4 画面左側のリストに音楽ファイルを表示させ、「 同期の開始」を
クリックします。
同期が始まります。

5 同期完了後、パソコンからこの製品を取り外します。
Windows Media Player 10の操作についてくわしくは、Windows Media
Player 10のヘルプをご覧ください。

MEMO 2Windows Media Player 10と自動的に同期するように設定した場合（8-8ペー
ジの手順13で「自動」を選択した場合）は、手順2を行った後、自動的に同期され
ます。音楽ファイル以外にビデオファイルなどすべてのファイルが同期されま
す。1度「自動」を選択した後は、必要に応じて同期する項目を選択することが
できます。くわしくはWindows Media Player 10のヘルプをご覧ください。

ご注意� 2パソコンのWindows Media Player 10のファイルをこの製品に同期（転送）
するときは、必ずWindows Media Player 10の「同期」機能をご使用くださ
い。ファイルをドラッグアンドドロップで転送しないでください。

2Windows Media Player 10は、Windows XPが動作しているパソコンから
のみ使用できます。Windows XP以外で動作するパソコンでは、Windows
Media Player 9シリーズの「デバイスへ転送」機能を使ってファイルを転送
してください。
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時間の表示形式、他のプログラムを使用中の再生方法などを設定する

再生画面右下の メニュー － オプション － 再生 タブで、時間の表示形式を変
更したり、電話や他のプログラムを使用中の再生方法の設定ができます。
設定が終わったら  にタップしてください。

ビデオ再生時の画面設定をする

再生画面右下の メニュー － オプション － ビデオ タブで、ビデオ再生時の表
示画面の設定ができます。
設定が終わったら  にタップしてください。

再生画面に表示する時間
の設定をします。
経過時間：再生開始から
の時間を表示します。
残り時間：終了までの残
り時間を表示します。

チェックを付けると、他
のプログラムを使用中は
再生を一時停止します。

チェックを付けると、縮
小表示します。
※この製品では拡大表示

しません。

しない：ビデオを全画面
で再生しません。
サイズ超過時のみ：サイ
ズが超過したビデオのみ
全画面で再生します。
常に：すべてのビデオを
全画面で再生します。

チェックを付けると通話
後に再生を再開します。
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ネットワークプロトコルとインターネット接続速度を設定する

再生画面右下の メニュー － オプション  － ネットワーク タブで、ネットワー
ク上のファイルを再生する（ストリーミング）ときの設定をします。
設定が終わったら  にタップしてください。

起動時に表示させる画面を設定する

再生画面右下の メニュー － オプション － ライブラリ タブで、Windows Media
Player 10 Mobileを起動したときの画面を設定します。
設定が終わったら  にタップしてください。

ストリームを受信すると
きのプロトコルを指定し
ます。
すべてのプロトコルを選
択することをお勧めしま
す。

インターネット接続速度
を変更します。

チェックをつけると、起
動したときにライブラリ
画面が表示されます。
再生画面を表示させると
きは、チェックをはずし
ます。

再生が最適化されるよう
に接続速度を自動的に設
定させるときチェックを
つけます。
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再生画面の外観（スキン）を変更する

再生画面右下の メニュー － オプション － スキン タブで、再生画面の外観
（スキン）を設定します。
設定が終わったら  にタップしてください。

キーボードのキーなどの割り当てを変更する

1 再生画面右下の メニュー － オプション － ボタン タブで、変更
したいコントロール名（再生／一時停止など）をタップします。

2  割り当て をタップし、「ボタンの割り当て」画面が表示中に、新
しく割り当てるキーボードのキーや カーソル キーなどを押しま
す。
押したキーが表示されます。

MEMO 2ハードウェアのキーの割り当てを元に戻すときは、再度コントロール名を
タップして リセット をタップします。

2ハードウェアのキーの割り当てをしないときは、コントロール名をタップし
て なし をタップします。

2 キーや キーなど、一部のキーには割り当てできないなどの制限があ
ります。

3 設定が終わったら  にタップします。

ダウンロード等により新
しいスキンをこの製品に
取り込むと 前へ または
 次へ にタップして外観
（スキン）の変更ができま
す。

コントロール名

  停止 にタップし、次
に 割り当て をタップ
して、キーボードの
キー A を押します。
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Windows Media Player 10 Mobileのメニュー

再生画面のメニュー

ライブラリ�

再生／一時停止�

停止�

ランダム再生／ ランダム再生�
連続再生 連続再生�

全画面表示�
�

オプション�

プロパティ�

バージョン情報�

ライブラリ画面に切り替わる。�

再生を開始または一時停止する。�

再生を停止する。�

ランダム再生する（�7-23ページ）。�

連続再生する（�7-23ページ）。�

ビデオファイルの再生中にタップすると、全画面表示に
なる。�

オプション設定画面を表示する（�7-25～27ページ）。�

現在再生中のファイルの情報を表示する。�

バージョン番号など、Windows Media Player 10 Mobile
に関する情報を表示する。�

プレイビュー画面のメニュー

ライブラリ�

上へ�

下へ�

再生リストから削除�

ランダム再生／ ランダム再生�
連続再生 連続再生�

プレイビューの消去�

エラーの詳細�
�

プロパティ�

ライブラリ画面に切り替わる。�

選択したファイルを再生リストの上へ移動する。�

選択したファイルを再生リストの下へ移動する。�

選択したファイルを再生リストから削除する。�

再生リストのファイルをランダム再生する（�7-23ページ）。�

再生リストのファイルを連続再生する（�7-23ページ）。�

すべての再生リスト（ファイル）を削除する。�

再生時にエラーメッセージが表示されたときなどにタッ
プでき、そのエラーの詳細を表示する。�

選択したファイルの情報を表示する。�

ライブラリ画面のメニュー

再生待ちに追加�

ライブラリから削除�

プレイビュー�

ライブラリ�

ライブラリの更新�

ファイルを開く�

URLを開く�
�

プロパティ�

プレイビュー再生リストの最後に追加する。�

選択したファイルをライブラリから削除する。�

プレイビュー画面に切り替わる。�

ライブラリを切り替える。�

ライブラリを更新（新しいファイルを追加）する。�

ファイルを開く。�

Windows Media.com Mobileなどのホームページから、
ネットワーク上のファイルを再生する。�

選択したファイルの情報を表示する。�
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パソコンとの連携
（ActiveSync）

ActiveSyncを使うと同期やファイルのコピーなど以下のことができます。
・パソコンのMicrosoft Outlookとこの製品の予定表や連絡先などのデータを同
期します。たとえば、この製品の予定表を外出先で変更してもオフィスのパ
ソコンと同期すると、データを比較し古いデータを新しいデータに更新しま
す。

・この製品とパソコン間でファイルやフォルダをドラッグ＆ドロップでコピー
できます（�8-12ページ）。

・Word MobileやExcel MobileのデータとパソコンのWordやExcelのデータを
同期します（�8-13ページ）。

・パソコンで表示したホームページのURLをこの製品に転送することができま
す（�8-14ページ）。

ここでは、ActiveSyncの基本的な使いかたについて説明します。
ActiveSyncの設定や使用方法についてくわしくは、ActiveSyncのヘルプや、付
属のCD-ROMの中にあるActiveSyncのReadme.docをご覧ください。

MEMO 2パソコンのWordやExcelのデータをWord MobileやExcel Mobileのデータに
変換したとき、Word MobileやExcel Mobileがサポートしていない書式や機
能などは反映されません。
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パソコンの動作環境について

インストールする前にパソコンの環境を確認します。

OS（ActiveSyncとUSBモデムドライバ共通）
・Microsoft Windows XP Professional（Service Pack 1および2）
・Microsoft Windows XP Home（Service Pack 1および2）
・Microsoft Windows 2000 Professional（Service Pack 4）

アプリケーション
・Microsoft Outlook 98以降
受信トレイ、予定表、連絡先、仕事などと同期するために必要

・Microsoft Internet Explorer 5.01以降

ハードディスク空き容量
・ActiveSyncの場合：12～65MB

その他
・USBポート
・CD-ROMドライブ
・256色以上のVGAグラフィックスカードまたは互換性のあるビデオグラ
フィックスアダプタ

・キーボード
・Microsoft マウスまたは互換性のあるポインティングデバイス

オプション
・Microsoft Office 97、Microsoft Office 2000、Microsoft Office 2003、
Microsoft Office XP

・音声用オーディオカード／スピーカー

MEMO 2USBモデムドライバをインストールするときも、ActiveSyncと同じOSの環
境（上記）です。

ご注意� 次のようなパソコンでの動作は保証できません。
・自作パソコン
・OSをアップグレードしたり入れ替えたパソコン
・ご自分で追加したUSBポートをお使いのとき
・USBハブなどを経由した接続のとき
・パソコンにこの製品以外のUSB機器が接続されているとき
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ActiveSyncをインストールする

ActiveSyncをインストールする前にお読みください

ActiveSyncをインストールする前に、ここに記載していることを確認してくだ
さい。
確認した後、インストールを行ってください。

①Outlookをインストールして、使用状態（下記）にしてください。なお、
Outlook Expressとは同期できません。
ActiveSyncをインストールした後でOutlookをインストール／使用できる状
態にしても、すぐには使えません。まず、Outlookをインストールして使用で
きる状態にしてください。

Outlookを使用状態にする
Outlookインストール後、Outlookの「ツール」 メニューの 「オプション」 を
クリックし、「その他」 タブをクリックします。 「全般」 の 「Outlook を既定
の電子メール、連絡先、予定表のプログラムにする」 チェックボックスを付
けた後、Outlookに連絡先や予定表などのデータを入力すると使用状態になり
ます。
Outlook2000をお使いの場合は、パソコンの“Internet Explorer”を起動し、
「ツール」メニューの「インターネットオプション」をクリックし、表示された
画面の「プログラム」タブをクリックして「電子メール」を「Microsoft Office
Outlook」にします。

②ウィルスチェックソフトやファイアウォールソフトなどをインストールしてい
るときは、それらを停止／無効にしてください。
停止方法などについては、ウィルスチェックソフトやファイアウォールソフ
トの説明書などをご覧ください。

③Intellisyncなど他の同期ソフトウェアや常駐ソフトウェアをインストールし
ているときは、それらを停止するかアンインストールしてください。

④Windows Media Playerと同期するときは、Windows Media Player 10を
インストールしてください。
古いバージョンのWindows Media Playerとは同期できませんので、ご注意
ください。
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1 この製品の通信モードをActiveSyncができる設定にします。

1  スタート メニューの “設定”にタップし、 接続 タブをタップ
します。

2 “U S B 接続”の U S B 接続 タブで「P C と同期する。
（ActiveSync）」にチェックを付けます。

3この製品の電源が自動的に切れないように設定しておいてくださ
い（�10-20ページ）。

2 付属のGetting Started CDをパソコンにセットします。
しばらくすると、次の画面が表示されます。

3［次へ］をクリックし、下記の画面が表示されるまで画面の指示に
したがってインストールします。

4［完了］をクリックし、パソコンの再起動を行う画面が表示された
ときは［はい］をクリックし、再起動します。
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5 再起動後、しばらくすると「接続」画面が表示されます。

6 上記画面が表示された状態で、①、②の順でパソコンとこの製品
を付属のUSBケーブルを使って接続します。

ご注意� 2USBケーブルは、パソコンのUSBコネクターに直接接続してください。USBハ
ブやUSB延長ケーブルを使って接続すると正しく動作しないことがあります。

2パソコンと接続するときは、この製品にACアダプターを接続するか充電池
の残量が十分であることを確認してください。

USBケーブル�
USBコネクター�
USBコネクターの向きはパソコンに�
よって異なります。パソコンの取扱説�
明書などで確認してください。�

USBポート�

a
b

7「Pocket PC 同期セットアップ ウィザードへようこそ」画面が表
示されたら、［次へ］をクリックします。
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MEMO 2お使いのパソコンがMicrosoft Exchange Serverに接続しているときは
前ページの手順7の後、「直接サーバーと同期します」画面（以下の画面）が表示さ
れます。

・Microsoft Exchange Serverと直接同期しないときは、「Microsoft
Exchange Serverを実行中のサーバーと直接同期する」のチェックを外
し、[次へ]をクリックします。

・Microsoft Exchange Serverと直接同期するときは、「Microsoft
Exchange Serverを実行中のサーバーと直接同期する」のチェックを付
け、[次へ]をクリックします。
次に表示された画面でサーバー情報やログオン情報などを設定し、[次へ]
をクリックすると、手順8に進みます（手順8の画面ではExchange Server
との同期が行われます）。入力する情報については、ネットワーク管理者
にご確認ください。
また、ネットワーク環境によっては別の画面が表示されることもあります
ので、ネットワーク管理者にお尋ねになり、画面にしたがって操作してく
ださい。

8「同期オプション」画面が表示されたら、同期する項目にチェック
をつけて［次へ］をクリックします。

MEMO 2「 ファイル」を選択すると「ファイルの同期」メッセージが表示されます。パ
ソコンと同期する場合は、［OK］をクリックしてください。この「 ファイル」
は、同期するためのものです（�8-13ページ）。パソコンとこの製品のファイ
ルをコピーするときは、ファイルのコピー（�8-12ページ）を行います。

2Windows Media Player10と音楽ファイルを同期するときは、 Mediaの
項目にチェックを付けセットアップを完了したあと手動で行います。

Mediaを選択すると「メディアの同期」画面が表示されます。［OK］をク
リックしてください。

同期する項目に
チェックをつけ
ます。

「予定表」、「電
子メール」、「お
気 に 入 り 」、
「ファイル」の詳
細設定ができま
す。
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9「Pocket PC 同期セットアップ ウィザードの完了」画面が表示さ
れたら、［次へ］をクリックします。
しばらくすると自動的に同期が開始されます。同期が終了すると、
「ActiveSync」画面内に「接続完了」が表示されます。

10Windows Media Player 10と同期する場合（手順8で Mediaに
チェックを付けた場合）は、ActiveSync画面内の Mediaの右横
の「セットアップを完了する必要があります」をクリックします。

11表示された確認画面で「はい」をクリックします。
Windows Media Player 10が起動します。

12Windows Media Player 10で「同期」タブをクリックし「同期の
設定」をクリックします。

13表示された画面で、「手動」を選択し[完了]をクリックします。

14画面左側のリストに音楽ファイルを表示させ、「 同期の開始」を
クリックします。
Windows Media Playerと同期が始まります。
ActiveSyncをインストールできないときや同期できないときは、8-16ペー
ジをご覧ください。

MEMO 2手順13で「自動」を選択すると音楽ファイル以外にビデオファイルなどすべて
のファイルが自動的にWindows Media Playerと同期しますので、「手動」を
選択することをおすすめします。
1度「自動」を選択した後は、必要に応じて同期する項目を選択することがで
きます。くわしくはWindows Media Player 10のヘルプをご覧ください。

2ActiveSyncインストール後に Mediaなど同期する項目を変更するときは
パソコンとこの製品を接続した状態でActiveSync画面の「ツール」メニュー
の「オプション」を選択します。
前ページの手順8の「同期オプション」画面が表示されますので項目のチェッ
クを付けたり外したりします。
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1  スタート メニューの “設定”にタップします。

2 設定画面で 接続 タブにタップし、 “USB接続”にタップし、
 USB接続 タブで「PCと同期する。（ActiveSync）」にチェックを
付けます。

3  ActiveSync タブをタップし、「高度なネットワーク機能を有効
にする」にチェックを付けます。

4 にタップします。
8-18ページの方法で接続するときは、 ActiveSync タブで「高度なネット
ワーク機能を有効にする」のチェックを外します。

ご注意� 2この製品とパソコンを同期するときは、必ず手順1～4を行ってください。
手順2のUSB接続の設定が「モデムとして使用する」にチェックが付いている
と、同期できません。

5 この製品とパソコンを付属のUSBケーブルで接続します。
自動的に同期が始まります。
この製品とパソコンを接続した状態では、この製品またはパソコンのどちら
かのデータが更新されると、同期が始まります。

MEMO 2手動で同期するときは、次の方法で行います。

パソコン側から同期を実行する

1 ActiveSyncの［ファイル］メニューの［同期］をクリック、または［ 同期］
をクリックします。

この製品側から同期を実行する

1  スタート メニューの “プログラム”にタップし、プログラム画面で
“ActiveSync”にタップします。

2 画面左下の 同期 にタップします。
2この製品とパソコンを取り外すときは、同期中ではないことを確認してから
取り外してください（�8-22ページ）。
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同期をするときの設定を行う

同期を行うときにどのアプリケーションと同期を行うのかを設定できます。

1 パソコンとこの製品を接続します。

2 パソコン側のActiveSync画面で、「ツール」メニューの「オプショ
ン」をクリックします。
設定画面が表示されます。

3 同期に関する設定を行います。
同期するアプリケーションの設定など行います。

設定画面に表示される「 ファイル」は、ファイルを同期するためのものです
（�8-13ページ）。
パソコンに保存しているファイルをこの製品にコピーしたり、この製品のファイ
ルをパソコンにコピーするときは、8-12ページの方法（ファイルのコピー（ド
ラッグ＆ドロップ））で行ってください。

① 同期するパソコン名（フレンドリ名）が表示されます。
「設定」をクリックするとフレンドリ名の変更やパソコンで設定されている日
時をこの製品に同期させることができます。
・パソコンで設定されている日時をこの製品に同期させるときは
「接続時にPocket PCの日時を同期する」にチェックをつけて同期操作を
行ってください。

② 同期するアプリケーションにチェックをつけます（チェックを外すと同期され
ません）。

③「予定表」、「電子メール」、「お気に入り」、「ファイル」の詳細設定ができま
す。（�次ページ）

②

③

①
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予定表／電子メールなどの設定を行う

予定表や電子メールなどを同期するとき、同期する期間（たとえば、過去2週間
と未来の予定）やメールのサイズ制限などができます。
以下のプログラムに対して設定ができます。
・予定表
・電子メール
・お気に入り

1 パソコン側のActiveSync画面で「ツール」メニューの「オプション」
をクリックします。
設定画面が表示されます。

2 予定表、電子メール、お気に入りのいずれかを選択し、［設定］を
クリックします。

3 表示された同期設定画面で、同期する期間などを設定します。
・予定表 ：同期する予定の期間を設定します。
・電子メール ：同期する期間やサイズ、添付ファイルも含めて同

期する／しないを設定します。
・お気に入り ：同期するURLを選択／削除します。

MEMO 2予定表やメールを同期するとき、期間やサイズ制限などの設定によって同期
できないデータがあります。同期した後、同期していないデータがあるとき
は、上記の手順2で確認してください。
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ファイルをコピーする

パソコンとこの製品の間で相互にファイルをドラッグ＆ドロップでコピーできます。

1 パソコンとこの製品を接続します。

2 パソコン側のActiveSync画面で、［ エクスプローラ］をクリッ
クします。
「モバイル デバイス」ウィンドウが開き、この製品に保存しているファイル
やフォルダが表示されます。

3 パソコンのウィンドウを表示し、パソコンに保存しているファイ
ルやフォルダを表示します。

4 コピーしたいファイルを一方のウィンドウからもう一方のウィン
ドウにドラッグ＆ドロップします。
ドラッグ＆ドロップしたファイルがコピーされます。

5「モバイル デバイス」ウィンドウの右上の をクリックしてウィ
ンドウを閉じます。

6 パソコンとこの製品を取り外します。

MEMO 2パソコンからこの製品を取り外すとドラッグ＆ドロップしてもコピーされま
せん。

2パソコンからこの製品にMicrosoft ExcelファイルやMicrosoft Wordファイ
ルをコピーすると外出先等でもファイルの内容を確認できます。

ドラッグ＆ドロップこの製品

パソコン
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パソコンのファイルとこの製品のファイルを同期できます。
同期するには、同期フォルダを利用します。

1 パソコンのデスクトップに同期フォルダ（ ）が表示されている
ことを確認します。

MEMO 2同期フォルダ（ ）が表示されていないときは、「同期をするときの設定を行

う」（�8-10ページ）を参照して、  ファイルにチェックを付けて同期設定

してください。

2 同期したいファイルを同期フォルダに入れます。

3 この製品とパソコンを接続します。
同期フォルダ内のファイルを同期し、パソコンとこの製品で同じ内容のファ
イルを持つようになります。

ご注意� 2Microsoft WordやMicrosoft Excelなどのファイルを同期するとき
Microsoft WordやMicrosoft Excelは、Word MobileやExcel Mobileに比べ
て多くの機能を持っています。このため、同期時にパソコン上の同期フォル
ダ内のWordやExcelファイルからWord MobileやExcel Mobileなどが持って
いない機能が削除されます。

MEMO 2この製品とパソコンを取り外すときは、同期中ではないことを確認してから
取り外してください（�8-22ページ）。
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お気に入りと同期する

パソコンで表示したホームページやパソコンに取り込んでおいたホームページの
URLを、この製品に転送することができます。

1 パソコンのInternet Explorerの「お気に入り」メニューの中に「モ
バイルのお気に入り」フォルダが作成されていることを確認しま
す。

MEMO 2「モバイルのお気に入り」フォルダが表示されていないときは、「同期をする
ときの設定を行う」（�8-10ページ）を参照して、  お気に入りにチェック
を付けて同期設定してください。

2 パソコンでホームページを表示し、「お気に入り」メニューの「お
気に入りに追加」をクリックします。表示されたお気に入りの追
加画面で、「 モバイルのお気に入り」をクリックして選択し、
［OK］をクリックします。

MEMO 2お気に入りの追加画面に「 モバイルのお気に入り」が表示されていない場
合は、お気に入りの追加画面の［フォルダ］をクリックしてフォルダを表示さ
せます。

3 この製品とパソコンを接続します。
追加したお気に入りがこの製品に転送されます。
転送されるのは、モバイルのお気に入りフォルダに追加したホームページの
URLのみです。実際にホームページを閲覧するときは、インターネットに接
続する必要があります。

MEMO 2パソコンのInternet Explorerの「ツール」メニューの「モバイルのお気に入り
の作成」をクリックしても「モバイルのお気に入り」に追加されます。

2この製品とパソコンを取り外すときは、同期中ではないことを確認してから
取り外してください（�8-22ページ）。
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他機種のデータをこの製品に移す

WS003SH、WS004SHなどからデータを移すには、ActiveSyncの同期を使っ
て行います。
「WS003SH、WS004SHなどの予定表や連絡先などのデータ」と「パソコンの
Microsoft Outlookのデータ」を同期したあと、そのパソコンとこの製品を同期
します。

2WS003SH、WS004SHなど他機種でActiveSyncをインストールしてお使い
の方
インストールしているActiveSyncを使ってこの機種と同期することでデータ
を移行できます。同期する項目を確認して、同期を行ってください。

2WS003SH、WS004SHなど他機種でActiveSyncをインストールされていな
い方
ActiveSyncをインストール（�8-4ページ）したあと、データを移します。

1 8-4～8ページをご覧になりActiveSyncをインストールします。
インストール時、手順8で、「連絡先」、「予定表」、「電子メール」、「仕事」、
「メモ」、「お気に入り」にチェックを付けます。

2 インストール後、WS003SHなど他機種とパソコンを接続して同
期します。
Microsoft OutlookとWS003SHなどとの間で同期が行われ、Microsoft
OutlookとWS003SHなどのデータが同じ状態になります。

3 この製品とパソコンを接続して同期します。
Microsoft Outlookとこの製品との間で同期が行われます。この製品に何も
データが入っていない状態では、Microsoft Outlookのデータがこの製品に
移ります。
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2インストール直後、同期
できず、エラー（「サポー
トコード：85010014」）
が表示される。

2「Outlookを既定の設定
にしてください」と表示
され同期できない。

2「デフォルトのメールク
ライアントを設定されて
いないか、現在のメール
クライアントがメールを
受け取れない状態にあり
ます。Microsoft
Outlookを起動してデ
フォルトのメールクライ
アントに指定してくださ
い。」と表示され同期で
きない。

インストールや同期ができないときは

ActiveSyncをインストールできないときや同期できない、エラーメッセージが
表示されるときは、以下の内容をご確認ください。

8-5ページの方法でインストールしたあと同期できないときは

USB接続（ ActiveSync タブ）で、「高度なネットワーク機能を有効にする」の
チェックを外して接続してみてください。
この時、1回目の接続でドライバのインストールが必要になります。くわしく
は、8-18ページをご覧になり、インストールを行ってください。

「高度なネットワーク機能を有効にする」のチェックを外しても同期できないときは

以下の内容をご確認ください。

2Microsoft Outlookを起動し、「ヘルプ」メ
ニュー－「アプリケーションの自動修復」をク
リックします。
自動修復完了後、Windowsの「スタート」メ
ニュー－「コントロールパネル」－「プログラム
の追加と削除」をクリックし、プログラムの追
加と削除画面でMicrosoft ActiveSyncを選択し
[変更]をクリックします。表示された画面で
[次へ]をクリックし、次の画面で「修復」を選択
し[次へ]をクリックします。

2パソコンの“Internet Explorer”を起動し、「ツー
ル」メニュー－「インターネットオプション」を
クリックし、表示された画面の「プログラム」タ
ブをクリックして「電子メール」の項目を
「Microsoft Office Outlook」にします。

こんなときは ここをお確かめください
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2エラー（「サポートコー
ド：8503001f」）が表示
され同期できない。

2「プロファイル保護がか
かっています。プロファ
イルを作成し直してくだ
さい。」と表示され同期
できない。

2「電子メールは既に
Windows PCと同期して
いるため同期できませ
ん。」と表示され電子
メールの同期ができな
い。

2エラー（「サポートコー
ド：80072EE2」）が表示
され同期できない。

2AvtiveSyncインストール
後にOut lookをインス
トールしたり、Windows
Media Player10をイン
ストールまたはWindows
Media Player10にアッ
プグレードしたときは？

2現在の同期設定を削除（モバイルデバイスの削除）
し、再度、モバイルデバイスを作り直します。
パソコンとこの製品の接続を外して、パソコン
とこの製品に設定されているモバイルデバイス
を削除してください。削除後、再度同期を行う
と新しいモバイルデバイスが設定されます。
以下の方法でモバイルデバイスを削除してくだ
さい。
パソコン：ActiveSync画面の「ファイル」メ

ニューの「モバイルデバイスの削除」
をクリックして確認画面で[はい]を
クリックします。

この製品：プログラム画面で“ActiveSync”を
タップし表示されたActiveSync画
面で  メニュー  －  オプション を
タップし、オプション画面で 削除
をタップして確認画面で はい を
タップします。

パソコンとこの製品の両方のモバイルデバイス
を削除した後、USBケーブルで接続すると「同
期セットアップウィザード」画面が表示されま
すので画面にしたがって操作して同期を行って
ください。

2ActiveSyncの修復を行ってください。修復の
方法は、前ページの１つ目の「ここをお確かめ
ください」をご覧ください。

こんなときは ここをお確かめください

どうしてもインストールや同期ができないときは

Outlookを使える状態にしても同期できないときや前ページの方法でも同期でき
ないときは、OutlookとActiveSyncをいったんアンインストールしてください。
その後Outlookをインストールし使える状態にして、ActiveSyncをインストー
ルしてみてください。
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USB接続（ ActiveSync タブ）で、「高度なネットワーク機能を有効にする」のチェックを外して接続する

8 - 5ページの方法でインストールしたあと接続できないときは、USB接続
（ ActiveSync タブ）で、「高度なネットワーク機能を有効にする」のチェックを
外して試してください（�8-9ページ）。

1 パソコンからこの製品を取り外します。

2 付属のGetting Started CDをパソコンにセットします。
自動的に8-5ページの手順2の画面が表示されますので、画面右上の をク
リックし画面を閉じます。

3 この製品のUSB接続（ ActiveSync タブ）で、「高度なネットワー
ク機能を有効にする」のチェックを外し、 をタップします。

4 パソコンとこの製品を接続します。

5 しばらくすると、「新しいハードウェアの検索ウィザードの開始」
画面が表示されますので、「いいえ、今回は接続しません」を選択
し［次へ］をクリックします。

6 表示された画面で、「ソフトウェアを自動的にインストールする」
を選択し、[次へ]をクリックします。

7 下記のような「ハードウェアのインストール」画面で「合格してい
ません」と表示されますが、[続行]をクリックします。

8「新しいハードウェアの検索ウィザードの完了」が表示されたら、
[完了]をクリックします。

9「Pocket PC同期ウィザードへようこそ」画面（8-6ページの手順7）
が表示されますので、8-6ページの手順7以降をご覧になり操作し
ます。
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データ通信

パソコンとこの製品を付属のUSBケーブルで接続すると、この製品をモデム（パ
ソコンと接続してインターネットに接続したり、メール送受信するための機器）
として利用できます。

この製品では、次のデータ通信方式が利用できます。
・64kPIAFS（ベストエフォート） ・フレックスチェンジ方式
・64kPIAFS（ギャランティ） ・1xパケット方式
・32kPIAFS ・2xパケット方式

・4xパケット方式

264kPIAFS（ベストエフォート）
ウィルコムが提供する最大通信速度64kbpsのデータ通信方式です。基地局
の利用状況や電波の状況により64kbpsと32kbpsをフレキシブルに選択し、
切れにくい通信環境を実現する方式です。

264kPIAFS（ギャランティ）
64kbps固定のデータ通信方式です。64kbpsの通信が確保できないときは回
線を切断します。

232kPIAFS
PHSの通信標準規格で、最大通信速度32kbpsの通信を行う方式です。

2フレックスチェンジ方式
ウィルコムが提供する1xパケット方式／2xパケット方式と64kbps（ベストエ
フォート）の通信方式を送受信するデータ量や通信状況に応じて自動的に切り
替える方式です。スムーズな通信環境を実現できます。
ご利用になるには、ウィルコムのフレックスチェンジ方式専用の料金コース
にご契約いただき、専用のアクセスポイントに接続してください。

21xパケット方式／2xパケット方式
ウィルコムが提供する最大通信速度32kbps/64kbpsのパケット通信方式で
す。情報をパケット（小包）に分割して、パケット単位で情報をやりとりする
方式です。数分程度電波が弱くなったり途切れたりしても、できるだけ回線
を維持し、より信頼性の高い通信環境を実現します。ご利用になるには、
ウィルコムの1x／2xパケット方式対応の料金コースにご契約いただき、専用
のアクセスポイントに接続してください。
※2xパケット方式を利用するときも1xパケット方式対応の料金コースに契約
します。
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ウィルコムのデータ通信に関するお問い合わせ窓口

　● この製品から 局番なしの157（無料）
　● 一般加入電話／公衆電話から 0120-921-157（無料）

（携帯電話・PHSからもかけられます）

受付時間：9:00～21:00（日・祝日も受付） (2006年6月現在)

24xパケット方式
ウィルコムが提供する最大通信速度128kbpsのパケット通信方式です。情報
をパケット（小包）に分割して、パケット単位で情報をやりとりする方式で
す。数分程度電波が弱くなったり途切れたりしても、できるだけ回線を維持
し、より信頼性の高い通信環境を実現します。ご利用になるには、ウィルコ
ムの4xパケット方式対応の料金コースにご契約いただき、専用のアクセスポ
イントに接続してください。

インターネット�
パソコン通信ネット�

64/32kbps

64/32kbps

64/32kbps

64/32kbps

32/64kbps

128kbps

インターネット�
プロバイダーなど�

PIAFS�
（ピアフ）�

1x/2xパケット方式�

4xパケット方式�

フレックスチェンジ方式�

ベストエフォート�
対応TAP

ISDN同期PPP�
ターミナルアダプタ�

4xパケット方式�
アクセスポイント�

1xパケット方式�
アクセスポイント�

フレックスチェンジ方式�
アクセスポイント�

プロトコル変換装置�

PIAFS対応のPHSコミュニケー�
ションカード、USBケーブル�

パソコン�

基地局�

基地局�

パソコン�
WS007SH

付属のUSBケーブル�

パソコン�
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データ通信の準備

パソコンとこの製品をUSBケーブルで接続する前に次の準備が必要です。

①USBモデムドライバをパソコンへインストールする

パソコンの動作環境については、8-3ページに記載しているOSの項目と同じで
す。詳細は8-3ページをご覧ください。
インストールの方法は、付属のGetting Started CDに収録しているマニュアル
「USBモデムドライバのインストールマニュアル」（USB_install_manual.pdf）を
ご覧ください。マニュアルの開き方は、1-64ページをご覧ください。

②この製品の通信方式をモデムに設定する

1  スタート メニューの “設定”にタップします。
設定画面が表示されます。

2 設定画面（ 接続 タブ）で “USB接続”にタップします。
USB接続画面が表示されます。

3 USB接続画面で、「モデムとして使用する。」にチェックを付けま
す。

4 にタップし、設定を保存します。
この製品をデータ通信機器として使用できます。

MEMO 2ActiveSyncを使ってパソコンと同期を行うときは、手順3で「PCと同期す
る。（ActiveSync）」にチェックを付けます（�8-5ページ）。



8-22

パソコンとこの製品を接続する

ここでは、ドライバをパソコンにインストールしているものとして説明します。

パソコンとこの製品を接続する

付属のUSBケーブルを使ってパソコンとこの製品を接続します。

1 データ通信ができる設定になっていることを確認します（�前
ページ）。

2 パソコンを起動し、下図のように①②の順でこの製品とパソコン
を付属のUSBケーブルで接続します。

USBケーブル�
USBコネクター�
USBコネクターの向きはパソコンに�
よって異なります。パソコンの取扱説�
明書などで確認してください。�

USBポート�

a
b

ご注意� 2USBケーブルは、パソコンのUSBコネクターに直接接続してください。USBハ
ブやUSB延長ケーブルを使って接続すると正しく動作しないことがあります。

MEMO 2この製品の充電池の消耗を少なくするために、この製品にACアダプターを
接続してデータ通信を行うことをおすすめします。

パソコンとこの製品を取り外す

データ通信終了後、以下のようにして取り外します。

1 パソコンを起動したまま、下図のように①②の順でUSBケーブル
を外します。

USBケーブル�

a
b
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データ通信（発信）を行う

この製品に接続しているパソコンからデータの発信などを行います。

ご注意 2この製品では、データ（着信）通信はできません。
2ダイヤルロック（通話／通信機能の制限）やW-SIMロックを設定（☞3-38～40
ページ）しているときは、データ通信も利用できません。

準備
データ通信を使ってインターネットに接続する前に、インターネットに接続するた
めの設定（接続アカウント、パスワード、アクセスポイントなど）を行ってくださ
い。これらの情報を設定していないと、インターネットなどに接続できません。

1 この製品を接続しているパソコンなどからデータ通信の発信操作
を行います。
パソコンなどでアクセスポイントの電話番号を設定するときは、電話番号に
続けて次の記号と数字を入力します。

通信方式 

64kPIAFS（ベストエフォート、ギャランティ） 

32kPIAFS 

フレックスチェンジ方式 

1xパケット方式 

2xパケット方式／4xパケット方式 

電話番号に続けて入力 

##4 

##3 

##7 

##61 

##64

　※64kPIAFSと32kPIAFSの通信方式は、分計発信ができます。 
　　分計発信するときは、電話番号＋記号（##4や##3など）の後に「,01」を追加し
ます（例：03-××××-××××##4,01）。 

この製品の画面（タイトルバー）上に、通信中であることを示すアイコンが表
示されます。

：64kPIAFS（ベストエフォート） ：64kPIAFS（ギャランティ）

：32kPIAFS ：フレックスチェンジ方式

：1xパケット方式／2xパケット方式／4xパケット方式

2 パソコンなどからデータ通信を終了する操作を行います。

MEMO 2データ通信を行う前に、この製品にACアダプターを接続するか、この製品
の充電池残量が十分であることを確認してください。

2データ通信を行うためのパソコン側のくわしい設定や操作については、パソ
コンの説明書などをご覧ください。

2発信者番号の通知／非通知は、発信者番号通知設定（☞3-36ページ）にしたが
います。

2データ通信をしたときの電話番号は発信履歴に保存されません。
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電卓 9-2

カードにバックアップする
　（バックアップツール） 9-3

バックアップツールを起動する ....................... 9-4
バックアップする（保管）.................................... 9-5
リストアする（復元）............................................ 9-6
バックアップデータ一覧画面について ........... 9-7

ファイルを管理する
　（ファイルエクスプローラ） 9-8

ファイルエクスプローラの使いかた ............... 9-8
ファイルエクスプローラのメニュー ............. 9-11

ゲームで遊ぶ
　（ソリティア／Bubble Breaker） 9-12

ソリティア ........................................................... 9-12
Bubble Breaker ................................................. 9-13

Java™アプリ 9-14

9　その他の機能
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一般の電卓と同じ操作で9桁までの計算ができます。

1  スタート メニューの “プログラム”にタップします。

2 プログラム画面で “電卓”にタップします。

3 電卓を終了するときは、 にタップします。

電卓

タップして表示されて
いる数値を保存します
（「M」が表示されます）。

表示されている数値を
クリアしたり、エラー
を解除します。

メモリ内の数値をクリ
アします。

メモリ内の数値を表示
します。

表示されている数値を
メモリに加算します。

入力した数字や計算結
果を表示します。

入力した最終桁を削除
します。

数値の符号（＋,ー）を
反転させます（＋は表
示されません）。

入力した数字や計算結
果をコピー/貼り付け
できます。
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この製品に保存しているデータなどをminiSDカードにバックアップ（保管）した
り、保管したデータをこの製品にリストア（復元）したりできます。
また、バックアップ時、バックアップするデータを選ぶこと（すべてのデータ／
選択データのみ）ができます。

MEMO 2バックアップデータは、1枚のminiSDカード上に複数作ることができます。

以下のデータはバックアップされませんのでご注意ください。
・パスワード
・PINコード
・W-SIMの暗証番号
・ライセンスファイル（Windows Media DRM）※

※ライセンスファイルは、ウィルコム公式サイトの「着信メロディ」コー
ナーから曲データをダウンロードしたときに一緒にダウンロードされる
ファイルです。ダウンロードしたファイルを再生するには、曲データと
ライセンスファイルの両方が必要になります。

ご注意� 2バックアップデータをリストアすると、本体に保存していたデータは消去さ
れバックアップデータに置き換わります。バックアップデータが選択データ
（�次ページ）のとき、リストアを行うと選択データの部分が置き換わりま
す。

2WS003SHやWS004SHなど他の製品でバックアップ（保管）したデータは、
この製品にリストア（復元）できません。
また、この製品でバックアップ（保管）したデータも他の製品にリストア（復
元）できません。

2あるWS007SHのデータを別のWS007SHにリストア（復元）しても“メール”
のデータは移すことはできません。

カードにバックアップする
（バックアップツール）

電
卓
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バックアップツールを起動する

1 プログラムをすべて終了します。
プログラムの終了の方法は、1-27ページをご覧ください。

2  スタート メニューの “プログラム”にタップします。

3 プログラム画面で “バックアップツール”にタップします。

4 バックアップに必要な容量の計算を行います。
バックアップツール起動時、この容量の計算を行います。

5 バックアップに必要な容量の計算が行われたあと、バックアップ
ツール画面が表示されます。

① すべてのデータをバックアップ、バックアップするデータを選択するのかを
選びます。

② ①で「選択したデータのみ」にしたとき、バックアップするデータを選択しま
す。チェックが付いているフォルダやプログラムのデータがバックアップさ
れます。「My Documents」はファイルエクスプローラを起動し、「マイデバ
イス」の中に表示される「My Documents」フォルダのことで、このフォルダ
内のデータがバックアップされます。「Javaアプリ」はインストールしている
J a v aアプリケーション、「P I M」は「予定表」「連絡先」「仕事」「メール
（Outlook）」です。

③ バックアップを実行します（�次ページ）。

④ バックアップに必要な容量を表示します。

⑤ 取り付けているminiSDカードの空き容量と全容量を表示します。

⑥ この製品にリストアするファイル名（バックアップデータ）を表示します。

⑦ リストア（復元）を実行します。

④

① ③

⑥

⑤
②

⑦
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バックアップする（保管）

1 miniSDカードを取り付け、バックアップツール画面を起動しま
す。

2 バックアップツール画面で、「全てのデータ」または「選択した
データのみ」を選びます。
通常は、「全てのデータ」を選びます。
「選択したデータのみ」を選んだときは、バックアップするフォルダやプログ
ラムにチェックが付いていることを確認します。

3  作成開始 をタップします。

ご注意� 2特定のプログラムが起動しない場合のみ、上記の手順2で「選択したデータの
み」を選び、動作しないプログラムのチェックを外してバックアップしてリ
ストアを行ってください。通常のデータバックアップを行うときは、「全て
のデータ」を選んでください。

4 確認画面が表示されます。
 OK にタップすると手順5に移ります。
 キャンセル にタップするとバックアップツール画面に戻りま
す。

5「バックアップの作成中…」画面が表示され、バックアップが始ま
ります。

6 バックアップが終了すると確認画面が表示され、数秒後に自動的
にリセットが行われます。リセットが終了するまで待ちます。
Today画面（待ち受け画面）が表示されバックアップが終了します。

ご注意� 2この製品のメモリの空き領域が1MB以下のときは、バックアップできませ
ん。不要な画像データなど容量の大きなデータを削除したあと、バックアッ
プしてください。
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リストアする（復元）

バックアップしたデータをこの製品にリストア（復元）します。

ご注意� 2リストアを行うと、この製品に保存していたデータは削除され、リストア
データに置き換わりますのでご注意ください。
選択データのみバックアップしたものをリストアすると、選択データのみリ
ストアされます。選択データに入っていないデータはリストア前のものが
残っています。

1 バックアップツール画面で、リストアの欄に表示されているバッ
クアップした日付とバックアップした内容を確認します。
このデータをリストアする場合は、手順4に進みます。別のバックアップ
データに変更するときは、手順2を行い、次の手順に進みます。

2 画面右下の データ一覧 を選びます。
バックアップデータ一覧画面が表示されます。

3 リストアしたいファイル名（バックアップデータ）を選択し 、ま
たは画面右下の メニュー － 選択 をタップします。

4  復元開始 をタップします。

5 確認画面で OK にタップします。
リストア（復元）が始まります。 キャンセル にタップするとバックアップ
ツール画面に戻ります。

6「バックアップの復元中」画面が表示され、リストア（復元）が始ま
ります。

7 リストア（復元）が終了すると、確認画面が表示され、数秒後に自
動的にリセットが行われます。
リセットが終了するまで待ちます。

8 Today画面（待ち受け画面）が表示され、その上に確認画面が表示
されます。
リストア（復元）が終了します。

9  をタップします。
リストア後、「オンラインサインアップが必要です」のメッセージが表示され
たときは、オンラインサインアップを行ってください。
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バックアップデータ一覧画面について

バックアップツール画面で画面右下の データ一覧 をタップするとバックアッ
プデータ一覧画面が表示されます。
この画面は、miniSDカードの「CEBACKUP」フォルダに入っているバックアップ
データをリスト表示します。

リストには日付が新しいものから順番に表示します（最大表示件数：10件）。
画面に表示されていない古いバックアップデータをリストア（復元）するときは、
画面に表示されていて不要なバックアップデータを削除して目的のデータを画面
に表示した後、前ページの手順3以降を行ってください。バックアップデータの
削除方法は、下記をご覧ください。

■画面右下の  メニュー  をタップし、以下のメニューをタップして削除します。
・ 削除 ：バックアップデータ一覧画面で選択しているバックアッ

プデータを削除します。
・ 最新10件削除 ：バックアップデータ一覧画面でリストの一番上から10件

のデータを削除します。
・ 全て削除 ：miniSDカードの「CEBACKUP」フォルダに入っている

バックアップデータをすべて削除します。
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ファイルを管理する
（ファイルエクスプローラ）

ファイルエクスプローラを使うと新規にフォルダを作成したり、ファイルのコ
ピーやフォルダを移動させるなど、ファイルの管理ができます。
ここでは、ファイルエクスプローラの基本的な使いかたについて説明します。あ
わせてヘルプもご覧ください。フォルダやファイルをコピー・移動する方法につ
いては1-60ページをご覧ください。

ファイルエクスプローラの使いかた

1  スタート メニューの “プログラム”にタップします。

2 プログラム画面の “ファイルエクスプローラ”にタップします。
ファイルエクスプローラの画面が表示され、「My Documents」などのファイ
ルとフォルダの一覧が表示されます。

ご注意� 2ファイルエクスプローラを使うとWindowsのシステムファイルなどが見られ
ますが、誤って削除したりすると正常に動作しなくなる恐れがあります。

MEMO 2ファイルをタップしてもそのファイルが開かないときは、プログラムを起動
して、そのプログラムからファイルを開いてみてください。

フォルダをタップする
と、フォルダ内のファ
イル一覧が表示されま
す。ファイルをタップ
すると、そのアプリ
ケーションが起動して
ファイルを開きます。

現在表示中のフォルダ
階層より、1 つ上の
フォルダ階層へ移動し
ます。

タップすると、ファイ
ルやフォルダの並べ替
え順の項目が表示され
ます。
並べ替え順の項目を
タップするとその項目
を基準にデータが並び
替わります。

「My Documents▼」を
タップすると現在表示
中のフォルダ階層よ
り、上のフォルダ階層
へ移動できます。
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ファイルをメールに添付して送る

1 送信したいファイルをタップしたままにします。
ポップアップメニューが表示されます。

2  送信 にタップします。
「アカウントの選択」画面が表示されたときは、添付して送るアカウントを
タップして選択します。
ファイルを添付したメールの送信メッセージ作成画面が表示されます。

MEMO 2送信したいファイルを選択し、画面右下の  メニュー －  送信 をタップし
てもファイルを添付したメールの送信メッセージ作成画面が表示されます。

3 宛先、件名、本文などを入力します。
メールの送信についてくわしくは、「メールを作って送る」（�4-35ページ）を
ご覧ください。

新規フォルダを作成する

ここでは「My Documents」フォルダの下に新しくフォルダを作ります。
別の階層にフォルダを作成するときは、「My Documents▼」にタップし、フォ
ルダを選んでください。

1 ファイルエクスプローラ画面で「My Documents」フォルダを開き
ます。

2 画面右下の メニュー － 新しいフォルダ にタップします。
新しいフォルダが作成され、フォルダ名の入力状態になります。

MEMO 2ファイルやフォルダのない空白部分にタップしたままにし、ポップアップメ
ニューから 新しいフォルダ にタップしても新しいフォルダが作成されます。

3 フォルダ名を入力します。

新しくフォルダが作成
されます。



9-10

フォルダやファイルの名前を変更する

1 名前を変更するファイルやフォルダをタップしたままにします。

2 ポップアップメニューから 名前の変更 にタップします。

MEMO 2名前を変更するフォルダやファイルを選択し、画面右下の  メニュー －
 名前の変更 をタップしても名前の変更ができます。

3 名前を変更します。

MEMO 2名前の変更をやめるときは、画面右下の メニュー － 編集 －
 元に戻す 名前の変更 をタップして、元に戻します。

フォルダやファイルを削除する

1 削除するファイルやフォルダをタップしたままにします。

2 ポップアップメニューから 削除 にタップします。
削除の確認画面が表示されます。

MEMO 2削除するフォルダやファイルを選択し、画面右下の  メニュー － 削除 を
タップしても削除の確認画面が表示されます。

3  はい にタップします。

ご注意� 2削除の取り消しはできません。
フォルダの削除を実行すると、フォルダ内のファイルやフォルダはすべて削
除されます。

2エラーが表示され削除できないときは、そのファイルがプログラムから開か
れていることが考えられます。
関連するプログラムを終了（�1-27ページ）した後、削除してください。

フォルダやファイルを移動・コピーする

1-60ページをご覧ください。
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ファイルエクスプローラのメニュー

My Documents�
�

パスを開く�
�

�

送信�
�

最新の情報に更新�

すべてのファイルを表示�

新しいフォルダ�

名前の変更�

削除�

編集メニュー�

�

「My Documents」のファイルとフォルダの一覧を表示
する。�

ネットワークに接続しているときパスを指定してネット
ワーク上の共有フォルダを開く。※指定したパスの履歴
が残ります。履歴の編集はできません。�

タップすると選択しているファイルを添付したメッセー
ジ作成画面を表示する（�9-9ページ）。�

最新の状態に更新する。�

すべてのファイルを表示する。�

新しいフォルダを作成する（�9-9ページ）。�

フォルダやファイルの名前を変更する（�前ページ）。�

フォルダやファイルを削除する（�前ページ）。�

フォルダやファイルのコピー、名前の変更、移動の操作
を元に戻す。�

フォルダやファイルを切り取る（�1-60ページ）。�

フォルダやファイルをコピーする（�1-60ページ）。�

コピーおよび切り取ったフォルダやファイルを貼り付け
る（�1-60ページ）。�

コピーしたフォルダやファイルのショートカットを貼り
付ける。�

�

元に戻す　　　
　�

切り取り�

コピー�

貼り付け　　　
　�

ショートカット
の貼り付け�

�

すべて選択� すべてのフォルダやファイルを選択する。�
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ソリティアとBubble Breakerの2つのゲームを楽しむことができます。
くわしくは、それぞれのゲームのヘルプをご覧ください。

ソリティア

山札のカードを使い切り、すべてのカードを組札に積み重ねるゲームです。
組札には、エースからキングまで、同じマークのカードを数字の小さい順に積み
重ねていきます。

1  スタート メニューの “プログラム”にタップします。

2 プログラム画面で “ゲーム”の “ソリティア”にタップします。

3 画面左下の カードをめくる をタップして山札をめくります。
山札をタップしても山札をめくります。

4 場札に赤と黒のカードを交互に数字が小さくなるように積み重ね
ながら、組札にエースを移動し、同じマークのカードを数字の小
さい順に積み重ねていきます。
・組札にすべてのカードを積み重ねたら勝ちです。
・移動したカードを元に戻すときは、画面右下の メニュー － 元に戻す に
タップします（直前のプレイを取り消せます）。

・移動できるカードがなくなると終了です。
画面右下の メニュー － 新しいゲーム をタップすると、もう一度最初か
らゲームを始められます。

MEMO 2画面右下の メニュー － オプション で以下の設定が変更できます。

 ゲームのルール タブ
・カード（山札）のめくりかたや得点の付けかたなどが設定できます。

 カードの模様 タブ
・カードの模様を変更できます。

ゲームで遊ぶ
（ソリティア／Bubble Breaker）

組札

場札

山札
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Bubble Breaker

泡（バルーン）を消すゲームです。
1度にたくさんの泡（バルーン）を消すと高得点になります。

1  スタート メニューの “プログラム”にタップします。

2 プログラム画面で “ゲーム”の “Bubble Breaker”にタップ
します。

3 消したいブロックをタップします。
消せるブロックが線で囲われ、得られる得点が表示されます。

4 もう一度消したいブロックをタップします。
ブロック内の泡（バルーン）が消え、得点が表示（加算）されます。
・消したブロックを元に戻すときは、画面左下の ゲーム － 元に戻す 移動
にタップします（直前のプレイを取り消せます）。

・消せるブロックがなくなると終了です。
画面左下の ゲーム － 新しいゲーム をタップすると、もう一度最初から
ゲームを始められます。

MEMO 2ゲームの遊びかたを変更する
　画面左下の ゲーム － オプション でゲームの遊びかたを変更することがで
きます。
・ゲームのスタイルは「標準」、「継続」、「メガシフト」などから選べます。
・バルーン（泡）の色は「カラー」、「グレースケール」が選べます。
変更が終わったら をタップしてください。

2成績を確認する
画面右下の 情報 － 成績表 でゲームの成績を確認できます。
確認が終わったら をタップしてください。

ゲームのスタイルが表
示されます。

縦または横に並んでい
る同じ色の泡のかたま
りをブロックと呼びま
す。タップして1度に
たくさんの泡が集まっ
たブロックを消すと高
得点になります。

得点が表示されます。

B
ubble B

reaker

ソ
リ
テ
ィ
ア
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この製品には、J a v aアプリケーションを実行するためのJ a v a実行環境
「JBlend™」が搭載されています。
ゲームなどのJavaアプリケーションを、インターネットからダウンロードした
り（�5-8、5-18ページ）、パソコンやminiSDカードからコピーして（�1-60、
8-12ページ）、この製品で利用できます。ダウンロード後、インストールしてく
ださい。インストールの方法はダウンロード先などを確認してください。

Javaアプリケーションを起動する

1  スタート メニューの “プログラム”にタップし、
“Java™アプリ”にタップします。

Javaアプリケーションの一覧画面が表示されます。

2 起動したいJavaアプリケーションにすばやく2回タップします。
Javaアプリケーションが起動されます。
使用方法は、Javaアプリケーションのヘルプなどをご覧ください。

MEMO 2この実行環境は、「J2ME CLDC-1.1 MIDP-2.0」に準拠しています。
2画面右下の メニュー － アプリケーション ― 削除 などでアプリケーションを
削除するとアプリケーションを起動することはできませんが、元のファイル（イ
ンターネットなどからダウンロードしたファイル）はメモリに残っています。

2本体メモリなどの容量を空けるときや不用になったときは、ダウンロードしたファ
イルもファイルエクスプローラを起動して削除します（ファイルによっては有料の
ものもありますので、削除にはご注意ください）。ダウンロードしたファイルを削
除し再度インストールする場合は、ファイルを再度ダウンロードしてください。

Java™アプリのメニュー

アプリ 削除�
ケーション すべて削除�

 パーミッション�

 情報�

Java設定�

Java情報�

終了�

選択しているJavaアプリケーションを削除する。�

表示されているJavaアプリケーションを全て削除する。�

ネットワークに接続する前に確認画面を出す／出さないなどを設定する。�

選択しているJavaアプリケーションのファイル情報などを表示する。�

Javaアプリケーションの使用中、常にバックライトを点灯するか設定する。�

バージョン情報を表示する。�

JavaTMアプリ（Java実行環境）を終了する。�

Java™アプリ
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着信音や待ち受け画面（Today画面）など、使いやすいようにこの製品の環境を
設定します。
 スタート メニューの  “設定”にタップすると、設定画面が表示されます。
それぞれの設定について、あわせてヘルプもご覧ください。

待ち受け画面（Today画面）を設定する

壁紙などを設定して、自分だけの待ち受け画面（Today画面）を作成できます。

1  スタート メニューの  “設定”にタップして  “Today”に
タップします。

2 Today画面に関する設定を行います。

◇  デザイン タブ ◇

使用環境を設定する

写真など、テーマ以外
を背景にするときは、
チェックをつけてから
 参照  にタップして画
像ファイルを選択しま
す。

Today画面の背景にす
るテーマを選択しま
す。

※この製品ではビー
ム機能に対応して
おりません。
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◇  アイテム タブ ◇

MEMO 2この製品をロックするときは、デバイスロックではなくキーロック（�1-8
ページ）を使われることをおすすめします。デバイスロックをすると、電話
がかかってきたときにデバイスロックを解除しないと電話に出ることができ
ません。

◇  カーソルキー タブ ◇

3 設定が終わったら、  にタップします。

※この製品ではこの
機能に対応してお
りません。

Today画面に表示する
アイテムの順番を変更
します（「日付」の順番
は変更できません）。

「仕事」と「予定表」は、
表示する内容の詳細を
設定できます（� 次
ページ）。

Today画面に表示する
アイテムにチェックを
つけます。

「デバイスをロックす
る」にチェックはつけ
ないことをおすすめし
ます（�下記メモ）。

Today画面（待ち受け
画面）で  カーソル キー
の左右を押したときの
動作を設定します。
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画像を「Today」画面の背景に設定する

この製品に保存している画像を「Today」画面の背景として設定できます。

1 画像とビデオ画面で、「Today」画面の背景として設定したい画像
をタップしたままにして表示されたメニューから
 ［Today］の背景に設定する にタップします。
「［Today］の背景に設定する」画面が表示されます。

MEMO 2「Today」画面の背景として設定したい画像を選択し、画面右下の メニュー
－ ［Today］の背景に設定する にタップしても「［Today］の背景に設定する」
画面が表示されます。

2 背景にするときの透過レベルを設定します。
透過レベルのパーセントを低くするほど、くっきりした画像になります。

3［Today］画面の背景に設定するときは、 にタップします。

Today画面に表示する「仕事」と「予定表」の内容を設定する

 アイテム タブ画面で「仕事」または「予定表」にタップしてから、オプション に
タップして設定します。

◇ 仕事 ◇

◇ 予定表 ◇

仕事を分類していると
き（�1-29ページ）、
分類項目を選択しま
す。

「次の予定」だけ表示す
るのか、「近い将来の
予定」まで表示するの
か、どちらかを選択し
ます。
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オーナー情報を設定する

オーナー情報を入力します。

1  スタート メニューの  “設定”にタップします。

2  個人用 タブにある “オーナー情報”にタップします。
オーナー情報の設定画面が表示されます。

3 オーナー情報に関する設定をします。

◇  オーナー情報 タブ ◇

◇  オプション タブ ◇

4 設定が終われば、  にタップします。

名前、勤務先、住所、
電話番号、メールアド
レスなどを入力しま
す。

タップしてメモを追加
します。

チェックをつけると：
この製品の電源を入れ
たときに、オーナー情
報やメモの内容が「マ
イ インフォ」画面とし
て表示されます。
（マイ インフォ画面に
タップすると、Today
画 面 が表示されま
す。）
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キーを設定する

この製品のキーに割り当てるプログラムや機能を設定します。

1  スタート メニューの  “設定”にタップします。

2  個人用 タブにある “ボタン”にタップします。
ボタン設定画面が表示されます。

3 表示部の下にあるキーに割り当てるプログラムやキー操作などを
設定します。

◇  プログラムボタン タブ ◇

「1.ボタンの選択」から設定／変更したいキーを選択し、「2.プログラムの割り
当て」から割り当てるプログラムを選択します。

◇  上／下コントロール タブ ◇

 カーソル キーを押したときスクロールを開始するまでの時間や移動速度、
ならびに、キー入力時のリピートを開始するまでの時間やリピート速度を変
更します。

4 設定が終われば、  にタップします。

各キーと割り当てられ
ているプログラムが表
示されます。

上のリストで選択して
いるキーに割り当てる
プログラムを選びま
す。

つまみをドラッグして
調整します。
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スタートメニューを設定する

スタートメニューに表示するプログラムを設定します。

1  スタート メニューの  “設定”にタップします。

2  個人用 タブにある “メニュー”にタップします。
メニュー設定画面が表示されます。

3 スタートメニューに表示したいプログラムなどにチェックを付け
ます（7つまで）。
・チェックを付けたプログラムなどは、スタートメニュー（�1-26ページ）に
表示されます。

・チェックを付けていないアイテムは、プログラム画面（�1-19ページ）に表
示されます。

4 設定が終われば、  にタップします。
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他人が使えないようにロックする

電源を入れたときにパスワードの入力画面を表示して、この製品を他人が使えな
いようにロックします。

1  スタート メニューの  “設定”にタップします。

2  個人用 タブにある “ロック”にタップします。
パスワード設定画面が表示されます

3 パスワードなどを設定します。

4 設定が終われば、  にタップします。

5 確認画面で、 はい にタップします。

ご注意� 2パスワードは忘れないようにしてください。登録したパスワードを忘れる
と、この製品を使えなくなります。パスワードは控えておいてください。

2パスワードを忘れてしまったときは、完全消去（フォーマット）（�11-6ペー
ジ）が必要になります。完全消去すると、この製品に入っているデータなど
はすべて消去されます。

2キーロック（�1-8ページ）を設定しているときはパスワードの入力もできま
せん。キーロックを解除してからパスワードを入力してください。

MEMO 2パスワードを設定すると、パスワード画面を表示するときもパスワードの入
力が必要です。

チェックをつけると：
設定時間が経過する
と、パスワードの入力
が必要になります。

パスワードを忘れたと
きにヒントになる言葉
を入力します。パス
ワードを5回間違える
と入力したヒントが表
示されます。

パスワードの種類を設
定します。
・数字の簡易パスワー
ドの場合、4桁以上の
数字を入力します。

・強力な英数字のパス
ワードの場合、英字
（大文字または小文
字）、数字、区切り
記号（/、：など）の3
種類を含んだ7文字
以上を入力します。
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単語登録（Microsoft IME）や文字入力の設定をする

日本語入力システムとしてMicrosoft IMEを使っている場合に、よく使う単語を登録
します。また、入力方法の設定や手書き入力の詳細設定などをします。
ATOKをお使いの場合は、10-13ページをご覧ください。

1  スタート メニューの  “設定”にタップします。

2  個人用 タブにある “入力”にタップします。
入力設定画面が表示されます。

3 よく使う単語の登録や手書き入力の詳細設定などをします。

◇  入力方法 タブ ◇

単語の登録と手書き入力パネルの設定をします。

それぞれの入力方法から、以下のオプションが設定できます。
・ひらがな／カタカナ：単語の登録（�次ページ）
・ローマ字／かな ：単語の登録（�次ページ）
・手書き検索 ：「左手」（手書き入力枠が左になる）設定
・手書き入力 ：「左手」（手書き入力枠が左端になる）設定、

　「3つの入力ボックス」（手書き入力枠が3つになる）
設定、

　「タイムアウトを使用」（手書きした文字が設定した
秒数で消える）設定、

　「タイムアウト値」（手書きした文字が消える秒数を
入力）設定

MEMO 2手書き入力の設定についてくわしくは1-48～49ページをご覧ください。

オプションを設定した
い入力パネルを選択し
ます。
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◇  オプション タブ ◇

録音形式や入力の詳細設定をします。これらの設定は、録音や手書きをサ
ポートしているメモなどのプログラムに適用されます。

MEMO 2手書き入力のズームを大きくすると、手書きエリアに表示される罫線の幅が
変わり、大きい文字が手書きできるようになります。

4 設定が終われば、  にタップします。

よく使う単語を辞書に登録する

よく使う単語を辞書に登録します。

1  スタート メニューの  “設定”にタップします。

2  個人用 タブにある “入力”にタップします。
入力設定画面が表示されます。

録音形式を選びます。

手書き入力と、タイプ
入力のズームを設定し
ます。
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3「入力方法」欄で ▼ にタップして「ひらがな／カタカナ」または
「ローマ字／かな」を選択し、 オプション をタップします。
辞書登録画面が表示されます。

4 読み、変換後の語句を入力し、その品詞を設定して、登録 にタッ
プします。

5 登録した単語を変更／削除する場合は、単語の編集 タブにタッ
プします。

MEMO 2この製品には、変換した語を記憶する学習機能があります。
学習された語は、次回の変換で優先的に表示されます。
変換ミスなどで誤った語が学習されてしまったときなどは、「学習単語も表
示する」にチェックをつけて一覧に表示し、変更や削除をします。

6 設定が終われば、  にタップします。

変更／削除する単語を
一覧から選び、変更
／ 削除 にタップしま
す。

登録している単語の一
覧を表示します。
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音と通知を設定する

アラームや画面のタップ音の設定などをします。

1  スタート メニューの  “設定”にタップします。

2  個人用 タブにある  “音と通知”にタップします。
音と通知設定画面が表示されます。

3 音や通知に関する設定をします。

◇  サウンド タブ ◇

“予定表”や“仕事”で設定したアラームや画面のタップ音を鳴らす／鳴らさな
いなどを設定します。

◇  通知 タブ ◇

各種イベントを通知する方法にチェックをつけて設定します。

4 設定が終われば、  にタップします。

MEMO 2 サウンド タブで「プログラム」の「通知（アラーム、予定など）」のチェックを
外している場合、通知 タブで「音を鳴らす」にチェックをつけていても音は
鳴りません。サウンド タブでは、「通知（アラーム、予定など）」のチェック
はつけておいてください。

チェックをつけると、
その操作（イベント）を
したときに音がでま
す。

設定するイベントを選
びます。

鳴らす音を選択しま
す。

選択した音を再生／停
止します。

通知時に設定した音を
繰り返し鳴らします。

充電ランプ（�1-2、1-
3ページ）の点滅時間を
設定します。

振動で通知します。
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日本語入力システム（ATOK）の設定と単語登録をする

日本語入力システムを切り替えたり、日本語入力システム（ATOK）の変換候補に
表示される文字種の設定、よく使う単語の登録、バージョン情報の確認などをし
ます。

1  スタート メニューの  “設定”にタップします。

2  システム タブにタップします。

3  “ATOK設定”にタップします。
ATOK設定画面が表示されます。

4  プロパティ にタップします。

5 変換候補の設定や学習データのリセット、単語の登録、バージョ
ン情報の確認などをします。

◇  入力・変換 タブ ◇

変換候補（�1-36ページ）に表示される文字の種類を変更したり、推測変換を
有効にする／しないを設定します。

チェックを外すと、
Windows Mobile標準
の日本語入力システム
（Microsoft IME）に切り
替えることができます。
くわしくは10-9ページ
をご覧ください。
Microsoft IMEを使って
文字入力をするときは、
ダイヤルキーで文字の変
換はできません。

チェックの付いている
文字種が変換候補一覧
に表示されます。

チェックを付けると、
文字を入力するたび
に、入力した文字から
推測される変換候補が
表示されます（�1-39
ページ）。
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◇  辞書・学習 タブ ◇

変換結果を学習する／しないか、学習したデータのリセット、単語登録がで
きます。単語登録については、「よく使う単語をユーザー辞書に登録する」
（�次ページ）をご覧ください。

◇  バージョン情報 タブ ◇

ATOKのバージョン情報を表示します。

6 設定／確認が終われば、  にタップします。

7 さらに  を数回タップし設定画面を閉じます。
推測変換候補ウィンドウに表示する文字を変更（�前ページ）したり単語登録
（�次ページ）を行った後、設定画面を閉じてください。設定画面を閉じない
と変更や登録が有効になりません。

「する」にチェックを付
けると、1度入力した
語は次回の変換で優先
的に変換候補ウィンド
ウに表示されます。

変換して学習された語
が削除されます。

単語をユーザー辞書に
登録する画面が表示さ
れます。くわしくは次
ページをご覧くださ
い。
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日本語入力システムを切り替える

Microsoft IMEとATOKを切り替えることができます。

1 10-13ページの手順4の画面で、「日本語入力にATOKを使用する」
のチェックを外します。

2  にタップします。

3 確認画面で はい にタップします。
この製品が再起動されます。

MEMO 2ATOKの使用を再開するときは、手順1で「日本語入力にATOKを使用する」の
チェックを付けてください。

よく使う単語をユーザー辞書に登録する

1 10-13ページの手順5の画面で 辞書・学習 タブにタップし、
 辞書ユーティリティ にタップします。
ユーザー辞書画面が表示されます。

2 画面左下の 編集 － 登録 をタップします。

3 単語、読み、品詞を入力して、 OK にタップします。

4 画面右上の  をタップし、さらに  を数回タップして設定画
面を閉じます。
単語が登録されます。

MEMO 2登録した単語を削除するときは
上記の手順2の画面で、削除したい単語を選択し、画面左下の  編集 － 削除
をタップします。
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エラー報告をする／しないを設定する

この製品を使っているときに発生したエラー内容を、マイクロソフト株式会
社に報告する／しないを設定します。

1  スタート メニューの  “設定”にタップして、 システム タブ
にタップします。

2  “エラー報告”にタップします。
エラー報告画面が表示されます。

3「エラー報告を有効にする」、または「エラー報告を無効にする」に
タップします。

4 設定が終われば、  にタップします。

MEMO 2エラー報告のために「お詫び」画面が表示されたとき、この画面内に「特別な
費用はかかりません」のメッセージが出ますが、情報を送信するための通信
費は別途必要となります。
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バックライトを減光（最小輝度）するまでの時間を設定する

画面のバックライトを減光（最小輝度）するまでの時間を設定します。
バックライトが最小輝度になるとキーボードのバックライトは消灯します。

1  スタート メニューの  “設定”にタップして、 システム タブ
にタップします。

2  “バックライト”にタップします。
バックライト設定画面が表示されます。

3 バックライトに関する設定をします。

◇  バッテリ タブ ◇

充電池を使っている（ACアダプターを接続していない）ときの設定をします。

MEMO 2ダイヤルキーやキーボードのバックライトについて
最後の操作から数秒後、ダイヤルキーやキーボードのバックライトが消えま
す。
消えた状態で画面タップまたはキーを押すとバックライトが点灯します
（ユーティリティ設定画面（ キー点灯 タブ）で「バックライト設定と連動」に
チェックを付けているとき（�10-26ページ））。

チェックをつけると：
最後の操作から設定し
た時間が経過すると画
面のバックライトが最
小輝度になります。下
記メモもご覧くださ
い。

チェックをつけると：
キーを押したり、画面
をタップしたらバック
ライトが最小輝度から
設定した輝度に戻りま
す。
画面の電源がオフに
なっているときは、

キーを押します。
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◇  外部電源 タブ ◇

ACアダプターを接続しているときの設定をします。

◇  明るさ タブ ◇

バックライトの明るさを設定します。
充電池使用時、ACアダプター（外部電源）使用時それぞれの明るさを設定で
きます。

MEMO 2スライダーを左端に移動すると、バックライトは消灯します。
バックライトを消灯すると、ダイヤルキーやキーボードのバックライトも消
灯します。
また、バックライトの明るさを左端以外（消灯以外）にすると、キー操作中は
ダイヤルキーやキーボードのバックライトも点灯します。キーボードのバッ
クライトの明るさは調節できません。

2充電池の残量が少なくなると設定に関わらずバックライトは最小輝度になり
ます。

4 設定が終われば、  にタップします。

チェックをつけると：
最後の操作から設定し
た時間が経過すると画
面のバックライトが最
小輝度になります。

チェックをつけると：
キーを押したり、画面
をタップしたらバック
ライトが最小輝度から
設定した輝度に戻りま
す。
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パワーマネージメントを設定する

充電池の残量確認やオートパワーオフ（画面の電源をオフ）するまでの時間などを
設定します。

1  スタート メニューの  “設定”にタップして、 システム タブ
にタップします。

2  “パワーマネージメント”にタップします。
パワーマネージメント設定画面が表示されます。

3 充電池の残量の確認や、パワーマネージメントの設定をします。

◇  バッテリ タブ ◇

充電池（バッテリ）の残量を確認できます。
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◇  詳細設定 タブ ◇

最後の操作から一定時間が経過すると、画面の電源が自動的に切れるように
設定します。
画面の電源が切れても電話着信／ライトメール受信時などは自動的に電源が
入ります（�1-28ページ）。
バッテリ（充電池）使用時と外部電源使用時（ACアダプター接続時）を別々に
設定します。

ご注意� 2通話中やインターネットなどで通信中のときは、設定時間を経過しても、使
用しているプログラムや動作状況によってすぐにオートパワーオフ（画面の
電源をオフ）しない場合があります。

2以下のときは、設定した時間が経過してもオートパワーオフ（画面の電源を
オフ）しません。
・インターネットなどで通信中
・ActiveSyncでパソコンと接続中
・Windows Media Player 10 Mobileで再生中
・ブンコビューアの自動表示中

4 設定が終われば、  にタップします。

チェックをつけると最
後の操作から設定した
時間が経過するとオー
トパワーオフ（画面の
電源をオフ）します。
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バージョン情報などを確認する

CPUやメモリ容量など、この製品に関するバージョン情報を確認できます。

1  スタート メニューの  “設定”にタップして、 システム タブ
にタップします。

2 “バージョン情報”にタップします。
バージョン情報確認画面が表示されます。

3 バージョン情報やこの製品の名前を確認します。

◇  バージョン タブ ◇

この製品のバージョン情報を確認できます。

◇  著作権 タブ ◇

この製品の著作権について確認できます。

4 確認／設定が終われば、  にタップします。

◇  デバイスID タブ ◇

この製品の名前を設定します。

ActiveSyncを行ったとき
など、ここで設定したデバ
イス名がパソコン側の画面
に表示されます。
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プログラムを削除する

追加したプログラムを削除します。

1 すべてのプログラムを終了します。
プログラムの終了については、1-27ページをご覧ください。

2  スタート メニューの  “設定”にタップして、 システム タブ
にタップします。

3  “プログラムの削除”にタップします。
プログラムの削除設定画面が表示されます。

4 削除するプログラムを選択し、削除 にタップします。

5 確認画面で、はい にタップします。

MEMO 2あらかじめこの製品にインストールされているプログラムは削除できませ
ん。

削除可能なプログラム
が表示されます。
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メモリを確認する

メモリの使用状況を確認したり、実行しているプログラムの切り替えや終了をし
たりできます。

1  スタート メニューの  “設定”にタップして、 システム タブ
にタップします。

2  “メモリ”にタップします。
メモリ設定画面が表示されます。

3 メモリの使用状況を確認したり、プログラムを終了します。

◇  メイン タブ ◇

メモリの使用領域や空き領域を確認できます。

◇  メモリカード タブ ◇

装着しているメモリカードの使用容量／空き容量を確認できます。

実行中のプログラムを
すべて終了してもシス
テムが使用領域を使い
ます。
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◇  実行中のプログラム タブ ◇

実行中のプログラムを確認できます。

4 確認／設定が終われば、  にタップします。

メモリ不足を解消する

動作が遅くなったりデータ記憶用メモリが少なくなっているときは、以下の内容
をご覧になりデータ記憶用メモリやプログラム実行用メモリの不足を解消してく
ださい。

■データ記憶用メモリの不足を解消する
“Internet Explorer Mobile”や“Opera Browser”を使っていろいろなホームペー
ジを閲覧していると画像データなどをキャッシュファイルとして一時保存しま
す。キャッシュファイルがデータ記憶用メモリを使っていることが考えられま
す。プログラムをインストールしたり、大きなファイルを保存していないのに
データ記憶用メモリが少なくなっているときは、5-9、5-19ページに記載してい
る方法でキャッシュを削除してください。また、このメモリが不足すると縦表示
と横表示の切り替えが遅くなることがあります。

■プログラム実行用メモリの不足を解消する
動作が遅くなったり、“Picsel PDF Viewer”を使ってPDFファイルを正しく開け
なかったり、縦表示と横表示の切り替えが遅くなったときなどは「プログラム実
行用のメモリ」が不足していることが考えられます。
このようなときは、1-27ページをご覧になり、終了するプログラム名をタップ
し、 終了 をタップします。

実行中のプログラムを
選択してタップする
と、そのプログラムが
終了します。

実行中のプログラムが
すべて終了します。

実行中のプログラムを
選択してタップする
と、そのプログラムに
切り替わります。
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音量調節キーや縦横切替の設定などをする

音量調節キーを押したときの設定や、キーボードを開いたときに表示される画面の
向き、ダイヤルキーやキーボードのバックライトの点灯などの設定をします。

1  スタート メニューの  “設定”にタップして、 システム タブ
にタップします。

2 “ユーティリティ”にタップします。
ユーティリティ画面（  音量調節キー タブ）が表示されます。

3 音量調節キーなどの設定をします。

◇  音量調節キー タブ ◇

音量調節キーを押したときに、音量を調節またはスクロールバーが表示
されているときに画面単位で上下にスクロールを設定をします。

MEMO 2通話中、音量調節キーは受話音量の調整を行います。

ご注意� 2音量調節キーをページスクロールにしていると音量調節キーを使ってシステ
ム音量のコントロールができなくなります。

2ページスクロールに設定しているとき、プログラムによっては音量調節キー
を押してもページスクロールしません。
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◇  縦横表示切替 タブ ◇

キーボードを開いたとき、画面を横に切り替える／切り替えないを設定
します。

MEMO 2キーボードを閉じた状態で表示する画面の向きは“画面”で設定します（�10-
30ページ）。

◇  キー点灯 タブ ◇

キーボードやダイヤルキーのバックライトの設定をします。

4 設定が終われば、  にタップします。

画面（表示）を横に切り
替えます。

チェックをつけると、
キーボードを閉じたと
き、元に戻します。

画面を切り替えませ
ん。

キーボードやダイヤル
キーのバックライトが
常に消灯します。

ダイヤルキーやキー
ボードのバックライト
が消灯しているとき、
画面タップやキーを押
すとバックライトが点
灯します。ただし、最
後の操作から数秒後、
ダイヤルキーやキー
ボードのバックライト
は消灯します。
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地域を設定する

この製品で使う数値の表示形式を変更できます。

1  スタート メニューの  “設定”にタップして、 システム タブ
にタップします。

2  “地域”にタップします。
地域設定画面が表示されます。

3 各タブで数値の表示形式などを設定します。

MEMO 2地域を変更し にタップすると、「再起動してください」と表示されます。こ
のときは、リセット（�11-2ページ）を行ってください。

2地域を日本に選択したときは時刻表示は24時間制になります。

4 設定が終われば、  にタップします。
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時計を設定する

現在地と訪問先の時刻の設定やタイトルバーに時計を表示するかを設定します。

1  スタート メニューの  “設定”にタップして、 システム タブ
にタップし、  “時計とアラーム”にタップします。
時計とアラーム設定画面が表示されます。

2 時刻の設定やタイトルバーに時計を表示するかを設定します。

◇  時刻 タブ ◇

現在地と訪問先の日付や時刻を設定します。

MEMO 2画面の時分秒のいずれかにタップすると時刻は止まったように見えますが、
「訪問先」（灰色になっている時分秒）の時刻で分かるように時刻は進んでいま
す。このため、変更する時刻の秒を「00」にして、時報に合わせて に
タップしても実際の時刻と合わなくなります。
正確に時刻を合わせるためには、時報などに合わせて、変更する秒を「00」に
してください。
また、ActiveSyncと同期するとパソコンと時刻を合わせることができます
（�8-10ページ）。

◇  その他 タブ ◇

 時刻 タブで設定した時刻をすべてのプログラムで、タイトルバーに表示す
るかしないかを設定します。

3 設定が終われば、  にタップします。

▼ にタップして現在
地を選択します。

変更したい時：分：秒
にタップしてから▲や
▼で時刻を設定しま
す。

▼ にタップして、表
示されたカレンダーか
ら設定する日付にタッ
プします。
カレンダーで月を変え
るときは    にタッ
プします。

チェックをつけるとす
べてのタイトルバーに
時刻が表示されます。

タイトルバーの時計表示
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アラームを設定する

決まった時間に音を鳴らしたり、画面にメッセージを表示できます。

1  スタート メニューの  “設定”にタップして、 システム タブ
にタップします。

2  “時計とアラーム”にタップします。
時計とアラーム設定画面が表示されます。

3  アラーム タブをタップします。

◇  アラーム タブ ◇

決まった時刻に通知するアラームを設定します。

MEMO 2音と通知設定画面（�10-12ページ）で、「通知（アラーム、予定など）」に
チェックを付けないと音は鳴りません。

2“予定表”や“仕事”で設定したアラーム音の種類などを設定するときは、10-
12ページをご覧ください。

4 設定が終われば、  にタップします。

タップしてアラームに
表示されるメッセージ
を入力します。

チェックをつけます。

タップすると、アラー
ム音の種類などを設定
する画面が表示されま
す。 にタップする
とこの画面に戻りま
す。

時刻をタップして、表
示された画面でアラー
ム時刻を設定します。

にタップするとこ
の画面に戻ります。

アラームを設定する曜
日にタップして反転し
ます。
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画面の設定をする

画面表示の方向や文字のサイズの設定ができます。

1  スタート メニューの  “設定”にタップして、 システム タブ
にタップします。

2  “画面”にタップします。
画面設定画面が表示されます。

3 画面に関する設定をします。

◇  全般 タブ ◇

MEMO 2キーボードの開閉時に画面の向きを切り替える設定もできます（�10-26ペー
ジ）。

◇  文字サイズ タブ ◇

4 設定が終われば、  にタップします。

つまみをドラッグして
設定します。

「横（右きき）」または
「横（左きき）」を選択す
ると横画面に切り替わ
ります。

画面にタップした位置
と反応する位置がずれ
ているときは、タップ
してタッチスクリーン
の補正をします。

選択した画面の向きが
表示されます。

画面の向きを設定し
たり、タッチスク
リーンの調節をした
りします。

文字サイズの設定を
します。
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タッチスクリーンの補正をする

スタイラスペンでタップした位置が画面の位置とずれているときはタッチスク
リーンの補正をします。

1 前ページの手順1～2を操作します。
画面設定画面が表示されます。

2  タッチスクリーンの補正 にタップします。
タッチスクリーンの補正画面が表示されます。

3 画面の十字マークの中心に少し長くタップします。

タップすると十字マークが移動します。同様にタップし、以後、同じ操作を
繰り返します。

4 タッチスクリーンの補正が終了すると、画面設定画面が表示され
ます。

十字マーク
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証明書を確認する

個人の身元を証明する個人証明書や、接続先のサーバーを識別する証明書を確認
できます。

1  スタート メニューの  “設定”にタップして、 システム タブ
にタップします。

2  “証明書”にタップします。
証明書の管理画面が表示されます。

3 証明書を確認します。

◇  個人 タブ ◇

◇  ルート タブ ◇

4 確認が終われば、  にタップします。

MEMO 2証明書についてくわしくは、ヘルプをご覧ください。

タップすると証明書の
詳細が表示されます。

にタップするとこ
の画面に戻ります。

タップすると証明書の
詳細が表示されます。

にタップするとこ
の画面に戻ります。
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異常が起きたとき

異常が起きたときは、まず「困ったときは」（�11-24ページ）を参照してください。
「困ったときは」をご覧になっても症状が改善されず、データが正常に表示され
ない、画面タップやキー操作が正しく働かない、など異常状態のときは、ACア
ダプターを接続し、10分～20分程度充電したあと、次の対処方法を順に試して
みてください。

①リセット（再起動） �下記
②フルリセット �11-4ページ
③完全消去（フォーマット）�11-6ページ

① リセット（再起動）する

データが正常に表示されない、画面タップやキー操作が正しく働かない、などの
ときにリセット操作を試してみてください。リセット操作を行うと編集中のデー
タは失われますが、保存しているデータは失われません。

ご注意� 2手順にしたがって操作をするときは、本体側面を持ち画面に指が触れないよ
うにしてください。

1 すべてのアプリケーションを終了し、電源を切ります（�1-12ページ）。
動作しない場合には、手順2へ進んでください。

2 この製品にUSBケーブルやminiSDカードなどを取り付けている
ときは、すべて取り外します。
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3 リセットスイッチをスタイラスペンで押します。
リセットされます。

リセットスイッチ�

4 自動的に電源が入り、しばらくするとToday画面（待ち受け画面）
が表示されます。
電源が入らないときは、充電池ぶたがきっちり取り付けられているか確認
し、ACアダプターを接続して充電してください。また、充電池を入れ直し
てください。
Today画面（待ち受け画面）表示後は、時刻が合っているか確認してくださ
い。
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② フルリセットする

リセット（再起動）（�11-2ページ）しても正常に動作しないときは、次の方法で
フルリセットしてください。この方法も編集中のデータは失われますが、保存し
ているデータは失われません。
設定している日付／時刻は失われます。フルリセット後は必ず日付／時刻を設定
（�次ページの手順8）してください。

1 すべてのアプリケーションを終了し、電源を切ります（�1-12
ページ）。
動作しない場合には、手順2に進んでください。

2 この製品にUSBケーブルやminiSDカードなどを取り付けている
ときは、すべて取り外します。

3 裏側の充電池ぶたを取り外します。

1 矢印の方向に押し（①）ながら、スライドします（②）。
2 持ち上げて取り外します（③）。

a

c
b

4 約15秒待って、フルリセットスイッチをスタイラスペンで押しま
す。
フルリセットされます。

フルリセット�
スイッチ�

充電池�
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5 充電池ぶたを取り付けます。

1 充電池ぶたを置きます（①）。
2 図のように中央を押して取り付けます（②）。
充電池ぶたはきっちりと取り付けてください。充電池ぶたをきっちりと取り
付けていないと電源が入りません。

中央を押します。�
a

b

6  キーを約2～3秒間押して電源を入れます。
電源が入らないときは、ACアダプターを接続して充電してください。

7 しばらくすると、Today画面（待ち受け画面）が表示されます。

8 時計画面を表示し、日付／時刻を設定します。
時刻設定画面は、Today画面（待ち受け画面）で にタップして「時計とア
ラーム」画面を表示します。
「時計とアラーム」画面については、10-28ページをご覧ください。

ご注意� 2フルリセット後は必ず手順8を行い、日付／時刻を合わせてください。

異
常
が
起
き
た
と
き
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③ 完全消去する（フォーマット）

11-2～5ページの①と②を行っても正常に動作しないときなどは、本体の全デー
タを消去してフォーマットします。

ご注意� 2データがすべて消去されます。
ご購入後に入力したデータや設定、追加したプログラムなどがすべて消去されます。
日付／時刻データも失われますので、手順10を必ず行ってください。

1 すべてのアプリケーションを終了し、電源を切ります（�1-12ページ）。
動作しない場合には、手順2に進んでください。

2 この製品にUSBケーブルやminiSDカードなどを取り付けている
ときは、すべて取り外します。

3 裏側の充電池ぶたを取り外します（�11-4ページの手順3）。

4 約15秒待って、フルリセットスイッチをスタイラスペンで押しま
す（�11-4ページの手順4）。

5 充電池ぶたを取り付けます（�前ページの手順5）。
さらにACアダプターを接続します。

6 本体を表にして、キーボードを開きます。

7  Fn キーと F キーの両方を押したままで、  キーを長く（約2
～3秒）押します。
しばらくすると本体が起動し、メンテナンスメニュー画面が表示されます。

8  キーを押します（「フォーマット」を選択します）。

9 確認画面が表示されたら、  キーを押します。
完全消去が始まりますので、終わるまで待ちます。
終了後はセットアップ画面が表示されますので、画面の指示に従ってセット
アップを行います。

10セットアップ完了後、表示されたToday画面（待ち受け画面）で
にタップして「時計とアラーム」画面（�10-28ページ）を表示し、日
付／時刻を設定します。

MEMO 2セットアップの途中でタッチスクリーンの補正を行う画面が表示されます。
タッチスクリーンの補正については10-31ページをご覧ください。

2スタートメニューから再度オンラインサインアップを行ってください
（�2-2ページ）。
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充電池について

充電池を安全にお使いいただくために、「安全にお使いいただくために」（�0-7
ページ）をよくお読みください。

使用できる充電池

リチウムイオン充電池：EA-BL13
※EA-BL13以外の充電池は使用しないでください。

MEMO 2通常は、電源を切った状態で充電し始めてから約3.5時間で満充電されます
が、工場出荷時からの時間の経過により、ご購入直後の充電時間は変わりま
す。

2充電池は、ご使用にならなくても自然に放電します。充電池の消耗によるト
ラブルを避けるために、長期間ご使用にならないときは、使用される前に充
電されることをおすすめします。

充電する

この製品に充電池を取り付け、ACアダプターを接続して充電します（�1-10
ページ）。
使用しながら充電を行った場合、充電が完了するまで長い時間がかかるため、充
電するときは電源を切ることをおすすめします。
充電中に温かくなることがありますが、故障ではありません。

残量を確認する

充電池の残量は、タイトルバーの充電池残量のアイコンで確認することができま
す（�1-17ページ）。
パワーマネージメント画面（ バッテリ タブ）でも確認できます（�10-19ペー
ジ）。

充電池の交換について

充電池は繰り返し使用するうちに劣化し、使用できる時間が短くなってきます。
満充電しても使用できる時間が極端に短くなったときは、充電池の寿命ですの
で、交換してください。

充
電
池
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充電池を交換する

1 この製品の電源を切ります（�1-12ページ）。
また、USBケーブルを接続しているときは、取り外します。

2 表示が消えたことを確認してから、裏返します。

3 ACアダプターを接続します（�1-10ページ）。

4 本体裏側の充電池ぶたを取り外します。

1矢印の方向に押し（①）ながら、スライドします（②）。
2持ち上げて取り外します（③）。

a

b

c

5 消耗した充電池を持ち上げて取り外します。

充電池を�
押しながら�
持ち上げる�

ご注意� 2充電池は端子面を下にして金属などの導電性物の上に置かないでください。
ショートの原因になります。
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6 図のようにして充電池の突起部をこの製品のくぼみにあわせて取
り付けます。

ご注意� 2充電端子や接触パッドに金属片や鉛筆の芯などの導電性の物が触れないよう
にしてください。
ショートによる火災や故障の原因になります。

充電池の突起部をこの
くぼみにあわせて取り
付けてください。�

接触パッド�

7 充電池ぶたを取り付けます。

1 充電池ぶたを置きます（①）。
2 図のように中央を押して取り付けます（②）。

中央を押します。�
a

b

8  キーを長く押します。電源が入らないときは手順1からやり
直してください。
電源が入ります。
交換した充電池を充電するときは、いったんACアダプターを取り外し、再
度、ACアダプターを取り付けてください。
ACアダプターを接続せずに充電池を交換したときは、日付と時刻が合って
いるか確認してください。合っていないときは、10-28ページをご覧になり
設定してください。

奥に押しながら�
取り付けます。�

充
電
池
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1 この製品の電源を切ります（�1-12ページ）。

2 この製品にUSBケーブルやminiSDカードなどを取り付けている
ときは、すべて取り外します。

3 W-SIMのスロットのカバーを開きます。

4 W-SIMを取り外します。または、取り付けます。

 取り外す  取り付ける

W-SIMを指で押し込み、スロット
から外れたカードを抜き取ります。

端子�

5 スロットのカバーを閉じます。

※上記の方法で正常に動作しない場合は、フルリセットを行ってください
（�11-4ページ）。

W-SIMを
取り外す／取り付ける

端子側を下にして、かつ、見えるよ
うにしてW-SIMを取り付けます。

b少し
　 飛び出す。

a軽く押す。



11-11

付
録

11

シフトJISコード表

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F
8140
8150
8160
8170
8180
8190
81A0
81B0
81C0
81D0
81E0
81F0
8240
8250
8260
8270
8280
8290
82A0
82B0
82C0
82D0
82E0
82F0
8340
8350
8360
8370
8380
8390
83A0
83B0
83C0
83D0
8440
8450
8460
8470
8480
8490
84A0
84B0
8740
8750
8760
8770
8780
8790
8890
88A0

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F
88B0
88C0
88D0
88E0
88F0
8940
8950
8960
8970
8980
8990
89A0
89B0
89C0
89D0
89E0
89F0
8A40
8A50
8A60
8A70
8A80
8A90
8AA0
8AB0
8AC0
8AD0
8AE0
8AF0
8B40
8B50
8B60
8B70
8B80
8B90
8BA0
8BB0
8BC0
8BD0
8BE0
8BF0
8C40
8C50
8C60
8C70
8C80
8C90
8CA0
8CB0
8CC0

絵文字の入力と、シフトJISコードを使って文字や記号を入力できるのはライト
メールのみです（�4-76ページ）。

W
-S
IM

シ
フ
トJIS

コ
ー
ド
表
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F
8CD0
8CE0
8CF0
8D40
8D50
8D60
8D70
8D80
8D90
8DA0
8DB0
8DC0
8DD0
8DE0
8DF0
8E40
8E50
8E60
8E70
8E80
8E90
8EA0
8EB0
8EC0
8ED0
8EE0
8EF0
8F40
8F50
8F60
8F70
8F80
8F90
8FA0
8FB0
8FC0
8FD0
8FE0
8FF0
9040
9050
9060
9070
9080
9090
90A0
90B0
90C0
90D0
90E0
90F0
9140
9150
9160
9170
9180
9190
91A0
91B0
91C0

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F
91D0
91E0
91F0
9240
9250
9260
9270
9280
9290
92A0
92B0
92C0
92D0
92E0
92F0
9340
9350
9360
9370
9380
9390
93A0
93B0
93C0
93D0
93E0
93F0
9440
9450
9460
9470
9480
9490
94A0
94B0
94C0
94D0
94E0
94F0
9540
9550
9560
9570
9580
9590
95A0
95B0
95C0
95D0
95E0
95F0
9640
9650
9660
9670
9680
9690
96A0
96B0
96C0
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F
96D0
96E0
96F0
9740
9750
9760
9770
9780
9790
97A0
97B0
97C0
97D0
97E0
97F0
9840
9850
9860
9870
9890
98A0
98B0
98C0
98D0
98E0
98F0
9940
9950
9960
9970
9980
9990
99A0
99B0
99C0
99D0
99E0
99F0
9A40
9A50
9A60
9A70
9A80
9A90
9AA0
9AB0
9AC0
9AD0
9AE0
9AF0
9B40
9B50
9B60
9B70
9B80
9B90
9BA0
9BB0
9BC0
9BD0

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F
9BE0
9BF0
9C40
9C50
9C60
9C70
9C80
9C90
9CA0
9CB0
9CC0
9CD0
9CE0
9CF0
9D40
9D50
9D60
9D70
9D80
9D90
9DA0
9DB0
9DC0
9DD0
9DE0
9DF0
9E40
9E50
9E60
9E70
9E80
9E90
9EA0
9EB0
9EC0
9ED0
9EE0
9EF0
9F40
9F50
9F60
9F70
9F80
9F90
9FA0
9FB0
9FC0
9FD0
9FE0
9FF0
E040
E050
E060
E070
E080
E090
E0A0
E0B0
E0C0
E0D0

シ
フ
トJIS

コ
ー
ド
表
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F
E0E0
E0F0
E140
E150
E160
E170
E180
E190
E1A0
E1B0
E1C0
E1D0
E1E0
E1F0
E240
E250
E260
E270
E280
E290
E2A0
E2B0
E2C0
E2D0
E2E0
E2F0
E340
E350
E360
E370
E380
E390
E3A0
E3B0
E3C0
E3D0
E3E0
E3F0
E440
E450
E460
E470
E480
E490
E4A0
E4B0
E4C0
E4D0
E4E0
E4F0
E540
E550
E560
E570
E580
E590
E5A0
E5B0
E5C0
E5D0

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F
E5E0
E5F0
E640
E650
E660
E670
E680
E690
E6A0
E6B0
E6C0
E6D0
E6E0
E6F0
E740
E750
E760
E770
E780
E790
E7A0
E7B0
E7C0
E7D0
E7E0
E7F0
E840
E850
E860
E870
E880
E890
E8A0
E8B0
E8C0
E8D0
E8E0
E8F0
E940
E950
E960
E970
E980
E990
E9A0
E9B0
E9C0
E9D0
E9E0
E9F0
EA40
EA50
EA60
EA70
EA80
EA90
EAA0
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シフトJIS
コード 文字 シフトJIS

コード 文字 シフトJIS
コード 文字 シフトJIS

コード 文字 シフトJIS
コード 文字 シフトJIS

コード 文字

絵文字一覧

シ
フ
トJIS

コ
ー
ド
表
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アニメーション絵文字一覧
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ローマ字→かな変換表

キーボードまたは文字入力パネルでローマ字入力することができます。

●撥音（はつおん）の入力
・"ん、ン"の次に母音または"Y"がくるときや
　"ん、ン"で終わるとき"N"を2回入力する

ほんやく→HONNYAKU
はんい→HANNI
ほん→HONN

・上記以外のとき
ほんき→HONKI

●促音の入力
"N"と"Y"以外の子音を重ねる
けっか→KEKKA　
トップ→TOPPU

●特殊な表現の入力
ヴゅ→ VYU

●小さい文字
（ァ、ィ、ゥ、ェ、ォ、ヵ、ヶ、ッ、ャ、ュ、ョ、ヮ）
の単独入力
・"X"または"L"(エル)の次に、それぞれの文
字を入力する。
ティータイム→TEXI-TAIMU
トップ→TOXTUPU

・"ヵ"と"ヶ"はカタカナで入力される。

あア行 A I U E O
かカ行 KA KI KU KE KO

CA CU CO
QU

 さサ行 SA SI SU SE SO
SHI

たタ行 TA TI TU TE TO
CHI TSU

なナ行 NA NI NU NE NO
はハ行 HA HI HU HE HO

FU
まマ行 MA MI MU ME MO
やヤ行 YA YU YO
らラ行 RA RI RU RE RO
わワ行 WA WO（を）
 んン N    NN　

がガ行 GA GI GU GE GO
ざザ行 ZA ZI ZU ZE ZO

JI
だダ行 DA DI DU DE DO
ばバ行 BA BI BU BE BO
ぱパ行 PA PI PU PE PO

きゃキャ行 KYA KYI KYU KYE KYO
しゃシャ行 SYA SYI SYU SYE SYO

SHA SHU SHE SHO
 ちゃチャ行 TYA TYI TYU TYE TYO

CHA CHU CHE CHO
CYA CYI CYU CYE CYO

にゃニャ行 NYA NYI NYU NYE NYO
ひゃヒャ行 HYA HYI HYU HYE HYO
みゃミャ行 MYA MYI MYU MYE MYO
りゃリャ行 RYA RYI RYU RYE RYO
ぎゃギャ行 GYA GYI GYU GYE GYO
じゃジャ行 ZYA ZYI ZYU ZYE ZYO

JA JU JE JO
JYA JYI JYU JYE JYO

ぢゃヂャ行 DYA DYI DYU DYE DYO
びゃビャ行 BYA BYI BYU BYE BYO
ぴゃピャ行 PYA PYI PYU PYE PYO
いぇイェ行 YE
くぁクァ行 QA QI QE QO

KWA
QWA QWI QWU QWE QWO

ぐぁグァ行 GWA GWI GWU GWE GWO
つぁツァ行 TSA TSI TSE TSO
てゃテャ行 THA THI THU THE THO
でゃデャ行 DHA DHI DHU DHE DHO
ふぁファ行 FA FI FE FO
ふゃフャ行 FYA FYI FYU FYE FYO
うぃウィ行 WI
うぇウェ行 WE
とぅトゥ行 TWU
どぅドゥ行 DWU
ヴぁヴァ行 VA VI VE VO

VYU

ロ
ー
マ
字
↓
か
な
変
換
表

MEMO 2 ：ATOKでは入力で
きません。
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仕様について

本体

形名�

OS�
�

CPU�

本体メモリ�
�
�

表示部�
�

通信機能�

内蔵カメラ�

カードスロット�

接続端子�
�

電源�

消費電力�
�

使用温度�

外形寸法�
�

質量�

付属品�
�
�

プログラム�

�
�
�
�
�
連続待受時間�
�

連続通話時間�

　※1　W-SIMは、箱に入っています。�
           本体のみの販売の場合には、W-SIMは同梱されておりません。�
�

WS007SH�

Microsoft(R) Windows Mobile™ 5.0 software for Pocket PC �
日本語版�

Intel® PXA270 プロセッサ 416MHz�

Flashメモリ128MB（本体システム領域等含む）�
（ユーザーエリア：約60MB）�
SDRAM 64MB（ワークエリア）�

640×480 ドット　2.8型　65,536色�
モバイルASVシステム液晶（バックライト付き）�

PHS（W-SIM）�

有効画素数：約131万画素（接写機能付）�

miniSD™カードスロット×1、W-SIMスロット×1�

USB端子（USB 2.0 Full Speed（12Mbps））、�
ACアダプター端子、イヤホンマイク端子（平型）�

DC 3.7V　充電池：リチウムイオン充電池（EA-BL13）�

W-SIM（装着時）：2.4W�
W-SIM（取外時）：1.9W�

0～40℃�

（高さ）約135mm×（幅）約56mm×（厚さ）約21mm�
（キーボード収納時、突起部除く）�

約175g（充電池、スタイラスペン、W-SIM含む）�

W-SIM（※1）、充電池（EA-BL13）、USBケーブル、�
ACアダプター（EA-79）、ソフトケース、スタイラスペン、�
『はじめにお読みください』、『取扱説明書』、CD-ROM、保証書�

電話、W-ZERO3メール、メール、ライトメール、Opera Browser、�
Internet Explorer Mobile、予定表、連絡先、仕事、�
メモ、Excel Mobile、PowerPoint Mobile、Word Mobile、
Windows Media Player 10 Mobile、画像とビデオ、電卓、�
ゲーム、バックアップツール、Picsel PDF Viewer、ActiveSync、�
ブンコビューア、JBlend（Java™アプリ）�

約500時間（電波状態ランプ消灯時）�
約300時間（電波状態ランプ点灯時）�

約7時間�
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充電池（EA-BL13）

公称電圧�

公称容量�

充電時間�
�

使用温度�

充電温度�

充放電回数�

�3.7V�

1500mAh�

満充電になるまでの時間：約3.5時間（常温25℃、電源を切った
状態での目安）�

0～40℃�

5～35℃�

約500回�

ACアダプター（EA-79）

入力�

出力�

100V-240V  50/60Hz�

DC 5V  1A

仕
様
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さくいん

英数字

ActiveSync ... 1-19、6-16、7-24、8-2、11-32
ACアダプター .............. 0-11、1-10、11-19
ACアダプタージャック ..... 1-2、1-4、1-10
ATOK ................................ 1-23、1-33、1-39
ATOK設定................................. 1-23、10-13
Bubble Breaker .................................... 9-13
CD-ROM ............................. 0-12、1-64、8-5
Cookie
　Internet Explorer Mobile ................... 5-9
　Opera Browser ................................. 5-19
Excel Mobile .......... 0-6、1-19、1-64、8-13
Eメール（ウィルコム）
........................ 1-17、2-2、4-3、4-34、11-28

Getting Started CD ......... 8-5、8-18、8-21
Internet Explorer Mobile
.................................... 1-3、2-3、4-80、5-2

IPアドレス ................................... 2-23、2-30
Java™アプリ .............................. 1-19、9-14
JBlend ..................................................... 9-13
JISコード表 .......................................... 11-11
LI機能 ....................................................... 3-45
Microsoft IME ............................ 1-33、10-9
miniSDカード .................. 1-57、1-60、1-62
miniSDカードスロット
.................................. 0-15、1-2、1-5、1-57

My Documents ........................................ 9-8
Opera Browser ..... 1-19、2-3、4-79、5-11
Outlook
............. 2-3、2-13、4-2、4-32、6-15、8-2

Picsel PDF Viewer ........... 0-6、1-19、1-64
PINコード .................................... 1-23、3-39
PowerPoint Mobile .......... 0-6、1-19、1-64
SSL接続 .................................................. 2-17
Today ........................................... 1-21、10-2
Today画面 ...1-12、1-14、1-18、7-7、10-2
USBケーブル ................................ 8-6、8-22
USB接続.............................. 1-25、8-9、8-21

USBホスト ............................................. 1-61
USBポート .... 0-15、1-6、1-61、8-6、8-22
VPNサーバー ......................................... 2-30
Windows Media Player 10 ................. 7-24
Windows Media Player 10 Mobile ... 7-18
Windows Mobile 5.0 Office
アプリケーションマニュアル ... 0-6、1-65

Word Mobile .......... 0-6、1-19、1-64、8-13
W-SIM ................. 3-39、3-47、3-49、11-10
W-SIMスロット ................. 1-2、1-5、11-10
W-SIM読込／書込 ................................. 3-47
W-SIMロック .............................. 1-23、3-39
W-ZERO3メール
.. 1-19、2-3、2-6、2-34、4-2、4-3、11-28

2分割画面..................................... 4-67、4-68
3分割画面..................................... 4-67、4-68

あ行

アクションキー....................... 1-2、1-4、7-4
アドレスバー
　Internet Explorer Mobile ................... 5-2
　Opera Browser ................................. 5-11
アニメーション絵文字 ......................... 4-62
アニメーション絵文字一覧表........... 11-16
アフターサービス ............................... 11-37
アラーム .... 1-17、1-31、6-4、6-29、10-29
安全運転モード........................... 1-18、3-35
位置情報 .................................................. 3-45
一括送信 .................................................. 4-71
移動ボタン ................................................. 5-2
イヤホンマイク端子 .................... 1-6、1-61
インジケーターランプ ............................ 1-3
インストール（ActiveSync）.................. 8-4
インターネット
................. 1-16、1-25、5-2、5-11、11-28

インターネット接続設定 ... 2-2、2-20、2-28
（IE）キー..................................... 1-2、1-3

インポート .............................................. 4-29
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引用........................ 4-73、4-76、4-79、4-84
ウィルコムサービスセンター..0-1、11-37
エクスポート .......................................... 4-29
エニーキーアンサー .................... 3-4、3-37
絵文字 ............................... 4-62、4-76、4-86
絵文字一覧表 ........................................ 11-15
エラー報告 ................................ 1-24、10-16

（OK）キー .................................. 1-2、1-3
オートパワーオフ ................... 1-28、10-19
オーナー情報 ............................... 1-21、10-5
お気に入り .......................... 4-80、5-5、8-14
音楽再生 .................................................. 7-19
音と通知 .................................... 1-23、10-12
オンラインサインアップ ........................ 2-2
オンラインマニュアル ......................... 1-64
音量調節キー .... 1-2、1-5、3-13、3-24、10-25

か行

カーソルキー ............. 1-2、1-4、10-3、10-6
カードにバックアップ ............................ 9-3
会議出席依頼 .......................................... 6-15
顔文字 ........................................... 4-62、4-76
画像とビデオ ................................. 1-20、7-2
画像ファイル ................................. 4-7、4-38
壁紙........................................................... 10-2
カメラ .................................... 0-15、1-6、7-2
画面........................... 1-2、1-3、1-25、10-30
画面の電源オフ........................ 1-28、10-18
画面の向き ............................. 10-26、10-30
完全消去（フォーマット）..................... 11-6
キー操作 ......................................... 1-8、1-13
キーボード ..... 1-2、1-7、1-13、1-33、3-31
キーボード入力パネル .............. 1-42、1-44
キーロック .......................... 0-30、1-8、1-18
キーロックスイッチ ........... 0-30、1-6、1-8
記号.......... 1-44、1-45、1-51、4-76、11-11
「記号」入力パネル ...................... 1-44、1-45
既定のインターネット設定...... 2-21、2-26
既定の社内ネットワーク設定
........................................ 2-28、2-30、2-32

起動................................................ 0-22、1-26
（クリア/IE）キー ..................... 1-2、1-3

ゲーム ........................................... 1-19、9-12
罫線あり ....................................... 6-41、6-46
罫線なし ....................................... 6-41、6-46

圏外警告 .................................................. 3-37
検索.................................... 1-20、1-62、1-65
コード入力 .............................................. 4-76
国際電話 .................................................. 3-18
個別着信音 ................................... 0-27、3-29
困ったときは ................ 2-33、8-16、11-24

さ行

再起動 .......................................リセット参照
再生.................. 3-15、6-43、7-6、7-9、7-19
削除済みアイテム .............. 4-33、4-49、4-57
撮影..................................................... 7-4、7-9
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困ったときは

この製品を使っていて、『使いかたが分からないとき』や『困ったときは』、ここ
に書いている内容をご覧ください。
“ActiveSync”については8-16ページもご覧ください。

電話操作で困ったとき

2電話がかからない

2着信音が鳴らない

2電話がかかってこない

2市外局番からダイヤルしていますか。
2電波状態のアイコンが や になっていますか。

や になる場所に移動してください（�1-3
ページ）。

2インターネットに接続中ではありませんか。タ
イトルバーに アイコンが表示されていると、
インターネットに接続中です。接続を切ってく
ださい（�0-21、5-4、5-13ページ）。

2通話／通信機能が制限されていませんか。通話
／通信機能の制限を解除してください（�3-38
ページ）。

2W-SIMはきっちりと装着されていますか。W-
SIMを一度取り外して、再度取り付けてみてく
ださい（�11-10ページ）。

2着信音の音量を確認してください（�3-24ペー
ジ）。

2マナーモードを設定していませんか（�3-34
ページ）。

2安全運転モードを設定していませんか（�3-35
ページ）。

2電波状態のアイコンが や になっていますか。
や になる場所に移動してください（�1-3

ページ）。
2着信拒否の設定をしていませんか（�3-42～44
ページ）。

こんなときは ここをお確かめください
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2電話がかかってこない
（つづき）

2通話中、相手の声が聞き
取りにくい、雑音が入る

2インターネットに接続中ではありませんか。タ
イトルバーに が表示されていると回線が接続
したままになっています。ホームページを閲覧
したあと、画面右上の にタップしただけで
は、回線は切れず接続したままになっています。
着信時に接続を切るように設定（�3-30ページ）
しても、パケット方式（※）以外で通信を行って
いる場合は着信しません。
回線を切断するときは、 キーを押します。
またはタイトルバーの にタップし、表示され
たウィンドウの 切断 をタップします（�0-21、
5-4、5-13ページ）。
※タイトルバーに が表示されているときは着信
します。また が表示されているときもパケッ
ト方式で通信しているときは着信します。 、
、 が表示されていると着信しません。

2着信転送サービスを利用していませんか（�3-
52ページ）。

2電源を切っていませんか（�1-12ページ）。
2アンテナマークが や になっていますか。

や になる場所に移動してください（�1-
3、1-16ページ）。

2周囲が高いビルに囲まれている場所ではありませ
んか。見通しのよい場所に移動してください。

2受話音量が小さくなっていませんか（�3-13
ページ）。

本体操作で困ったとき

2充電池の消耗がとても早
い

2使用していないプログラムを終了する。
Today画面で  をタップし、表示されたメモ
リ（ 実行中のプログラム タブ）画面で一覧から
使用していないプログラムを選択して、 終了
にタップ、または  すべて終了  にタップします。

2画面の明るさを下げる。
 スタート ー 設定 ー システム タブー
 バックライト ー 明るさ タブをタップして、
スライダーで画面の明るさを調節します。スライ
ダーを左端にするとバックライトは消灯します。

こんなときは ここをお確かめください

困
っ
た
と
き
は
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2充電池の消耗がとても早
い（つづき）

2インストールしたプログ
ラムや大きいファイルを
保存していないのにメモ
リの空き領域がほとんど
なくなっている

2画面が暗い

2電源が入らない

2充電ランプが点灯しない
2充電ランプが点滅する

2画面の電源を切る。
 スタート ー 設定 ー システム タブー
 パワーマネージメント ー 詳細設定 タブを
タップして、チェックを付けて時間を設定します。

2データ記憶用メモリの空き領域が少ないとき
は、インターネットを閲覧した際のキャッシュ
(前に表示したWEBコンテンツなどの記憶)でメ
モリを使用している場合があります。
このようなときはキャッシュを削除してくださ
い。
Internet Explorer Mobileの場合： メニュー ー
 ツール ー オプション ー メモリ タブから
 ファイルを削除 をタップします。
Operaの場合： メニュー ー ツール ー 設定 ー
 履歴 タブから キャッシュ削除 をタップしま
す。

2プログラム実行用メモリの空き領域が少ないと
きは、Today画面で をタップし表示された
メモリ（ 実行中のプログラム タブ）画面で、一
覧から使用していないプログラムを選択して
 終了 にタップ、または すべて終了 にタップ
します。

2充電池の残量が少なくなっていませんか（�1-
17、10-19ページ）。

2バックライトの明るさの設定が暗くなっていま
せんか（�10-18ページ）。

2充電池ぶたが、しっかり閉まっているか確認し
てください。

2次の順で、充電ランプが点灯（オレンジ色）する
かを確認してください。いずれの場合も点灯し
たときは充電池を10分程度充電してください。
①ACアダプターを取り外してから、再度ACア
ダプターを接続して点灯するか確認してくだ
さい（点灯しないときは②へ）。

②ACアダプターを取り付けた状態で、リセッ
ト（�11-2ページ)を行ってください（点灯し
ないときは③へ）。

③ACアダプターを取り付けた状態で、フルリ
セット（�11-4ページ）を行ってください。
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2充電したが本体の電源が
入らない

2充電開始後所定の充電時
間以上が経過しても充電
ランプが消灯しない

2急に電源が切れた

2 キーを押しても何も
表示されない（電源が入
らない）

2画面が明るくなるだけで
文字などが表示されない

2 キーを押すと、1、2
秒間隔で電源が入りそう
になるが、入らない

2ACアダプターを接続し
ているのに満充電になら
ない

2ACアダプターを使用中
や充電中に、ACアダプ
ターやこの製品が温かく
なる

2ACアダプター使用中、
ピーと音がする

2長期間使用しなかったときなど充電池が過放電
の状態になっている場合は、しばらく充電して
も本体の電源が入らなかったり、所定の充電時
間以上充電しても、充電ランプが黄緑色になら
ないことがあります。そのときには、ACアダ
プターを取り外してからリセット（�11-2ペー
ジ）をして再度充電してみてください。

2指定の周囲温度（5～35℃）で充電してください。
2満充電後、そのままにしておくと、充電池を消
費し、また充電がはじまる場合があります。

2パワーマネージメントを設定していると画面の
電源が切れます（�10-19ページ）。

2充電池が消耗すると、電源が切れます。すぐに
ACアダプターを使って充電してください（�1-
10ページ）。

2強い静電気や電気的なノイズなどを受けたとき
に、電源が切れることがあります。

2 キーを約2～3秒以上押し続けていますか。
すぐ キーを離すと電源は入りません（�1-12
ページ）。

2充電池が消耗していませんか（�1-17、10-19
ページ）。

2リセットしてください（�11-2ページ）。
2充電池が消耗しています。ACアダプターを
使って充電池を充電してください（�1-10ペー
ジ）。

2この製品を使用しながら充電を行っている（AC
アダプターを接続したまま使用している）場
合、約7時間で満充電にならずに、充電が自動
的に終了することがあります。ACアダプター
をいったん取り外し、再度ACアダプターを接
続してください。ACアダプターを約7時間以上
接続したままにすると、充電を停止します。

2故障ではありません。ACアダプター使用中や
充電中は、ACアダプターやこの製品は温かく
なります。

2故障ではありません。ACアダプターの性質上
充電時に小さくピーと音が鳴ることがありま
す。

困
っ
た
と
き
は
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2すべてのキーが働かない
2データを正常に表示しな
い

2電源を入れたままW -
SIMの抜き差しを行い、
動作しなくなった。

2miniSDカードを認識し
ない

2「シュルシュル」という音
がする

　　　

2「異常が起きたとき」（�11-2ページ）の対処方法
を順に試してみてください。

2キーロックにしていませんか。
キーロックが働いているとキーを押しても動作
しません。キーロックを解除してください
（�1-8～9ページ）。

2リセット（�11-2ページ）を行ってください。
リセットを行っても正常に動作しないときは、
フルリセット（�11-4ページ）を行ってくださ
い。

2奥までしっかりと装着していることを確認して
ください。

2表裏が逆になっていませんか。端子面を上にし
て装着してください（�1-57ページ）。

2いったん本体からカードを取り外し、リセット
（�11-2ページ）をしてから、再度カードを装着
してください。

2静かな場所でご使用のとき、「シュルシュル」と
いう音が聞こえる場合がありますが、これは構
成回路の動作音であり、故障ではありません。

インターネット接続／メール操作で困ったとき

2インターネットに接続で
きない

2メールの送信や受信がで
きない

2プロバイダーのアクセスポイントの電話番号が
あっているか確認してください。

2インターネットに接続するユーザー名/パス
ワードが合っているか確認してください。文字
を入力時、大文字と小文字、全角と半角、「0」
（ゼロ）と「O」（英字のオー）、数字の「1」と「l」（英
字のエル）などをまちがえていないか、よく確
認してください。

2サーバーアドレス（DNSサーバー）などが、プロ
バイダーから指定されたものと合っているか確
認してください。

2電波状況が良好か確認してください（�1-3、1-
16ページ）。

2メールアドレス、ユーザー名、パスワード、
メールサーバーなどが、プロバイダーから指定
されたものと合っているか確認してください。

こんなときは ここをお確かめください
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2メールの送信や受信がで
きない（つづき）

2メールが途中で切れてい
る／添付ファイルが受信
できない

2長い件名のメールを送受
信すると、件名が文字化
けするときがある（“メー
ル”）

2添付メールは何MBまで
対応できますか？

2メールアカウントは、複
数設定できますか？

2絵文字に対応しています
か？

2プロバイダーのアクセスポイントの電話番号が
合っているか確認してください。

2“メール（Outlook）”を使ってメール送信すると
きは、アカウントを切り替えてから必ず、画面
右下の メニュー ― 送受信 （�4-37ページの手
順8）を行ってください。この操作を行わない
と、メールは「送信トレイ」に入ったままになっ
ています。

【W-ZERO3メール】
2メールの一部を受信するように設定していませ
んか？
アカウントの設定画面（ 動作設定 タブ）で「受信
行数制限設定」にチェックを付けていると、
メールの一部しか受信しません。
このような場合は、メールの全部（全体）を受信
してください（�4-15ページ）。

【メール（Outlook）】
2「メッセージヘッダーのみ取得する」設定にして
いませんか？
オプション（3/3）画面（�2-18ページ）で、
「メッセージヘッダーのみ取得する」にしている
と、一部しか受信しません。
全文を受信するときは、4-45ページをご覧にな
り、メールの全部（全体）を受信してください。

【メール（Outlook）】
2送受信するメールの件名が全角で19文字以上
になると件名が文字化けする場合があります。
件名は、全角18文字（半角36文字）までにして
お使いください。

2仕様としての制限はありません。
本体メモリーの空き容量やサーバーによって異
なります。なお、Eメール（ウィルコム）アカウ
ントでの添付可能なファイルサイズの上限は、
約1MBです。

2【W-ZERO3メール】：10件
【メール（Outlook）】：7件

2絵文字には対応していません。絵文字は送信／
受信ともにお使いいただけません。 困

っ
た
と
き
は
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2m i n i SDカードに直接
メールを受信できます
か？

2メールが文字化けする

2設定したメールアカウン
トを削除する方法を教え
てください。

2メールを受信後にサー
バーから消す設定はでき
ますか？

2ライトメールの送信がで
きない

2miniSDカードに、直接、メールを受信すること
はできません。
また、受信後のメールをminiSDカードに移動／
コピーすることもできません 。
添付ファイルのみ、データ保存領域をminiSD
カードに設定することができます。

【メール（Outlook）】
2長文のメールの場合、文字化けすることがあり
ます。改行を入れて文章を区切ったり、文章を
短くしてください。

【W-ZERO3メール】
2受信トレイ一覧画面などで、 メニュー －
 その他 － アカウント設定 から、削除したい
アカウントを選択し 削除 － はい にタップし
ます。

【メール（Outlook）】
2メールの一覧画面で メニュー － ツール －
 オプション から、削除したいアカウントを
タップしたままにして表示されたメニューから
 削除 － はい にタップします。

【W-ZERO3メール】
2アカウントの設定で行います（�2-10ページ）。
【メール（Outlook）】
2Eメール（ウィルコム）の場合は、メールプロキ
シ（�4-51ページ）で設定します。

2プロバイダーのメールの場合は、メールを受信
した後に、サーバーからメールを削除する設定
はありません。「削除済みアイテム」フォルダに
入れたメールを削除([削除済みアイテムを空に
する]を実行)してサーバーに接続すると、メー
ルはサーバーから削除されます。
くわしくは、4-33、4-49ページをご覧くださ
い。

2宛先となる電話番号を間違えていませんか。ラ
イトメールは、ライトメール対応電話機にのみ
送信できます。

2送信相手が電源を切っている、エリア外、話し中
などになっていませんか。送信できないライト
メールは送信待ちフォルダに入りますので、時
間をおいて送信してください（�4-71ページ）。
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2ライトメールの送信がで
きない（つづき）

2ライトメールの受信がで
きない

2ホームページが表示でき
ない

2すでに受信したウィルコ
ムのメールを再度受信す
る

2プログラムの終了はどの
ようにするの

2メモリー不足の画面が表
示された

2画面の縦横切り替えなど
が遅い

2他の機種から電話帳など
を転送できない

2画面の右上の  や  にタップしただけでは、
プログラムは終了しません。1-27ページに記載
の方法で、プログラムを終了してください。

2使っていないプログラムを終了してください
（☞1-27ページ）。

2使っていないプログラムを終了してください
（☞1-27ページ）。

2W-SIMを使っている機種は、「電話帳転送」を
行ってください（☞3-47ページ）。

2この製品はMicrosoft Outlookと同期できま
す。お使いの機種がOutlookと同期できる場合
は、その機種とOutlookを同期したのちこの製
品と同期することで転送することができます。

その他のプログラムで困ったとき

こんなときは ここをお確かめください

困
っ
た
と
き
は

2連絡先に登録している電話番号を使ってライト
メールを作成するとき、（電話番号）選択画面で
まちがった電話番号を選び（ライトメールに対
応していない電話機の電話番号）ライトメール
を作成すると、その宛先には送信できません
（そのライトメールは送信待ちフォルダに入り
ます）。宛先の電話番号を確認してください
（☞4-74ページ）。

2エリア外や電源を切っていませんか。エリア外
にいると、ライトメールの受信はできません。

2サーバーアドレス（DNSサーバー）の設定をまち
がえていないか確認してください（☞2-24ペー
ジ）。

【W-ZERO3メール】
2パソコンなどを使ってウィルコムのメールサー
バー上にある最後に受信したメールを削除する
と、次にこの製品でメールを受信した場合、
（ウィルコムのメールサーバーの仕様により）受
信済み／未受信にかかわらずサーバーに残って
いる全メールを受信するため、受信済みのメー
ルが重複することがあります。



11-32

2Act iveSyncがインス
トールできない

2ActiveSyncを使って接
続／同期ができない

2付属のUSBケーブルを
使ってパソコンと接続し
ても、ActiveSyncが動
作しない

2同期がうまく取れなく
なってしまったのですが

2同期する情報の種類を変
更するには、どうすれば
よいのですか？

2パソコンにウィルスチェックソフトやファイア
ウォールソフトをお使いのときは、それらを停
止してからインストールしてください（ウィル
スチェックソフトやファイアウォールソフトを
停止する方法は、各ソフトウェアの問い合わせ
先へご確認ください）。

2パソコンにOutlookがインストールされている
か確認してください。ActiveSyncと同期する
ときは、Microsoft Outlook98以降が必要で
す。

2パソコンに正しく接続されているか確認してく
ださい（�8-6ページ）。

2ActiveSyncの接続設定を確認してください。
1.パソコンのActiveSyncを起動させます。
2. [ファイル]－[接続の設定]で、「USB接続を有
効にする」にチェックが付いているか確認し
てください。

2接続方法を変えてみてください（�8-18ペー
ジ）。

2複数のアプリケーション（プログラム）を起動し
ている場合は、起動しているアプリケーション
を全て終了してから操作してください。

2同期中に接続／切断を繰り返したり、USBケー
ブルを取り外したりすると、正しく接続できな
くなることがあります。
このような時は、本体をリセットし、パソコン
を再起動させてからもう一度接続してくださ
い。

2次の操作をしてください。
1.パソコンのActiveSyncを起動させます。
2. [ツール]－[オプション]をクリックします。
3.同期する情報の種類を変更して[OK]をク
リックします。

同期（ActiveSync）操作で困ったとき

インストールできないときなど困ったときは、8-16ページもご覧ください。

こんなときは ここをお確かめください
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アフターサービスについて

保証について

①この製品には保証書がついています。
・保証書は販売店にて所定事項を記入してお渡しいたしますので、内容をよ
くお読みのうえ大切に保存してください。

②保証期間は、お買いあげの日から1年間です。
・保証期間中でも有料になることがありますので、保証書をよくお読みください。

③保証期間後の修理は…
・修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有料修理いたします。

補修用性能部品の保有期間

・当社は、この製品の補修用性能部品を、製造打切後5年保有しています。
・補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

修理を依頼されるときは

①｢困ったときは｣（�11-24ページ）をよくお読みのうえ、もう一度お調べください。
②それでも異常があるときは使用をやめて、下記のシャープドキュメントシス
テム株式会社、またはウィルコムサービスセンターにお申しつけください。
ご自分での修理はしないでください。

③故障・修理のときは、本体のデータや追加ソフトウェアは消去されます。

修理に関するお問い合わせ先

2シャープドキュメントシステム株式会社
大阪フィールドサポートセンター
住所 ：大阪市平野区加美南3丁目7番19号
ナビダイヤル：0570-081010
受付時間 ：月～金（午前9時～午後5時40分）
※全国どこからでも一律料金でご利用いただけます。
※IP電話・PHSからはご利用いただけません。06-6794-9708へおかけください。

2ウィルコムサービスセンター
ウィルコムの電話から .......................（局番なしの）116
一般加入電話・公衆電話から ..........0120-921-156
（携帯電話・PHSからもかけられます）
受付時間　9：00～21：00（日・祝日を除く）

ア
フ
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ス



ご利用のお申し込み・お問い合わせ（無料） 

データ通信に関するお問い合わせ（無料） 

ホームページもご覧ください 

　　　　　http://www.willcom-inc.com/

ウィルコムの電話から 
一般加入電話・公衆電話から 
携帯電話・PHSからもかけられます 

受付時間 ／ 9：00～21：00（日・祝日を除く） 

116 
0120－921－156

株式会社ウィルコムの電話・サービスに関する 
お問い合わせはウィルコムサービスセンターへ 

ウィルコムの電話から 
一般加入電話・公衆電話から 
携帯電話・PHSからもかけられます 

受付時間 ／ 9：00～21：00（日・祝日も受付） 

157 
0120－921－157

（局番なしの） 

（局番なしの） 

操作方法などわからないときは 

大阪市阿倍野区長池町 ２ ２番２ ２号   

奈良県大和郡山市美濃庄町 ４ ９ ２   

本　　　　　 社 

情報通信事業本部 

〒 ５ ４ ５ － ８ ５ ２ ２   

〒 ６ ３ ９ － １ １ ８ ６   

06G28.3T（TINSJ1376YCZZ）b

 この取扱説明書の「さくいん」（☞11-20ページ） 
 や「もくじ」（☞0-2ページ）を使って説明を探す 
　 
 この製品のホームページにある「Q&A」を探す 

 　http://wssupport.sharp.co.jp/qa/ 
　 
 シャープ「お客様相談センター」へ問い合わせる 

 　0120－606－512 
 　受付時間 ／ 月曜～土曜：午前9時～午後6時 
 　（日・祝日および年末・年始、当社の休業日は除く） 
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